邊 謀 学生 向け 学習 誌 No.11 


エキ スパ ー ト ナー ス ・ 
フチ ナー ス の 誌面 で 
ぶ や いて み ま せ ん か が ? 


中 キス バー ニ ド カ ルース プチ ナー ス ア ワリ で は 
Twitter ア カウ ント を お 持ち な ら 

Twitter と 連動 し た 「 つ ぶ や き 機 能 」 を 使う こと が で きま す 。 
「 つ ぶ や き 機 能 」 を 使っ て 、 誌 面 を 読ん で 感じ た こと 、 

気 に な る 記事 な ど を いろ いろ な 人 に 広め て み ま せ ん か ? 
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っ YS る 


つぶ や きた い 
箇所 を 
の 


Twitter ア イコ ン の ある ペー ジ を 押し 続け る と 、 
その 箇所 に 対し て つぶ や く こ と が で きま す 。 
ここ で つぶ や いた こと は 、 

ご 自身 の Twitter ア カウ ント に も 
公開 され ます 。 


BA 場合 は 、 
ログ イン を 求め られ ま 
※「 つ 3 上 | 当 CC ペー ジ も あり ます 。 


つぶ や ける ! 


「 つ ぶ や き 和 機能 ] を 使っ て 

つぶ や いた こと は 、 

Twitter の タイ ムラ イン 上 に 表示 され ます 。 
気 に な る 記事 、 

教え た い 記事 な ど を つぶ や いて 、 

みん な で 情報 を 共有 し まし ょ う 。 


※ を は Twitter で の 画面 


画面 の つぶ や き の な い 箇 所 を タッ プ す る と メニ ュー が 表示 され ます 。 
右上 の アイ コン を タッ プ 、「 つ ぶ や き の 設 定 ] か ら 「 つ ぶ や き を 表示 」 を オフ に で きま す 。 


誌面 以外 の 箇所 を タッ プ 右上 の アイ コン を タッ プ つぶ や き の 設 定 を タッ プ 


し @ が 右側 で オン 、 
左側 が オフ 


ー 「 つ ぶ や き の 設 定 ] か ら 
Twommren っ と 、 に っ な p く で と で 「 つ ぶ や き を 表示 」 を オン に し ます 。 


利用 者 の 声 


メモ 機能 は 、 
自分 で フ セ ン まき 使っ て 
『 プ チ ナ ー ス 』 に つけ 足 し か 
で きる ょ うな 感覚 で 、 
修正 も 簡単 に 
で きま し た 


960mns 


9 11.400m@ 
毎月 10 日 ご ろ 発売 


1.080a@s 


12.800mws 
毎月 20 日 ご 発売 


容 価 格 は 変更 する 場合 が あり ます 

族 細 だ まる 打 誌 も 継続 し て 販売 いた し ます . 
訟 専用 アプ リ 内 の み で の 販売 と な り ま す 。 
※※ 通 信 料 は 利用 者 負担 に な り ます 。 


読 面 が 
鮮明 に 字 っ て いて 、/ 電車 の 中 な と で も 
文字 や 宇 真 、 スマ ー ト フォ ン で 
図 な で が と て も 読め ぬる と ころ が 
見 や すか っ た で す いい で す 


2020 年 7 月 号 
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WUstratcm Keko Katsuyrarma 


UM 


エー ワー ス 


プチ ナー ス 電 子 版 は 


ブー 


の 
記事 だ け を 購入 で きま す 


| (490 由 税込 ) 
こ | 


「 受 け 持ち 患者 さん の 看 
護 計画 を 明日 まで に し あ 
げ な きゃ 」 っ て と き な ど 、 
と っ て も 役立ち ます 。 


(区 設 玉 プチ ナー ス ア プリ に て 、 
「 疾 患 別 看護 過程 」6 疾 悪 
(2021 年 2 月 末日 まで ) 


選対 還 プチ ナー ス ア プリ か ら 
「 看 護 学生 スタ ディ ガイ ド 2021」 


「 看 護 師 国 試 2021 ここ だ け 覚え る !」 


京 紙 版 も 経 続 し て 販売 し て お り ます 。 


https:/ ル www.petitnurse 


Shorinshi jP/ 


く な る ! 


20 呼吸 状態 の アセ スメント 
22 心機 能 の アセ スメント 
24 脳 疾 患 の アセ スメント 
26 術 後 の ア セス メン ト 
特集 内 容 の 定着 度 を チェ ッ ク ! 
29 予想 問題 ① 
36 予想 問題 ② 
63 予想 問題 解答 解説 


41 10 年 分 の 過去 問 を 分 析 ! 


32 ショ ッ ク の アセ スメント 


42 呼吸 器 : 46 母性 
45 心電図 ! 48 小児 
強力 連載 


5 気 に な る ! 今月 の 最新 トピ ックス 

_NEWS | 「AHA( ア メリ カ 心 臓 協会 ) ガイ ドラ イン 

2020」 が 公表 

[LNEWS ] 日 看 協 、「 実 習 に 必要 な 感染 対策 動画 を 

公開 

[GO005] 泰 い な か が ん ば る 国 試 受験 生 へ 。 く り 返 
し 使え る 電子 カイ ロ 


6 実習 で 実践 で きる ! 基礎 看護 技術 


症状 ・ 生 体 機能 管理 技術 
静脈 血 採血 


執筆 中 村 充 浩 、 北 島 泰子 


14 人 間 を "まる ご と "理解 し よう 
お も し ろく な る 解剖 生理 


泌尿 器 系 ゅ swa 


※ 取 絆 載 今月 の 気 に な る 学校 「 の ぞい て みよ う ! ナー ス の シゴ ト 場 」 は 、 
新 民 コ ロナ ウイ ルス 琵 条 古 の 流行 状況 を ふま えて 休載 いた し ます 。 


@ 本 誌 に 掲載 され た 著作 物 ( 記 事 ・ 写真 - イラ スト 等 ) の 番 訳 ・ 複写 ・ 転 - デー タ 
ペー ス へ の 取り 込み お よび 送信 に 関す る 許 話 権 は 、 林 社 が 保有 し まず す 。 

@ 人 GS 還 < ( 社 ) 出 版 者 著作 大 詩 理 機 橋 委託 出版 物 ン > 本誌 の 無断 複写 は 香 作 権 法 上 
で の 例外 を 除き 禁じ られ て いま す 。 宜 写 さ れる 場合 は 、 そ の つど 事前 に 、( 社 出版 
者 著作 権 生理 機構 (電話 - 03-5244-5088、FAX - 03-5244-508B、m-mail: 
infog@jcopy.or.jp) の 許諾 を 得 て くだ さい 。 ま た 、 本 鞍 を スキ ャ ン し て PDF 化 する 
な どの 電子 化 は 、 私 的 使用 に 陽 り 著作 権 法 上 計 め られ て いま すず が. 代行 業者 等 の 此 
三 者 に よる 電子 デー タ 化 お よび 書生 化 は 、 い か な る 場合 も 認め られ て いま せん 。 
@⑯ 本 衝 の 内 容 に 関す る お 同 い 合わ せ は 、 プ チ ナ ー ズ 編集 部 まで お 疹 いし ます 。 

人 @ 万 一 落丁 乱丁 が ご ざい まし た ら 、 制 作 部 まで ご 連絡 くだ さい お 到 り 替え し ます 。 
( 還 D120.87-1173) 


監修 池 西 静江 

執筆 今村 恵 、 四 保 芦 子 、 

政 元 圭 菜 、 演 川 孝 二 、 上 敷 領 正子 
頻出 8 場面 で の アセ スメント 力 を 強化 し ます 

30 脱水 ・ 電 解 質 異常 の アセ スメント 


34 精神 疾患 で の 藤 物 治療 中 の 副作用 の アセ スメント 
37 周 産 期 の アセ スメント ー 竹 直 ・ 分 負 経 分 名 後半 順一 


"状況 設定 問題 に 


国 試 に で る グラ フ 問 題 。… 


学生 生活 を サポ ー ト 

49 プチ シェ ア ! 

50 プチ ツウ い いね 

51 みん な で つく る 看護 師 国 試 どろ 合わ せ プ ロジ ェクト 
# ご ろ プ ロ イラ メス トノ 看護 師 の か げ さ ん 


51 看護 師 の か げ さ ん "の 実習 お 助け ノー ト 
執筆 ・ イ ラス トン 看護 師 の か げ さ ん 


52 ここ に も 発見 ! 看護 の 仕事 
53 今月 の BOOKS 
54 次 号 予告 


めざせ 合格 ! プチ ナー ス 国 試 部 


55 「 直 護 学 生 スタ ディ ガイ ド : 連 拓 平 30 生出 時 
めざせ 国 試合 格 ! 
# プ チ ナ ー ス 国 試 部 


56 必修 問題 執 午 池 西 静江 
58 一 般 問題 執筆 大塚 真 


プチ ナー ス 2021 征 1 月 号 舌 30 全 第 1 号 通夫 391 号 2020 年 12 月 10 昌 発行 発売 
[ 表 イ ラス ト ] ウ マカ ケバ クミ コ [アー トディ レク ショ ン ・ デ ザイ ン ] ピ ビー ワーク ス 
! 机 集 ] 義 田 りさ 、 焦 山 末 太 、 弄 井 住 肝 子 [編集 人 久田 小 枝 [発行 人 ] 森 山 度 子 
[発行] 名 還 社 

〒112-OO02Z 東京 都 文京 区 小石 川 2-3-23 大 日 癌 学 ビル 

[編集 ]TEL:03-3815-4921 FAX:03-3815-4923 

[ 峡 ]TEL:03-5689-7377 FAX:03-5689-7577 

節 替 口 産 00140-8-24689 (株 ) 吾 本 社 

【 広 告 ]TEL 03-5689-7377 双 林 社 信 生 部 [印刷 - 軸 本 ] 大 日 本 印刷 株 式 会 社 

で 理 本 社 2020 Prntedn Japan 


ゴー ドン の 枠 編み で アセ スメント 
事例 で わか る ! 
疾患 別 看 護 過 程 


関節 リウ マチ 


監修 ・ 執 第 / 長 家 角 子 
執 第 丸山 稿 子 


別冊 フ 


プチ ナー ス mini BOOKS 
第 110 回 国 試 


国 試 対策 の プロ が 教え ます 
第 110 回 これ が で る ! 
予想 問題 60 問 


哉 第 / 大 琴 真弓 、 株 式 会 社 医 教 、 西井 重 超 


プチ ナー ス SNS を フォ ロー し よう ! 
詳細 は P.71 へ ! 


守 @petit_nurse 
( 回 @puchinurse 
@petit_nurse 
facebook.com/petitnurse 


いつ で も どこ で も 、 スマ ホ で 読め る ! 


本 語 皿 別 針 主 送 編 


『 プ チ ナ ー ス 』 電 子 版 で は 、 現 在 40 疾 患 以上 の 「 疾 患 別 看護 過程 」 を 配信 中 。 
その うち 18 疾 患 は 、 な ん と 490 円 (税込 ) で 、「 疾 患 別 看護 刀 程 の 記事 の み 」 で も 購入 で きま す 。 
「 電 子 版 は 使っ た こと が な い 」 と いう 方 も 、 い まな ら 6 疾 患 が 無料 な の で 、 
ダウ ン ロ ー ド し て 、 読 みや すさ & 使 いや すさ を 感じ て みて くだ さい ! 


アプ リ は ここ か ら 
ダウ ン ロ ー ド  , 


無料 公開 中 
「 疾 患 別 看護 過程 」 
@ 急性 冠 症候 群 

W 肺がん 

@ 肝硬変 ・ 肝 が ん 

@ 脳 梗塞 

@ 慢性 腎 不全 

WW ファ ロー 四 微 症 (TOF) 


この ほか の 疾患 は 
ここ で 検索 で きる よ 


座 こ こ で 紹介 し た 「 疾 悪 別 符 条 過 程 」 は 、 連 示 「 経 骨 が わか る ! 疾 悪 別 衝 江 過 程 | の 2018 年 4 月 号 一 ら 01 8 年 9 月 号 操 病 の も の で す 。 
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気 に が る / 


今月 の 最新 


2020 年 10 月 、「AHA ガ イド ライ ン 2020」 が 公表 され まし 
た 。 こ れ は 、 心 肺 蘇 生 お よび 心 疾 患 治療 に つい て の 指針 と 
な る も の で 、AHA(American Heart Association : アメ リカ 
心臓 協会 ) が 重要 な エビ デン ス に あわ せ て 定期 的 に 改訂 を 
行っ て いま す 。 


2020 年 版 で は 、BLS* の 具体 的 な 手技 に 大 き な 変更 は な 


成人 の AHA 救命 の 連鎖 の 概要 
(病院 内 心 停止 (In Hospital Cardiac Arrest : IHCA)〉 
数 急 対応 シス テム 


へ の 出動 要請 


数 急 対応 シス テム 


質 の 高い 
へ の 出動 要請 CPR 


公益 社団 法人 日 本 看護 協会 は 11 月 、 看 護 師 養成 所 の 看 
護 教員 を 対象 と し た 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 に 関す る 情 
報 と し て 「 臨 地 実習 に 必要 な 感染 対策 」 を 作成 し 、 そ の 内 容 
を 解説 し た 動画 を 公開 し まし た 。 

こと れ は 、「 看 護 学生 に と っ て 実習 は 講義 ・ 演習 で 学ん だ 
知識 や 技術 を 実際 の 看護 の 場 で 体験 する こと で より 深く 理 
解 し 、 自 分 の も の と し て いく た め の 重 要 な 学習 プロ セス 」 
で ある と し 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 の 流行 下 で どの よ 


くき 用 文献 テ 
1. 日 本 看護 矯 会 : 看 涯 天 中 情報 「 地 実習 に 必要 な 感染 対策 」 に つい て 


に alL、 


毎月 、 医 療 ・ 看 護 の 気 に な る 
話題 を お 届け し ます 。 

実習 ・ 国 試 対策 に も 役立つ 
内 容 が いっ ぱい で す ! 


WWustation : Akko Tokunaga 


か っ た も の の 、 小 児 に お ける 高度 な 気道 確保 後 の 補 助 呼吸 
の 回 数 (3 て 5 秒 に 1 回 - つ 2 て 3 秒 に 1 回 ) な ど が 変更 され た ほ 
か 、 院 内 で の 妊婦 の 心 停止 ACLS ア ル ゴ リ ズム な ど が 追加 
され まし た 。 ま た 、 市 民 救 助 者 に よる 早期 の CPR* 開始 の 
重要 性 が 再度 強調 され 、 心 停止 が 起こ と っ た 際 の 「 救 命 の 連 
鎖 」 の 6 番目 に 「 回 復 」 が 加え られ て いま す ( 語 ) 。 


* 【BLS】basic life support : 1 次 示 命 負 較 *【CPR】cardio puimonary reesuscitation 


Pe 

American Heart Association : 人 
イラ イ ト 2020 アメ リカ 心 罰 細 会 
(American Heart Association)CPR 
お よび ECC の ガイ ドラ イン (日 本 結 版 ) 
https://cprheart org/-/media/Cpr・ 
files/cpr-guidelines-files/highiights/ 
hghlghts_2020eccguidelines 
japanese pdf(2020/11/11 ア クセ ス ) 


うな 感染 対策 が 必要 な の か に つい て ポイ ント を 絞っ て 解説 
し た も の で す "。 

動画 は 「 準 備 編 」「 実 践 編 )」 が 公開 され て いま す (2020 
年 11 月 11 日 現在 )。「 準 備 編 」 で は 「『 学 生 が 感染 し な い 、 学 
生か ら 感 染 さ せな い 』 臨 地 実習 の た め に 必要 な 準備 」 に つい 
て 、 「 実 践 編 〇 」 で は 病院 で の 実習 中 の 1 日 の 流れ に 沿っ て 、 
「 実 習 の 場 で 必要 と な る 感染 対策 や 学生 指導 の ポイ ント 」 に 
つい て 紹介 され て いま す 。 


https://www nurse.orjp/nursing/practice/Covid_1 8/facuity/index htm ぼ movle(2020/1 1/1 1 アク セス ) 


< \PRESENT/ 


春 い ず か が ん ば る 国 試 受験 生 人 へ 。 くり 返し 使え る 電子 カイ ロ 


いずれ か 1 つ を 


N 5 る 様 に プレ セント! / 


今月 の プレ ゼン ト は 、 冷え た か ら だ と 応募 方 法 は P.62 の 読者 ハガキ を ご 参照 くだ さい 。 
不安 な 心 を 温め て くれ る 充電 式 カイ ロ 。 応 旭 の  * 当 選者 の 発表 は 発送 を も っ て か えさ せ て いた だ きま す 。 
きき まり 種類 は 編集 部 に お まかせ くだ さい 。 
3 で 4 時 間 持続 する 約 40 て の 熱 と 人 肌 の 応募 の め 切り は 、2021 年 1 月 9 日 ( 土 ) 当 日 消印 有効 。 


よう な な め ら か な 感触 は 、 国 試 当 日 の 
お 守り に も 最適 で す 。 LED ラ イト を 搭載 


e-Kairo Carre( イ ー カ イロ カレ ) 
ゃ 全 5 柄 価格 : 6 サイ ズ : 約 60X60X22mm 


き 重 さ : 64g 充電 時 間 
し て いる の で 、 暗 い 場所 で 家 の カギ を |  。。。 ト 内 : 本 休 、 充 用 ケー ブル 、 ス トラ ッ プ 、 取 所 明寺 
探す と き な ど に 便利 で す 。 【 エ レス 株 式 会 社 Jhttps://www elaice.jp/ 
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は Nursin9 Ski/s 6 
o 


eN し Le ビュ 
3 全 ど 2 中 村 充 洗 


や 
CO プ る 東京 有明 医大 学 

学名 肖 学 村 ・ 誠 了 
所 誠 学 和 学名 業 徐 、 天 
訪中 央 策 院 訪問 者 席 ス テー ショ ン 、 
内 科 病 短 、!ICU 病 棟 に 動 務 。 ら 00B 
年 長野 県 邊 護 大 学 を 経て 、2010 年 
より 東京 有明 医療 大 学生 学部 
ら 00G 年 長野 旧 奉 護 大 学 大 学 析 博 士 
大 各 捧 了 。 修 土 ( 和 誠 学 ) 


ep し ) ビラ 
= と 北島 泰子 
(人 東京 有明 誠 療 大 学 
ーー リ 香 涯 学部 剖 涯 学科 ・ 准 教授 
国保 松戸 市 立 病 院 著 際 邊 証 専門 学 柱 


実践 で きる / 


琴 業 釜 、 臣 床 経験 を 経て 大 学 教育 に 
雲 わる 。 お も な 担当 科目 は 、 成 人 著 
本 学 、 フ ィ ジ カル アセ スメント 


私 いま す が 、 看 護 学 生 が 採 
ぅ の で は あ 
指導 また は 監視 の も と 


っ て 実施 し て くだ さい 


較 人 採血 と は 


採血 と は 、 検 査 や 輸血 の た め の 血液 を 採取 する こと を いい 採血 に は 夢 有 血 採血 、 動脈血 採血 、 毛 細 血 管 採血 が あり ま 
ます "。 採血 は 、 加 者 さん に 針 を 刺す た め に 痛み が 生じ る だ け す ( 表 1)。 今 回 は 、 臨 床 で 看護 師 の 実施 頻度 の 高い 、 検 査 の 
で な く 、 重 篤 な 合併 症 の リス ク も ある 優 湯 性 の 高い 技術 で す 。 た め の 静 脈 血 採 血 を 取り 上 げ ま す 


表 | 採血 の 種類 と 特徴 
動脈 血 採 血 毛細 血 


静脈 か ら 採血 する 動脈 か ら 採血 する 毛細 血管 ( 征 奈 、 指 額 、 虫 部 な ど ) か ら 採血 
看護 師 が 実施 で きる 動脈 へ の 発 氷 は 医師 が 実施 する する 

採取 し た 血液 は 血液 検査 や 輸血 に 用 いら れ | 豊 採取 し た 血液 は 血液 ガス 検査 な を ど に 用 いら | 豊 看護 師 が 実施 で きる 

る れる 採取 し た 血液 は 血糖 測定 な ど に 用 いら れる 


liustration - CORSICA, Kazuhiro Imasaki Phot : Kouichirou Nakagome 


ET 静脈 血 採血 の 目的 

静 有 採血 は 、 静 刻 か ら 血液 を 採取 し て 自 流 検査 で 悪者 さ 
ん の 身体 の 状態 を 知る と と を 目的 に 行い ます 。 ま た 、 輸 血 の 
た め に 静脈 採血 を する こと も あり ます 。 採血 は 医師 の 指示 


の も と に 実施 し ます 。 血 液 検査 に は 多く の 項目 が あり 、 健 康 
診断 の スク リー ニン グ や 疾患 の 診断 、 治 療 効果 の 判定 、 予 後 


推定 な どの た め に 行わ れ ま す 。 


EYE 静脈 血 採 血 の 注 意 事項 (禁忌 、 事 故 防止) 


に psp 。 gi 


採血 後に 検査 デー タ か ら 患 者 さん の 病態 な ど を 把握 する た 
め に は 、 そ の 検体 (血液 ) が 間違い な く 対 象 の 患者 さん か ら 採 
取 さ れ て いる こと が 重要 で す 。 患 者 さん の 取り 違い が な いよ 
うに 図 1 の よう な 対策 を 実施 し ます 。 


針 刺 し 事故 と は 血液 で 汚染 され た 針 や 刃物 に よっ て 看護 師 
が 受傷 する こと で "”、 患 者 さん に 感染 症 が ある 場合 に は 看護 
師 に 感染 リス ク が 生じ ます 。 採 血 で は 針 刺 し 事故 の リス ク を 
ゼロ に は で きま せん 。 予防 策 を 講じ て 万 が 一 針 刺 し 事故 を 起 
と し た 場合 に は 、 退 達 に 対応 する こと が 求め られ ます 。 


* 針 刺し 事故 の 予防 策 と 半 衝 し 事 邦 発 生 時 の 対応 は 、2020 年 7 月 号 P.1 1 一 12 参 久 


採血 後 の 血 液 は 、 体 が 変質 し て 検査 結果 が 不正 確 に な る 
と と が な いよ うに 、 す みや か に 検査 室 に 運び ます 。 保管 ・ 運 
搬 方 法 に 指定 が ある 場合 に は 、 冷 只 所 保存 や 凍結 保存 な どの 
指示 に 従っ て 保管 ・ 運 搬 し ます 。 


ET 静脈 血 採 血 で 使用 する 器具 


真空 採血 管 は 瀧 著 さ れ て お り 、 こ の な か が に 採取 し た 血液 を 
入れ ます 。 真空 採血 管 は 採血 量 に あわ せ て 管内 が 減圧 され て 
いま す 。 真空 採血 管 に は いく つか の 種類 が あり 、 血 液 検査 の 
種類 に 応じ て 採血 量 や 封入 され て いる 薬剤 な ど が 異な を り ま す 。 


真空 採血 管 ご と に 凝固 促進 剤 な どの 
薬剤 が 封入 され て お り 、 こ の 薬剤 が 
正しく 作用 する よう に 採血 量 も 決め 
られ て いま す 。 胡 空 採血 守 に は 適切 
な 採血 量 が 記載 され て いま す 


お 名 前 を 
教え て くだ さい 


午 患 者 さん 自身 に フル ネー ム で 名 乗っ て も ら う 
等 リス トバ ンド や ベッ ド ネ ー ム で 上 者 氏名 を 確認 する 


科 採 血 指 示 書 と 真空 採血 管 に 貼ら れ た シー ル の 名 前 を 確認 する 


筐 採血 管 ご と に 
採血 量 が 決ま っ て いる 


等 採 血管 ご と に 
フィ ルム シー ル の 色 が 異な る 
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計 ー 


ES 主 静 脈 血 採 血 で の 採血 方 法 の 種類 
静 有 採血 の 採血 方 法 に は 、 表 2 の よう な 種類 が あり ます 。 患 者 さん の 状態 な ど に よっ て 選択 し ます 。 
補 | 静脈 血 採血 の 採血 方 法 と 種類 


状 針 


邊 分 注 * が 必要 只 針 に 近い 部 分 を 把持 で きる た | 代 分 注 が 不要 倫 針 に 近い 部 分 を 把持 で きる た 
め 窪 抽 や 固定 が 容易 @ 真空 採血 管 交 換 時 に 針 先 が 不 | め 窪 刺 や 固定 が 容易 
分 注 が 必要 安定 に な りや すい 倫 分 注 が 不要 


齋 分 注 と は 血液 を シリ ンジ か ら 真 空 採血 管 に 移し 青 え る こと で 、 針 刺し 事故 の 原因 の ひと つと 考え られ て いる 


基本 技術 : 静脈 血 採血 の 手順 


シリ ンジ と 注射 盾 に よる 静脈 血 採血 


人 ⑲ 採 血 指示 書 

@ 真 空 採血 管 

人 採血 管 立て 

⑨ ア ルコ ー ル 手指 消 奏 薬 

シリンジ (採血 量 に 
あわ せ て 容量 を 選択 する ) 

@ 注 射 針 (21 て 23G) 

@ ト レー 

⑧ ピ ビニール 袋 ( ゴ ミ 袋 ) 

ディスポーザブル 手袋 

@ 肘 枕 

人 る 防水 シー ツ 

アルコール 綿 (2 枚 ) 

⑮ デ ィ ス ポー ザ ブ ル 騰 盆 

⑯ 駆 血 各 

@ 針 廃棄 容器 


き 幸 者 名 は 、 実 在 の 人 物 を 示す も の で は な い 
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静脈 血 採血 の 準備 


採血 指示 書 と 真空 採血 管 の ラベ ル を 確認 し 、 里 者 氏 
名 が 一 致し て いる こと と を 確認 する 。 
(本 押 検体 の 取り 違い 防止 の た め 。 


採血 指示 書 を 確認 し 、 採 画 量 の 合計 を 計算 する 。 

( 相 拠 ) 血液 検査 の 種類 に よっ て 真空 採血 管 の 数 や 
種類 が 異な る 。 そ の た め 、 採 血 す べき 血液 の 合計 量 を 計算 
する 。 


真空 採血 管 は 採 
血管 立て に 立て 
て お く 。 
( 机 手 ) この あと の 分 注 
の 手順 で 針 刺 し 事故 を 
防止 する た め 。 


シリ ンジ と 注射 

針 を 準備 する 。 
(2020 年 8 月 号 P9>10 
参照 ) 


静 有 血 採血 の 実施 
人 Wae 和 な ベッ ドサ イド に 向かう 。 


患者 に フル ネー ム で 名 乗っ て も らい 、 注 射 指示 書 ・ 真 

空 採血 管 の 患者 氏名 と 一 致し て いる こと を 確認 する 。 
( 李 失 ) 患 者 本 人 で ある こと を 確認 する た め 。 検 体 の 取り 違 
い 防止 の た め 。 


(3 】 これ か ら 静 脈 血 採血 を する こと を 説明 し 、 同 意 を 得る 。 


採血 で は アル コー ル に よる 皮膚 消毒 を 行う こと を 説 
明 し 、 過 去 に アル コー ル に よる アレ ルギー や 皮膚 ト 
ラブ ル の 経験 が あっ た か を 確認 する 。 
(本 舞 ) アル コー ル に よっ て アレ ルギー 反応 が 生じ る 場合 が 
あり 、 過 去 に 症状 が あっ た 場合 に は アル コー ル の 使用 を 避 
ける 必要 が ある た め 。 


静脈 血 採 血 で は 双 画 帯 を 巻く ぐ こ と を 説明 し 、 以 下 に 
あて は まる 場合 に は 、 反 対 側 の 腕 を 選択 する 。 


店 血液 和 析 の シャ ント 造 設 を 行っ て いる 場合 
( 央 挫 ) シ ャ ント 側 を 駆 血 帯 で 駆 血 し て し まう と 、 シ 
ャ ント 閉塞 に つ を が る お それ が ある た め 避 ける 
邊 リン パ 節 郭 清 を 伴う 乳房 切除 術 を 受け た 場合 
( 馬 基 術 側 を 駆 血 帯 で 駆 血 し て し まう と 、 リ ン パ う 
つっ 滞 の 原因 と な る 可能 性 が ある た め 避 ける 
府 痺 が ある 場合 
(< 電 和 知覚 鈍麻 に よっ て 神経 損傷 が 発生 し て も 如 者 
さん が 認知 で き な い 可能 性 が ある た め 避 ける 


使用 物品 を 適切 
に 配置 する 。 


0 アル コー ル 手 指 消 毒 薬 で 手指 消毒 を 行い 、 デ ィ ス ポ 
ー ザ ブル 手袋 を 装着 する 。 

(( 相 押 患者 さん を 病原 体 の 晶 露 か ら 防 ぐ た め 。 ま た 、 看 護 
師 が 血液 に 昌 露 し た な いよ うに する た め 。 


患者 さん の 状態 に 合わ せ て 体位 を 整え 、 窒 刺 部 位 を 
露出 する 。 必 要 時 は 肘 枕 を 使う 。 こ の と き 、 窪 刺し 
よう と する 部 位 が 心 工 より も 高く を ならない よう に する 。 
( 相 押 ) 容 刺 部 位 を 心臓 より 低く する こと で この あと の 手技 


| 傘 刺 部 位 が 心 蔵 より 
高く な っ て いる 


防水 シー ツ を 到 還 請 請 

。 NR yy 
( 起 抽 ) 抜 針 時 等 に 出血 請 
し 、 テ ー ブ ル や シー ツ 訣 
を 汚染 する 可能 性 が あ 
る た め 。 
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HP 


容 刺 する 血管 と 位置 を 決定 する 。 
( 提 畑 神経 損傷 を 起こ と さ な い よう に 、 太 い 神 経 か ら 
離れ て いる 部 位 を 窒 刺 位置 と する 。 


静脈 血 採血 で 使用 され る 代表 的 な 血管 


朱 公 葵 脈 


の う せ い 593 


6 肘 正 中 皮 和 脈 


し eK を くせ 


6 尺 側 皮 和 静 脈 


(ポイ ント) 目視 で きる 血管 に 触 
れ て 、 窪 刺 可能 か を 判断 す 
る 。 触れ て みて 弾力 が あり 、 
ある 程度 の 示さ が あり 、 ま っ 
すぐ な 血管 が 適し て いる 。 血 
管 が 見 え に くい 場合 は 世 血 帯 
を 巻い て 駆 血 する と 血管 が 怒 
張 し て 見 や すく な る 。 


ai ディ スポ ー ザ ブル 臓 盆 の 上 
で 軽く 絞る 。 ア ルコ ー ル 綿 は 、 ト レー に 置く 。 
(本 押 止血 の 手順 で すぐ に 使用 で きる よう に する た め 。 


究 刺 部 位 よ り も 7 一 10cm 中 柏 側 に 駆 血 帯 を 巻き 、 

母 指 を 中 に し て 手 を 軽く 握っ て も ら う 。 
(相手 ) 駆 血 し 、 母 指 を 中 に 握っ て も ら う こと で 血管 が より 
怒 張 し て よく 見 える よう に な り 、 容 刺し や すく な る た め 。 
電王 血液 検査 の 検査 値 に 影響 する 場合 が ある た め 、 駆 血 
する 時 間 は 1 分 以内 と な る よう に する 。 


奏 刺 部 位 に 駆 血 帯 が 
か か っ て し まっ て いる 


駆 血 帯 が 固 結び に 
な っ て し まっ て いる 
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新しく アル コー ル 綿 を 開封 し ディスポーザブル 肛 

盆 の 上 で 軽く 絞り 、 窒 刺 位 置 の 中 心から 外側 に 円 を 
描く よう に 消毒 し 、 消 
毒 後 は 廃棄 する 。 
( 柱 舞 ) 一 番 清潔 に し た 
い 窒 刺 部 位 か ら 消毒 す 
る た め 、 中 心から 外側 
に 消毒 する 。 


守 


手 で あお い だ り 息 を 吹き か けた り せ ず 、 ア ルコ ー ル 
が 完全 に 乾燥 する まで 待つ 。 
( 玉 畑 ) 手 で あお い だ り 息 を 吹き か けた りす る こと で 、 不 用 
意 に 不潔 に な ら な いよ うに する た め 。 ア ルコ ー ル は 乾燥 す 
る こと で 消 効 果 が 発揮 され る た め 。 


5】 注射 針 の キャ ッ プ を 外し 、 外 し た キャ ッ プ は 廃棄 する 。 


刃 面 を 上 向き に し て 、 
利き 手 で シリ ンジ を 把持 する 。 


容 刺 部 位 の 3 

5cm 手 前 ( 未 醒 
側 ) の 皮膚 を 手前 ( 示 醒 
側 ) に 引っ 張る 。 
( 相 抽 ) 皮 膚 を 引っ 張る 
こと と で 皮膚 の た る み が 
と れ て 容 幣 し や すく な 
る た め 。 


187 患者 さん に 倫 刺 する こと を 告げ る 。 


刺 入 角 度 を 10< 
20" と し て 刺 入 
する 。 


6 " 


強い 痛み や し びれ が な いか を 悪者 さん に 確認 する 。 

(( 相 舞 ) 強 い 痛み や し びれ が ある 場合 は 、 神 経 損傷 の 
お それ が ある 。 神経 損 傷 が 生じ て いな いこ と を 確認 する た 
め 、 患 者 さん に 確認 する 。 


針 基 に 血液 の 逆流 ( 逆 血 ) が 確認 で きた ら 針 を 寝かせ 
て さら に 2…3mm 刺 入 す る 。 
( 電 筐 ) 針 を 寝かせ する こと で 、 こ の あと 針 を 血管 内 に 正しく 
押し 進め られ る よう に な る た め 。2…3mm 進 め る こと で 針 
先 を 確実 に 血管 内 に 位置 さす せる こと が で きる た め 。 


針 を 寝かせ る こと で 
針 先 が 血管 内 を 進む 


シリ ンジ を 把持 

し て いる 手 と は 
逆 の 手 を 患者 さん の 皮 
膚 か ら 離 し て 、 内 人 筒 を 
引き 、 必 要 な 採血 量 を 
採血 する 。 


患者 さん に 手 を 広げ る よう に 伝え 、 内 筒 を 引い た 側 
の 手 で 駆 血 帯 を 外す 。 
これ 以降 の 手順 で は 、 血 管 を 怒 張 させ る 必要 が な い 
た め 。 


の ) アル コー ル 綿 を トレ ー か ら 取 る 。 
針 を まっ すぐ 引 


き 抜 き 、 ア ルコ 
ー ル 綿 で 圧迫 する 。 


信 に 引き 続い て アル コー ル 綿 を 患者 さん に 圧迫 し て 
も ら う 。 こ の と き 、 揉 まず に 5 分 間 は 圧 財 す る よう に 
説明 する 。 
( 融 舞 ) 血管 を 容 刺 し て | 1 
お り 、 十 分 止血 する た め 
に は 5 分 間 の 圧迫 が 必 計 
要 な た め 。 抗 凝固 業 を 
使用 し て いる 患者 さん 
の 場合 に は 、20 分 は 圧 
笑 す る よう に 説明 する 。 


真空 採血 管 を 手 で 把持 し な いよ うに し て 、 真 空 採血 
管 に 注射 針 を 刺す 。 
( 押 真空 採血 管 を 手 で 把持 する と 針 刺し 事故 の 原因 と な 
る た め 。 


分 注 する 懸 香 の ルー ル が ある 
場合 に は 、 ル ー ル に し た が っ 
て 分 注 し ます 。 針 天 し 事故 防 
止 の た め に 、 分 注 用 の 専用 器 
具 を 用 いる 場合 も あり ます 


真空 採血 管内 に 規定 量 の 血液 が 注入 され た ら 注 射 針 
を 抜き 、 針 廃棄 容器 に 廃棄 する 。 


血液 を 分 注 し た 真空 採血 管 は 、5 一 10 回 程度 静か に 
転倒 混和 させ る 。 
(相手 ) 真 空 採血 管内 に 封入 され た 薬剤 と 血液 が 混ざり 合う 
よう に 転倒 混和 を 行う 。 検 査 デー タ に 影響 する 可能 性 が あ 
る た め 上 下 に は 振ら な い 。 


静 伯 血 採血 は 針 を 刺 入 す る た め 、 吉 
者 さん に よっ て は 極度 に 緊張 し た 
り 、 鈴 怖 を 感じ た り し ます 。 そ の よ 
うな 場合 に は 、 悪 者 さん の 緊張 を や 
わら げ る 声 か け な ど を 行い まし ょ う 
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中 一 韻 深 麻 浮 泌 瞳 


採血 後 の 確認 一 あと 片づけ 


窒 刺 位 置 が 止 箇 で き て いる こと を 確認 で きた ら 、 ア 
ルコ ー ル 綿 を 廃棄 する 。 
ディ スポ ー ザ ブル 手袋 を 外し 、 ア ルコ ー ル 手指 消 赤 
薬 で 手指 消毒 を 行う 。 

( 根 押 看護 師 を 病原 体 の 明 霊 か ら 防 ぐ た め 。 


3 使用 物品 を 片づけ る 。 


血液 の 入っ た 真空 採血 管 を 検査 室 に 運ぶ 。 保管 や 運 
搬 方 法 が 指示 され て いる 場合 に は 、 指 示さ れ た 保管 
方 法 で 保管 する 。 
( 相 提 ) 検 体 が 変質 し て 正確 な 検査 結果 が 得 ら れ な いこ と が 
ある た め 。 採 血 し た 時 間 や 部 位 、 観 察し た 内 容 な ど を 記録 
する 。 採 血 は 診療 の 補助 業務 で ある た め 、 実 施し た て と や 
観察 し た 内 容 を 記録 に 残す 。 


応用 ポイ ント 


上 NN 真空 採血 管 に よる 静脈 血 採 和 リ 


採血 指示 書 

@ 真 空 採血 管 

人 採血 管 立て 

⑨ ア ルコ ー ル 手指 消毒 薬 
採血 ホル ダー 
採血 針 @ ト レー 

⑨ ピ ビニール 袋 (ゴミ 袋 ) 
⑨ デ ィ ス ポー ザ ブ ル 手袋 
@⑯ 肘 枕 

防水 シー ツ 

人 アル コー ル 紀 (2 枚 ) 

人 る ディ スポ ー ザ ブル 騰 盆 
め 駆 血 帯 

⑯ 針 廃棄 容器 


基 本 な 手品 は シリ ンジ と 注射 針 を 用 いた 場合 と 同様 な た め 、 こ こ で は 手順 の 痕 要 の み 示 す 。 

重 あ ら か じ め 、 採 血 ホ 
ル ダ ー と 採血 針 を 接 
続 し て お く 。 

重 P9 て 10( 静 脈 血 採血 
の 実施 〉 の 手順 夫 
の と 同様 の 手順 を 行 
フ 。 
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真空 採血 管 を 採 

血 ホ ル ダ ー に の 
せ 、 採 血 針 の キャ ッ プ 
を 外す 。 刃 面 を 上 向き 
に し て 、 利 き 手 で ホル 
ダー を 把持 し 、10~ 
20* で 刺 入 する 。 


121 強い 痛み や し びれ が な いか を 患 者 さん に 確認 する 。 


血管 に 刺 入 し た 感覚 が あっ た ら 、 
に 2…3mm 刺 入 する 。 


針 を 寝かせ て さら 


ホル ダー を し っ 

か り 固 定 し 、 真 
空 採血 管 を まっ すぐ 差 
し 込み 、 血 液 の 流入 を 
確認 する 。 


血液 の 流入 が 止ま っ た ら 真 空 採血 管 を まっ すぐ に 引 
き 捧 き 、 次 の 真空 採血 管 を まっ すぐ に 差し 込む 。 


観察 ポイ ント 、 
加計 静脈 血 採血 に よる お も な 合併 症 


静脈 血 採血 で は 表 3 の よう な 合併 症 が 起こ る 場合 が あり ます 。 
衣 静脈 血 採 血 の お も な 合併 症 と 症状 、 対 応 策 


皮下 血腫 神経 損 作 
症状 人 @ 自 用 @ 電 気 が 走 っ た よう な 強い 
@ 首 痛 な ど 痛み ( 電 股 痛 


筐 激 し いし びれ な ど 


| 府 す ぐに 抜 針 し 、 医 師 に 診 
察し て も ら う 


対応 策 人 圧 追 止 を 行う 


⑬| 放 文 喜 ) 


異常 時 の 対応 


| 條 採 和 前 に 、 上 記 の 症状 の 


血液 の 流入 が 止ま っ た ら 真 空 採血 管 を まっ すぐ に 引 
き 抜く 。 


患者 さん に 手 を 広げ る よう に 伝え 、 真 空 採血 管 を 引 
き 拓 い た 側 の 手 で 駆 血 帯 を 外す 。 
等 P11( 欧 脈 血 採血 の 実施 〉 の 手順 所 以降 と 同様 の 手順 (9、 
らら の 分 注 を 除く ) を 行っ た の ち に 、「 採 血 後 の 観 察 」「 あ と 
片づけ 」 を 行う 。 


真空 採血 管 に よる 青 訴 血 採血 は 、 血 管 に 刺 入 し た 
陳 の 逆 血 が 確認 で き な い た め 易 度 が 高い 技術 で 
し た 。 し か し 、 近 年 で は 逆 血 を 確認 で きる 採血 針 
が 開発 され 、 手 技 の 困難 さ は 改善 し て いま す 


静 記 和 採血 で は 合併 症 の リ 
スク を ゼロ に する こと は で 
きま せん が 、 正 し い 投 術 を 
血管 迷走 神経 反射 身 に つけ る こと で リス ク を 
@ 中 所 より 小さ くす る こと が で き 
代 顔 面 蒼 白 
生 失 神 
生 血 圧 低下 
短 意 識 消失 な ど 


経験 が ある か 確認 し 、 あ 
つた 場合 に は 筑 位 で 採血 
を 行う 

穫 症 状 出現 時 に は 転倒 に よ 
る 外傷 を 防ぎ 、 シ ョ ッ ク 
体位 を と る 


1. 厚生 労働 省 : 看 涯 胡 提 教育 に お ける 技術 教育 の あり 方 に 関す る 本 計 会報 和書 、 2003. https-//www_mhiw.gojp/shingi/2003/03/s0317-4.html(2020.1 1.10 ア クセ ス ) 


ら 和田 攻 . 南 裕子 小峰 光博 編 邊 護 大 事 護 第 ら 販 . 医学 書 半 . 東京 .G010: 1155. 
3. 和田 攻 . 南 裕子 . 小峰 光博 編 - 看護 大 事 具 第 2 販 . 医学 書 半 . 東京 .G010 : 2397-398. 
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4 | 看護 学校 で 「 わ か りや すい 」 と 
層 人 気 の 授 業 を 、 誌 上 で 展開 。 
人 体 の し くみ と は た らき を 
楽し く 学び まし ょ う ! 


⑨ 服 部 大 勧 脈 ( ホ ) と 下 大 般 脈 ( 青 ) は あっ 、" 腕 "の 長 さ が 違う ! 
ー " 錠 " を 和敬 訴 に 伸ばし て 並列 赤 の 右腕 が 長い か ら 
ここ に 正面 か ら 見 た @ "両手 "の 先 に そら 豆 の よう な 忠 肛 右 に 青 が くる ん じゃ な い ? 
臓器 の 切り 絵 が あり ます 。 @ 直 角 三 角形 の 用 謎 は 中 臓 の 上 ら 、 逆 に 
6 8 ほら 、 逆 に 青 は 左腕 が 
ヒン ト を 見 な が ら ⑳ 四 脳 か ら 長い 尿 管 が 誘 碗 へ 下る 長い で し ょ ? 
並べ て み ま し ょ う 


太い 血管 …… 人 形 み た い ! 
どっ ち が 右 ? 左 ? 


肝臓 を 上 に 置く と …… う 
肝臓 に じゃ まさ れる か ら 、 
右 の 腎 左 は 左 より 低い ん だ ! 


es と ん な る ほど ] 
青 の 左腕 を 越え る あと は 左右 か ら 
よう に し て くだ さい | 価 朗 。 ジ 財 。 | 尿 夫 を 出し て …… 


男性 で す 。 “小便 小僧 "の 


男性 回 尿 道 は に 
の 必 まり 長 [! よう に 尿 を 飛ば せま す 
続い て … 
尿道 は 男女 で どっ ち が 


長い で し ょ うか ? 


腎 障 に は 大 き な ーー 
血管 の 核 と 尿 管 が 老廃 物 を 外 に 拓 江 
出入 り し て いま す 血液 の 化学 8 的 組成 や pH の 儲 芝 性 持 ] = プリ 
2 ホルモン の 分 泌 | 隊 そう か 


リス ロボ ポ : ン ( 造 4 
2 ク | 男 人 の 氷 道 は 、 生 殖 器 と し て の 


活性 化 ビタミン D ( 骨 を 丈夫 に する ) | | \ ハ ジウ 精 路 の 役目 も あり ます 


由 ma _ | 毎月 、 大 切な を ポイ ント を 最後 に 取り 上 げ ま す 。 【 occ と て m5 と 4 【 ecx 3 
2 7 アア 規 イ トレ ク ヤー | と れ か 遇 て くる か は お 楽し み に ! 


齋 # 化 ) は 、 す 1 っ Eh 


腎臓 は 何 を し て いる か 
知っ て いま すか ? 


腎 脳 の 自 流 骨 装置 
赤い 毛糸 と 漏斗 で 再現 し まし た 。 
この ペア を 臣 小 体 と いい ます 


た か み 先 生 
解 制 演 の エキ スパ 
ー ト - 在 牙 学生 に 


で は 、 尿 は 何 か ら 
つく られ る で し ょ う 


本 当 に 血液 を 
濾過 し て 
いる ん で すね 。 


る みさ ん は お 部 屋 を 
どう や っ て 掃除 し ます か ? 


消化 管 と 腎 用 は 
つなが っ て な いよ ! 


消化 管 は 1 本 の 
管 だ っ た よね 


| キャ ラ 紹 介 | 開 
る み 瀧澤 敬 美 
rf Ten Takzae 
み に 入学 し た 。 に ーー 
1988 年 日 本 女子 大 学 大 学院 束 


政 学 研究 科 食 物 ・ 宮 学 専攻 修 
了 。 大 学 統 修了 後 は 色 罰 (株 ) 化 


粧品 研究 所 を 在 て 自治 必 科 大 学 
: で 医学 合 士 号 を 取得 。2004 年 

し ょ う : 日 本 医科 大 学 第 一 解剖 学 ( 現 
< : 分 子 角 学 助手 、G012 年 よ 
者 謀 学校 1 年 生 。 り 現 茎 。 日 本 医科 大 学 で 解 表 
幼なじみ の る み と 、 学 、 日 本 医科 大 学者 軒下 門 学 
看 導 学 校 で 再会 。 、 請 人 等 有 居 学 院 で 朋 


生理 学 の 厩 業 を 担当 。 


よく 所 づき まし た > ね 、 7 
尿 の 材料 は 、 じ つ は 血液 。 
腎臓 が 老廃 物 や 水分 、_ 
余分 な 塩分 を 血圧 で 濾過 し て 、 
尿 を つく っ て いる ん で す 。 
きれ い に な っ た 血液 は 
腎臓 か ら 心臓 へ 戻り 、 
全身 に 巡り ます 


ァ > 一 て と 
いら な いも の を 探し て 、 
ビニール 袋 に 入れ て 、 
ゴミ に 出し ます 


これ で 尿 は 


そう よね 。 腎臓 は ちょ っ と 違う ! 
大 き な 家 具 ( 血 球 や タン バク 質 ) を 


それ か ら 必 要 な も の を 部 屋 に 戻し 
戻さ な いも の (クレ ア チ ニ ン な ど ) は 
その まま 恨 細 管 に 乗っ て 捨て られ ます 


再 吸収 され た けれ ど 不 要 な も の は 、 
尿 細管 で 捨て ます 


llusrration : Sayaka Akiba. Kazuhiro Imasaky 


ーーーー 人 


atLs<sa 衣着 生理 *b 受 民 加 系 


図 を 指 で き し な が ら 
本 先生 お すす 前 | Tr こ れ は OO の 例 ) と 大 丈夫 と 思う も の に まで 
こ 四 ペー ジ 四 活用 法 自分 の 言葉 で 言っ て みる 価 度 も 価 
いて みる 
ノー ト ( 員 放 を 束ね た も の で も OK ERO 自分 な り に 考え な が 5、 声 に 出し な が 5 
青い ペン ( 呈 記 に お すす め ) て 大 き な 字 で 空 章 する 
色 交 筆 ンス ジー 声 に 出し な が ら 
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導 江 問 系 原語 位 軒 閥 係 E 見 えよ | 


) 汐 氷 器 系 は 、 尿 を つく る 左右 一 対 の 言 詳 と 尿 器 ( 尿 を 引 騰 

ご ⑯ か ら 運 ぶ 1 対 の 尿 共 、 尿 を 蓄え る 講読 、 尿 を 体 の 外 に 出す 
尿道 ) か ら 構成 され ます (⑳、 ⑧)。 

= 腎 腰 は そら 豆 の 形 を し た こぶ し 大 の 勝 器 で 、 第 1 1 胸 稚 か ら 第 3 
腰椎 の 高 さ に あり ます 。 肝 臓 が ある た め 、 右 の 腎 有 諾 の ほう が 左 よ 
り 1 一 2cm 下 方 に 位置 し ます ((⑳) 。 W 

= 横断 面 を 見 る と 、 腎 臓 は 腹腔 の 中 に は な く 、 背 中 側 の 槍 崩 の 左 
右 に ある こと が わか り ま す 。 後 腹膜 職 寺 の ひとつ で す 。 腎 勝 は 、 


し > を し き 


周囲 の 脂肪 組織 の クッ ショ ン で 固定 され て いま す (⑥、 ⑥) 。 


左右 一 対 約 130g(1 つ ) 

原 管 左右 一 対 | 約 25 一 30cm、 直 径 4ー7mm 
勝 索 1 平均 容量 約 500mL 

尿道 1 男性 : 1618cm 女性 : 3ー4cm 


紛 下 大 静 脈 腹部 大 動脈 


腎 静 脈 
腎 用 
( 右 ) 


※ 下 方 か ら 見 た 図 椎骨 


四 筋 有 
(Gerota 筋 誠 ) 


! 個 男性 軸 尿 道 は 、 友 性 より 長 |! 


3 = 尿道 の 長 さ は 男女 で 大 きく 違い ます ((⑧、 ⑥)。 

ご 。 男性 の 尿道 は 、 前 立 腺 (精液 の 一 部 を 分 泌 ) と 陰茎 を 貫い 
て いる の で 、 精 子 の 通路 で ある 縛 路 も 兼務 し て いま す 。 こ れ は 生 
殖 器 系 の 回 で 、 く わし く 説明 する こと に し まし ょ う 。 


E 女性 
内 導 
(平滑 筋 ) 

外 尿 道 括約筋 


(骨格 筋 ) 
陰茎 


外 尿 道 ロ 
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肝 勝 


3 覧 腹 と 町 掃 際 ( 面 承 洲 人 は 、 すべ と 1 コ た ト 
外 に 出し] ロ 表 村 せ も 町 ほ 戻 す 方 式 | 


= 腎 肛 の 機能 の 単位 を ネフ 
ご ⑫ ロン と よび 、 牙 小 体 と 展 
細管 か ら な り ま す 。 腎 小 体 は 、 
) 球 体 と いう 直径 0.2mm ほ どの 
毛細 血管 の 塊 と こと れ を 包む ボウ 
マン 書か ら な り ((⑥)) 、 忠 肛 両方 
で 約 200 万 個 あ り ます 。 
= 血液 の 電解 質 や グル コー ス 、 ア 
ミノ 酸 な ど は 、 す べ て いっ た ん 、 
糸 球体 で 濾過 され ます ( 原 尿 )。 
原 尿 は ボウ マン 窒 か ら 尿 細管 を 
流れ る 間 に 、 周 囲 の 毛細 血管 に 
99% 再 吸収 され ます 。 ここ で 、 
必要 な も の が 血管 に 戻り ます 。 


模 能 単位 ある | 
ネフ ロア 中橋 成 」 


尿道 ( 外 へ ) 


上 さら に 、 こ の 毛細 血管 か ら 不要 な も の が 尿 細管 に 分 小さ れ 

し ⑯ て 、 最 終 的 な 尿 と な り ま す 。 人 体 に 不要 な クレ ア チ ニ ン の よ 
うに 、 濾 過 後 、 再 吸収 され ず に その まま 排 江 さ れる も の も あり ます 
(⑨)。 この よう に 硝 細管 で は 、 尿 濃縮 や 血 中 の 電 誕 買 の バラ ンス 
を 調節 し て いま す 。 こ うし て きれ い に な っ た 血液 は 、 萌 静 衣 か ら 下 
大 静脈 に 注 が れ 、 心 臓 に 戻り ます (⑬)。 

= 腎 勝 は 、「 詩 曽 か な め =」 と いう 言葉 が ある よう に 重要 な 諾 器 で す 。 


し か し 、 肝 臓 と と も に 「 沈 黙 の 臓器 」, と も いわ れ 、“ が まん 強い " 竹 答 
肝 必 や 同右 の よう に 大 切 た いう 調味 の 例え (「 持 と 大 く 場合 は 盾 記 、 心 記 を 訓 叶 する )。 


糸 球 体 と 町 濾 過量 、 再 販 収 重 、 分 ※※ 重 


| グル コー ス |170g/ 昌 |170g/ 日 0g/ 昌 

| 氷 180L/ 日 |178.5L/ 昌 1.5LB 
ナトリウム |560g/ 昌 |555g/ 日 5g/ 昌 ]99.1% 
カリ ウム 29g/ 日 26.8g/ 昌 2.2g/ 昌 92.4% 


尿 生成 量 = 糸 球体 濾過 重 一 尿 細管 か ら の 再 吸収 重 + 尿 細管 へ の 分 泌 重 


日 許 民 回 箇 承 兆 化 国府 イフ ト 


1. 胃 用 に 来 た 血液 は 、 毛 細 血 管 を 2 回 通る 

⑥ 和 ネ 球 体 (動脈 か ら 動 訪 へ ) 尿 細 管 周 囲 毛 細 血 管 ( 動 願 か ら 静 購 へ ) 
2. 画 渡 の 流れ と 尿 の 流れ が ある 
3. き れい な 血液 は 腎 静 脈 か ら 下 大 静 脈 に 注 が れ 、 心 尾 に 戻る 


倫 生か 人 ま h 弘 昌 賢司 S0S 


腎臓 に 出入 りす る 管 腎臓 の 血液 浄化 の 過程 


な の で 、 病 状 が か な り 進 行 し な いと 自覚 症状 は 出 ませ ん 。 


き 糸 球 体 で は 本 来 、 大 き な 分 子 の 赤血球 や 白血球 、 タ ダン バク 質 は 混 


記さ れ ま せん 。 だ か ら 、 血 尿 や タン バク 尿 と いう の は 、 が まん 強い 
腎臓 の 危機 を いち 早く 知ら せ て いる と 考え られ る わけ で す (①) 。 


き 最後 に 、 血 液 の 流れ (毛細 血管 を 2 回 通る こと に 注目 !) と 尿 細管 の 


流れ を 指 で 追い な が ら 、 お さら いし まし ょ う (③、 ⑬⑲)。 


W この ほか 、 腎 臓 に は エリ スロ ポ エ チ ン 、 レ ニン 、 活 性 化 ビタ ミン D 


な どの ホル モン を 分 泌 する 役割 も ある の で 、 覚 えて お きま し ょ う 。 


血液 の 流れ 尿 の 流れ 

1 ボウ マン 要 ( ア ) 
台大 動 折 ” 近 位 尿 細管 ( イ ) 
七 ヘン レル ー プ (②) 
1\ 華 簡 動 故 。 遠 位 尿 細 管 ( エ ) 
る 呈 状 動脈 。 集合 管 ( オ ) 


2 


シン 3 小葉 剛 動 用 。 臣 才 
ェ ニン ク る 秩 和 細 動 侯 」 尿 管 
! り / 5 糸 球 体 ト eeewxo 
の 6 輸出 幼 動 脈 
- 和則 還 幼 - 引 員 管 
マッ その 2 
1( 8 小生 間 静 用 
リ 】 9 状 和 有 
0 本間 共有 
全 静 伯 
下 大 先 朋 
必 肌 
間 條 人 す 灘 字 
ヘン レ 
ルー プ ( ウ ) 
腎 じ ん 勝 ほ ぅ 胸 こ ぅ 
尿 c ょ ぅ 陰 ぃ ん 茎 ぃ 


まま 腎 話 へ 


ワ ノ 1 トド | 還 2 の 
レク チャ ー | の 時 @ 再 明 収 
辰 管 分 泌 ア 記 

第 105 回 午後 問題 29 第 100 回 午後 問題 83 
腎臓 に つい て 正しい の は どれ か 。 ニン が 分 泌 さ れる 服 器 は どれ か 。 
1. 腹腔 内 に ある 。 1. 下垂 体 2. 心房 
2. 左右 の 覧 用 は 同じ 高 さ に ある 。 3. 副 覧 4. 臣 用 の 下 大 博 有 所 の ⑦ 辰 管 
3. 腎 静脈 は 下 大 静 脈 に 合流 する 。 5. 肝 謀 pe ⑤ 腹 部 大 動脈 ⑧ 勝 腕 
4. 忠 動 脈 は 腹腔 動脈 か ら 分 か れる 。 皿 4 ③ 腎 臓 ( 右 ) ⑥ 左 尿 管 ⑨ 上 腸 間 膜 動脈 
回 ヨ 3 血圧 が 低下 する と 腎臓 か ら レ ニン が 分 泌 さ 


左右 の 腎 静脈 は 下 大 静 脈 に 注ぐ 。 
また 、 皿 臓 は 腹腔 内 臓器 で は な いこ と に 注意 する 。 


れ 、 レ ニン ー ア ンジ オ テ ン シ ンー アル ドス 
テロ ン 系 を 行使 し 血圧 を 上 昇 さ せる 。 
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選ば れ た ら 看 護 実践 に 役立つ 
素敵 な 記念 品 を プレ ゼン ト ! 


い \【 ヽ 
授業 が わか りや すし 一 般 社 団 法人 日 本 看護 学 教育 学会 で は 現在 、「 看 護 ハ ナマ ル 先 


門 生 の 推 を 募 集 中 で す 。 あな た の 学校 の 抹 が よく わか る 」" 
看護 と / \ ナ マ ノ レ で 影 響 受け た , 先 生 を 推 磨 する と 、 同 学会 で 検討 し 、 選 ば れ た 先 
生 に は 、2021 年 8 月 に オン ライ ン で 開催 され る 日 本 外 護 学 教育 学 
会 第 31 回 学術 集会 で 模擬 授業 を し て いた だ きま す 。 選ば れ た 先生 
を 推薦 し た 学生 さん に も 模擬 授業 に 協力 し て も ら う 予定 で す 。 その 
場合 は 、 学 会 か ら 大 と 表 な 記念 (今年 度 は ナー スウ ォ ッ チ 

で し た ) を 進呈 し ます 。 
みな さん の 学校 の 「 看 護 ハ ナマ ル 先 生 」 も 、 推 薦 し て みて は いか 

が で し ょ うか 。 


次 の 事柄 を 明記 の うえ 、 下 記 の メー ル ア ドレ ス (QR コ ー ド ) に お 送り くだ さい 
9 推薦 者 の 氏名 ・ 学 校 名 ・ 連 絡 先 

8 指 護 ハナ マル 先生 に 推薦 する 先生 の 氏名 所 属 ・ 教 えて いる 授業 科目 名 

9 推 訪 の 理由 200 字 以内 (具体 的 に ) 

選出 され た 看護 ハナ マル 先生 と 推 者 の 方 に は 、 2021 年 3 月 31 日 ( 水 ) ま で に ご 連絡 し ます 
* 推 訪 者 は 現在 看護 学生 か 、2020 年 3 月 業 の 元 外 課 学 生 に 限ら せ て いた だ きま す 


日 本 看護 学 教育 学会 第 31 回 学術 集会 htp:/www.congre.cojp/jane2021/ 
日 :2021 年 8 月 18 日 ( 水 ) 一 約 1 か 月 会 増 オンライン 開催 


夫 し ま 和 0 日 本 看 震 学 教育 学会 教育 活動 委員 会 
有朋 上 hanamarusensei2021@gmail.com 


フィ ジ カ ル ア セス メン 
ポケ ッ ト BOOK 


項目 ご と に 正常 か どう か 判断 し よう 子 主 さん ト 7c2MBIO'OIK 


ロ Tr FFCCHTD7HCEE 証 1 ロ 
編著 @⑱ 鈴 木 美穂 計 加 国 史 大 学 大 学研 究 教授 ? 

山花 倒 人 e 大 学 千葉 間 学 部 合 _ 素 、, RS - (m 0 (gfsnj 
定価 : 本 体 1400 円 :w 中 の 才 ド ン | < か 判断 で きる ! 


AG 変形 判 -128 貢 ISBN978-4-7965-2500-8 


@ フィ ジ カ ル ア セス メン ト と は 筐 口 に 出血 や 腫れ 、 色 の 変化 は な いか 筐 辱 過 に 雑音 は な いか 

答 あい さ つ し な が ら 鈴 察 する 全身 状 馬 筐 革 は 聞こ える か 、 リ ン バ 基 は 触れ る か 借 族 難 は や わら か ぐ く 、 動 き が ある か 
筐 把 刻 は な め ら か か 等 言 の 前 面 に 腫れ や 血管 の 怒 張 は 筐 言 - 地 定 は 普通 に 動か せる か 

筐 閣 つ き - 目 つき は お か し く な いか な いか 筐 知 代 能 は 変わ りな いか 

人 朋 は 詰まっ て いな いか 短 心 言 は きち ん と 動い て いる か 


③ 照 林 @ ご 注文 は 書店 へ お 願い し ます 。 (Mt ホー ムペ ー ジ ほこ ちら か 5 ) 
1T @ 当 社 ホ ー ム ペー ジ に て 試し 読み が で きま す ! 暫 http://www.shorinsha.co.jp/ 


顔 出 8 場面 で の 
アセ スメント 力 を 


強化 し ます 


デ : き 
況 設定 問題 は 、 患者 さん の デー タ を 読み 解き 、 


アセ スメント し て 解 告 する 力 が ポ め られ ます 。 … 」 と いう 声 に 応え 、 
が 少な く 、 自 分 の アセ スメント カ ント を まとめ ます ! 
今年 は 実習 が 少な く ヽ 解 告 を 導く た め の アセ スメント の ボイン 


と くに 典型 的 な 場面 で の 、 


D20 呼吸 状態 の アセ スメント 
ア D22 心機 能 の アセ スメント 
/ D24 脳 疾患 の アセ スメント 
: D26 術 後 の ア セス メン ト 
P30 脱水 ・ 電 解 質 異常 の アセ スメント 
D.32 ショ ッ ク の アセ スメント 
D34 精神 疾患 で の 薬物 治療 中 の 
副作用 の アセ スメント 


D.37 周 産 期 の アセ スメント 
- 娠 期 ・ 分 幾 経過 ・ 分 直後 ・ 産 和 期 ・ 新 生 見 


ノ (に E っ いた か チェ ッ 2! ) 
/ p29 予想 問題 ① 


D35 予想 問題 ② 
D53 予想 問題 解答 ・ 解 説 


アノ 


ドーロ ーー トー ー タ ーー ロー で ーー クー ター クー ドー ター ロー ムー 
Ilustration : keke, Hirohito Murakami。 Kazuhiro Imasaki, Yuta Hino 
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A さ ん (88 歳 、 男 性 ) は 、 慢 性 閉塞 性 肺 疾患 く COPD〉> を 
長年 思っ て お り 在 宅 酸 素 療法 中 (1L/ 分 で 使用 中 ) で あ 
る 。 1 週間 前 か ら 感冒 症状 が あり 徐々 に 咳 歌 と 喧 療 の 量 
も 増え て いた 。2 日 前 か ら 呼 吸 困難 が 増強 し 、 ト イレ に 
歩く こと も で き な く な っ た た め 家 族 と と も に 外来 受診 し 
入院 と な っ た 。 

入院 時 の バイ タル サイ ン は 、 体 温 37.6 て 、 脈 拍 103/ 分 、 
血圧 150/80mmHg、 ル ー ム エア ー で の 動脈 血 ガ ス 分 析 
PaO。 52Torr、PaCO。 60Torr で あっ た 。 胸 部 エッ クス 線 
写真 で 右 中 下 肺 野 に 浸潤 影 を 認め 肺炎 と 呼吸 不全 と 診断 


の 王 参 2 

師 弄 生 1. ぶ X A さ ん は 肺炎 を 起こ し て お り 、 胸 膜 炎 を 併発 
すれ ば 、 胸 水 が 生 じ る 可能 性 は ある 。 し か し 胸部 エッ クス 線 
写真 上 、 胸 水 貯留 の 所 見 は な いた め 、 現 時 点 で 最も 注意 が 必 
要 な 合併 症 で は な い 。 

2. 〇 A さ ん は 』 型 呼吸 不全 を 呈し て お り 、 低 酸素 状態 の 
改善 の た め に 酸素 療法 は 不可 欠 で ある が 、 通 常 0.5<5L/ 分 で 
行い 、 動 脈 血 ガス 分 析 の 結果 を みな が ら の 慎重 な 増減 が 必要 
で ある 。 し た が っ て 、 酸 素 流量 を 多く し た 場合 は 、 呼 吸 運動 


* 【COPD】chronic obstructive pulmonary disease 


され た 。 

A さ ん は 入院 後 、2L/ 分 の 酸素 投与 と 抗菌 薬 の 点滴 静 
脈 内 注射 、 吸 入 療法 (ステ ロイ ド 薬 、 気管支 拡張 薬 ) が 開 
始 され た 。 最 も 注意 が 必要 な 合併 症 は どれ か 。 


胸 水 
CO0。 ナ ルコ ー シ ス 
包 朋 

名 上 本 


選 0 KO 2 


の 抑制 で CO: ナ ルコ ー シ ス を 発症 する 危険 が あり 最も 注意 が 
必要 で ある 。 

3. X A さ ん は COPD* を 長年 患っ て いる こと か ら 肺 四 胞 が 
多発 化 ・ 巨 大 化す る 傾向 が あり 気胸 を 起こ し や すい 。 し か し 、 
胸部 エッ クス 線 写真 上 、 気 胸 の 所 見 は な いた め 現時 点 で 最も 
注意 が 必要 な 合併 症 で は な い 。 

4. ぶ 肺 血栓 塞栓 症 は お も に 下肢 や 骨盤 腔 で 形成 され た 血 
栓 が 、 血 流 に 乗り 、 肺 動脈 を 閉塞 し て 、 訪 循環 障害 を きた す 
病態 で ある 。 本 事例 で 合併 する 可能 性 は 高く な い 。 


デー タ を 読み 解き 呼吸 不全 を 
判断 で きる よう に な ろう ! 


呼吸 不全 と は 、 室 内 空気 吸入 時 の 動脈 血 酸素 分 圧 (Pa0。) 
が 60Torr 以 下 (SpO,* 90% 以 下 ) に な っ た 状態 で す ( 図 1)。 こ 
の よう な 状態 が 続く と 脳 ・ 心 臓 な どの 重要 臓器 の 組織 中 酸素 
濃度 が 低下 し て 生命 の 維持 に 危険 を を た す の で 、 す みや か な 
治療 が 必要 と な り ま す 。 

呼吸 不全 の 種類 に は 、【 型 呼吸 不全 と T 型 呼吸 不全 が あり 
ます ( 表 1)。 


* 【PaQ】arterial 0= pressure : 動 押 本 到 分 圧 
*【SpO。】saturation of 


perCutaneous 経 友 的 動 無血 醒 素 外 和 度 
* 【pHjhydrogen power : 水系 イオ ン 指数 


* [PaCO。】arterial CO。 pressure : 動 導 血 一 藤 化 央 系 分 圧 *【HCO。 】bicarbonate ion - 誠 藤 水素 イオ ン 
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1 型 呼吸 不全 は 、 酸 素 の 取り 込み だ けが 障害 され て いる と 
考え られ 、 低 酸素 血 症 は 著しい で す が 、 換気 能 の 高い 二酸化 
炭素 は 排出 され ます 。 

I 型 呼吸 不全 は 、 酸 素 の 取り 込み と 二酸化 炭素 の 排出 の 
2 つが 障害 され て いる と 考え られ る も の で 、 低 酸素 血 症 と 同 
時 に 高 二酸化 炭素 血 症 も 出現 し ます 。 

呼吸 不全 を 判断 する た め に 重要 な 検査 が 動脈 血 ガス 分 析 で 
す 。 これ を 測定 する こと に よっ て 血液 の pH* や PaO。、PaCO。"、 
HCO。* な ど が わか り 、 換 気 ・ 酸 素 化 ・ 酸 塩基 平衡 の 評価 が 
で きま す ( 表 2) 。 


ほ 国 酸素 解離 曲線 
SpOz(%) 


27 40 60 100 


回 呼吸 不全 の 種類 


動脈 血 酸素 


PaO。(Torr) 


『 圧 (PaO 


SpO。90% 以 下 =PaO。 
60Torr 以 下 = 呼吸 不全 
状態 で あり 危険! と 判断 
で きる よう に な り ま し ょ う 


*P ロ gg は 、 へ モグ ロビ ン の 本 二 魚 和 度 が 半 
分 (50%) の と さ の 立秋 分 圧 で 、 へ モグ ロ 
ピン の 藤 未 新 和 性 を 表す 。 


1 型 呼吸 不全 
上 動脈 血 ガ ス 分 析 の 正常 値 
高値 (増加) 疾患 例 
pH 735^745 アル カリ 血 症 酸 血 症 
PacO。 | 35-45Tor 低 換 気 、 呼 吸 性 アシ ドー シス 過 換 気 、 呼 吸 性 アル カロ ー シ ス 
PC。 | 8o-100Tor ピ 換気 障害 、 特 環 障 害 、 肺 胞 障 害 
HCO- | 2~-26mEqL 代 騰 性 アル カロ ー シ ス 代謝 性 アシ ドー シス 
BE* | 3 て +3mEqL 代 潮 性 アル カロ ー シ ス 代 講 性 アシ ドー シス 
* 【BEbase excess : 過 穫 塩 
池 西 静江 。 石 束 佳 子 講 : 香 謀 学生 スタ ディ ガイ ド 2021. 照 林 社 . 東京 . GO20 : 1316. より 一 部 改変 し て 引用 
Wv 酸素 吸入 療法 の 適応 と 合併 症 を 理解 し よう ! 旬 CO。 ナ ルコ ー シ ス を 理解 し よう ! 


呼吸 不全 状態 の 患者 の 低 酸素 血 症 (動脈 血 酸素 分 圧 60Torr 
以下 、SpO。 90% 以 下 ) を 改善 する た め 酸 素 吸入 療法 が 行わ れ 
ます 。 

酸素 吸入 療法 の 合併 症 と し て 、 高 分 圧 ・ 高 濃度 の 酸素 投与 
に より PaO: が 高い 状態 が 続く と 酸素 中 毒 に よる 肺 胞 障害 が 
生じ ます 。 ま た 、I 型 呼吸 不全 患者 に 高 濃度 の 酸素 吸入 を 行 
うと C0。 ナ ルコ ー シ ス が 出現 する た め 注 意 が 必要 と な り ま す 。 


(参考 文 喜 ) 1. 池 西 静 江 . 石 素 侍 子 編 : 看 裏 学生 スタ ディ ガイ ド ら ロ 21. 燕 林 社 . 東京 . G020. 


ここ ここ ここ ここ ここ ここ ここ ここ ここ ここ ここ ここ ここ ここ べべ 


NN へ い 


CO。 ナ ルコ ー シ ス と は 、 体 内 へ の 高度 な 二酸化 炭素 (CO) 
の 蓄積 に よっ て 中 枢 神 経 系 の 異常 を 呈し た 状態 で あり 、 自 発 
呼吸 の 減弱 、 意 識 障害 な ど が 生じ る こと で す 。 

と くに 、 慢 性 上 T 型 呼吸 不全 患 者 に 高 濃度 の 酸素 吸入 を 行う 
際 は 注意 が 必要 で あり 、PaO。 60Torr(SpO, 88 て 92%) を 目標 
に 酸素 濃度 や 流量 を 調節 し ます 。 し か し 、 低 酸素 状態 の 改善 
が 第 一 で ある た め 、CO, ナ ルコ ー シ ス の 進行 を お それ て 酸素 
の 投与 を た め ら っ て は いけ ませ ん 。 低 酸素 状態 の 改善 の た め 
十分 な 酸素 投与 が 必要 な 場合 は 、 CO, ナ ルコ ー シ ス の 症状 ( 頭 
痛 ・ 血 圧 上 昇 ・ 発 汗 ・ 意 議 レ ベル 低下 ・ 症 渦 ・ 傾 能 ・ 皆 区 ) 
に 注意 し 、 呼 吸 抑 制 、 意 識 障害 に 対応 で きる 準備 を し て 臨む 
こと が 重要 と な り ま す 。 
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A さ ん (72 歳 、 男 性 ) は 、50 歳 の 頃 か ら 高血圧 症 を 指 
摘 さ れ 、 降 圧 薬 を 服用 し て いた 。 1 週間 前 か ら 自 宅 2 階 
の 階段 昇降 時 に 息苦し さ が あ り 、2 日 前 か ら 両 足 の 浮腫 
に 気づき 動く こと が お っ くう に な っ た 。 本 日 、 定 期 受 診 
の た め 来 院 し 、 前 回 受診 時 (1 か 月 前 ) よ り 体 重 が 4kg 増 
えて お り 、 心 不全 と 診断 され 入院 と な っ た 。 入 院 時 、 体 
温 36.2 て 、 脈拍 94/ 分 、 呼吸 数 21/ 分 、 血圧 146/82 
mmHg、 経 皮 上 的 動脈 血 酸 素 飽和 度 く Sp0。>95%、 胸 部 エッ 
クス 線 写 真 で 心 胸部 比 60%、 心 エコ ー 検 査 で 左 室 駆 出 
率 は 26% で あっ た 。 


2 

@ 列 1. 労作 時 の 息苦し さ は 左 心 不全 の 特徴 的 な 症状 
で ある 。NYHA* の 心機 能 分 類 ( 表 1) で は Class に 相当 する 。 
2. 〇 両 下肢 の 浮腫 は 右 心不全 の 特徴 的 な 症状 で ある 。 

3. X 心 胸郭 比 (CTR*、 図 1) 拡大 は 左 心室 の ポン プ 機 能 低 
下 に よる 左 心不全 の 特徴 的 な 症状 で ある 。 胸 部 エッ クス 線 写 
真 は 心 陰影 か ら 心臓 の 大 き さ や 形 を 判断 し 、 心 肥大 や 心 拡大 
* 【NYHAJNew York Heart Association : ニュ ー ヨ ー ク 心 負 伺 会 


* 【CTR】cardio-thoracic ratip 


回 NYHA の 心機 能 分 類 


心 疾 患 を 有する が 身体 活動 が 制限 され な い 。 ふ つう 
の 身体 活動 で は と くに 疲労 、 動 修 、 呼 吸 困 難 、 狭 心 
痛 を きた さ な い 


身体 活動 が 軽度 中 等 度 に 制限 され る 。 安 静 時 に は 
無 症 状 で ある 。 ふ つう の 身体 活動 で 疲労 、 動 怪 、 呼 
吸 困難 、 狭 心痛 を きた す 


身体 活動 が 高度 に 制限 され る 。 安静 時 に は 無 症 状 で 
ある が 、 ふ つう 以下 の 身体 活動 で も 、 疲 労 、 動 怪 、 
呼吸 困難 、 狭 心痛 を きた す 


非常 に 軽度 の 身体 活動 で も 束 話 を きた す 。 安 静 時 に 
お いて も 心不全 ある い は 狭 心 症状 を 示す 。 少 し の 身 
体 活動 で も 共 訴 が 増加 する 
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A さ ん の 入院 時 の アセ スメント で 、 適 切な の は どれ か 。 


1 階段 昇 降 時 の 息苦し さ は 右 心不全 に よる も の と 考え 
られ る 。 

2. 両足 の 消 腫 は 有心 不全 に よる 租 脈 血 の うっ 血 と 考え 
られ る 。 

3. 心 用 比 は 正常 範囲 で 、 心 肥大 ・ 心 拡大 は な いと 考 
えら れる 。 

4. 左 室 了 出 率 は 著しい 低下 を 示し て お り 、 右 心不全 に 
よる も の と 考え られ る 。 


の 存在 、 心 不全 、 肺 の うっ 血 状 態 を 観察 する こと が で きる 。 
心 胸郭 比 は 心機 能 の 評価 に 用 いら れ 、 正 常 は 5096 以 下 で ある 。 
4. X 左 室 鹿 出 率 低下 は 左 心不全 の 特徴 的 な 症状 で ある 。 
心 エ コー( 超 音波 ) 検査 で は 、 心 臓 の 動き (と くに 左 心室 の 心 
筋 の 運動 ) や 大 き さ 、 血 液 の 流れ 、 弁 の 機能 な ど を 観察 し 、 
心機 能 の 評価 に 用 いら れる 。 左 室 駆 出 率 の 正常 は 509% 以 上 
で ある 。 


ほ 還 心 胸 著 比 


ぴ 肺 循環 と 体 循環 を 理解 し て お こう 


心不全 の 理解 の 前 に 、 肺 循環 と 体 循環 に つい て 復 
習 し て お きま し ょ う 。 

血液 循環 に は 体 循 環 と 肺 循環 が あり ます ( 図 2) 。 
体 循環 は 血液 が 左 心室 か ら 大 動脈 通っ て 全身 に 流 
れ 、 大 静脈 か ら 右 心房 に 戻る 経路 を いい ます 。 肺 循 
環 は 血液 が 右 心室 か ら 肺 動脈 を 通っ て 肺 に 流れ 、 肺 
静脈 か ら 左 心房 に 戻る 経路 を いい ます 。 


〇 左 心不全 と 右 心不全 の 
特徴 を お さえ よう ! 


心不全 と は 、「 な ん ら か の 原因 で 心臓 の ポン プ 機 
能 が 低下 し 、 全 身 の 各 組織 が 必要 と する だ け の 血液 
を 拍 出 で き な い 状 態 」 を いい ます 。 

心不全 は 左 心不全 と 右 心不全 に 分 けら れ 、 図 3 の 
よう な メカ ニズム で 症状 を 示し ます 。 


左 心 不全 と 右 心 不全 
左 心不全 


心筋 梗塞 な ど で 左 心室 の 収縮 
力 が 低下 する と 、 本 来 全 身 に 
送ら れる は ず の 血液 が 左 心 
室 、 左 心房 に あふ れる 

* それ に より 心臓 に 戻り に くく 
な り 肺 に と ど ま る 


その 結果 
s 血液 の 成分 が 肺 胞 に 漏れ 出し 、 漏 れ 出 た 赤血球 の へ モグ ロビ ン が 変 


化し て さび 色 の 中 療 が 路 出 され る 5 

e 肺 の 血管 外 ( 間 質 、 肺 胞 腔 ) に 水分 が 貯留 し 肺 水腫 が 起こ る の で 呼吸 
困難 感 が 現れ る BN 

e 心 拍 出 量 が 少な を く な る こと で 硝 量 は 減少 し 、 心 拍 出 量 を 保 と うと 上 
脈 に な る 

e 心 拍 出 量 の 低下 か ら 未 構 特 環 も 悪く を る うえ に 、 肺 で ガス 交換 が 障 
害さ れる こと か ら 、 血 液 に 十分 酸素 を 取り 込め ず 、 還 元 へ モグ ロビ 
ン が 血 中 に 増え て チア ノー ゼ が 現れ る 


国体 循環 と 肺 循環 


動脈 ネ ーー 一 
静脈 系 = 一 。 


上 | 


全身 に 血液 を 供給 
する た め の 回 路 


* 右 心 室 の 収縮 力 が 弱く な る 
と 、 全 身 か ら 血液 が 心臓 に 戻 
り に くく な り 全 身 の 組織 に と 
ど ま る 


その 結果 


s 静 脈 が うっ 滞 し 、 血 管 か ら 液体 成分 が 漏れ 出し 、 浮 腫 や 腹水 ・ 胸 水 
が 溜まる 。 と くに 足 か ら 戻っ て くる 血液 は 心 有 ン か ら 一 番 遠 く 重力 の 
影響 も 受け る た め む くみ や すい 

s 右 心房 に 戻る 大 静脈 に は 肝臓 か ら 戻る 肝 静 脈 も 合流 する た め 、 肝 静 
脈 が うっ 血 する と 肝臓 が 腫 大 する 

* 豆 部 か ら 心臓 に 戻る 静脈 も うっ 滝 する た め 、 頼 静脈 も うっ 滞 し 、 交 
張 す る 


プチ テナー ス Vol30 No.1 January 2021 


23 


朋 括 思 の アセ ス メ 


こん な 問題 が 出る か も ! 


A さ ん (65 歳 、 女 性 )。 喫 煙 (15 本 / 日 ) 習 慣 が ある 。 排 
便 中 に 突然 激しい 頭痛 を 訴え た 後 叶 し 、 意 識 が 腰 騰 と 
な っ た 。 一緒 に いた 夫 が 救急 車 を 要請 し 、 救 急 搬送 され 
た 。 来院 時 、 ジ ャ パン ・ コ ー マ ・ ス ケー ル (JCS) II-20、 
瞳孔 径 は 左右 2.5mm、 脈拍 55/ 分 、 血圧 166/98mmHg、 
呼吸 数 15/ 分 、 経 皮 的 動脈 血 酸素 飽和 度 <SP0。>96% で 
あっ た 。 四 肢 の 麻痺 は み ら れ な い 。 検査 の 結果 、 脳 動脈 
疾 破 裂 に よる くも 膜 下 出血 と 診断 され 、 開 頭 ク リッ ピン 
グ 手 術 と 血腫 除去 術 を 行う こと に な っ た 。 


が と 

@H》 1. メン ノ 4. 〇 A さ ん は 、 く も 膜 下 腔 ( 図 1) に 血液 が 
急激 に 流入 し た こと で 脳 が 圧迫 され 、 急 性 頭蓋 内 圧 訪 進 症状 
で ある クッ シン グ 現 象 (収縮 期 血 圧 の 上 昇 ・ 徐 脈 ) が 出現 し て 
いる ( 表 1、 図 2)。 発 症 後 、 出 血 部 は フィ ブリ ン 玩 に よっ て 
一 時 的 に 止血 され る が 、 血 圧 上 昇 や 頭 状 内 圧 丸 進 に よっ て フ 
イィ ブ リン 塊 が と れ 再 出血 する こと が あり 、 発 症 後 24 時 間 以 
内 が 最も 再 出血 の リス ク が 高い 。 再 出血 する と 予後 不良 と な 
る 可能 性 が 高く な る 。 そ の た め 、 再 出血 を 起こ さ な い よう な 
管理 が 重要 で あり 、 医 師 の 指示 で 降圧 薬 を 使用 し 血圧 を 乱 重 
に 管理 し 、 鎮 痛 ・ 鎮 静 を 行い 、 室 内 の 照明 を 暗く する な ど 、 
刺激 を 最小 限 に し た 環境 を 整え 安静 を 保つ 必要 が ある 。 

2. X 発症 後 は 再 出血 を 誘発 し た いよ う 頭蓋 内 圧 太 進 の 要 


EN くも 膜 下 出血 (SAH*) の 原因 と 機 序 
ン 


* [SAH】subarachnoid hermorrhage 
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術 前 の A さ ん に 行う 看護 で 適切 な の は どれ か 。 


部 屋 を 明る くし て 絶対 安静 と する 。 

腸 を 行う 。 

脳 血 管 確 縮 の 症状 を 観察 する 。 
指示 され た 降圧 薬 を 正しく 投与 し 、 血 圧 の 変動 に 注 
意 する 。 


RS 


因 を 除去 し て 、 援 助 し て いく 必要 が ある 。 腸 は 迷走 神経 を 
刺激 し 、 頭 蓋 内 圧 太 進 を 助長 する の で 禁忌 で ある 。 ま た 、 便 
秘 に よる 努 責 も 頭蓋 内 圧 刀 進 を 招 く の で 、 綾 下 業 を 使用 し 便 
秘 の 予防 を 図る こと が 必要 で ある ( 図 2)。 

3. X 脳 血 管 渦 縮 と は 脳 動脈 が 収縮 し 狭 半 す る こと いい 、 
くも 膜 下 出血 発症 後 の 重要 な 合 億 症 の 1 つ で ある 。 一 般 的 に 
発症 後 3 ご 4 日 以降 に 出現 し 、2 週 間 程度 持続 する 。 血 管 湖 縮 
に より 血 流 障害 が 生じ 、 脳 梗塞 が 引き 起こ され 予後 不良 と な 
る た め 、 注 意 が 必要 で ある 。 症 状 と し て は 、 脳 血 流 の 低下 に 
より 頭痛 が 現れ た り 、 活 動 性 の 低下 、 意識 障 害 や 上 府 痺 な ど 
の 神経 症状 が 出現 し た りす る 。 亜 急性 期 に 出現 する 脳 血 管 光 
縮 の 観察 は 、 急 性 期 で ある 術 前 の 看護 と し て は ふさ わし く な 
い 。 


くも 膜 下 出血 の 原因 と な る 疾患 


頭 装 内 疾 副 | 全身 性 疾 呈 

e 脱 動脈 癒 破裂 脳 動 静脈 庁 形 * e 凪 液 疾 下 

e 脳 出血 ゃ も や も や 病 ” 白血病 『 血 友 病 
e 脱 腫瘍 e 脳 血管 炎 e 出血 性 素因 


| 外傷 
e 事 故 ・ 外 傷 


率 ] 動 暫 と 静 有 が 毛 幼 血 息 を 経 ず 短 結 し て いる も の 
※ ら ウィ リス 動 駅 辿 の 閉 研 に 伴う 備 宮 血 告 網 が 発達 する も の 


頭蓋 内 圧 元 進 の 原因 


くも 膜 下 出血 急性 頭蓋 内 圧 妨 進 
の 頭痛 ・ 咽 叶 
| 意識 障害 
クッ シン グ 現 象 " 
脳 内 出血 
K 1 
| 
硬 膜 外出 血 
硬 妥 下 出血 
服 提 傷 


2) 
「 


旬 くも 膜 下 出血 の 起こ る 場所 を 覚え よう 


脳 は 簡 膜 に 酢 わ れ て お り 、 億 膜 は 外側 か ら 順 に 硬 膜 ・ く も 
膜 ・ 球 腰 の 3 層 の 膜 か ら 形 成 され て いる 。 くも膜 と 軟 膜 の 間 
を くも 膜 下 腔 と よび 、 脳 背 秋 波 で 満た され て いる ( 図 1)。 

くも 膜 下 出血 と は 、 血 管 病 変 の 破綻 に よっ て くも 膜 下 腔 へ 
急激 に 血液 が 流入 する 病態 で ある 。 原 因 の お よそ 8 割 を 脳 動 
脈 疾 の 破裂 が 占め て お り 、 脳 動脈 次 の 多く は ウィ リス 動 脈 輪 
の 動脈 分 財部 に 形成 され る ( 図 3) 。 


錠 予後 不良 因子 と 、 発症 時 期 を 知っ て お こう 


くも 膜 下 出血 は 急速 か つ 重 篤 な 経過 を た どる こと が 多く 、 
診断 確定 後 は た だ ち に 治療 を 開始 し な けれ ば 致命 的 な 状態 と 
な る 。 三 大 予後 不良 因子 と し て 、 急 性 期 か ら 亜 急性 期 に か け 
一 次 的 脳 損傷 ・ 再 出血 ・ 脳 血管 辺 縮 が あり 、 慢 性 期 に は 正常 
圧 水頭 症 な ど さ ま ざま な 病態 が 出現 する 。 こ れ ら の 合併 症 の 
発症 時 期 を 理解 し て お く こ と と が 必要 で ある 。 


脳 ヘル ニア は 不可 逆 的 で あり 、 
生命 維持 の 危機 に 直結 し ます 。 

その た め 、 頭 鞭 内 圧 の さら な る 
応 進 を 予防 し 、 脳 ヘ ルニア へ の 
移行 を 防ぐ 必要 が あり ます 


侍 G 血圧 上 よ 昇 、 徐 腺 
油 西欧 江 . 石 束 佳 子 皿 : 看護 学生 スタ ディ ガイ ド 2021 


ウィ リス 動脈 輪 
前 
前 交通 動脈 前 大 脳 動脈 
中 大 脳 動脈 内 頼 動脈 
後 交通 動脈 
右 

後 大 脳 動脈 上 小脳 動脈 
脳 底 動 脈 
ウィ リス 動脈 輪 椎骨 動脈 
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ーー 中 へ 有 選 五 酷 吾 司 黙 梁 革 


こん な 問題 が 出る か も ! 


A さ ん (65 歳 、 男 性 )。 健 康 診断 で 便 潜血 が 陽性 で 、 精 
窒 検 査 の 結果 、S 状 結腸 癌 と 診断 され 、 手 術 の た め 入 院 
し た 。 入院 時 体重 75kg、 既 往 歴 は 特に な く 、 全 身 状態 
良好 で ある 。3$ 状 結腸 切除 術 オ リン パ 節 郭 清 を 行っ た 。 
術中 の 出血 量 は 300mL で 輸血 は 実施 し て いな い 。 

術 後 1 日 目 、 体温 37.5 で 、 呼吸 数 24/ 分 、 脈拍 1 15/ 分 、 
血圧 150/90mmHg、 心 電 図 モ ニタ ー 所 見 サイ ナス リズ 
ム ( 正 常 洞 調律 )、WBC 11.300/ ヵ L、CRP 0.5mg/dL、 
Hb 13.8g/dL、 経 皮 的 動脈 血 酸素 飽和 度 <SP0。>94%、 
尿 量 80mL/ 時 、 性 状 は 淡 黄 色 、 創 部 ドレ ー ン か ら は 少 
量 の 淡 血 性 排 液 が み ら れ て いる 。 創 部 の 発赤 ・ 腫 須 は み 
られ な い 。 胸 部 エッ クス 線 写真 上 、 肺 野 透過 性 の 低下 や 
心 拡大 ・ 横 隔 膜 挙 上 は み ら れ な い 。 腹部 エッ クス 線 写 真 
上 、 腸 管 ガ ス 貯 留 あり 、 ド レー ン 有 逸脱 ・ 屈 曲 な し 。 硬 膜 


CE 4 

@ 〇 区 1. ※ 術 後 48 時 間 以 内 は 、 麻 酔 に よる 影響 や 手術 
依 朋 に 伴う 生体 反応 、 術 中 ・ 術 後 の 出血 ・ 浴 出 液 ・ 壊 死 組織 
の 吸収 の た め に 発熱 する (吸収 熱 )。 これ ら の 反応 に 伴い 体 
温 ・WBC*、CRP* も 上 昇 す る こと が 多い 。 ま た 、 創 部 感染 
症 は 衛 後 3 て 5 日 目 に み ら れ 、 発 熱 と と も に 創部 の 症 痛 や 発 
赤 、 腫 上 肛 な どの 炎症 所 見 が み ら れ る 。A さ ん の 場合 、 術 後 1 
日 目 で ある こと 、 創 部 の 発赤 ・ 腫 謀 も み ら れ て いな いこ と か 
ら 吸 収 熱 で ある と 考え られ る 。 

2. X 無 気 肺 は 、 呼 吸 運 動 の 抑制 や 気管 内 分 泌 物 の 貯留 に 
よっ て 未 構 気管 支 が 閉塞 され 、 肺 胞 と 外気 と の 交通 が 遮断 さ 
れ 肺 胞 内 に 空気 が な く な り 、 肺 胞 が つぶ れ た 状態 で あり 、 術 
後 36 時 間 以 内 に 発症 する 。 無 気 肺 を 発症 する と 肺 胞 換 気 量 
の 低下 に より Sp0, の 低下 や それ に と も な う 呼 吸 数 の 増加 が 
軽度 に み ら れ る 。 ま た 、 胸 部 エッ クス 線 写真 で は 、 無 気 肺 部 
位 の 透過 性 低下 ( 白 ) の 陰影 が み ら れる 。A さ ん の 場合 、SpO。 
の 低下 や 呼吸 数 の 増加 が み ら れ て いる が 、 胸 部 エッ クス 線 写 
真 上 は 問題 な いた め 術 後 無 気 肺 の 影響 と は 考え に くい 。 

3. X 急性 警 不全 は 術中 の 麻酔 薬 の 残存 や 術中 の 出血 、 サ 
ー ド スペ ー ス へ の 水分 の 移行 に よっ て 循環 血液 量 が 減少 し 、 
それ に 伴い 臣 箇 流量 も 減少 し 発症 する 。 手 術 後 は 多く の 代謝 


*【WBC】white blood cell : 白 箇 球 数 。 *【CRP】Creactive proten : C 反 応 性 タン バク 
* [Hbjhemoglobin : へ ヘモグロビン =*【Htjhamatocrit =: ヘマトクリット 
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外 チ ュー ブ か ら 持 続 的 に 鎮痛 薬 が 投与 され て いる 。A さ 
ん は 症 痛 と 供 怠 感 を 強く 訴え て お り 離 床 は で き て いな い 。 

術 後 1 日 目 の A さ ん の アセ スメント で 適切 な の は どれ 
か 。 


1. 体温 、WBC、CRP 値 の 上 昇 は 、 創 部 感染 症 に よる 
も の と 考え られ る 。 

2. 呼吸 数 の 増加 、SpO。 低 下 は 、 術 後 無 気 肺 の 影響 に 
よる も の と 考え られ る 。 

3. 尿 量 の 減少 は 、 急 性 引 不 全 の 徴候 と 考え られ る 。 

4. 脈拍 、 血 圧 上 昇 、Sp0。 低 下 は 、 術 後 療 痛 に よる も 
の と 考え られ る 。 

5. 供 怠 感 は 、 術 後 出血 に よる 循環 血液 量 の 減少 に よる 
も の と 考え られ る 。 


産物 (老廃 物 ) を 体外 に 排 湯 し た けれ ば な ら な いた め 、 1 て 
1.5mL/kg 体 重 / 時 以上 の 尿 量 を 確保 する 必要 が あり 、0.5m/ 
ko 体重 / 時 以下 で は 急性 腎 不全 の リス ク が 高まる 。A さ ん の 
場合 、 体 重 は 75kg で あり 、1 時 間 尿 量 は 約 70 て 110mL 程 度 あ 
る こと が 望ま し く 、 術 後 1 日 目 の 尿 量 は 80mU 時 で ある た め 
問題 な いと 考え ら える 。 

4. 〇 術 後 症 痛 は 手術 後 24 時 間 以内 を 最高 点 と し て 出現 
し 、2^3 日 で 軽減 する 。 症 痛 は 交感 神経 を 緊張 させ て 、 心 
拍 数 ・ 未 村 血 管 抵抗 を 高め 血圧 を 上 昇 さ せる 。 ま た 、 証 痛 の 
た め 呼 吸 運動 が 制限 され 十分 な 換気 が 行い に くく SpO。 の 低 
下 や 呼吸 数 の 増加 が 起こ りや すい 。A さ ん の 場合 も 、 症 痛 を 
訴え て いる と と か ら 脈 拍 、 血 圧 上 昇 、SpO: 低 下 は 術 後 着 痛 
に よる も の と 考え られ る 。 

5. X 術 後 出血 は 術 後 24 時 間 以内 に 起こ りや すく 、 100mL/ 
時 以上 の 血性 排 液 が 認め られ る 場合 は 術 後 出血 を 疑う 。 ま た 、 
出血 の 指標 と し て Hb* や Ht* 値 の 低下 が み ら れ る 。A さ ん の 
場合 、 少 量 の 淡 面 性 排 液 で あり 、Hb の 低下 も な いこ と か ら 
術 後 出血 は 起こ っ て いな いと 考え られ る 。 

手術 侵 朋 を 受け た 生体 で は 、 手 術 後 2 こ 3 日 間 は 筋 タン パ 
ク 質 の 激しい 分 解 ( 異 化 ) が お こり 、 疲労 感 、 借 人 感 、 脱 力 感 
を 伴い や すく 、A さ ん の 場合 も これ に 該当 する と 考え られ る 。 


具 誠 生後 の アセ スメント 


手術 後 は 麻酔 ・ 手 術 侵襲 に よる 生体 内 の 変化 に より 術 後 合 
併 症 を 起こ と し や すく な っ て いま す 。 と くに 手術 直後 -3 日 目 
は 生命 の 危機 に つなが る 合併 症 も 多い た め 、 術 後 合併 症 の 予 
防 と 異常 の 早期 発見 に 努め る 必要 が あり ます 。 


の 術 後 侵 襲 に お ける 回 復 過 程 : 
ムー ア の 分 類 を 理解 し よう ! 


と Ce で い 


術 後 の 侵襲 に より 、 生 体 は 恒常 性 の 維持 の た め に 内 分 泌 系 


周 術 期 の 看護 を 行う た め に は や 免疫 系 、 神 経 系 を など さ ま ざ ま な 反応 を 起こ し ます 。 術 後 侵 
\ 術 後 侵 柚 に お ける 生体 の 回 復 過程 衣 に お ける 生体 の 一 般 的 な 回 復 過程 は 、 ム ー ア の 分 類 を 理解 
き 術 後日 数 に 応じ た 起こ りや すい 合併 症 と アセ スメント に 必 し て お く と アセ スメント に 役立ち ます ( 表 1)。 

要 な デー タ 


を 理解 し 、 正 常 ・ 異 常 を 判断 で きる よう に な り ま し ょ う 。 


手術 侵 藤 に 対す る 生体 の 回 復 過程 (ムー ア の 分 類 ) 


第 1 相 第 3 相 
( 傷 期 また は 異化 期 ) 筋力 回 復 期 ま た は 和 同化 期 ) 
術 後 4 ご 72 時 間 術 後 3 日 目 ご 1・2 日 間 持 続 術 後 1 週間 ご 2 週間 持続 。 | 術 後 2 ご 5 か 月 
e 内分泌 系 、 代 肢 系 の 変動 大 e 内 分 泌 系 、 代 庄 系 の 正常 人 * タン パク 合成 、 代謝 系 変動 | e 体 脂肪 の 増加 、 体 重 の 増加 
e 徹 環 器 系 は や や 不安 定 e 特 環 器 系 の 安定 の 消失 e 女性 で は 月 経 が 再開 する な 
*$ タン パク の 異化 進 、 糖 新生 *w タン パク の 異化 は 軽減 バイ タルサ イ ン の 安定 、 体 ど 性 機能 の 正常 化 
e 水 ・Na" 貯 留 、 尿 量 の 減少 、 尿 中 | ゅ 水 ・Na の 尿 排 洪 増 加 、 尿 量 増 加 動 時 の 苦痛 軽減 、 便 通 の 正 
の K"・N" の 排 増 加 e 血糖 も ほぼ 正常 人 常 化 
e 高 血糖 e 勝 停止 、 体 重 減 少 | 腸 動 回復 と 排ガス 
< 症 痛 、 発 熱 、 頻 脈 e 体 温 ・ 脈 拍 の 正常 化 、 証 痛 の 軽減 


患者 の 様子 ・ 生 活 の 変化 
e 活動 性 の 低下 、 傘 怠 感 、 周 囲 へ の 
関心 低下 、 気力 の 低下 


患者 の 様子 ・ 生 活 の 変化 
w 周囲 へ の 関心 や 活動 が 徐々 に 戻る 
が 、 体 力 の 回 復 は 不 十分 


患者 の 様子 ・ 生 活 の 変化 
食欲 、 体 力 の 回 復 
s 体 動 も 徐々 に 活発 化 


悪者 の 様子 ・ 生 活 の 変化 
\ 体力 の 回 復 、 体 重 の 増加 、 
日 常 生活 に 戻る 、 社 会 復帰 


* [Nalnatrium : ナトリウム *【Kjkalium : カリ ウム  * 【N】nitrogen : 垂 東 
明石 古 高田 理 佳 訪 : 新 体系 看 斉 学 全書 経過 別 成人 看 涯 学 で 誠 術 甚 看護 メデ カル フレ ンド 社 . 系 京 .G017 : 8B. を 参考 に 作成 


の 術 後 1 日 目 の 患 者 の アセ スメント が 
で きる よう に な ろう ! 


国家 試験 に は 術 後 1 日 目 の 患 者 の アセ スメント が 出題 され 
て いる た め 、 術 後 1 日 目 に 起 と りや すい 術 後 合併 症 と 観察 の 
ポイ ント を 理解 し て お きま し ょ う ( 表 2)。 術 後 1 日 目 は 、 ム 
ー ア の 分 類 の 第 1 相 (傷害 期 ま た は 異化 期 。 術 後 48…72 時 間 ) 
に あたり ます 。 


生還 は ?N 


A 夫 
W ? 


観察 の ポイ ント 


@ ) 
人 鉛 吉 は ? 


と 


術 後 1 日 目 に 起こ りや すい 合併 症 と 観察 の ポイ ント 


術 後 出血 s 手 術中 の 止血 が 不 完全 で あっ た り 、 血 管 の 結 系 糸 が 外れ る | 創部 ドレ ー ン の 排 液 の 量 ・ 性 状 (血性 排 液 100mL/ 時 以上 あ 
こと に より 起こ る れ ば 医師 に 報告 ) 
s 出血 量 が 多い 場合 、 出 血性 ショ ッ ク の リス ク が 高く な る * 頻 脈 血圧 低下 
e 皮膚 の 色 顔面 蒼白 
w 創部 か ら の 出血 の 有無 


\ 血 流 検 査 デ ー タ (RBC*、Hb、Ht) 


* 【RBC】red blood cell : 赤面 球 数 (次 ペー ジ に つづ く ) 
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ーー 時 へ 志 五 本 吾 滞 黙 漠 芝 


合併 | 原因 観察 の ボ ポイ ント 
呼吸 回 き 術 後 の 症 痛 や 麻酔 薬 ・ 鎮 痛 薬 の 影響 で 十分 な 深呼吸 が で き な い | 呼吸 回 数 呼吸 の リズ ム や 深 さ 呼吸 音 
合併 症 場合 に 起こ りや すい SpO。 * 壮 の 有無 や 性 状 
( 無 気 肺 ) 挿管 チ ュー ブ 挿 入 に より 気道 内 分 泌 物 が 増加 し 路 欠 を 排出 で き な | 血液 ガス 検査 
い 場合 に 未 構 気管 支 が 閉塞 し 肺 胞 が 虚脱 し 無 気 肺 と な る 胸部 エッ クス 線 写 真 ( 無 気 肺 箇所 の 透過 性 の 低下 な ど ) 
急性 義 痛 手術 に よる 組織 損傷 ・ 炎 症 反 応 に よっ て 侵害 受容 性 療 痛 が 起こ る | * 患 者 の 主観 的 訴え 
手術 後 24 時 間 以 内 を 最高 点 と し て 痛み が 出現 し 、2…3 日 で 軽減 | 症 痛 の 程度 や パタ ー ン 
する * 人 鎮痛 薬 の 使用 状況 や 効果 
* 48 時間 以上 経っ て か ら 増 強 す る 場合 は 体内 で の 創部 の 離 開 ・ 出 
血 ・ 感 染 や 腸閉塞 な どの 合併 症 を 考え た ほう が よい 
深部 静脈 * 全身 麻酔 、 術 後 の 安 静 、 療 痛 の た め 下 肢 の 筋肉 を 動か すこ と が 少 | ホー マン ズ 徴 候 の 有無 
血栓 症 な く な り 、 下 肢 の 血液 が うっ 滞 す る 。 ロー エン ベル グ 微 候 の 有無 
手術 侵 朋 を 受け た 静脈 壁 を 修復 する た め に 血液 凝固 能 が 広 進 す | w 深 部 血栓 性 静脈 炎 の 有無 
る た め 血 栓 が で きやすい (静脈 に 沿っ た 発赤 ・ 腫 妥 ・ 熱 感 ・ 療 痛 な どの 有無 ) 
s 左右 の 下肢 周囲 径 の 差 の 有無 
左右 足 背 動 脈 触 知 の 有無 
*D ダ イマ ー の 上 昇 
sFDP* の 上 昇 
外科 的 き 麻 酔 や 手術 侵 朋 は 強い スト レッ サー と し て 作用 し 、 生 体 は スト レ | ws 血液 検査 (血糖 値 ) 
糖尿 病 ス ホ ル モン (カテ コー ル ア ミ ン 、 グ ルカ ゴン 、 副 腎 皮 質 刺激 ホル | 意識 レベ ル 
モン 、 コ ル チ ゾ ー ル 、 成 長 ホ ル モ ン ) や サイ トカ イン を 分 泌 し 、 | 尿 中 ケト ン 体 
血糖 値 を 上 昇 さ せる た め 高 血糖 状態 に た りや すく 、 外 科 的 糖尿 病 | $ 低 血糖 症状 の 有無 
状態 と よ ば れる 
重大 な 合併 症 と し て 周 術 期 の 感染 リス ク 増 大 が ある 
急性 腎 不全 手術 期 の 腎 血 流量 の 減少 や 尿 路 の 障害 な ど に よっ て 急性 腎 不全 を | w1 時 間 ご と の 尿 量 
きた し 、 逐 尿 (1 日 尿 量 400mL 以 下 )、 無 尿 (1 日 尿 量 100mL 以 下 ) と ( 尿 量 の めやす は 1…1.5mL/kg 体 重 / 時 ) 
な る こと が ある s 尿 量 が 0.5mL/kg 体 重 / 時 以下 で は 急性 腎 不全 の リス ク 
が 高まる 
血液 検査 デー タ (BUN"、Cr*) 
血圧 低下 、 脈 拍 増加 な ど 循 環 不全 を 起こ と し て いな いか 
術 後 せん 妄 |【 直 接 要因 】 【 過 活動 型 せん 妄 】 
手術 侵襲 脱水 薬物 \ 低 酸素 血 症 9 興奮 w 師 覚 e 攻撃 的 
* 感 染 症 貧血 * 電解 質 異常 脳 血 管 障 害 * 落 ち 着 か な い ルー ト 類 を 触る (自己 抜去 ) な ど 
【 読 発 要因 】 【 低 活動 型 せん 妄 】 
義 痛 s 価 動 制 限 ゃ 感覚 造 断 過剰 不安 き 無 気力 * 無 関心 、 供 感 が 強く み ら れ る 
身体 拘束 不眠 ICU" 環 境 傾 眠 が ち 反応 や 動作 が 緩慢 
【 準 備 要 困 】 食欲 低 下 な ど 
* 年 齢 性別 * 脳 血管 障害 の 既往 歴 【 混 合 型 せん 妄 】 
s 認知 症 の 有無 * う つ 病 き 過 活動 型 と 低 活動 型 が 混在 し て いる 状態 
* 慢性 疾患 (高血圧 な ど ) 喫煙 
アルコール など 
術 後 感染 手術 操作 や ドレ ー ン 、 チ ュー ブ の 挿入 に よっ て 人 微生物 の 侵入 が 容 | 創部 の 発赤 ・ 腫 妥 ・ 着 痛 ・ 発 熱 ・ 機 能 障 害 の 


易 と な る ば か り で な く 、 麻 酔 や 手術 侵 に よっ て 抵抗 力 が 低下 す 
る た め 感 染 を 受け や すく な っ て いる 
き 点滴 刺 入 部 や 勝 腕 留 置 カテ ー テ ル な ど 術 野外 感染 も 起こ と りや すい 


有無 と 程度 
ドレー ン の 排 液 の 性 状 
< 勝 碗 留置 カテ ー テ ル 挿 入部 の 発赤 や 分 泌 物 の 有無 
* 尿 の 混濁 や 浮 放 物 の 有無 
点滴 東入 部 の 発赤 や 騰 様 の 付着 物 の 有無 
e 吉 滴 東入 部 の 静脈 に 発赤 や 熱 感 が な いか 


*【FDP】fbrinogen dagradation products - フィ プリ ン - フ ィ ブ リノ ゲン 分 無産 物 


* 【BUN]blood urea nitrogen : 血 中 尿 二 至 抹 


*【Cricreatinine : クレ ア チ ニ ン = IICU】intensive care unit 


北 軌 詩子 中 村 充 千 切 性 甚 実習 に 使え る ! 周 換 期 電 記 ぜん ぷ ぶ ガ イド -. 昭 林 社 . 東京 . 02O : 9-1D0. を 参考 に 作成 
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NN 


と 
0 の > | チェ ッ ク ! | 


予 旬 8 同 肖 4 有 () 員 


と こと まで で 取り あげ た テー マ の 予想 問題 を 掲載 し ます 。 


B さ ん (67 歳 、 男 性 ) は 、2 週 間 前 か ら 乾 性 咳 歌 が あり 
様子 を みて いた が 、 咳 歌 が 増強 し 呼吸 困難 が み ら れ た た 
め 外 来 を 受診 し た 。 検 査 の 結果 、 特 発 性 肺 線維 症 に よる 
間 質 性 肺炎 と 診断 され 入院 と な っ た 。 

入院 時 、B さ ん の 身体 所 見 は 体温 39.0 で 、 呼 吸 数 33/ 分 、 
脈拍 110/ 分 、 血 圧 156/98mmHg、 経 皮 的 酸素 動脈 血 酸 
素 飽 和 度 く <Sp0>90%、 動 脈 血 液 ガス 分 析 で 、pH 7.37、 
動脈 血 一 酸化 炭素 分 圧 く PaCO。>35Torr、 動 脈 血 酸素 分 圧 
く Pa0。>55Torr で あっ た 。 

B さ ん の 身体 状況 の アセ スメント で 適切 な の は どれ か 。 


1 型 呼吸 不全 で ある 。 

I 型 呼吸 不全 で ある 。 
呼吸 性 アシ ドー シス で ある 。 
呼吸 性 アル カロ ー シ ス で ある 。 


た の ビ 


B さ ん (80 歳 、 男 性 ) は 、68 歳 の 時 に 心 取 大 を 指摘 され 、 
電 性 心不全 と 診断 され た 。3 日 前 か ら ト イレ に 行く 回 数 
が 減り 、 歩 く 時 に 足 が 重く 感じ る よう に な り 、 今 まで 履い 
て いた 靴 が きつ く て 履け な く な っ た 。 鏡 を 見 る と 首 の 血 
管 が 腫れ て お り 、1 週 間 前 より 体重 も 3kg 増 えて いた た め 、 
心配 で 来院 し た 。 その 結果 入院 治療 が 必要 と 判断 され た 。 

入院 時 、 体 温 36.8 て 、 脈 拍 100/ 分 、 呼 吸 数 24/ 分 、 血 
圧 162/84mmHg、 経 友 的 動脈 血 酸素 飽和 度 <Sp0。〉 95 
%、 腹 部 エコ ー 検 査 で 軽度 の 肝 腫 大 が 認め られ た 。 

左 心不全 を 示す デー タ は どれ か 。 


トイ レ に 行く 回 数 が 減っ た 。 
靴 が きつ く て 履け な く な っ た 。 
首 の 血管 が 腫れ た 。 

軽度 の 肝 腫 大 が 認め られ た 。 


RS 呈 


B さ ん (50 歳 、 男 性 )。 仕 事 中 に パッ ト で 取 ら れ た よう 
な 激しい 頭痛 が あり 、 緊 急 搬 送 され た 。 検査 の 結果 、 
くも 膜 下 出血 と 診断 され 、 緊急 で 開頭 クリ ッ ピ ング 手術 
を 行っ た 。 条 後 経過 は 良好 だ っ た が 、 術 後 5 日 目 より 見 
当 識 隙 害 が 出現 し 、 意 議 状 態 の 低下 も み ら れ る よう に な 
っ た 。 悪心 ・ 咽 吐 は な い 。 暗 孔径 は 左右 30mm、 脈 折 
65/ 分 、 血 圧 125/78mmHg、 呼 吸 回 数 18/ 分 、 経 的 生 
有 血 酸 素 飽和 度 <SP0。〉 98% で あっ た 。 

この 状況 か ら 考 えら れる の は どれ か 。 


術 後頭 蓋 内 出血 
玉水 
脳 血 管 尋 縮 
脳 ヘ ルニア 


本 的 09 店 


B さ ん (78 歳 、 女 性 )。 入院 時 体重 45kg。 大 肌 骨 部 骨 
折 の た め 人 工 骨頭 置換 術 を 受け た 。 術中 の 出血 量 は 
150mL で 輸血 は 行っ て いな い 。 術 後 1 日 目 、 体 温 38.0 で 、 
呼吸 数 20/ 分 、 脈拍 100/ 分 、 血圧 150/85mmHg、Hb 
12.1g/dL、 経 友 的 動脈 血 酸素 飽和 度 <Sp0。〉 95%、 硝 量 
45mL/ 時 、 性 状 は 淡 黄 色 で ある 。 創部 ドレ ー ン か ら は 
少量 の 淡 血 性 排 液 が み ら れ て いる 。 ド レー ン 刺 入部 の 発 
赤 ・ 腫 肛 は み ら れ ず 、 下肢 の 痺れ の 訴え も な い 。B さ ん 
は 夜間 、 周 囲 の 物音 や 療 痛 、 尿 道 カ テー テル や ドレ ー ン 
類 な どの 挿入 物 が 気 に な りあ まり 眠れ て いな いと 借 怠 感 
を 強く 訴え 、 傾 眠 が ち で ある 。 

術 後 1 日 目 の B さ ん の 状態 で 最も 注意 すべ き 術 後 合 億 
症 は どれ か 。 


尿 路 感染 症 
術 後 肺炎 
術 後 出血 
術 後 せん 要 


FI SD ビ 
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こん な 問題 が 出る か も ! 


近所 に 住む 娘 が A さ ん (82 歳 、 男 性 ) 宅 を 訪れ る と 、 蒸 
し 風呂 の よう に 暑い リビン グ で 椅子 に 腰 を 掛け た まま ぐ 
っ た り し て いる A さ ん を 発見 し た 。 呼 名 に か ろう じ て 反 
応 し 、 口元 に は 嘱 吐 し た 跡 が あり 、 眉間 に 角 を 寄せ 、「 あ 
た ま が …… 痛 い ……」 と 史 い た 。 救 急 搬 送 さ れ 、 府 中 症 
と 診断 され た 。 

救急 外来 時 、 体 温 37.5 で 、 脈 拍 124/ 分 、 呼 吸 数 21/ 分 、 
血圧 98/64mmHg、 経 皮 了 的 動脈 血 酸素 飽和 度 <Sp0。〉97 
% で あり 、 血液 検査 の 結果 は 、 Na 128mEq/L、K 3.6mEq/ 
L、 Cl 108mEq/L、WBC 8.400/L、 赤 血球 600 万 L、 


が ま 】 

皿 王 玖 1. ※ 頭痛 は ナトリウム 欠乏 性 脱水 に よる も の と 考 
えら れ 、 低 張 性 脱水 で ある 。 

2. X 低 血 圧 は 細胞 外 液 の 減少 で 循環 血液 量 の 減少 に 伴う 


Hb 20.2g/dL、Ht 60% で あっ た 。 
A さ ん の 救急 受診 時 の アセ スメント で 適切 な の は どれ 
か 。 


1. 頭痛 は 水 欠乏 性 脱水 に よる も の と 考え られ る 。 

2. 低 血 圧 は 細胞 内 液 の 減少 に よる も の と 考え られ る 。 

3. 頻 脈 は 循環 血液 量 の 減少 を 代償 する も の と 考え られ 
る 。 

4. 貧血 が 考え られ る 。 


も の と 考え られ る 。 

3. 〇 正しい 。 

4. X 脱水 に より 血液 は 濃縮 し て お り 、Hb、Ht は 高値 を 
示し て いる 。 貧血 で は な い 。 


勿 “3 つの 脱水 "を 理解 し よう ! 


脱水 は 血 中 ナトリウム 濃度 に より 3 つ に 大 別 さ れ ま す 。 
ひ 低 張 性 (ナトリウム 欠乏 性 ) 脱水 ( 図 1-③、 表 1-②) 

細胞 外 液 (血液 、 組織 液 中 の ナトリウム を 衰 失 する と 細胞 
外 液 の 浸透 圧 が 低下 し 、 水 分 が 細胞 外 か ら 細 胞 内 へ 移動 し ま 
す 。 す る と 細胞 内 液 の 水分 量 が 増加 し 、 細 胞 が 腫れ 、 脳 内 に 
お いて は 脳 浮腫 と な た り 、 頭 痛 を 引き 起こ し ます 。 同 時 に 、 細 
胞 外 液 の 減少 は 循環 血液 量 の 減少 を 招き 低 血 圧 と な り 、 循 環 
血液 量 を 補う た め に 心拍 数 が 上 昇 し 頻 脈 と たり ます 。 

また 、 ナ トリ ウム 欠乏 性 脱水 で は 、 け いれ ん を 起こ す 可 能 
性 が あり ます 。 大 量 の 発汗 と 咽 吐 で 体内 か ら 水 分 だ け で は な 
く ナ トリ ウム や 塩素 も 失わ れる 場合 、 そ こと に 水分 だ け を 補給 
する と 、 血 液 中 の ナトリウム 濃度 が さら に 下がり 、 手 足 の 筋 
肉 の 収縮 が 起こ と り 、 け いれ ん が 生じ る 場合 が あり ます 。 
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6 高 張 性 (水分 欠乏 性 ) 脱 水 ( 図 1<①、 表 1-①) 
体 の 水分 が 喪失 し 、 細 胞 外 液 の 水分 量 が 減少 する こと で 、 


細胞 外 液 の ナトリウム 濃度 が 上 が り 浸 透 圧 は 上 昇 し ます 。 す 
る と 水分 が 細胞 内 か ら 細 胞 外 へ 移動 し ます 。 そ の た め 細 胞 内 
の 水分 は 欠乏 し 、 強 い 口 混 を 訴え る と と も に 、 産 熱 と 放熱 の 
パラ ンス が 崩れ 発熱 し ます 。 
@ 等 張 人 性 脱水 (混合 性 ) 
① と ② の 混合 型 で す 。 
すべ て の 脱水 に 共通 し て み ら れ る の は 体重 減少 で あり 、 重 
症 度 は 体重 の 減少 割合 で 判断 し ます ( 表 2) 。 
W 加 齢 に よる 変化 と 、 脱水 の 関係 を 知 ろう ! 
高齢 者 は 感覚 機能 が 低下 し 、 口 潟 を 感じ に くく な り ま す 。 
また 、 臣 機能 が 低下 し 、 ナ トリ ウム 濃度 の 調節 が 難し く な り 


ます 。 乱 力 の 低下 か ら 体液 を 多く 蓄積 する 筋肉 量 が 減り 、 体 
内 の 水分 量 が 減る こと で 脱水 を 起こ し や すく な り ま す 。 


脱水 の メカ ニズム 


① 高 張 性 脱水 ② 低 張 性 脱水 
水分 喪失 大 ナトリウム 衰 失 大 


水分 が 細胞 内 液 か 
ら 細胞 外 液 に 移動 
頻 脈 ・ 低 血圧 頭 靖 
口 坦 。 半 oo ( 司 浮 有馬 に よる ) 


脱水 の 種類 と 症候 


あり 


けい れん | 頻 脈 ・ 低 血圧 | 体温 上 昇 


水分 喪失 大 

細胞 外 液 減少 
細胞 内 液 減少 
③ 低 張 性 脱水 ナトリウム 喪失 大 軽度 あり あり あり な し 減少 あり 
細胞 外 液 著しく 減少 
細胞 内 液 む し ろ 増 加 


池 西 朋 江 . 石 率 佳子 編 - 邊 讃 学生 スタ ディ ガイ ド 20Z1. 器 林 社 . 東京 . 2020 : 78.、 より 引用 


脱水 の 重症 度 と 症状 
ニス 体重 50kg の 場合 
体重 の 2% は 1kg、 
8% は 4kg で ある 
軽 体重 の 約 2% 昌 ・ 友 量 減少 頭 
中 等 症 | 体重 の 約 5% | 口 増 ・ 尿 量 減 少 著 明 | 血 圧 低下 ・ 頻 脈 ・ 悪 心 
重症 | 体重 の 約 8% | 興奮 つっ 意識 障害 | 意識 障害 


池 西 静江 . 石 東 侍 子 編者 議 学 生 スタ ディ ガイ ド ら 021. 照 本社. 東京. 2020 : 7B. より 引用 
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ーー 中 へ 有 選 五 本 吾 司 里 漠 芝 


こん な 問題 が 出る か も ! 


A さ ん (20 歳 、 男 性 ) は 、 バ イク を 運転 中 に 対向 車 と 正 
面 衝突 し 救急 車 で 救急 外来 に 搬送 され た 。 来 院 時 意識 レ 
ベル は ジャ パン ・ コ ー マ ・ ス ケー ル <JCS〉 皿 -100、 グ ラ 
スゴ ー・ コ ー マ ・ ス ケー ル <GCS>E1V2M5、 全 身 の 冷 感 
著 明 。 顕 静脈 球 張 な し 。 血圧 65/51 mmHg、 脈 拍 120/ 分 、 
呼吸 数 38/ 分 、 経 皮 的 動脈 血 酸素 飽和 度 <SpO。〉81%( 酸 
素 投与 下 )。 

大 妥 骨 開放 骨折 、 有 骨盤 の 動揺 性 あり 、 胸 郭 の 動揺 性 な 
し 。CT で は 頭 部 の 異常 所 見 や 胸部 の 皮下 気 腫 ・ 縦 隔 気 


【 が ま 】 

1. X 外部 か ら の 心臓 ・ 肺 の 圧 師 に よる 心拍 出 量 の 
低下 に よる も の 。 原因 に は 、 緊 張 性 気胸 、 心 タン ポ ナー デ 、 
旋 膜 炎 、 肺 醒 が ある 。 と くに 人 外傷 時 は 緊張 性 気胸 、 心 タン 
ポ ナ ー デ を 合併 する こと が 多い 。 緊張 性 気胸 は 身体 所 見 と し 
て 、 頸 静脈 の 色 張 、 胸 壁 の 動き が 左右 非対称 で 患 側 で は 上 下 
に 動 が な い 、 呼 吸音 が 減弱 また は 聴診 不可 、 皮 下 気 腫 、 気管 
信 位 、 患 側 の 打診 で 鼓 音 が 聴取 され る 。 心 タ ン ポ ナー デ で は 、 
ベック の 三 徴 ( 量 脈 数 張 、 血 圧 低下 、 心 音 の 減弱 )、 心 養 溢 
貯留 が み ら れる 。A さ ん に これら の 所 見 は 認め られ て いな い 。 
2. x ぶ グラ ム 陰 性 菌 な どの 感染 に より 、 エ ンド トキ シン (内 
毒素 ) が 産生 され 、 未 醒 血 管 の 抵抗 性 の 低下 を きた し た も の 
で ある 。 初期 は 発熱 な ど を 伴い 、 心 拍 出 量 の 増加 や 未 醒 血 管 
の 拡張 の た め に 皮膚 温 が 上 昇 する ウォ ー ム ショ ッ ク が 生じ る 
(進行 する と コー ルド ショ ッ ク に 移行 する )。A さ ん は 全身 の 
准 感 著 明 で あり 、 感 染 の 徴候 は 認め られ て いな い 。 


* 【lgE】immunoglobulin E 


腫 は 認め られ ず 、 超 音波 で は 心 状 液 ・ 腹 腔 内 液体 貯留 は 
認め られ な か っ た 。 
A さ ん に 最も 疑わ れる ショ ッ ク は どれ か 。 


心 外 閉塞 ・ 拘 束 性 ショ ッ ク 
敗血症 性 ショ ッ ク 

循環 血液 量 減少 性 ショ ッ ク 
アナ フィ ラキ シー ショ ッ ク 


SOO II 


3. 〇 出血 や 水分 ・ 電 解 質 な どの 体液 の 減少 に よっ て 起こ 
る 循環 不全 で ある 。 原 因 と し て 出血 、 具 傷 脱水 な ど が ある 。 
と くに 交通 事故 時 は 、 衝 撃 に より 大 血管 や 実質 臓器 の 損傷 に 
伴う 出血 性 ショ ッ ク を 起こ し や すい 。 出 血 に より 循環 血液 量 
が 減少 し 未 構 血管 の 虚脱 が 発生 し 血圧 低下 が み ら れ 、 代 償 的 
に 心拍 数 が 増加 する 。 ま た 、 未 構 の 循環 不全 の 症状 と し て 四 
肢 の 冷 感 、 冷 汗 、 顔面 蒼白 な ど が み ら れ る 。A さ ん の 場合 

骨盤 の 動揺 が み ら れ て いる こと 、 血 圧 低下 、 頻 脈 、 全 身 の 准 
感 、 意識 レベ ル の 低下 が み ら れ て いる こと か ら 骨 盤 骨折 に よ 
る 大 量 出血 を きた し 、 こ の 状態 に ある と 考え られ る 。 

4. X お も に lgE* を 介し た 1 型 の アレ ルギー 反応 に より 、 

未 構 血管 の 抵抗 性 の 低下 を きた し た も の を いう 。 血 管 の 透過 
性 が 却 進 する た め 、 全 身 的 に 浮腫 を を た す 。 お も な 症状 と し 
て 血圧 低下 、 甘 麻疹 、 胸 内 苦 問 、 呼 吸 困難 、 喘 鳴 、 忠 気 、 中 
吐 な を ど が ある 。A さ ん は これ ら の 症状 は 認め られ て いな い 。 


上 介 ショ ッ ク の アセ スメント 


旬 ショ ッ ク の 4 つの 分 類 と 徴 侯 を 理解 し よう ! 


ショ ッ ク と は 何ら か の 原因 で 循環 不全 を きた し 、 細 胞 の 低 
酸素 状態 に よる 機能 障害 を 呈す る 病 を いい ます 。 シ ョ ッ ク 
は 緊急 事態 で あり 、 す みや か な 対処 が 必要 と な り ま す 。 し か 
し 、 早 期 に ショ ッ ク 徴 候 を 発見 し 、 治 療 や 看護 介入 を 始め る 
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こと と が で きれ ば その 多く は 救命 可能 で す 。 シ ョ ッ ク を 見 逃さ 
な いた め に 、 シ ョ ッ ク の 4 つの 分 類 と それ ぞ れ の メカ ニズム 、 
原因 、 症 状 を 理解 し て お きま し ょ う ( 表 1、 図 1、 表 2) 。 


ショ ッ ク の 分 類 と 症状 


循環 血液 量 減少 性 
(出血 性 ) シ ョ ッ ク 


NsuWi 


池 西 静江 。 石 束 佳 編 : 看護 学生 スタ ディ ガイ ド 2021. 照 林 社 東京 . 2020 : 961. より 3 用 


回 ショ ッ ク の 分 類 


神経 原 性 ショ ッ ク 


出血 や 水分 電解質 を どの 
減少 に よる 循環 血液 量 の 減少 


外部 か ら の 心臓 ・ 肺 の 圧迫 に 
よる 心拍 出 量 の 低下 


心 タ ン ポ ナー デ 


肺 梗塞 


心臓 の ポン プ 機 能 不 全 に よる 
心拍 出 量 の 減少 


心筋 梗塞 


致死 性 不整脈 


エン ド ト キ シン の 産生 に よる 
末 模 血管 抵抗 性 の 低下 
1 型 の アレ ルギー 反応 に よる 
末 村 血 管 抵抗 性 の 低下 


グラ ム 陰 性 菌 
な どの 感染 


低下 


交感 神経 機能 の 低下 に よる 
血管 運動 神経 の 緊張 消失 


ゞ 循環 血液 量 
減少 性 ショ ッ ク 


うぅ 心 原 性 ショ ッ ク 


ショ ッ ク の 5 徴候 (5P) と 発生 機 序 


1 冷汗 (perspiration) 


? ぅ 蒼白 (pallor 


3 虚脱 (prostration 


る 訴 拍 触 知 不能 
(pulselessness) 


5 呼吸 不全 
(pulmonary deficiency) 


ショ ッ ク に より 交感 神経 の 緊張 が 訪 進 する た め 、 


末 醒 血管 が 収縮 し 、 発 汗 量 が 増え る 


筋肉 の 収縮 が 起こ り 皮 膚 の 血液 量 が 減少 し 、 
皮膚 が 冷却 され る (顔面 蒼白 ・ 四 肢 蒼白 ) 


脳 へ の 血 流量 が 減少 し 不 入 や ふだん と 違う 意識 状態 、 無 関心 、 


活気 が な く な る 


心拍 数 の 減少 が 進む と 血圧 が 低下 し 、 脈 拍 が 触 知 で き な く な る 


全身 の 循環 不全 に より 組織 は 低 酸 素 血 症 (SpO。 の 低下 ) と な り 、 
体内 に 蓄積 され た 二酸化 炭素 を 排出 し よう と 浅い 頻 呼 吸 に な る 
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ー 叶 へ 有 選 五 隔 吾 尚 器 邑 革 


精神 括 串 で の 薬物 治療 中 の 


副作用 0 アセ スメント = 


こん な 問題 が 出る か も ! 


A さ ん (54 歳 、 男 性 ) は 、20 歳 の と き 統 合 失調 症 と 診 
断 さ れ 、 数 回 の 入退院 を 繰り 返し て いる 。 両親 は 他界 し 
弟 と は 音信 不通 の 状態 の た め 、 ア パー ト で 一 人 暮らし で 
ある 。 

1 年 前 に 退院 後 は 、1 日 3 回 の 服薬 (クロ ルプ ロマ ジン 
塩酸 塩 ・ レ ボ メ プロ マジ ンマ レイ ン 酸 塩 ) を 守り 、 独 語 
は ある も の の 生活 保護 を 受給 し な が ら 精 神 科 デイ ケア に 
通い 、 訪 問 看 護 を 利用 し な が ら 自 宅 で 生活 し て いた 。 

3 週間 前 の 訪問 看護 で 「 薬 を 飲む と 体 が だ る く な る 。 
この 薬 は 本 当 に 必要 だ ろう か 」 と 看護 師 に 話し た た め 、 
看 護 師 は 薬 の 重要 性 と 継続 の 必要 性 を 再度 説明 し 服薬 を 
促し た 。 

本 日 、 デ イケ ア に 参加 し た が 多 弁 ・ 多 動 で 落ち 着き の 
な い 行 動 が 認め られ 、 心 配 し た 看護 師 が 服薬 の 確認 を し 
た と ころ 「 薬 を 飲ま な く な っ た ら 体 が 軽く な っ た 。 気 分 
も よく な っ た 。 も う 薬 は 必要 な い 」 と 話し 、2 週 間 以 上 
服薬 を 中 断 し て いる こと が 分 か っ た 。 デ イケ ア に 参加 し 
た が 、 幻 覚 ・ 妄 想 が ある 様子 で 他 者 に 対し て 強い 口調 で 


の EE 1 

@ 下 1. 〇 抗 精神 病 薬 の 開始 や 中 断 ・ 再 開 な ど に より 、 
高熱 意識 障害 、 筋 強直 、 横 紋 筋 融解 な ど を きた す 症 候 群 で 
ある 。 

2. X 薬 の 投与 後 、 数 日 か ら 1 か 月 程度 で 発症 し 、 筋 硬直 、 
小刻み 歩行 、 拓 戦 、 仮 面 様 顔貌 な ど が ある 。 


と きど き 和 怒声 も 聞か れる こと か ら 、 デ イケ ア の 看護 師 に 
付き 添 われ 外来 を 受診 し 入院 と な っ た 。 


入院 後 、 抗 精神 病 薬 (クロ ルプ ロマ ジン 塩酸 塩 ・ レ ボ 
メ プ ロマ ジン マレ イン 酸 塩 ・ ハ ロペ リド ー ル ) を 再 服 用 
し 始め た 。 入院 5 日 目 の 夕食 後 、 表 情 が 乏しく 声 を か け 
て も ボー ッ と し た 様子 で 、 発 汗 も 見 られ た た め 、 検 温 す 
る と 39.0 て の 発熱 が あり 流 洪 、 両 手 の 軽 い 振 戦 が 認め 
られ た 。 思 者 か ら は 「 手 足 や 肩 が 痛い 」「 手 足 に 力 が 入ら 
な い 」 と の 訴え が あり 、 発 語 も 聞き 取り に くい た め 、 す 
ぐに 医師 に 報告 し た 。 

この 時 点 で の アセ スメント と し て 最も 考え られ る も の 
は どれ か 。 


悪性 症候 群 

パー キン ソン 症候 群 
炎 

水 


※ の ドー 
堪 謙 


3. X 肺炎 は 、38 て を 超え る 発熱 が 数 日 間 に 渡っ て 持続 
し 、 悪 寒 や 全身 借 意 感 に 加え 、 呼 吸 器 症状 を 伴う 。 

4. X 脱水 は 、 水 と 電解 質 で 構成 され る 体液 が 汗 で 失わ れ 、 
その 補給 が で き な い 場合 に 生じ 、 発 汗 、 頭 痛 、 忠 吐 、 供 怠 感 
な どの 症状 を 伴う 。 


2 捕 神 義 思 で の 系 物 治療 中 の 副作用 の アセ スメント 


v 本 問 で の ポイ ント を 押さ えよ う 


本 問 の A さ ん は 20 歳 の と き に 統合 失調 症 と 診断 され 、30 年 
以上 薬物 療法 を 続け て いま す 。 精 神 科 の 薬物 療法 は 症状 の 緩 
和 や 社 会 生活 へ の 適応 を めざす も の で 、 病 気 の 治 癒 で は あり 
ませ ん 。 そ の た め に 、 継 続 し て 服 業 する 必要 が あり ます 。A 
さん の 場合 は 、 数 回 の 入退院 を 繰り 返し て お り 1 年 前 に 退院 
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後 は 自宅 で 生活 が 行え て いま し た 。 し か し 、 服 薬 の 中 断 と と 
も に 症状 が 再燃 し て いる 状況 で す 。 

A さ ん の 場合 、 薬 物 を いっ た ん 中 断 し て お り 陽 性 症状 が 強 
く 表 れ て いる た め 、 入 院 後に ハロ ペリ ドー ル が 追加 と な っ て 
いま す 。 入 院 初期 や 薬剤 の 変更 時 は 、 と くに 薬物 に 関す る 副 
作用 の 観察 が 必要 と な り 、 状 態 の アセ スメント が 重要 で す 。 


W 特徴 的 な 副作用 を 理解 し よう ! 


悪性 症候 群 ( 表 1) は 、 薬 の 服用 後 1 周 間 以内 の 発症 が 6696 
と も いわ れ て いま す 。A さ ん は 初期 症状 と し て 39.0 て の 高熱 
や 自律 神経 症状 と し て の 発汗 、 流 滅 や 両手 の 振 載 と いっ た 備 
体外 路 症状 が 認め られ て お り 、 特 徴 的 な 症状 で も ある た め 、 
この 時 点 で 悪性 症候 群 へ の 疑い を も つ 必要 が あり ます 。 た だ 
し 、 つ ね に 発熱 が 出現 し た り 備 体外 路 症状 が 見 られ る わけ で 
は な い の で 、 検 査 デー タ も 併せ て 考え る 必要 が あり ます ( 血 
清 ク レア チン キナ ー ゼ CK*) 高値 や 白血球 増 多 な ど )。 そ の 
ほか に も 、 患 者 さん の 全身 状態 に 合わ せ て 、 臣 機能 検査 、 心 
電 図 、 呼 吸 機 能 、 脳 波 な どの 検査 や モニ タリ ング が 必要 と な 


*【CK]creatine kinase 


回 悪性 症候 群 


り ます 。 

さら に 、 悪 者 さん の 「 手 足 や 肩 が 痛い 」「 手 足 に 力 が 入ら な 
い 」 と の 訴え は 、 筋 内 の 痛み な ど ( 筋 内 組織 の 障害 ) が 考え ら 
れ 、 言 葉 も 聞き 取り に くい こと か ら 構 香 障 害 も 考え られ る 状 
況 で ある こと か ら 、 栖 絞 錠 酸 解 症 へ の 発現 が 予測 で きれ ば 、 
解答 は 1 で ある こと が わか り ま す 。 

精神 科 に お ける 薬物 療法 は 、 難 し いと いう イメ ー ジ が あり 
ます 。 し か し 、 悪 者 さん の 状態 を アセ スメント する うえ で 最 
も 大 切な も の で も あり ます 。 その た め に は 、 お も な 薬 の 作用 ・ 
副作用 を 理解 し て お く 必要 が あり ます 。 

また 、 抗 精神 府 薬 は 、 定 型 抗 精神 病 薬 と 非 定型 抗 精神 病 薬 
が あり 、 そ れ ぞ れ の 特徴 を 把握 する こと が 重要 で す ( 表 2)。 


e 悪性 症候 冬 と は 、 精 神 神経 用 薬 ( お も に 抗 精神 病 薬 ) に より 引き 起 
こさ れる 副作用 で 、 以 下 の 症状 が み ら れ る 。 

* 多く は 急激 な 症状 の 変化 を 示す 。 抗 精神 病 薬 な ど を 服用 後 、 急 な 
高熱 や 発汗 、 神 経 系 の 症状 な た ど が 認め られ る 場合 は 、 悪 性 症候 群 
発症 の 可能 性 を 考慮 する 必要 が ある 。 


* 放置 する と 重 篤 な 転 帰 を た どる こと も ある の で 、 迅 速 な 対応 が 必 
要 で ある 。 


氏 体 外 路 症状 
\ 手足 の 震え や 


e 流 
e 時 下 障害 な ど 


( 筋 内 組織 の 障害 : 
筋 内 の 痛み な ど ) 


厚生 労働 省 : 重 第 調 作 用 疾 中 別 対応 マニ ュ アル : 大 性 症候 妊 、 を 参考 に 作成 https-//www.mhiw.gp jp/topics/2006/] 1/d/tp1 122- 1jO1 pdf(2020.10.28 ア クセ ス ) 


定型 抗 精神 病 薬 と 非 定型 抗 精神 病 薬 


り 定 竿 抗 精神 病 薬 


* お も な 副作用 


『 口 当 、 便 秘 、 排 尿 障害 、 記 憶 障害 な ど 


* お も に 幻覚 ・ 妄 想 や 考え を まとめ られ な いと いっ た 陽性 症状 に 効果 が ある 


『 雛 体外 路 症状 ( 手 が ふ る える 、 体 が 硬く な る な ど 、 パ ー キ ン ソ ン 病 様 の 症状 ) 
『 プロ ラク チン の 上 昇 (月 経 が 止ま る 、 乳 房 が 張る 、 乳 汁 分 泌 、 性 欲 が わか な い な ど ) 


* お も な 副作用 


3 。、 | “陽性 症状 に 効果 が あり 、 副 作用 の 名 体 外 路 症状 ( 手 が 震 える 、 体 が 硬く な る 、 な ど ) が 少な いと いわ れる 
陰性 症状 (感情 の 平板 化 、 思 考 の 貧困 、 意 欲 の 欠如 な ど ) に 対す る 効果 は 、 定 型 抗 精神 病 薬 よ り も 高い と いわ れ て いる 


『 氏 体 外 路 症状 、 プ ロラ クチ ン の 上 昇 、 眠 気 、 口 潟 、 心 電 図 波形 の 異常 な どの 副作用 が 出る 場合 が ある 
オラ ン ザ ピン (MARTA*) は 血糖 が 上 昇 す る こと が あり 、 糖 尿 病 患 者 に は 投与 し な い 


* [MARTAjmuitracting raceptor targeted antipsyChotics - 多元 受容 体 作用 岳 精 神 病 薬 
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ーー 中 へ 幸 本 吾 滞 黙 当 芝 


ーー 


に 


と と まで で 取り あげ た テー マ の 予想 問題 を 掲載 し ます 。 


B さ ん (48 歳 、 男 性 )、 会 社員 。 週 3 回 、 小 学校 の ミニ 
パス ケッ ト ボ ー ル の コー チ を し て いる 。 8 月 の 夏 合宿 中 、 
体育 館内 で 練習 試合 の 審判 を し て いた と き 、 急 に 倒れ た 。 
意識 は 混 汐 し て お り 、 す ぐに 救急 車 で 搬送 され 、 熱 中 症 
と 診断 され た 。 

救急 外来 時 、 体 温 40 で 、 脈拍 104/ 分 、 呼 吸 数 21/ 分 、 
血圧 122/74mmHg、 経 皮 的 動脈 血 酸素 飽和 度 <SpO。> 
97%、 口 潟 を 訴え 、 ス ポー ツ ド リン ク を 飲む と と も に 
点滴 を 受け る 。 血液 検査 の 結果 、Na 152mEq/L、K 
4.4mEq/L、CI 106mEq/L、WBC 8.200/ prL、CRP 
0.1mg/dL、 赤 血球 590 万 ゅ L、Hb 18g/dL、Ht 55%、 
皮膚 ツル ゴー ル の 低下 が み ら れ た 。 

B さ ん の アセ スメント で 適切 な の は どれ か 。 


口 温 は ナトリウム 欠乏 性 脱水 に よる も の で ある 。 
発熱 は 感 崎 に よる も の で ある 。 

皮膚 ツル ゴー ル は 2 秒 以内 で ある 。 

高 ナ トリ ウム 血 症 で ある 。 


交 生 息 豆 


B さ ん (35 歳 女性 ) は キャ ンプ 中 に ハチ に 刺さ れ た 。 
受傷 直後 か ら 全 身 の 疹 痺 感 と 口 嬉 か ら 顕 部 に か け て の 違 
和 感 と 呼吸 苦 が 出現 し た 。 キ ャ ンプ に 参加 し て いた 友人 
に 助け を 求め 救急 車 で 救急 外来 に 搬送 され た 。 来 院 時 、 
全身 に 境界 明瞭 な 膨 隆 疹 を 認め 、 特 に 頭 部 顔面 は 発赤 ・ 
腫 服 が 著 明 で あり 、 開 眼 と 開口 が 容易 で な い 状態 で あっ 
た 。B さ ん は 体 動 が 激しく 、 う な り 声 を あげ て いる 。 

B さ ん に 他 に 出現 し て いる 症状 と し て 考え られ る の は 
どれ か 。 


体温 の 上 昇 
血圧 の 上 昇 
心拍 数 の 増加 
尿 量 の 増加 


遇 瑞 選定 


い 、 


B さ ん (20 歳 、 男 性 ) は 、1 年 前 より 自室 に 閉じ こも り 
が ちと な り 、 母 親 の 声 掛け に も 応じ な いと きも ある 。 大 
学 も 出席 日 数 の 関係 か ら 退 学 し た 。 昨 日 、 部 屋 で 大 き な 
音 が し て 、 あ わ て た 両親 が 部 屋 に 入る と テレ ビ を 壁 に 投 
ば げ つけ た よう で 部 屋 中 に 破片 が 散乱 し て いた 。 本 人 は 押 
入れ に 入り 何 か に 恐れ た 様子 で 表情 も 硬く 、 何 か ぶつ ぶ 
つと 独り 言 を 話し て いる が 、 内 容 は わか ら な い 。 

心配 し た 両親 が 付き 添い 精神 科 を 受診 し 、 統 合 失調 症 
と 診断 され た 。 入院 を 促す が 拒否 し 抵抗 する た め に 医療 
保護 入院 と な っ た 。 

抗 精神 病 薬 (リス ペリ ドン ・ ゾ テ ビ ピン ) の 内 服 が 開始 
され た が 、「 い ら な い 」 と 拒否 が 強く 、 幻 覚 妄想 も あり 、 
1 人 で 過ごし て いて も 時 折 大 声 で 笑っ た り 、 天 井 に 向 か 
っ て 話し か けた り し て いる 。 
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入院 後 も 帰宅 要求 が 強かっ た が 、「 家 に 帰る た め に は 
薬 が 必要 だ 」 と の 説明 に 何と か 納得 し 、 抗 精神 病 薬 を 服 
用 する よう に な り 1 週 間 が 過ぎ た 。 表 情 が な く 流 注 が み 
られ た 。 1 人 で 過ごす こと が 多い が 、 や や 前 傾 姿勢 で 病 
棟 内 を 歩き 回 る こと も 見 られ る よう に な っ た 。 

この 状態 で の アセ スメント で 適切 な も の は どれ か 。 


アカ シ ジ ア 

紀 迷 

パー キン ソン 症候 群 
運動 失調 


39 天 時 


この 章 で は 、 各 期 の 
状況 設定 問題 の 
読み 解き の ボイン ト を 
まとめ ます 


⑨ 妊 娠 貧血 妊娠 中 の 循環 血 茜 量 と 赤血球 数 、 Ht 値 、 Hb 量 の 変化 
っ よく 見 られ る 設定 : % 60 ーー ターー 
「 妊 娠 初期 」 ま た は 「30 周 前後 」 人 
ma 0 皿 天 量 
妊娠 貧血 は へ モグ ロビ ン (Hb)11g/ 変 
dL 未満 お よび へ マト クリ ッ ト (H0339% 蓄 2D 本 
未満 と 定義 され る (日 本 産婦 人 科学 赤血球 量 
会 )。 妊 娠 30 財 前 後に 水 血 症状 態 に な o 1 
る 。 ーー 
な お 、 妊 娠 中 の Hb、Ht は 右 図 の よ 枯 計 7 12 20 28 36 38 貞和 20W 上 和 
うに 変化 する 。 妊娠 周 数 
Wnittaker PG、 Macphail S. Lind T : Serial hematplogic Changes and pregnancy outcome. obstet Gynecol BB(1) - 33-38. 1 96. 
(3| 用 改変 ) 古 川 売 子 市 江 和子 : 母性 ・ 小 児 実習 ぜん ぷ ぶ ガ イド . 頻 林 社 . 東京 . 2018 : 33 よ り 引 用 
の 妊娠 糖尿 病 (GDM*) で 羊水 量 


っ よく 見 られ る 設定 : 「 尿 糖 ( 二 )、759OGTT* を 実施 し た 」 
尿 編 出現 の 情報 だ け で な く 、 随 時 血糖 や 759OGTT の 値 ( 空 
腹 時 血糖 値 92mg/dL 以 上 、1 時 間 値 180mg/dI 以 上 、2 時 間 値 
153mg/dL 以 上 の いずれ か ) を 見 て 読み 解 こ う 。 
胎児 の 発育 と し て 、 巨 大 児 が 考え られ る か の 内 容 ま で を 理 
解 し て お く と よい だ ろう (③ 参 照 )。 関 連 し た 設問 で 新生 児 の 
血糖 に つい て も お さえ て お こう (P39 参 照 )。 


@ 洗 娠 高血圧 症候 群 (HDP*) 
っ よく 見 られ る 設定 : 「 妊 娠 中 期 (20 週 以降 ) 」 

HDP は 、 妊 娠 前 か ら 高 血圧 を 有 し て いな い 場 合 で は 、「 妊 
娠 20 週 以降 に 初め て 高血圧 を 発症 し 」 と 定義 され て いる た 
め 、 妊 娠 20 週 以降 の 設問 で は 意識 し て 問題 を 読み 解く こと 
が 大 切 。 

妊娠 糖尿 病 と 同様 に 尿 蛋白 ( 十 ) で すぐ に 妊娠 高血圧 症候 群 
と 判断 せ すず に 、 血 圧 の 値 を みて 判断 する こと が 必要 。 収 縮 期 
血圧 140mmHg 以 上 また は 拡張 期 血圧 90mmHg 以 上 か 否 か を 
判断 指標 に する と よい *。 

妊娠 期 の アセ スメント は 、 週 数 と の 関係 を 理解 し て お く と 
アセ スメント し や すい 。GDM・HDP に 共通 する 内 容 と し て 
BMI* の 計算 方 法 と 推奨 体重 を 覚え て お く と よい *。 


妊娠 中 の 状況 設定 に 関し て 、 羊 水量 が 問題 文 に 入る こと も 
ある 。 量 と し て の 問題 で ある 場合 は 、 妊 娠 中 一 番 量 が 増え る 
時 期 は 7 か 月 (24 て 27 週 ) で 700mL を 覚え て お こう 。 数 字 の 豆 
が どちら も 7 で ある こと を 覚え て お く と 落ち 着い て 判断 で きる 。 

また 、 竹 娠 未 期 の 羊水 量 に 関し て は 500mL で ある 。 こ れ 
ら に 関し て は 、 胎 盤 の 重 さ が 500g、 異 常 出血 が 500mL 以 上 と 、 
数 字 の 頭 が 5 と そろ っ て いる の で 覚え や すい 。 

羊水 量 の 異常 で は 、800mL を 超え る も の を 羊水 過多 症 、 
100mL を 下回る も の を 羊水 過少 症 と いう 。 

破水 と 関連 させ て 問わ れる こと も ある 。 前 期 破水 、 早 期 破 
水 い ずれ も 感染 リス ク や 請 帯 脱出 が 予想 問題 と し て 考え られ 
る 。 状 況 設定 文 の な か で は 、 破 水 の 確認 検査 を 理解 し て お こ 
う 。 触 内 が アル カリ 性 (BTB* 試 薬 、 ニ トラ ジン ボ く エム ニケ 
ー タ ー)〉 と も に 黄色 か ら 青色 に な る ) を 示せ ば 破水 し て いる 可 
能 性 が 高い *。 


* 【GDM】gestational diabetes mellitus 


1] HELLP 和 症候群 と 潜 乱 させ せる よう な デー タ を 示さ れる 場合 が ある 。 設 問 に 準 面 (Hemolysis)、 計 
酸素 の 上 昇 (levated Liver enzymes)、 面 小 板 減少 (Low Platelets) が 入っ て いた 場合 は 注意 し て 
正常 と 比較 し て 読み 解 こう 。 

2 BMI は 、 体 重 (kg) 身長 (m)“ で 求め る 。 母 体 の 適正 体重 増加 は 、BMI18.5 未 満 で は 9 一 
12kg、18.5 以 上 25 未 満 で は 7ー 12kg、25 以 上 の 場合 は 手 別 対応 (Bkg が めやす ) と な る 。 

人 き 3 詞 内 pH は 4.0 一 B.D、 羊水 は 7.1 一 3 で ある 。 
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本 吾 滞 器 漠 革 


ー 叶 へ 有 選 石 


@ 胎 児 発育 の めやす 

状況 設定 文 に 胎児 情報 の 記載 が あっ 
て も 、 数 値 を 覚え て いな いた め 読 み 飛 
ば し し て いる 学生 が 多い 。 基 準 を 1 つ 


ン 覚え て パタ ー ン か ら 読 み 解 こ う 。1 つ 
ン 覚え て お く と 、 よ り 早 く 判 断 を 行う と 
の と が で きる 。 


子宮 頸管 成熟 度 の 評価 法 で 、 合 計 点 が 初産 婦 で は 9 京 以上 、 な が ら 進行 状況 と アセ スメント する 必要 が ある 。 


の ビシ ョ ッ プ スコ ア | み 解 く の に 重要 で ある 。 熟 化 の 点数 に 加え 陣痛 の 評価 を 行い 
経 産婦 で は 7 点 以上 で 成熟 と 評価 する 。 分 如 進 行 の 評価 を 読 


陣痛 の 強度 と 周期 ・ 持 続 時 間 
子宮 曲 開 大 度 


| 1 分 以内 
4 分 以上 初産 4 分 以上 
経 産 3 分 以上 


プ 分 斑 所 要 時 間 


| 分 分 書 。 | 分 焼 


この ほか 、 


覚え る た め に は 、 基 準 を 1 つ 決 め て し まお う 。 初産 婦 は 凍 FT ae 
1 期 (0 時間) 、2 期 (2 時 間 )、3 期 (30 分 ) と 時 間 の 頭 の 数字 を 15 302)。 | 時間 と 所 
覚え て お く 。 経 産婦 は その 半分 と 理解 し て お け ば よい 。 開 大 度 を 表す フリ ー ド マン 
経 産婦 | 5-6 時 間 | 30 分 ご | 10-2 問 
ン また 、 分 學 所 要 時 間 は 分 焼 1 期 ご 3 期 まで で 、4 期 は 含ま れ 0 9 ト RI 凡 


て いな い の で 注意 し よう 。 


ー ー ム ター 詳 還 5 
人 分 旨 行 中 の モニ ター 拓 上 基線 が 正常 囲 内 に ある (110160bpm) =reasuurin patem 
胎 見 が 元気 で ある か を 判断 する た め に 、 右 の 4 項目 の 情報 の _ 人 本 が ある OO 内 に 2 


が あっ た 場合 は 注意 し て 読み 解 こう (@ー@ は 正常 の 所 見 で @ 基 線 の 細 変 動 が 正常 で ある 
ある )。 @⑨ 一 過 人 性 徐 脈 ( 表 ) が な い 


5 供 常 の 読み 解き は 妊 嬢 中 の NST(non-stress test : ノン スト レス テス ト ) も 周 様 で ある 。 
替 B 15bpm 以 上 、15 秒 以上 。 


ー 過 性 徐 脈 


2. 変動 一 過 性 徐 衣 

\ 原因 は お も に 有 帯 圧迫 で ある こ 
と が 多い 

180 


7 JIL 


徐 脈 の 開始 の 時 期 が 一 定 し な い 


3. 遅 発 一 過 性 徐 訴 4. 還 延 一 過 性 徐 脈 


e 急 速 導 や 座 王 切 開 の 適応 に な る こと も 多い の で 注意 が 必要 


180 ニ ーーーーーー ュ ーー 。 180 こ ーーーーーーーーーー で 
NM 
ロニ ドド 一 生 還 6。 
20 ニー リト AE の 


徐 脈 の 開始 が 子宮 収縮 より 少し 徐 脈 が 2 分 以上 10 分 未満 続く 
遅れ る 


※7 看護 師 の 対処 行動 を 選択 させ る 問題 が 多く 、 で きる 環 助 と し て は 靖 和 圧迫 を 角 丈 する た め の 儲 析 謙 枝 が ある ( 杯 投与 寺 の 条件 に 関し て は 華 本 的 に 医師 の 指示 が 必要 ) 


e 分 婦 進 行 が 正常 に 経過 し て いる 
と き に 見 られ る 


002 ラー ベネ 
1 
5 


子宮 収縮 と 対称 的 な 波形 
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区分 証 直 後 の ア セス メン ト 


@⑩ 提 婦 : 出血 量 

分 尋 時 の 異常 出血 は 500mL 以 上 で ある (分 焼 第 1 期 ~ 第 4 期 
まで の 合計 )。 こ とこ で は 、 量 的 な 逸脱 だ け で な く 、 逸 脱 の 原 
因 を 考え られ る こと が で きる か を 問わ れる こと が ある 。 

出血 と 合わ せ て 、 子 宮 収縮 状態 不良 で あれ ば 弟 綾 出血 、 子 
宮 収縮 は 良好 で ある に も か か わら ず 児 書 直後 か ら 出血 が み 
られ る も の で あれ ば 、 頸管 製 傷 ・ 会 陰 裂 傷 が 考え られ る 。 紅 
和 出血 の 場合 は 暗 赤色 の 外出 血 が み ら れる 。 

看護 師 が 対処 で きる 援助 と し て 、 輪 状 マ ッ サ ー ジ や 子宮 底 
の 冷 如 法 が ある 。 そ の 他 の 処置 に 関し て は 医師 の 指示 や 処置 
に よる も の が 多い た め 、 看 護 を 考え る ポイ ント と し て 子宮 収 
縮 の 状態 を し っ か り と 読み 解 こう 。 

頭 管 裂傷 の 場合 は 、 拍 動 性 に 鮮 紅色 の 出血 が み ら れ る の が 
特徴 で ある 。 読 み 解き ポイ ント は 子宮 収縮 の 状態 で ある の で 、 
着目 で きる よう に し て いこ う 。 


@ 新 生 児 や : アプ ガー スコ ア 

状況 設定 問題 の な か で は 、 出 性 直後 の 新生 児 の 健康 状態 を 
判断 で きる か を 問う も の が ある 。 ポ イン ト は アプ ガー スコ ア 
の 読み 解き が で きる か で ある 。 ア プ ガ ー ス コア は 点数 が 高い 
ほど よい 半 。 仮 死 と 正常 の 判断 を 読み 取る 必要 が ある 。 点 数 
8 点 以上 で 正常 で ある 点 を 覚え て お こう 。 


補 B シル バー マン スコ ア は 、 ア プ ガ ー ス コア と 反対 に 、 点 其 が 低い ほう が よい 。 


@ 新 生 児 G② : 低 血 生 

P37 の 妊娠 糖尿 病 (GDM) で も 述べ た よう に 、GDM で ある 

合 、 新 生 児 の 低 血糖 を 予測 し て 問題 に 取り 組む と と か 大 切 
で ある 。 ま た 、 低 血糖 に 関し て は 、 児 の 咽 吐 な ど に よる 員 乳 
開始 の 遅れ 等 の 問題 や 低 出生 体重 児 な ど で も 取り 上 げ ら れる 
こと が ある 。 

新生 児 の 血糖 は 、 出 生後 2 ご 4 時 間 で 最低 と な る 。 ど の よ 
うな 条件 で 問題 が 構成 され て いる か を し っ か り と 読み こなす 
こと が 大 切 で ある 。 


拘 婦 ① : 退行 性 変化 

退行 性 変化 が 正常 に 経過 し て いる か を 、 産 搬 日 数 と 比較 し 
な が ら 判断 する こと が 大 切 。 産 初 4 日 まで は 産 密 日 数 と 膳 下 
横 指数 が ほぼ 一 致す る 。 子 宮 底 は 、 産 補 2 週 以降 腹壁 上 か ら 


は 触 知 で き な く な る 。 そ の な か で 、 子 宮 収 縮 を 阻害 する 因子 
産 補 晶 数 と 子宮 底 の 高 さ 


に つい て の 情報 を 確認 する こと が 大 切 で ある 。 産 宴 の 入院 期 
間 を 考え る と 1 週間 まで の 子宮 底 の 性 状 を 理解 し て いれ ば よ 


い 。 てこ で 注意 し て お きた い 点 は 、 産 揚 12 時 間 後 の 子宮 底 
の 高 さ で ある 。12 時 間 後 は 、 骨 盤 庶 筋 の 回 復 と 勝 充 満 
の 影響 肝 高 に な る 。 


恥骨 結合 部 上 緑 か ら の 長 さ 
約 12cm 


約 15cm 騰 高 


約 12cm 肘 下 12 横 指 


約 12cm 肝 下 2 て 3 横 指 


約 10cm 肝 と 恥骨 結合 上 縁 と の 中 央 


約 9cm 恥骨 結合 上 縁 3 横 指 


約 7cm わずか に 触れ る 


腹壁 上 か ら 触 知 で き な い 


6 週 目 ほほ 妊娠 前 に 戻る 


人 き 分 鐵 12 革 間 後 か ら 下 将 す る 。 
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ーー 中層 五 酷 吾 司 黙 当 芝 


@ 損 婦 ② : 進行 性 変化 

問わ れる 内 容 と し て 、 母 乳 不 足 の 判断 、 正 常 な 乳房 四 満 で 
ある の か 、 う っ 滞 性 乳腺 火 ・ 化 臓 性 乳腺 炎 で ある の か の 判断 
が 求め られ る 。 

正常 な 乳房 緊 満 は 産 密 3<4 日 ご どろ から 6 日 に か け て 生じ 
る 。 と くに 授乳 を 禁止 する こと は せ ず 、 児 の 欲求 に 合わ せ て 
授乳 を 行い つつ 、 乳 輪 ・ 乳 名 マ ッ サ ー ジ を 行い な が ら 授 乳 を 
続け る 。 

うつ っ 滞 性 乳腺 炎 ・ 化 用 性 乳腺 炎 の 違い は 、 細 菌 感染 を 伴う 
か 否 か で ある 。 起因 菌 に よっ て 授乳 の 可否 は 異な る 。 授 乳 の 
継続 判断 を 問わ れ て いる 場合 に は 化 履 性 で な いこ と が 大 前 提 
で 読み 込み を 行う こと が 必要 で ある 。 

児 の 体重 増加 不良 に 関し て は 、 安 易 に 授乳 を 進め る 選択 肢 
は 疑う べし 。 児 の 体重 減少 量 や 授乳 間隔 、 排 港 回 数 の 減少 等 
の 有無 を 総合 的 に 判断 し た うえ で 決定 する こと が 重要 で ある 。 


@ 新 生 児 ① : 生理 的 商 交 
生理 的 黄 六 は 生後 3<7 日 目 に 一 過 (mg/dL) 
性 に 黄 意 が 出現 する 。 光 線 療 法 の 適応 


南 ヾ てこ 用 紀 


て お く と 判断 し や すい 。3 日 目 で 血清 
ビリ ルビ ピン 値 17mg/dL を 基準 に 、5 日 
目 ま で は 1 日 あたり 1mg/dL の 上 昇 と 
し て と ら え て お く と よい 。 

また 、 黄 瘍 が 強く 出現 する 要因 が あ 
る か が 知 か も 読み 取る こと が 必要 で あ 


20 2.501g 以 上 
基準 を 設問 の 中 か ら 読み 解く こと が ポ 19 2001 
イン ト と な る 。 内 2.500g 

光線 療法 を 設問 で 問わ れる と き は 、 16 1.501g 一 る 。 
正 期 産 で 出生 時 体重 2.500g 以 上 で ある 1 の 2000g と 新生 児 仮死 
条件 で 書か れ て いる も の が 多い 。 そ の 13 1.001ー EE 
場合 に も 基準 を 1 つ 決め て 数 値 を 覚え 12 == 1.500g 


1.000g 以 下 


@@ 補 婦 ③ : 産 揚 期 の 精神 的 問題 

近年 、 母 子 に 対す る 支援 と し て 産後 2 週間 健 診 が 行わ れ て 
いる 施設 も 多い 。 そ の な か で も と くに 育児 で 孤立 し な いよ う 、 
継続 的 で 切れ 目 な い 支 援 を 行え る よう に する こと が 重要 な 要 
素 に な っ て き て いる 。 

2 週間 健 診 の な か で 、 エ ジン バラ 産後 うつ 病 質問 票 (EPDS*) 
に よる スク リー ニン グ が 行わ れ て いる 。 マ タニ ティ ブル ー ズ 
と 産後 うつ 病 の 違い に つい て は 知識 を 有 し て いる か 問わ れる 
可能 性 も 高い 。 マ タニ ティ ブル ー ズ は 分 太 直 後 か ら 産 宴 7 
10 日 以内 に み ら れ る 一 過 性 の も の で ある 。 産後 うつ 病 は 産 
初 1 か 月 以内 に 急激 に 発症 する も の で あり 産 密 精神 病 の 約 
半数 を 占め る (EPDS で 9 点 以上 は 産後 うつ 病 の 疑い と し て 取 
り 扱 う よ う に な っ て いる )。 両 者 の 発症 時 期 な ど は 読み 取り 
の ポイ ント で ある た め 、 状 況 設定 か ら 時 期 の 判断 を 行う こと 
が 必要 で ある 。 


*【EPDS】Edinburgh postnatal depression scale 


光線 療法 の 開始 の めやす 


出生 体重 出生 当日 を 0 日 と する 。 
き 以下 の 因子 の いずれ か 
が 存在 する と き に は 、 
1 段 低い 基準 線 を 超え た 
と き に 光線 療法 を 考慮 す 


『 低 血糖 

アシ ドー シス 
(pH ミ 7.25) 

『 感染 症 

『 呼吸 鶴 迫 

『 低 タン バク 血 症 
(血球 タン バク 質 
5.0g/dL) 


る 。 名 人 用" の 有無 、 排 江 量 が 少な い 太 衝 疫 
等 が あれ ば 注意 し て 数 値 を 判断 し よう 


京 産道 過 時 に 児 頭 が 圧迫 され て 租 の 到 苑 を 起こ し 、 血 秀 
を 生じ た も の 。 


@ 新 生 児 ?② : 生理 的 体重 減少 

生理 的 体重 減少 に つい て は 、 生後 35 日 で ろ に 起こ る 。 
体重 の 5 一 10% が 減少 し 、109% 以 上 で ある 場合 は 、 授 乳 と 合 
わせ て 問わ れる こと が 多く み ら れ る 。109% 以 上 で な い 場 合 
は 、 宰 婦 の 状態 を 考慮 し な が ら 頻 回 授乳 を 勧め る こと を 選択 
する 問題 が 多い 。 安 易 に 人 工 乳 を 勧め る こと を 選択 せ ず 、 他 
の 選択 肢 と 比較 し 判断 が で きる か 、 読 み 取 る 力 が ある の か を 
間 わ れる こと が 多い の で 注意 し よう 。 
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この ほか 、 新生 児 の 
バイ タル サイ ン に つい て は 、 
基本 的 な 問題 な の で 、 
数 値 は 暗記 し て お きま し ょ う O 〇 Oo 


本 本 可 = 「 難 し そう 」「 解 く の に 時 間 が か か り そ う 」 と 、 
ーーーーーーーーーーーーーーーーー つい 敬遠 し て し まい が ちな グラ ノ 問 題 。 

10 年 分 +e の 過去 問 を 分 析 し 、 次 に 

ね ら わ れ そ うな ポイ ント に 絞っ て 解説 し ます ! 


Ilustration : Tadashi Nishiwaki 


国家 試験 対策 議 座 を も 者 漆 弓 国 試 202 
ー フ ェクト 予 和 敵 生 集 』( 多 社 ) な ど を 替 筆 


3 
sd 


⑤ 剛 宮司 口 置 り P42>> 呼吸 器 P45 >> 心電図 P46>> 母性 P48 >> 小児 
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ロス パイ ロメ ー タ ー で 測定 し た 呼吸 曲線 が スパ イロ グラ ム 
( 肺 気 量 分 画 、 図 1) で ある 。 

ロス パイ ロメ ー タ ー で は 残 気 量 は 測定 で きず 、 別 の 検査 で 測 
定 す る (ヘリ ウム ガス を 用 いて 口 呼吸 で 安静 呼吸 を 行い 分 
析 す る な ど ) 。 残 気 量 が わか ら な いと 機能 的 残 気 量 や 全 肺 
気 量 は 求め る こと が で き な い 。 こ れ ら が わか る と 肺 気 時 分 
画 全体 が 完成 する 。 

口 肺気腫 に 代表 され る 閉 杜 性 換気 障害 で は 狂気 量 が 増加 す 
る 。 1 秒 率 (FEV」*/FVC") は 低下 する 。 


(協力 生活 量 の うち の 最初 の 1 秒間 に 吐き出し た 空気 の 
(9) _ FEV 叶 
(FEV/FVC) 


00 
欧 力 必 肺 活 重 (FVC) 
信 英 スパ イロ グラ ム ( 肺 気 量 分 画 “) 
吸気 量 
肺活量 
1 回 換気 量 全 肺 気 量 

安静 呼気 位 予備 呼気 量 

最大 呼気 位 1 機能 的 残 気 量 


残 気 量 
1 


率 ] スパ イロ メト リー の 結果 を 図 に 表し た スパ イロ グラ ム ( 呼 吸 曲 線 ) に 加え て 、 
機能 的 怒 気 暑 を 泌 定 し て 得 ら れる の が 及 気 時 分 画 。 


グラ フ の な か で も 国 試 頻 出 の 、 
呼吸 器 の グラ フ の ポイ ント を お さえ まし ょ う ! 


( 人 スパ イロ グラ ム ) 


口 拘 素性 換気 議 言 で は 年 齢 ・ 性 別 ・ 身 長 か ら 算出 され た 予測 
肺活量 に 対し て の 実測 肺活量 の 比率 で ある % 及 活 量 (% 
VC"*) が 低下 し て いる 。1 秒 率 (FEV」/FVC)、% 肺 活 量 (% 
VC) 、 閉 塞 性 ・ 拘 束 性 換気 障害 を まとめ る と 図 2 の よう に 
な る 。 

900006 生 00 ニー 
0Q 年 赤 ・ 必 別 ・ 身 長 か ら 算出 され た 予測 用 重 


*【FEV,】forced expiratory volume in one second 
* [FVC】forced vital capacity 
* [96VC】vital capacity as percent nf predioted 


介 度 》 換気 機能 検査 か ら みる 閉塞 性 ・ 拘 束 性 換気 障害 


き 
き 


コ 
に 


( 〇 < ヽ ー こ mm) 層 き 一 


0 80 100(%) 
% 肺 活 量 (%VC) 


( 2) フロ ー ボ リュ ー ム 曲線 ) 


ロフ ロー と は 呼気 流 速 、 ボ リュ ー ム と は 呼出 量 の こと で あ 
る 。 縦 軸 に フロ ー、 横 軸 に ボリ ュー ム を と っ て プロ ッ ト す 
る (数 値 を グラ フ に 置く ) と フロ ー ボ リュ ー ム 曲線 と な る 。 
グラ フ の 形 を 覚え る と 同時 に 意味 も 理解 し て お く 必 要 が あ 
る 。 


個 諾 》 正常 な フロ ー ボ リュ ー ム 曲線 
① 呼 出 量 ( が ん ば っ て 呼吸 
し た 肪 活 量 は 成人 で 3 一 4L 
程度 ある ) と ② 呼 気流 速 が 
正常 ( 山 の 高 さ が 大 きい ) で 
ある こと を 確か め る ( ニ 気 
/ 道 抵抗 が な けれ ば ほぼ まっ 
すぐ 低下 し て いく ) 


候 概 》 フロ ー ボ リュ ー ム 曲線 の 変化 


間 質 性 肺炎 ( 訪 線 引 ) COPD* 


ss 
固 軸 居 で の 記 ジ 較 


上 気道 陳 春 


人 @ 吐 き 出す 機能 は 低下 し な い の で 呼気 流速 は 正常 | 借 吐 き 出す 機能 が 低下 する の で 呼気 流速 は 低下 し | 介 呼 出 量 ( テ 肺活量 ) は 正常 に 近い が (①)、 呼 気流 


に 近い て いる (①) = 呼気 抵抗 が ある と も いう 


速 が 伸び な い (②) 


人 吸い 込む 機能 が 低下 する の で 呼出 量 (= 肺 活 暑 ) | 借 曲 線 は ピー ク の 後 、 急 激 に 下がっ た 後 ゆ っ くり 


は 低下 する (①) 


下がる 形 に な る (②) 


(L/ 秒 ) 


に 1 
呼出 量 


* ICOPD】chronic obstructive pulmonary disease 


《 胸腔 内 圧 の グラ フ ) 


口 非 観 血 的 に 胸腔 内 圧 を 測定 する の は 難し く 、 食 道内 圧 で 代 
用 する こと が 多い 。 胸腔 内 圧 と 換気 量 は 図 5 の よう な 曲線 
と な る 。 胸腔 内 圧 が 下がる = ニ マ イナ ス ( 陰 圧 ) の 値 が 大 きく 
な る と 換気 量 が 増え 、 胸 腔 内 圧 が 上 が る = マイ ナス の 値 が 
小さ く な る と 換気 量 が 減っ て いく 。 

口 第 107 回 午前 27 で は P.44 の よう な 出題 が あっ た 。 胸腔 内 
圧 の 変化 は 独特 の 曲線 と な る が 、 ポ イン ト は 曲線 の 特徴 で 
は な く 内 圧 の 値 で ある 。 安静 呼吸 時 の 簡 腔 内 圧 は 常に マイ 
ナス (8 一 一 2cmH。0、 吸 気 時 に 陰 圧 が より 強く な る ) 
で 、 気道 内 圧 ・ 肺 胞 内 圧 は 吸気 時 に マイ ナス ・ 呼 気 時 に プ 
ラス に な る ( 図 6-①)。P.44 の 問題 で 、 常 に マイ ナス で 、 
吸気 時 に 陰 圧 が 強く な っ て いる 胸腔 内 圧 を 示す の は 選択 肢 
4 の グラ フ で ある 。 

口 図 6- つ @ の よう な 曲線 の グラ フ で 胸腔 内 圧 (胸膜 腔 内 圧 ) を 
表し て いる こと も ある た め 、 形 で 判断 し な いよ う 注 意 する 。 


全 胸腔 内 圧 と 換気 量 


(mL) 
500 


了 漠 閣 


吸気 


ー10 
胸腔 内 圧 (cmH.o) 


人 全 》 肺 胞 内 圧 ・ 胞 腔 内 圧 (胸膜 腔 内 圧 ) と 
呼吸 気 量 の 関係 


に 喚 気 一 呼気 一 本 


① 肺 胞 内 圧 


肺 胞 内 圧 は 吸気 時 に マ 
イナ ス ・ 呼 気 時 に プラ 
ス に な る 


胸腔 内 圧 (胸膜 腔 内 圧 ) 
は 常に マイ ナス の 値 で 、 
吸気 時 に 陰 圧 が 強く ( マ 


③ 呼 吸気 量 イナ ス の 値 が 大 きく ) な る 


責 還 富久 子 根来 英 存 若 - シン ブル 
生理 学 改訂 第 5 版 。 南江堂 、 束 
2005 : 882. より 引用 、 一 部 改 導 


時 間 ($) ・ 
リリ 


ら 
ト 
体積 (L) 
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価 要 E 監 紀 第 107 回 午前 27 


切 相 


cmHkO [ 略 筒 ] 
ー2 


( 酸素 解離 曲線 ) 


口 動脈 血 の 酸素 分 圧 (PaO。*) と 酸素 飽和 度 (SpO。*) の 関係 
を 表す 曲線 で 、 血 液 の 酸素 分 圧 が 上 昇 す れ ば 酸素 と 結合 す 
る へ モグ ロビ ピン の 量 は 増加 、 酸 素 分 圧 が 低下 すれ ば 酸素 と 
結合 する へ モグ ロビ ン の 量 は 減少 する 。 

口 曲線 は S の 字 を 間延び させ た よう な 形 を し て お り 、PaO。 が 
高い 70 て 100Torr で は 酸素 と の 結合 は さほど 減少 し な い 
が 、60Torr よ り 低く な る と へ ヘモグロビン は 急激 に 多く の 
酸素 を 解 護 ( 一 結合 し な く な る ) す る こと を 表し て いる 。 

口 図 7 の グラ フ は pH7.4、 体 温 37C、 動 脈 血 に お ける 二酸化 
炭素 分 圧 (PaCO。*")40Torr、2.3-DPG* が 正常 の 条件 下 で 
測定 され た 標準 的 な 酸素 解離 曲線 で ある 。 こ の グラ フ は 価 
温 、 血 液 の pH( 基 準 値 7.35 一 7.45) な どの 条件 に よっ て 変 
化す る 。 変化 は 曲線 の 形 が 変わ る の で は な く 、 曲 線 が 右 方 
や 左 方 に 移動 する 。 

口 例え ば 発熱 ・ ア シド ー シ ス な ど が 起こ る と 曲線 は 右 方 ( 右 

下方 ) に 偏 位 (移動 ) す る た め 、 同 じ Pa0。 で も 酸素 は ヘ モ グ 

ロビ ン か ら 解 離し や すく な り SpO。 は 低下 する 。 


ロー 般 に 呼吸 不全 は PaO。60Torr 以 下 と 定義 され る 。 酸 素 療 法 
は PaO。60Torr を めやす に 開始 され る こと か ら 、SpO。90% 
で ある と き に PaO。60Torr と いう めやす ( 図 7、 娘 ) で 使わ れ 、 
重要 で ある 。 た だ し すでに 述べ た よう に 動脈 血 の pH な ど 他 
の 条件 に よっ て 値 が 変わ る こと を 理解 する 必要 が ある 。 下 記 
の 過去 問 の よう に 、 グ ラフ は 提示 され な い 出 題 例 も ある 。 


1 ) 
eo so nm 37 sm ce 
率 分 (PaO。) 


* IPa0。】arterial 0。 pressure *【SpO。percutaneous oxygen saturation : SpD。 は Sa0-( 人 生長 飼 和 度 ) を 経 区 的 に 英 定 し た も の で ある 。 * IPaCO。】arterial CO。 pressure *【2.3-DPGlcnniugate 
base 2.3.bisphosnhoglycerate : G.3. ジ ホス ホ グ リ セリ ン 諏 。 赤 血球 中 で 行わ れる 節 功 の プロ セス で 産生 され る 逢 弓 へ モグ ロビ ピン と 結合 する 性 賃 を も つた め 、 へ モグ ロビ ン か ら 栗 素 を 解離 させ る 。 


@ 上 OO) *tne in 


貧血 が な く 、 体 温 36.5'*C、 血 液 pH7.4 の 場合 、 動 脈 血 酸素 飽和 度 く SaO。>90% の と き の 動 脈 血 酸素 分 圧 <PaO。> は どれ か 。 


1. 50Torr 2. 60Torr 3. 70Torr 4. 80Torr 


不整脈 の 名 前 や 波形 、 
重症 な も の か ら 学 ん で お きま し ょ う ! 


= 
固 肌 選び の 記 ジ 固 
治療 を 


口 国 試 で は 緊急 性 の 高い 心電図 の 波形 が お も に 問わ れ て いる 。 表 1 の 波形 の 特徴 と 対処 法 は お さえ て お く 必 要 が ある 。 


全 穫 不整脈 の 種類 と 対処 


心室 細 動 


心室 性 


期 外層 ーー ビレ トル トト ルコ 


特徴 - お も な 対処 


@ 無 秩序 で 不 規 則 な 基線 の 揺れ 
@P 波 、QRS 波 、T 波 は 消失 


@ 形 ・ 舞 ・ 大 き さ が まち まち の 心境 波形 が 不 規則 に 


連続 する 


@ 明 ら か な P 波 、QRS 波 、T 波 は 認め られ な い が 、 


幅 の 広い 規則 的 な サイ ン ・ カ ー ブ を 描い て いる 


@ 心 拍 数 が 1 分 間 に 120 回 以上 あっ て 、 心 宇 性 期 外 : 


収縮 が 連続 し て 3 つ 以 上 発生 し た 状態 


@ 幅 の 広い QRS 波 ( 王 心 室 の 興奮 ) が 規則 正しく 出現 < 
人 多発 性 の 心室 性 期 外 収縮 や 多発 性 ・ 連 続 性 の 心室 
性 期 外 収縮 、R on T 型 の 心室 性 期 外 収縮 は 、 心 : 


室 類 拍 に 進行 し や すい 


@ 決 まっ た 周期 ( 洞 調律 = 洞 結節 の つく り 出す リズ 
ム ) 以外 の 勝手 な 収縮 で ある 期 外 収縮 の うち 、 心 、・ 


室 か ら 発生 (心室 性 ) す る も の 


人 @ 予 定 さ れ て いた 周期 より も 早く 幅 の 広い 大 き な 8 


QRS 波 が 出現 
全幅 の 広い 大 き な QRS 波 に は P 波 は 先行 し な い 


、 借 人 を 集め 、 た だ ち に 才 命 処 講 (1 次 救命 処置 2 次 


教 命 処置 ) 
@ た だ ち に 除 細 動 が 必要 。2 次 救命 処置 が 可能 な 状 
況 で は 、 ル ー ト 確保 や 気管 挿管 の 準備 な ど を 行う 


・ 介 重 篤 な 不整脈 で 心 停止 状態 を 示す 
・ 人 @ た だ ち に 除 細 動 が 必要 。2 次 教 命 処置 が 可能 な 状 


況 で は 、 ル ー ト 確保 や 気管 挿管 の 準備 な ど を 行う 


人 持続 する 頻 脈 に よっ て 心 有 ヂ の ポン プ 作 用 が 低下 
し 、 心 拍 出 量 の 低下 (血圧 も 低下 ) が 生じ る 

@ と くに 脈拍 を 触 知 で き な く な っ た 状態 の 心室 頻 拍 
を 「 無 脈 性 心室 頻 拍 」 と 呼ぶ 

@ た だ ち に 除 細 動 が 必要 。2 次 救命 処置 が 可能 な 状 
況 で は 、 ル ー ト 確保 や 気管 挿管 の 準備 な ど を 行う 


@ 凡 の 広い QRS 波 に 逆 向 き の T 波 が 続く W 

@① 新 た に 出現 、② 数 が 増加 、③3 連 発 以 上 、④ 
R on T の 場合 は 波形 を 記録 する 

人 @ 症 状 の 有無 の 確認 、 血 圧 を 中 心 と し た バイ タル サ 
イン の チェ ッ ク 


: @ 邊 急 の 問題 が な けれ ば 、 確認 後に ドク ター コー ル ** 


上 室 性 1 じ え か ら ORS メ が くる | 
期 外 縮 TWD イイ 
心房 細 動 1 ド お 列 選 に バラ バラ | 
ー 則 間 EE 目 有 上 | 
小さ い ギ キザ 
ギザ (f 座 ) 
心房 相生 EEEEr コ 
ce 。。。 mm 
大 きい 
洞 性 徐 嘱 


に し し し 、L 


人 @ 決 まっ た 周期 ( 油 調 律 = 洞 結節 の つく り 出 す リ ズ : 
ム ) 以外 の 勝手 な 収縮 で ある 期 外 収縮 の うち 、 心 、: 
- 全 基礎 疾患 が な けれ ば 治療 を 要 し な いこ と が 多い 


室 よ り 上 か ら 発 生 (上 室 性 ) す る も の 


@P 波 が 見 つけ に くく 、 針 の よう に と が っ た R 波 ど に 
うし の 則 隔 (R-R 間 隔 ) は バラ バラ で 、R-R 間 隔 の : 


間 に 小さ い ギ ザ ギ ザ (f 波 : fjbrillation 波 ) が ある 


@P 波 が 見 つけ に くい が 、R-R 間 隔 は 規則 的 で 、 


R-R 間 隔 の 間 に は 大 きい ギ サギ ザ (F 波 :fultter 波 ) 


が 規則 的 に 出る 


@ 洞 結節 の 機能 が 低下 し て 起こ る 徐 脈 


@P 波 と QRS 波 は 1 1 の 伝導 比 で 、 一 定 間隔 で つなが る 


@P 波 ・QRS 波 ・T 波 の 形 は 正常 
人 心拍 数 は 50 回 / 分 以下 


@ 症 状 の 有無 を 確認 、 血 圧 を 中 心 と し た バイ タル サ : 


イン の チェ ッ ク 


@P 波 か ら QRS 波 まで の ワン セッ ト が 予定 より 早く 
起こ る 


人 @ 呆 急性 は な い 場 合 が 多い が 、 血 液 が 停滞 する の で 
血栓 が で き や す く 、 菩 構 答 症 を 生じ や すい 。 務 棲 
吾 の 一 因 と も な る 


・ 代 心 房 細 動 と 違い 、 心 房 の 組織 が バラ バラ に 興奮 す 


る の で は な く 、 心 房 内 で 規則 的 に 早く 興奮 が 回 っ 
て いる 


- 仙 脳 虚 血 症状 に 注意 


@ 基 本 は 経過 観察 だ が 、 血 圧 が 保 た れ て いな い 場 合 、 
た だ ち に 救命 処置 (1 次 救命 処置 っ 2 次 救命 処置) 


率 1 その ほか の P 波 、 ロ RS 波 、T 波 は 正 系 。 


座ら Rn T の 場合 、3 発 以上 の 場合 は と くに 緊急 度 が 語 い 。 


大 野 尼 一 - スッ キリ わか る モニ ター 心 時 加 。 照 枯 社 . 東京 . G013. を 参考 に 作 し 
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ム 人 ぐ 


単位 な ど が な いも の も ある の で 、 
ここ で 基本 か ら 理解 し て お きま し ょ う 。 


( 1 性 周期 ) 


口 過去 に 図 1 の グラ フ の 出題 が あり 、 そ れ を 分 解す る と 図 2 
に な る 。 図 1・ 図 2 内 の アー エ は 、 以 下 の ホ ル モ ン に 対応 
する 。 

ア : 凌 体 形成 ホル モン (LH*、 鞭 体 化 ホル モン ) 
イ : 名 胸 刺激 ホル モン (FSH) 


ウ : エス トロ ゲン (卵胞 ホル モン ) 
エエ : プロ ゲス テロ ン ( 黄 体 ホル モン ) 


すい た い ぎ ん 


口 月 経 か ら 12 一 14 日 ご ろ に 鋭い 山 を つく る の は 下 華 体 前 葉 か 
ら の 黄体 形成 ホル モン (LH、 黄体 化 ホ ル モ ン ) と 氏 ニ 胞 側 激 ホ 
ル モ ン (FSH) で ある 。 高 い 山 ( 図 1、 式 ) が ア の 黄体 形成 ホル 
モン (LH) 、 低 い 山 ( 図 1、 災 ) が イ の 卵胞 刺激 ホル モン 
(FSH) で ある 。 

口 高い ほう の LH の 山 は 「LH サ ー ジ 」 と よ ば れ 、 排 卵 を 促す 。 
この サー ジ は 卵巣 か の ら の ホル モン で ある ウ の エス トロ ゲン 
(卵胞 ホル モン ) の 分 泌 の 増加 が フィ ー ド バッ ク さ れ て 起こ 
る 。 エ スト ロ ゲ ン (卵胞 ホル モン ) が 排卵 前 に 山 を つく っ て 
いる こと を 確認 し て お く 。 


* 【LHjluteinizing hormone 
* 【FSH】follicle stimulating hormone 


候 身 》 月 経 周期 に お ける 各種 ホル モン 値 の 変動 


テ ウ トコ 
ィ 60r だ 全 雪 (mmD] TOwmD 
(mlU/mL) 350 
50 ト 300 25] 
40 ト 250] 20] 
30 ト 9] 誠 
150] 
20 ト 10] 
10] 
の 
10 ト イーー-- = | 
イ so 5 
ウ 
0L エ , o ゴ od 
0 2 4 6 6 ) 8 i0 10 12 14 16 18 2022242628 


月 経 周期 (日) 
(グラ フ は 第 94 回 午後 14 よ り 引用 、 一孝 改 義 、「 計 ]「 太 」 や 吹き 出し は 編集 品 に よる ) 


ロウ の エス トロ ゲン (卵胞 ホル モン ) は 子宮 内 膜 を 増殖 させ 
(増殖 期 )、 エ の プロ ゲス テロ ン ( 黄 体 ホ ル モ ン ) は 受精 卵 の 
着 床 の た め の 準備 の 時 期 で ある 分 泌 を 行う (分泌 期 )。 基礎 
体温 は 分 泌 期 に プロ ゲス テロ ン の 影響 に よっ て 上 昇 する 。 


人 仙人 性 周期 に お ける 下垂 体 ・ 卵 巣 ・ 
子宮 機能 ・ 基 礎 体温 の 関係 
ーー ホル モン A 
ーー ホル モン B 1 アァ 
垂体 前 葉 1 
ホル モン の 
咽 中 濃度 変化 
罰 乃 ・ 貢 体 | 
原始 卵胞 排卵 
ーー ホル モン C エ 
3 ーー ホル モン D 。 
・ 卵 ホ ル モ ン の 
・ 血 中 濃度 変化 
m38 で 
基 了 体温 て j 
子宮 内 際 の | 
形態 変化 | 喘 


5 14 28( 日 ) 
(グラ フ は 第 101 吾 中国 表 試 一 般 同 [ 和 理論 半 問 ] 問 ] 1 より 引用 、 一 分 必 変 、「 ア 」ー「 エ 」 と 


、 [多加 」「 尊 了 」 の 文字 は 編集 部 に よる ) 


es 
固 居 ご の 朝 圏 固 


( 21 胎児 心拍 数 陣痛 図 [ 図 3] ) 


口 現在 は 設定 が 変更 で きる デジ タル の 時 代 な の で 、 試 験 で 提 
示さ れる 胎児 心拍 数 陣痛 図 や 心電図 に は 1cm ニ 1 分 な ど と 
紙 送 り の 速度 が 示さ れる こと が 多い 。 そ こ か ら 陣 簿 間 欠 
(子宮 収縮 ) の 時 間 や 陣痛 発 作 の 長 さ を 計算 する 。 陣 痛 の ビ 
ー ク 同士 の 間 の 時 間 を 計算 すれ ば 陣痛 間欠 を 求め る こと が 
で きる 。 

ログ ラフ の 上 下 の 細か い 揺 れ を 送 線 細 変 動 と いう 。 胎児 心拍 


信 》 胎児 心拍 数 陣痛 図 の 例 ( 国 試 で の 出題 ) 


@ 上 の グラ フ が 胎児 心拍 数 、 下 の グラ フ は 子宮 収縮 を 表す (下図 は 正常 な 図 ) 。 


が 110 一 160bpm* の 間 で 推移 し て いれ ば 胎児 状態 は 良好 
で ある 。 基線 細 変 動 が 消失 し て いる 場合 や 大 きく な っ た 場 
合 は 低 坪 素 状態 な ど 胎児 機能 不全 の 可能 性 が ある 。 

ロ 子 宮 収 縮 に 伴っ て 起こ る 一 過 性 頻 脈 は 異常 で は な い 。 

口 正常 と され る 状況 は 表 1 の と お り で ある 。 変化 が 読み 取り 
づら いと き は スケ ー ル ( 紙 送 り の 速度 ) を ゆっ くり に する こ 
と が ある 。 


* bpm】beats per minute 


@ 下 図 の 通り 、 頻 脈 時 に グラ フ は 上 に 伸び る 形 を と る 。 表 2 に 挙げ た よう な お 徐 脈 が み ら れ る 場合 、 グ ラフ は 下方 向 に 伸び る 。 


(グラ フ は 第 107 固 午前 117 よ り 引 用 、 解 説 と 屋上 の 文字 は 編集 部 に よる ) 
全 穫 健常 な 胎児 の 状態 


心拍 数 基線 が 正常 範 団 内 
110-160bpm 


2 心拍 数 基線 細 変 動 が 正常 範囲 内 
6 一 25bpm、1 分 問 に 2 一 6 回 の 微細 な 変動 が ある 


3ー 過 性 頻 謀 が 認め られ る 
振幅 15bpm 以 上 、 持 続 15 秒 一 2 分 間 


3④ 一 過 性 徐 販 が 認め られ な い 


子宮 収縮 と 同期 し て 開始 し 、 徐 脈 の 最 下 点 が 子宮 収縮 の 
最強 点 と 一 致し て いる も の ( 早 発 と は 子宮 収 銘 より も 前 
に 生じ る と いう 意味 で は な い ) 。 児 頭 内 圧 の 一 時 的 な 上 
昇 に よる も の が 多い 


出現 時 期 や 波形 が 一 定 し な い 。15bpm 以 上 の 心拍 数 低下 
が 15 秒 一 2 分 持続 する 。 訂 帯 の 圧 人 に よる 佐 酸 素 が 原因 
の ひと つ で ある が 、 体 位 変換 な ど で 改 善 し な い 場合 は 胎 
児 機能 不全 の 可能 性 が ある 


徐 脈 の 最 下 点 が 子宮 取 縮 の 最強 点 よ り も 遅れ る 。 有 上 機 
能 不全 に よる 胎児 の 低 赤 状態 が 疑わ れる 


15bpm 以 上 の 心拍 数 の 低下 が 2 一 10 分 持続 する 。 勝 帯 圧 
飼 や 低 酸 素 状態 が 疑わ れる 


を や や 実 な る 定義 も ある 


いり 
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「 な ん と な く 知っ て いる けど ……」 で は 不 十分 。 
深く 問わ れ て も 大 丈夫 な よう に 学習 し まし ょ う ! 


《 人 人 血清 


lg9G、lgM、lgA は 図 1 の 通り 変化 する 。 第 107 回 午前 52、 ・ ・ 新 生 児 の 血清 で lgM が 検出 され れ ば 子宮 内 で の 感染 が あ 
第 101 回 午後 6 で は 選択 肢 に lgD が あっ た が 、 臨 床 的 な 意 る こと に な る (風疹 や サイ トメ ガロ ウイ ルス な ど )。 
義 を も つ 疾 患 が ほぼ ない ため 測定 され な い (lgD は B リ ン パ lgA は 出生 後 の 産 生 能力 の 伸び が 最も 遅い 。 


湊 


グロ ブリ ン ) 


球 の 抗原 認識 な ど に か か わる と され る )。 

口 IgG は 免疫 グロ ブ プリン の な か で 最も 多く の 免疫 の 主体 で 、 ・ 
胎盤 を 通過 で きる 分 子 量 ( 大 き さ ) で ある 。 胎児 期 に は 母親  : 1 
か ら の lgG が 胎児 に 移行 する 。 出 生後 に は 産生 能 が 低い た  : 
め 、 母 体 か ら 受 け 取 っ て いた IgG が 消 退 する 生後 3ー6 か 月 
に 量 が 減少 する 。 谷 の よう な 形 と な っ て グラ フ に あら われ 
て いる ( 図 1)。 

lgM は 抗原 が 身体 に 入る と 最初 に 産生 され る た め 、 感 染 症 
の 初 感染 を 調べ る の に 役立つ 。 分 子 量 が 大 きく 胎盤 を 通過  : 9 
し な い 。 胎児 に 産生 能力 が ある の で 胎児 の 血清 ・ 肝 帯 血清  ・ 有 生 基 中 5 10 上 


IgM 


念 穫 血清 免疫 グロ ブリ ン 濃度 の 年 齢 別 変化 


習 入 md 流 古 責 > 鍋 
に ] 
ぁ 
※ 
5 
語 導 
きき 
間 避 0 
ざさ 
トド ! 
理生 
有 
き 


( 2】 パー セン タイ ル ) 


口 対 象 が 100 名 いた と し て 、 小 さい ほう か ら 数 えて 25 番 : 人 要 正 規 分 布 曲線 
目 、50 番 目 、75 番 目 の 値 を それ ぞ れ 、25 パ ー セ ンタ イ 1 
ル 、50 パ ー セ ンタ イル (中 央 値 )、75 パ ー セ ンタ イル と い 
う 。 デ ー タ が 4 分 割 さ れる の で 四 分 位 点 と も いう 。 ト の 
ロ デ ー タ が 正規 分 布 で あれ ば 25 パ ー セ ンタ イル は 「 平 均 値 - - 


SD SD SD 0 SD SD SD 


標準 偏差 ド 」 よ りや や 大 きく 、75 パ ー セ ンタ イル は 平均 値 。: | 人 

標準 偏差 」 よ り も や や 小さ く な る 。 標準 偏差 (SD*) は デ  : | し 呈 冬 王 _』 ] 
ー タ が どの くら い 散 ら ば っ て いる か を 表す 指標 で 、 正 規 分 ーー 

布 で は 平均 値 2SD の 範囲 に デー タ の 約 95% が 、 平 均 値 ・ 価 護 子ども の 発育 曲線 ( 国 試 の 出題 


圭 3SD の 範囲 に デー タ の 約 99.7% が 入る ( 図 2) 。 @ 左 図 は "生後 10 か 月 、 先 天 


口 子ども の 発育 曲線 ( 図 3) で は 一 番 下 の 曲 線 が 3 パー セン タ 性 心 疾 患 の た め 手 術 を 受け 
イル 、 一 番 上 の 曲線 が 97 パ ー セ ンタ イル と な っ て お り 、 に ea し て 出題 
ー ニ ャ 5 * た 図 で ある 。 
この 2 つの 曲線 か ら 外れ て いる と 異常 の 妖 い が ある と され を (mosgrWsg 

10 ル 
3 価 


る 。 図 3 の 事例 の 体重 と 月 齢 は 「 借 」 で 表 さ れ て お り 、 手術 
付近 で 3 パー セン タイ ル の 曲線 より 下 に な っ た が 、 そ の 後 
50 パ ー セ ンタ イル に 追い つい て いる 。 こ の よう に 、 病 気 
な ど に よっ て 一 時 的 に 成長 が 妨げ られ て も 、 状 況 が 改善 す 
る と 元 よ り も 速い 速度 で 成長 が 追い つく こと を キャ ッ チ ア 
ッ プ 現象 と いう 。 

* 【5D】standard devlation 01234567891OH12 


染 数 仁 デ ー タ の ば ら つ き を 表す [分 ! の 平方 概 を こる こと に よっ て 求め られ る 値 。「 分 蔽 | 同 重 、 ど の 在 は 月 主 (か 月 ) 
度 値 が ば ら つ いて いる か を 表し 、 値 が 大 きい ほど ば ら つ き が 大 きい 。 
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生計 位 の 久 昌 々 半 イ ぽ 

『 看 護 学 生 ス タデ ィ ガ イド 』 に 学ん だ こと の 
書き 込み を 追加 する な ど 、 ど の ペー ジ を 開 
いて も くわ し く 書 いて ある よう に 育て て いま 
す ! 1 冊 で た め に な る も の を つく れる 
よう に 今後 も が ん ば り ま す 。 * わ ー、 3 年 生 


新 | 隊 旧居 事 和 め 対 称 2 条 2 人 2 ク 


医療 現場 や 
社会 の 状況 を 知り 、 そ れ に つい て 自分 の 意見 


鍛 き 廻 ぎす 

科 や し イム 

猫 を 育て て いま す 。 オ ン ラ イン 授業 も い 
っ し ょ に 受け て くれ る し 、 勉 強 の 合間 に 
な で た り 、 遊ん だ り し て スト レス を 解消 し 
て いま す 。 を 匿名 希望 、2 年 生 


+ 
ーー ッ pefiinurse@shorinsha.co.jp 
(PC・ ス マ ホ - 携 帯 か ら OK) 


看護 学生 の 「 ち ょ っ と 言い た いこ と 」 や 「 あ る ある 」 を 
みん な で た の し く シ ェ ア し よう ! 


KW 曲 の BB 
生 Gp 前 誕 sX 


日 光 に あ 
た る だ け で 育つ な ん て 、 な 


競 思 外 膨 箸 ノ 

料理 の か さ 増 し に 使う た め 、 た ま に 琶 苗 を 
育て て いま す 。 和 失敗 する と まっ た く 再 生 さ 
れ ま せん が 、 成 功 す る と 2 回 は モ サ モ サ と 
ます ! 匿名 希望 、4 年 生 


2)cShesz 全 諸 志紀 の 
フュ ニシ シャ クル 1 側 リ レ 


ヘア に し て 前 髪 を 流 3 


到 


e-mall の 場合 は 、 住 所 と 名 前 を お 礼 れ な く ! 
採用 者 に は 「 プ チ ナ ー ス オリ ジ ナ ル 3 色 ボー ル ペ ベン 」 を 、 ま た 2020 年 度 内 に 
3 回 採用 され た 方 に は 「 プ チ ナ ー ス オリ ジ ナ ル ベ ン ケー ス 」 を プレ ゼン ト ! 
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ん レナ ー ス 特 珠 貞 が 「 い いね! 」「 紹 介し た い ! ュ と 今月 の 
思っ た こと を 共有 する コー ナー 


ぐみ 使っ た 金額 の 把握 を 徹底 
福田 晴香 @Horuko Fukuda 
香川 県 立 高松 南 高 等 学校 専攻 科 看 護 科 2 年 生 
無印 良品 の スケ ジュ ー ル 帳 に 使っ 
閣 と 購入 場所 を 記録 し 、 毎 週 日 曜日 に 
1 週間 で 使っ た 金額 を 集計 し て 把握 し ま 00 由 ま で て 
す 。 ク レジ ッ ト カ ー ド で 使用 し た 金額 は 
家 で 封筒 を 用 意 し その 中 に 移し て 、 使 っ 
た 金額 を 見 える よう に し て いま す 。 
また 買い 物 に 行く と き は 、 何 を 買い !『 
行く の か ・ 何 円 まで な ら 使 っ て いい の か 
を 明確 に し 、 他 の も の が ほし く な っ た と 
き は その と き 買 わ ず 日 を 改め ます 。 


〇 も 1/ 


くみ ベッ ト ボ トル は 買わ な い ! 


/ ⑬ 内 山 紗希 @Soki Uchiyomo 
国際 医療 福祉 大 学 成田 看護 学部 看護 学科 4 年 生 

も の すご く 節 約 に な っ て いる な と 感じ る の は 、 ペ ッ ト ボ トル を 買わ 
な いこ と で す ! ペッ ト ポ ボトル の こ は 環境 に 悪い で すし 、1 日 1 本 
買う と し た ら 1 か 月 で 3.000 円 を 超え て し まい ます 。 

ペッ ト ポ ボトル は 500mL の サイ ズ が 多い で す が 、1 日 大 学 に いる と 
き は 500mL の 水分 補給 で 過ごす の は 私 に と っ て 少し きつ く 、 私 は 
800mL サ イズ の 水筒 を も っ て いき ます 。 水 筒 で あれ ば 、 大 学 の 給水 
機 の お 水 も 入れ や すい で す 。 


〇 1 / 


アレ と コレ も そ 


着 


いき な り 5,000 円 貯まる ん で す 。 
水鳥 あや の @Aygno AMizulori 
| 王国 高等 学校 衛生 看護 専攻 科 1 年 生 
占い 師 の ゲッ ター ズ 飯 田 さ ん が 言っ て いた 5.000 円 貯金 が オス ス メ 


で す ! 5.000 円 札 が お 財布 に で きた 謗 間 、 貯金 箱 に 入れ な けれ ば 
いけ な いと いう 方 法 で す ……:。 い き な り 5.000 円 ずつ 貯まり ます ( 笑 ) 。 


ぐみ イト ポー ド で 冷蔵 庫 の 在庫 を 管理 ! 


奥原 あず さ @Azusq 〇 kuharq 
滋賀 医科 大 学 医学 部 看護 学科 4 年 生 
冷蔵 庫 の 中 の 食材 を 無駄 な く 使 うた め に 、 冷 蔵 庫 に マグ キット ホワ 
イト ボー ド を 貼っ て 、 余 っ て いる 食材 の 管理 を し て いま す 。 食 品 を 余 
ら せ ず に 自炊 で き 、 必 要 な も の だ けし か 購入 せ ず に 済む の で 節約 に な 
り ま す 。 


〇 1 / 


その ほか の 貯金 & 節約 術 


長期 休み に 合わ せ て オー プ 


「 マ ネー フォ ワー ド ME - 人 


ニン グ バ イト や 短期 バイ ト 常に 銀行 口座 と に ら め っ 所 の 家計 得 
を 行い 、 毎 日 の よう に アル こし て いま す 。 た くさ ん 卒 ・ の 
バイ ト を し て た くさ ん お 金 下る さ ず 、1 か 月 1 万 円 に 0 
加 っ 
を 稼い で いま し た 。 と し て 朋 お に 入れ 朋 人 ほし いも の が あっ て も 、 今 て いま す 。 すべ て の 使っ た お 
お 金 を 下ろ す と き は 、 で 使い すぎ か わか る よう それ は すぐ 必要 な の か レジ 金 が 自動 的 に 計算 され る の で 
下る し た い 額 マイ ナス に し て いま す 。 に 行く まで に 思い 描く こと 重宝 し て いま す 。 
1.000 幅 に し て いま す 。 に し て いま す ( 笑 )。 
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プロ ジェ クト 看護 師 の か げ さ ん 


補 酸 5・ イ ラス トレー ター。 邊 謀 遍 ・ 難 講師 の 経 びっ 
琴 を 活か し 、 視 覚 で 印象 に 残る イラ スト と 相 呆 に 
基づく 使え る 知識 を SNS で 発信 中 。 さ ま ざ ま な 同 


幼体 で 執筆 活動 に も 取り 組む 。 Twitter の フォ ロ 
ワー は 約 5 万 2 千 人 。 
Twitter&Instagrom ア カウ ント き @877 727 


守 ロ て 当 憲 は を 度 / 志 知 開 り 中 枝 症 


| で ん ひな さん 


認知 症 の 症状 は 、 中 核 症状 
(認知 機能 障害 ) と 行動 ・ 心 理 症状 
(BPSD*) に 分 けら れる よ ! 


* BPSD】behavioral and psycholpgical 
symptoms of damantia 


⑥P.62 の 読者 ハガキ と 
ne ) の 応募 フォ ー ム か ら 応 基 了 
Instagram、Twiter で 1 

和 代 中 | / [> ころ プロ 」 を つけ て 投稿 本 
採用 者 に は 図書 カー ド (1.000 円 分 ) プ レ ゼ ント ! ) 


SNS・Web で も ご ろ を 配信 中 ! 還 名 還 
毎月 1 回 、 本 誌 に 載ら な い オリ ジ ナ ル の ご ろ を 紹 人 培 


判断 カ o 吉 古 3 笑 誤 
(ET 村人 2 7 2 


『 Inslogrom : @puchinurse 
『 Twiller : @pelil_nurse 
プチ ナー ス Web : hWps://www pefinurse.shorinshg.co.jp/ 


[中 まお 反 け フー ト 4 


PEZZ ヨ mmo か けん 
2om < 学生 「 邪 魔 ] っ て て 指導 者 ・ 才 上 で も 
大 護 師 っ て 学生 の こと 前 | | サキ 人 時 は || や っ ぱり 和 安 … 
に で 5 て いる の ? 
を じ の る っ て いう の P うと の ー 気 に し な いで ~ ! 
N A1. が ん ば れ ~ー で も 全体 だ け で な く 
学生 の と き は 、 病 棟 内 を せわ し な く 動 き 


いる 作 別 に あい さ つ し て 
回 る 看護 師 を 見 て 「 自 分 は 何 も で き な いし ご GO 


2 も ら え た と き は うれ し い ょ 
すご く 迷 惑 を か け て いる ……」 と 思っ て い 名 全 も 放 
で 】 
人 ー ブ 


まし た 。 で も 実際 は 、 看 護 師 は 全員 病院 実 
習 を こなし て 看護 師 に な っ て いま す 。 学生 


さん が 実習 に 来る こと は 患者 さん の 受け 持 て 
ち を する よう に 当たり 前 の こと で 、 迷 惑 と A2. 
は 思い ませ ん 。 し か し な が ら 受 け 持 ち 看 護 何 や る ん だ ろう ? 


師 も 行動 計画 を 立て て お り 、 ケ ア な ど を 学 
生 さん が 行う 場合 は 計画 を 変更 し て いま 
す 。1 日 の 実習 が 終わ っ た ら 、 受 け 持 ち 看 
護 師 に も ケア を 交替 し て も ら っ た こと の お 
礼 を する と 、 お 互い 気持 ちよ く 過 ご せま す 。 


実習 に 関す る お 悩み 募集 中 1 
と 4 読者 ハガキ で 送っ て ね 


革 穫 と で 
や 3 の 」 
な ン 自分 の 受け 持ち 者 さん の 


生計 画 を し っ 本 日 の 担当 邊 護 師 を 


を し 
朝 チェ ッ ク する と 
な いと ケア し ちゃ う よ いか も …! (無理 せ ず !) 
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の カ は 必要 と きれ て いる 較 い て な ましょ 


病棟 の 外 で も 、 活躍 する 方 々 に その も 仕事 内 


さま ざま か 場所 で 


結 の 医療 刑務 所 の 看護 師 


\ 答 えて くれ た 方 / 


「 渡邊 哲也 さん 医療 刑務 所 の 看護 師 に な る に は 


看護 学校 を 卒業 後 、 民 間 病 院 で の 動 務 を 経 


て 、 法務 省 八 王子 医療 刑務 所 (平成 30 年 
(| ) 1 月 に 昭島 市 に 移転 し 、 東 日 本 成人 矯正 医 
喜 セ ンタ ー と 改称 ) に 法務 技官 と し て 採用 さ 


れ ま し た 。 こ れ ま で 、 内 科 ・ 外 科 お よび 精 
で の 神 科 病 棟 で 勤務 し て きま し た 。 医療 刑務 所 
の 看護 師 は 国家 公務 員 で あり 、 身 分 が 保障 
され る と ころ に 魅力 を 感じ まし た 。 ませ ん 。 


在 垂 師 で あれ ば 応募 する こと が で きま す 。 た だ し 常時 
募集 し て いる わけ で は な く 、 採 用 の 計画 が 生じ た 場合 
に ハロ ー ワ ー ク に 求人 情報 が 掲載 され ます 。 最 近 で 
は 、 医 療 安 全 管 理 者 養成 研修 受講 者 や 認定 看 尊 師 の 採 
用 も 増え て き て いま す 。 常 勤 職 上 員 だ け で な く 、 非 向 動 
職員 の 募集 も あり ます 。 医 療 刑務 所 で 動 務 す る た め に 
特別 に 必要 と な る 、 看 護 業 務 以 外 の 知識 や 経 通 は あり 


ノ う お も な 仕事 内 容 は ? 


医療 刑務 所 と は 、 全 国 の 刑務 所 な どか ら 専 門 的 な 医療 を 必要 
と する 被 収容 者 を 受け 入れ る 施設 で す 。 当 セ ンタ ー は 医療 専門 
施設 に 位置 づけ られ 、 重 第 な 症状 の 被 収容 者 頻繁 に 受け 入れ 
で いま す 。 部 署 と し て は 、 私 が 勤務 し て きた 内 科 ・ 外 科 ・ 精 神 
科 以 外 に 整形 外科 お よび 女子 病棟 ・ 外 来 ・ 手 術 室 な ども あり ま 
す 。 看 護 帥 は 100 名 程度 が 勤務 し て お り 。 そ の うち の 約 25% 


ノ う お 仕事 の 楽し いと ころ は ? 


治療 や リハ ビリ テー ショ ン を 終え て 元気 に な っ て も と の 刑務 
所 に 戻っ た り 、 刑 期 を 終え て 社会 復帰 し た りす る 姿 を 見 る の は 、 
や は りう れ し い も の で す 。 

また 、 医 療 安全 対策 、 感 染 症 対策 、 救 急 医療 対策 、 電 子 カ ル 
テ 、 看 護 教育 な どの 委員 会 活動 が 活発 に 行わ れ て いま す の で 、 
仲間 た ちと 意見 を 出し 合い 、 そ れ ぞ れ の 活動 内 容 を 充実 させ る 


は 男性 で す 。 こと に も や り が い を 感じ て いま す 。 
医療 刑 務 所 を 含む 才 正 施設 で 行わ れる 医療 は 、 対象 者 が 被 収 eo 
ョ 医療 刑務 所 の 看護 師 に は 、 
容 者 で ある と いう 点 以外 、 基 本 的 に 一 般 社会 の 医療 と 異な る と ⑥) 由 
どの よう な 人 が 向い て いる と 思い ます か ? 


ころ は あり ませ ん 。 処置 や 会 話 な ど 、 被 収容 者 と の 接触 の 場面 
に お いて は 、 必 ず 刑 務 官 が 立ち 会 う の で 安心 で す 。 

お も な 看護 業務 は 、 術 前 ・ 術 後 管理 、 呼吸 器 管理 、 化学 療法 、 
リハ ビリ テー ショ ン 援 助 、 日 常 生活 援助 な ど で す 。 感 染 症 、 精 
神 疾 患 お よび 摂 食 障害 患者 へ の 対応 も 行っ て いま す 。 ま た 、 家 
族 と 交 遠 で 面会 も な く 、 緩 和 医 療 の 未 に 亡くな る 被 収容 者 も い 
ます 。 身 体 的 ・ 精 神 的 な 苦痛 が より 少な い 状態 で 終末 期 を 過 ご 
せる よう は た らき か ける こと も 重要 な 取り 組み の ひと つ で す 。 


医療 刑務 所 で は 適正 な 較 第 が 終 持 で き な く な り 

不正 な 要求 を 断れ な く な っ て し まう 束 定 し 

破 収 容 者 と 桂 務 上 必要 な 会 話 以外 は 禁止 に な っ て いる た め 
"必要 ・ 不 必要 "の バラ ンス を 取る こと が 難し い 吉 か も し れ ま せん 


公務 員 と し て 、 つ ね に 国民 全体 の 奉仕 者 どじ て の 責務 を 自覚 
し 、 公 務 は も ちろ ん の こと 、 私 生活 に お いて も 誠実 で まじ め な 
方 が 向い て いる と 思い ます 。 

また 、 被 収容 者 の 健康 の 回 復 や 維持 は 再犯 防止 対策 の 要 で あ 
り 、 国 の 社会 的 秩序 の 基盤 に な る と いう 矯正 医療 の 理念 の 実現 
に 向け て 看護 師 と し て 地道 に 努力 で きる 人 が いっ し ょ に 働い て 
くれ る と うれ し いで す 。 
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Ilustration : Eika 


お し ゃ べり 病理 医 の 


カラ タダ 


Eu 夫 の 


お し ゃ べり 病理 医 の 
|*02| カラ ダ と 病気 の 図鑑 
人 体 サ プラ イチ ェ ー ン の 仕組 み 

小 廊 加 奈子 著 /CCC メ ディ アハ ウス 
本 体 1.B00 円 + 税 

正常 な 体 の し くみ や 病気 の 原因 、 病気 に た っ た あ 
と の 状態 を 「 物 流 」 に 例え て 解説 。 炎症 、 感 染 症 、 循 
環 障害 、 腫瘍 、 代 謝 障 害 と いう 5 つの 主要 な 病 前 と 
絡め て 、 相 互 に 関係 し 合っ て いる こと が 理解 で きま 
す 。 専門 的 な 内 容 に 踏み 込む こと と わか りや すさ を 
両立 させ た 、 読 みや すい 解説 書 で す 。 


プチ ナー ス 特 派 叶 の お すす め 本 | 


今 まで で 一 
の ほほ ん 解剖 生理 学 

玉 先生 著 、 大 和田 源 監 修 " 永 岡 書店 本 体 1.480 円 + 税 

無料 アニ メ 授業 を 公開 し て いる 動画 サイ ト 「WEB 玉 束 ] を 書籍 化 。 雑 し い 専門 
用 語 も 多い 稲生 理学 を 、 関 本 借 に よる 独特 の 解説 や 大 孔 に デフ ォ ル メ し た 図 
解 で 、 楽 し く 学ぶ こと が で きま す 。 ざ っ くり と 全体 を 理解 し て か ら 授業 を 受け 
ー た り 、 知 識 を 定 落 さ せ た り し た い 人 に 向い て いる 入門 書 で す 。 


の チゲ 大生 レグ ド ・ 


BOOKe 


ジ カ ル ア セス メン ト 


回 本 ポケ ッ ト BOOK 


全身 の 「 正 常 」 を チェ ッ ク で きる 1 同 


患者 さん の よう すか ら [ 何 か 変 ?] と 感じ た と 
き 、 そ の 状況 が 「 正 常 か どう か ] を 確認 で きる ポ 
ケッ トブ ッ ク で す 。 臨床 で 多く の 経験 を 積ん で 
きた 専門 家 た ち が 、 全 身 に 使え る チェ ッ ク 項 目 
を 厳選 。 顔つき ・ 目 つき は お か し く な いか 、 腹 
部 は や わら か く 動 きび が ある か な ど 、 ま ず 確 認 し 


病院 と いう ヘン テコ な 場所 が 
|*93 | 教え て くれ た コト 。 2 
看護 師 4 年 目 、 も う 辞め た い …… 編 

仲本 りさ 矯 プ いろ は 出版 
本 体 1.400 円 + 税 

在 蘭 師 4 年 目 の 著 者 は 、 日 々 の 業務 や 後輩 へ の 指 
導 に 忙殺 され 、 自 分 を 保つ こと に 精 一 杯 だ っ た と い 
いま す 。「 あ な た に は わか ら な い 」「 も うい いわ よ 、 
こん な 人 生 。 死ん だ ほう が マシ 」 な ど 患 者 さん の 言 
葉 か ら 看 護 師 を 続け る 理由 を 見 失い 、 再 び 前 を 向く 
まで の 葛藤 が 有 に 迫る コミ ッ ク エッ セイ で す 。 


番 心 に 残っ て いる 1 國 


* PRESENT メ 
読者 プレ ゼン ト 


山本 則子 監修 鈴木 美 生 、 山 花 令 子 編 著 / 照 林 社 本 体 1.400 円 + 税 
コン パク ト だ か らい つ で も 持ち 運び 可能 ! 


た い 項 目 や 手技 だ け を 紹介 し て いま す 。 

病院 ・ 在 宅 の どん な 悪者 さん で も さっ と 使え 
て 、1 冊 あれ ば いつ で も 安心 。 ボリ ュー ム が ち 
ょ うど よく 、 コ ン バ パクト で 持ち 歩き に も 便利 な 
た め 、 実 吾 中 の 看護 学生 は も ちろ ん 、 新 人 ・ 若 
手 看 護 師 に お すす めで す 。 


大 丈夫 。 今日 も 生き て いる 


田尾 沙織 善 / 赤 ちゃ ん と ママ 社 
本 体 1.500 円 + 税 

妊娠 25 週 4 日 、500g で 生ま れ た 赤ちゃん の 256 
日 間 に お よぶ 成長 記録 が つづ られ て いま す 。 写真 家 
の 著者 は 、 ま わり の 母親 と 自分 を 比べ て し まう 苦 
悩 、 度 重なる 感染 症 の 恐怖 、 人 工 呼 吸 器 を 卒業 し た 
日 の 喜び な ど 、 さ ま ざ ま な 思い を 写真 に 残し まし 
た 。 命 の 尊 さ に あら た め て 気づか され る 1 同 で す 。 


お すす めし た 特派 員 
桶川 計 実 佳 さん 
富士 吉田 市 立 看 護 専門 学校 ・1 年 生 


と ここ が お すす め 1 


| 理学 へ の 寺 手 意識 を 吹き 飛ば し て くれ 
る 、 午 誠 学 生 必 見 の で す 。 ご ろ 合わ せ や 特 え 
歌 な ど 、 印 象 に 残り や すい 例え が 盛り だ くさ ん 
で 学習 が は か どり ます 。 一度 読 ん を で お くだ け で 
も 暗記 が か な り 楽 に な る の で 、 ぜ ひ お すす めし 
た いで す 。 
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次 号 也 千 
プチ ナー ス miniBOOKS 

プチ ナス 2 月 号 yl 

ここ が 狙わ れる 用 語 ook 


N 国家 試験 下 前 対策 の 強い 味方 の 第 3 紗 


今回 は 、 よく で る &110 回 国 試 で 狙わ れ そ うな 
国 計 合 格 を 確実 に する た め の ヨ 大 特集 


\ 読 みき っ た ら 、 国 試合 格 !/ 


必修 問題 総 まとめ 


国家 試験 合格 の た め 、 確 実に 得点 する 必要 が ある 必修 問題 。 
対策 に 活用 で きる 、 過 去 の 必修 問題 か ら 抽 出し た 正文 を まとめ ます 。 
関連 し て 覚え て お きた い 知識 の 解説 つき で 、“ 必 修 固め "を サポ ー ト し ます ! 


TEE みん な が 問 違 えた 


必修 過去 問 、 集 め ま し た ! ww 


プチ ナー ス 公 式 Twitter で 、 毎 週 出題 し て いる 過去 問 の 中 か ら 、 
比較 的 正答 率 の 低かっ た 問題 を まとめ て 出題 し ます ! 


cszomA 和 国 試 直 前 ご ろ 合 わせ 集 


用 語 を まとめ まし た 。 


実習 で 実践 で きる ! 


ka: ・ 循 環 を 整え る 技術 | 
ネブライザー を 用 いた 気道 内 加湿 


事例 で わか る ! 疾患 別 看護 過程 
人 間 を "まる ご と "理解 し よう 所 血 病 


人 ③ し めく 《 交 る) 人 誠 [ 第 7 回 : 入 和 ] 


| 友だち 追加 方 法 編集 後記 
LINE LINE 一 友だち 一 検索 一 プチ ナー ス プー 度 ハ マ っ た ら 同 じ 曲 を 殺 度 も 半 き 続け る 私 で す が 、 今 は back number の 「 氷 平 線 」 を ずっ と 間 
や っ て ます ! ID 検索 か ら は @petit_nurse で 友だち 追加 し て ね ! いて いま す 。YouTube の 再生 回 数 00 回 分 は 私 か な 、 と いう くら いで す 。 こ の ご 時 世 を が ん ば る 
6 失 の 3 が は 人 が ご 読者 の みな さん に も 容 く 曲 か も し れ な い の で 、 お すす めし ます ! (生田 ) 

ほか の 万 法 で 反 だ ち 迄 加 し て くだ さい アノ イズ キャ ン セ リン グイ ヤ フ ォ ン を 買っ た ら 、 い ろ いろ と 快適 に な り まし た 。 自分 が 枕 験 生 の 
頃 は 音楽 を ずつ と 吾 い て いた の で す が 、 単 に 吾 欄 を 試し て も よかっ た の か な と 今さら 思っ て いま 

時 5 す …。 団 民有 生 の みな さん も お 気に入り の 集中 アイ テム を 見 つけ て くだ さい (人 ) 
昌 ブ イッ タニ ッ DSSRGnude ノ 和 性 に お 散 が すい た 日 、 ラ ー メ ン 屋 に 行き た い 気 持ち を 抑え られ な いと き が あり ます 。「 ニ ン ニ 
ドイ ンス タグ ラム ( 過 | @puchinurse クマ シマ シ 」 と コー ル す る 系 の や つ で す 。 翌日 の 会 社 で の ^ 迷 惑 "を 考え 、 な る べく 平日 は が まん し 
て いる の で す が 、 た ま に …。 周 因 の 席 の 人 、 に お い が お 引 麻 し て いた ら ご めん な さい (仙山 ) 
『 フェ イス ブッ ク facebook.com/petitnurse か か と に クリ ー ム を 塗っ た の を 忘れ て 立ち 上 が り 、 自 宅 で うっかり 『 不 点 の 事故 1 位 (総数) 」 を 
と プチ ナー ス Web https7/Wwwipetitmurse shorinsha.cojp 起こ し か け ま し た 。「 折 還 転落 ・ 牙 」、 国 試 に で た ら 私 を 思い 出し て 正答 し て くだ さい (< 位 


以下 も 、 今 号 の どこ か に 書い て あり ます よ !)。( 田 ) 
記事 の 内 容 が 一 玩 変 更に な る こと が あり ます が 、 ご 了承 くだ さい 
54 フチ ナ ー ス Vol30 No.1 January 2021 


勘 ⑳ 務 る で 
ファ イリ ジ ダ 
で きる ! 


看護 師 国家 試験 の 重要 ・ 頻 出 項 目 の 「 こ れ だ け 覚 える 」 内 容 を 、 
国 試 部 の 仲間 と いっ し ょ に 学 ぼ ぽう! 


# テ イナ ー ス 
国 試 放 


【 執 筆 】 

池 西 静江 Office Kyo-Shien ・ 代 表 前 ( 専 ) 京 都 中 央 看 較 保健 大 学校 ・ 吾 校長 大 塚 真弓 看 雇 師 国家 吉 験 対策 ア ドバイ ザー 

バ 月 国立 京都 病 院 則 属 看 護 用 学 近 、 京 都立 保健 娠 門 学校 業 。 起床 ・ 教 育 現場 の 経 表 を 経て 、 二 東京 医科 目 科 大 学 医学 部 保健 術 生 学科 卒業 病棟 、 医 放 務 の 
Shizue lkenish 1995 年 か ら 京都 中 央 看護 専門 学校 ( 現 ( 再 ) 京 都 中 央 邊 記 保 健 大 学校 ) に 入 心 。 基礎 邊 謀 学 を 担 Mayuml Ohtsuka の ち 、 予備校 イベ ント 等 で 国家 試験 対策 講座 を も つ . 


当 。 硫 合 カ リキ ュ ラム 教 育 へ の 課 和 変更 、 さ ら に 4 年 制 の 者 護 学科 設立 に か か わり 、 現 在 は フリ ー 
で 大 護 教育 を 支え る 役割 を 担う . 


今月 の テー マ 


目標 1「 看 護 の 社会 的 側面 お よび 倫理 的 側面 に つい て 基本 的 な 知識 を 問う 。」 
の 8 缶 計 050 「3. 看護 で 活用 する 社会 保障 」「4. 看護 に お ける 倫理 」「5. 看護 に 関わ る 基本 的 法律 」 


人 体 の 構造 と 機能 


語 役 問題 (IS8]| 


そう いや プチ パ > が ダ " し 2 ん の 作 単 ぷ は 
スキ な コ い モ け ど " こと ご と < 失 上 …。 
うな っ て る の ? エン パワ メ > ト 」 2 


oyY| て や か ! 
才 ら の * 


人 ⑤ 
PE お 


r 』 エ ッ パ ワ メ > ビ 
うま < いみ な り 


末 チ で 進 屋 ナ >> 


この コー ナー の 使い か た 


アイ ツ 、 イ よぶ な かな か 1 
.3 


llustration - Keiko 


〇 平成 30 年 版 看護 @ 赤 シー ト で 了 屋 し た り 、 メ 大 計 @ 覚 えた 知識 を 活か 
師 国家 試験 出題 基準 頻出 の も の モ 欄 に 書き 込ん だ り し て 重 隊 し て 、 最 終 ペ ー ジ 
か ら ピ ッ ク アッ プ し | ーーーーーーーーー 要 ポ イン ト を 覚え よう 。 さ 「 今 月 の 確認 テス ト 」 
た 上 に つい て ら に くわ し い 知 蔵 は 、 国 の の 予想 問題 過去 問 
それ ぞ れ の マー ク を | ニーーー ーーー ーー マー ク に ある 『 看 護 学 生 ス で 力 だ めし 
確認 し よう 。 誠 0 還 で わら われ タデ ィ ガ イド 2021』 の 関連 

そう な も の 


ペー ジ へ 』 


会 、 


Katsuyama, Kazuhiro Imasaki 


⑥ ミ シン 目 で 切り 取 
つっ て 毎月 ファ イリ ン 
グ す れ ば 、 自 分 だ け 
の 国 試 対策 ノー ト に ! 
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平成 17(2005) 年 に 改正 介護 保険 法 が 成立 し た 。 

改正 の 重点 は 介護 予防 の 重視 な ど で あ る 。 

口 要 介 護 状態 に な る の を 防ぐ 介護 予防 サー ビス を 中 
心 に 行う 、 地 域 支援 事業 が 創設 され た 。 

口 介護 予防 サー ビス 計画 を 策定 し 、 地 域 支援 事業 を 
効果 的 ・ 包 括 的 に 実施 する た め に 、 地 域 包括 支援 
セン ター が 創設 され た 。 

口 さ ら に 、 平 成 26 (2014) 年 に 改正 され た 介護 保険 

法 で 、 地 域 支援 事業 の 充実 が 図ら れ 、 介 護 予防 ・ 

日 常 生活 支援 総合 事業 ( 図 1) が 開始 し た 。 

地域 支援 事業 は ① 介 護 予防 ・ 日 常 生 活 支援 総合 事 

業 (介護 予防 ・ 生 活 支援 サー ビス 事業 と 一 般 介護 

予防 事業 )、② 包 括 的 支援 事業 (地域 包括 支援 セン 

ター の 運営 、 地 域 ケア 会 議 推進 事業 、 認 知 症 総 合 

支援 事業 、 生 活 支 援 体制 整備 事業 な ど )、 市 町 村 

の 判断 で 行う ③ 任 意 事業 が ある ( 表 1)。 


ぐ 引 用 ・ 参 考 文献 > 

1. 厚生 労働 省 老 健司 編 香 - 介護 保 験 制度 の 改正 に つい て (地域 包括 ケア シス 
テム の 構築 関連 ) 平成 2 年 7 月 
https://www.mhiw.gojp/file/05-Shingikai-1 090 1000-Kenkoukyoku- 
Soumuka/0000052458_ 1.pdf(2020.10.26 ア クセ ス ) 


ロ 


FT emO 


介護 予防 ・ 日 常 生活 支援 総合 事業 


要 支 援 者 介護 予防 ・ 生 活 支 援 サー ビス 事業 対象 者 


* 介護 予防 ケア マネ ジメント を 実施 


介護 予防 ・ 生 活 支援 サー ビス 事業 


ゃ 訪問 型 サ ービス ゃ 通所 型 サ ービス 
* そ の 他 の 生活 支援 サー ビス : 栄養 改善 を 目的 と し た 配 食 、 安 否 確 認 な ど 


きま 
s 介 護 予防 把握 事業 : 閉じ こも りな どの 支援 を 要する 者 を 把握 し 介護 予防 に つなげ る 

* 介護 予防 替 及 紗 発 事業 地域 介護 予防 活動 支援 事業 一 般 介護 予防 事業 評価 事業 
き 地域 リハ ビリ テー ショ ン 活 動 支援 事業 


一 般 高齢 者 な ど 


厚生 労働 促 老 鍵 司 振興 探 : 介護 予防 ・ 日 水生 活 支 援 合 事業 の 時 本 的 な 考え 方 : 11. より 引用 、 一 部 改変 
https://www mhiwgo jp/file/O6-Seisakuiouhou-123000OO-Roukenkyoku/D000192996 pdf 
(2020.10.30 ア クセ ス ) 


包括 的 支援 事業 と 任意 事業 


ゃ 地域 包括 支援 セン ター の 運営 * 介護 給付 等 費用 適正 化 事業 


在宅 医療 ・ 介 護 連携 推進 事業 * 家族 介護 支援 事業 
認知 症 総合 支援 事業 * その 他 の 事業 

ゃ 生活 支援 体制 整備 事業 

ゃ 地域 ケア 会 議 推 進 事業 


エン パワ メン ト ( 表 2) と は 、「 そ の 人 が 目標 を 達成 
する こと が で きる よう に 、 そ の 人 の 能力 を 育成 、 

発展 、 強 化す る た め に 、 機 会 や 資源 を 提供 する こ 
と 」 を いう 。 

ロエン パワ メン ト で 大 切な の は 「 対 象 者 (患者 ・ 療 養 


者 ・ 家 族 ) 主 体 で ある こと 」、「 対 象 者 と 支援 者 ( 看 
護 職 等 ) の 両者 で 行動 変容 に 必要 な 事柄 を 共有 す 
る こと 」、「 支 援 者 は 対象 者 の 目標 菩 成 に 向け て の 
環境 調整 を 行う こと 」 で ある 。 

関連 する 用 語 は アド ボカ シー や 、 規 則 ・ 指 示 に 従 
うと いう 意味 の コン プラ イア ンス な ど で あ る 。 
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エン パワ メン ト の 8 つの 原則 


当事者 が 目標 を 選択 する 

@ 当 事 者 が 主導 権 と 決定 権 を も つ 

@ 当 事 者 が 問題 点 と 解決 策 を 考え る 

@ 当 事 者 が 失敗 や 成功 を 分 析 し 、 新 た な 学び と 、 よ り 力 を つけ る 機会 と する 

人 @ 行 動 変容 の た め に 内 的 な 強化 因子 を 当事者 と サポ ボー ター の 両者 で 発見 し 、 そ れ を 増強 
する 

@ 問 題 解決 の 過程 に 当事者 の 参加 を 促し 、 個 人 の 責任 を 高め る 

@ 問 題 解決 の 過程 を 支え る ネッ トワ ー ク と 資源 を 充実 させ る 

当事者 の より よい 状態 (目標 達成 や ウェ ルビ ー イ ング *[wellbeing] な ど ) に 対す る 意欲 を 
高め る 


き 安 宮 ( あ ん ね い )。 幸 福島 康 。 
安 梅 二 江 - エン パワ メ ント の ケア 科学 一 当事者 主体 チー ム ワ ー ク - ケア の 技法 一 G004. より 引用 、 一 部 改変 


記 | 2 重 間 出 商 基 卒 に は 自律 坦 重 、 番 行 、 公 正 ・ 正 義 、 証 天空 避 、 無 危 香 の 5 つ が 池 が っ て いる が 、 
ここ で は 自律 末 硬 を 取り 上 げ る 。 


ロト ム ・ ビ ピーチ ャ ム と ジェ イム ズ ・ チ ルド レス が 示 
し た 生命 倫理 の 四 原則 は 、 自 律 尊重 、 無 危害 、 療 
行 、 公 正 で ある ( 表 3) 。 

自律 と は 、 自 分 の 意思 で 決定 する こと が で きる 人 

が 、 選 択 する 自由 の も と 、 自 分 で 決め て 行動 する 

と と を いう 。 

口 医 療 現場 で は 、 医 療 者 が 必要 な 情報 を 提供 し 、 対 
象 が 納得 し て 、 自 律 的 に 決定 する こと が で きる よ 
うに 支援 する こと (自己 決定 支援 ) が 大 切 で ある 。 
自己 決定 支援 に は イン フォ ー ム ド ・ コ ン セ ント な 
ど が 該当 する 。 

口 最近 は と くに ACP* の 重要 性 が 問わ れ て いる 。 
ACP は 将来 の 治療 や ケア に つい て 、 本 人 及び 家族 
と 医療 従事 者 が 事前 に 話し 合い 、 自 己 決定 を 支援 
し つつ 、 人 生 の 最終 段階 に お ける 医療 や ケア の 方 
針 を 決定 する プロ セス を いう 。 


* 【ACP】advance care planning : アド バン スー ケア ・ プ ラン ニン グ ( 人 生 会 議 ) 


ロナ ー ス セン ター は 「 看 護 師 等 の 人 材 確保 の 促進 に 
関す る 法律 」 に 規定 され る 。 

曲 都 道府県 知事 は 都 道 府 県 ナ ー ス セン ター を 1 か 所 
指定 する こと が で きる 。 

日 都 道 府 県 ナ ー ス セン ター は 看護 師 等 の 就業 の 促進 
を 図る た め に 、 無 料 職業 紹介 、 就 業 相談 、 研 修 、 
訪問 看護 師 養成 講習 会 な どの 活動 を 行う 。 

口 厚生 労働 大 違 は 、 中 央 ナー ス セ ンタ ー を 1 か 所 指 
定 す る こと で きる 。 

口中 央 ナー ス セ ンタ ー は 日 本 看護 協会 が 厚生 労働 大 
臣 の 指定 を 受け て 運営 する 。 

口中 央 ナー ス セ ンタ ー は 名 都 道 府 県 ナ ー ス セン ター 
の 円 滑 な 運営 支援 や 、 ナ ー ス セン ター 事業 に 関す 
る 広報 活動 、 看 護 職員 の 就業 動向 等 に 関す る 調査 
な ど を 行う 。 

平成 27(2015) 年 10 月 より 、 看 護 師 等 の 免許 を も 
ちな が ら 、 離 職 等 で その 仕事 に つい て いな い 人 は 
都 道 府 県 ナ ー ス セン ター に 届け 出る こと が 努力 義 
務 化 さ れ 、 復 職 支援 体制 が 強化 され た ( 図 2) 。 


殺 # プ イナ ー ス 


国 試 親 


ー 
回 | 


生命 倫理 の 四 原 則 


自律 募 重 正しい 情報 を 提供 し 、 対 象 が 自分 の | 説明 下 任 、 イ ン フ ォ ー ム ド ・ コ ン セ 
行動 を 決定 する 自由 を 承認 する こと ント 、ACP な ど 


無 危 書 | 対象 に 対し て 害 を 選 け 、 リ スク を | 業 物 投与 時 の 6R(① 正 し い 天 者 、③ 正 し い 
埋 減 する こと 藤 剤 、③ 正 し い 容 量 、④ 正 し い 時 間 、⑤ 正 
し い 方 法 、@ 正 し い 目 的 ) を 守る こと な ど 


善行 対象 の 利益 の た め に 最善 を 尽く す | 医療 安全 や 退院 調整 の 場面 で 、 悪 者 の 
て と 利益 を ます 考え て 行動 する こと な ど 

公正 対象 に 平等 ・ 公平 に 接する こと 。 

(正義 ) | 資源 の 公平 な 分 配 も 含ま れる 


トリ アー ジ な ど 


出題 基準 に 挙がっ て いる 「 倫 理 原則 」 で は 、 
これ に 誠実 ・ 宅 誠 ( 真 実 を 告げ うそ を 言わ な い 
こと 、 専 門 較 と し て 対象 と の 信頼 関係 を 築く う 
え で 守る べき 義務 ) が 加わ る よ ! 


ナー ス セ ンタ ー に よる 看護 職員 の 復職 支援 
都 道 府 県 ナ ー ス 


届出 情報 に 基づき 、 著 職 後 も 一 定 の つなが り を 確保 し 、 本 人 の 意向 や ライ フサ イ 
クル 等 を 踏ま えて 、 積 極 的 に アプ ロー チ し て 支援 

【 支 援 の 例 】 

* 復 民 意向 の 定期 的 な 確認 医療 機関 の 求人 情報 の 提供 
* 復職 体験 談 等 の メー ル マ ガ ジン 復 肛 研 修 の 開催 案内 
* 「 看 護 の 日 」 等 の イベ ント 情報 

\* その 他 復 職 に 向け て の 情報 提供 


移 | 本 孤 - 時 間 


者 道府県 看護 協会 が 医師 会 、 ハロ ー ワ ー ク や 医療 勤務 より 身近 な 地域 で の 復職 
病院 団体 等 と ナー ス セ ンタ 環境 改善 支援 セン ター 等 支援 体制 を 強化 (支所 等 
ー の 事業 運営 に つい て 境 議 と 密接 に 連携 の 整備 ) 


届出 ニー ズ に 応じ た 復職 支援 
難 職 中 の 看護 師 守 


子育て 中 

求 薩 中 

き 免許 取得 後 、 
直ちに 就業 し 


届出 デー タベース 
「 と どけ る ん 」 


難 工 時 の 届出 * 代 行司 出 も 本 


医療 機関 等 に 勤務 する 看護 師 等 


摩 生 労働 舎 : 看 洒 師 等 免 保持 者 の 編 出 制 度 より 引用 、 一 部 改変 
https-/ ハ www mhiw gip/sf/seisakunitsuite/bumya/D0D0Og548B.html(2D20.10 29 ア クセ ス ) 
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WHAT IS 
AVAXHUME? 


the biggest Internet portal, 
providing you various content: 
男 較 brand new books, trending movies, 
fresh magazines, hot games, 
recent software, latest music releases. 


Unlimited satsfacton one low price 
Cheap constant access to piping hot media 
Protect your downloadings from Big brother 

Safer, than torrent-trackers 


18 years of seamless operation and our users'satsfacton 


All languages 
Brand new content 
One site 


AvaxHome - Your End Place 


We have everything for all of your needs. Just open https://avxlive.icu 


化学 反応 に お いて 反応 速度 を 高め る 作用 を も つ 物 
質 を 般 也 と いう 。 酵素 は タン パク 質 か ら な る 生体 
触媒 で ある 。 
酵素 は 、1 つ の 酵素 が 決ま っ た 基質 (酵素 に よっ 
て 触媒 作用 を 受け る 物質 ) に し か 作用 し な い 基 質 
特 虹 性 *'( 図 1)、 最 大 の 活性 を 示す 至 適 (最適) 温 
度 ・ 至 適 (最適)pH を も つ 。 
酵素 に よっ て は 補 本 素 ( 図 2、 そ れ 自 体 は 酵素 で 
は な い が 酵 素 反 応 に 必須 な 分 子 、 ビ タ ミ ン を 成分 
に も つも の が 多い ) や 特定 の 金属 イオ ン な ど が な 
いと 活性 が 生じ な い 酵 素 ( 補 因子 ) が ある 。 
酵素 を 角 媒 反応 別に 分 類する と 酸化 選 元 酸素 、 転 
移 酵素 、 結 合 酵 素 (リガ ー ゼ )、 加 水分 解 枯 素 “" な 
ど が ある 。 国 試 に 必要 な 酵素 の 種類 の 知識 を 表 1 
に まとめ た 。 
組織 が 傷害 を 受け て 壊れ る と 酵素 が 血液 中 に 出 て 
いく 。 これ を 記 脱 酵素 と いい 、 肝 炎 ・ 必 筋 梗塞 ・ 騰 
炎 ・ 骨 疾 串 な ど で 血 液 中 の 活性 が 上 昇 する ( 表 2)。 
酵素 の 異常 は 疾患 の 原因 と な る 。 フ ェ ニ ルケ トン 
尿 症 は フェ ニル アラ ニン を 分 解す る 過程 に 必要 な 
酵素 が 欠損 し て いる こと に よっ て 起こ る 。 
酵素 の は た らき の 例 と し て 、DNA ポ リ メ ラ ー ゼ や 
DNA リ ガー ゼ は 細胞 分 裂 時 の DNA の 複製 に は た ら 
く 。 私 た ち は こ うい っ た 酵素 な し で は 生存 で き 
ず 、 子孫 も 残せ な い 。 
座 ] 特 凌 性 と は 解 一 生理 学 で 、 抗 体 が 特定 の 抗原 と だ け 反 応 す る 性 賃 、 も し く 
は 諦 朱 が 特定 の 基 賃 と 結合 する こと に よっ て の み 反 応 す る 性 質 の こと を いう 。 


人 きら 加 氷 分 解 と は 、 化 合 物 が 水 と 反応 する こと に よっ て 起こ る 分 無 反 広 の こ 
と 。 三 大 栄養 系 の 消化 は 加水 分 解 に よっ て 行わ れる 。 


Fe 人 TO 
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酵素 の 基質 特異 性 
* 筆 と 鍵穴 の 関係 と 同様 に びっ た り 合 わな けれ ば 反応 で き な い 。 


(S+3x( 9+( や + 


池 西 朋 江 . 石 来 信子 編 : 看護 学生 スタ ディ ガイ ド 8021. 記 村 社 系 京 、G020 : 22. より 引用 、 一 部 改変 


補 酵 素 の は た らき 
s 酵素 に は 、 補 酵素 が は た らく こと で 反応 で きる も の も ある 


PP 
( 全 rs っ (作っ (や +9 計 デ 
8021. 昭 林 社 、 東 京 


g080 : 3. より 引用 、 


明示 5 袖 量 才 ーー 


代表 的 な 酵素 の 分 類 


酸化 選 元 酸素 * アル コー ル 脱 水素 本 素 乳酸 脱水 素 酵素 (LDH") な ど 
転移 酵素 *RNA ボ ポリ メラ ー ゼ *DNA ポ リ メ ラ ー ゼ 
(トラ ンス フェ ラー ゼ ) | * アミ ノ 世 転移 酵素 (ALT*・AST") な ど 

加水 分 解 末 素 ゃ リバー ゼ eq アミラーゼ ゅ トリ ブシ ン * ヌ クレア ー ゼ な ど 


* 【LDH】iactate dehydrogenase *【ALTalanine transaminase - アラ ニン アミ ノ ト ラン ス フ ェ ラ ー ゼ 
* IASTaspartate ransaminase : アス バラ ギン 立 ア ミノ トラ ンス フェ ラー ゼ 


代表 的 な 生化 学 検査 の 酵素 の 基準 値 


AST 10 一 40U/L ゃ 心筋 梗塞 急性 肝炎 
* 押 肉 疾患 * 慢 性 肝炎 な ど 
ALT 5 45U/L * 急 性 肝炎 * 胆 石 症 発作 な ど 
乳 藤 説 水素 酵素 120~245U/L LDH 1 ・ 2 = 悪性 貧血 、 急 性 心筋 梗塞 、 


(LDH) LDH 1 : 20-3596 | 溶血 性 貧血 な ど 
LDH 2 : 30 ご 4096 | LDH2・3= 白 血 病 、 悪 性 腫 癌 な ど 
LDH 3 : 20-3096 | LDH5 っ 急性 肝炎 、 原 発 性 肝 が ん 、 肝 硬 
LDH4 : 5 一 1596 変 な ど 
LDH5 : 2 一 1596 


池 西 革 江 . 石 末 人 子 編 : 午 寺 学生 スタ ディ ガイ ド ら 01. 昭 村 社 . 東京 . GO20 : 1315. より 引用 、 一 部 改変 


細胞 内 情報 伝達 =。 


口 受容 体 は ホル モン 、 神 経 伝達 物質 、 薬 剤 の 成分 な 
ど を 結合 する タン パク 質 で あり 、 特 定 の 物質 が 特 
定 の 受容 体 に 結合 する こと に よっ て 細胞 内 に 情報 
が 伝え られ る 。 受容 体 に は 表 3 の よう な 種類 が ある 。 

口 ま た 、 ホ ル モ ン 受容 体 は 細胞 内 に ある タイ プ と 細 
胞 膜 に ある タイ プ が ある ( 表 4)。 

ロ 水 溶性 ホル モン の 受容 体 は 細胞 膜 に 存在 し 、 腹 深 
性 の ホル モン は 細胞 膜 を 通過 し や すい た め 受 容体 
が 細胞 内 (細胞 質 や 核 内 ) に 存在 する 。「 細 胞 膜 に 
受容 体 が ある の は どれ か 」 と いう 設問 で は 、 ま ず 
ホル モン を 水溶 性 と 脂 溶性 に 分 け て みる と ヒン ト 
に な る 。 


食 細胞 と サイ トカ イン 


G タ ン パ ク な ど を 介し て イオ ンチ ャ ネル の 開閉 や 酵素 活性 の 変化 
な ど を 引き 起こ す 。 神経 伝達 物 貸 や 多く の ペプチド ホル モン の 受 
容体 は この タイ プ で ある 


特定 の 刺激 で 受容 体 の 構造 が 変化 し て 、 特 定 の イオ ン が 通り 抜け 
られ る よう に な る 


細胞 痕 に 存在 する タン バク 買 で 、 刺 到 に 応じ て 開 暑 し て 、 イ オン が 遂 過 する 小 孔 を つく る 。 


ホル モン の 受容 体 
ステ ロイ ド ホ ル モ ン (性 ホル モン 、 和 糖 質 ・ 鉱 質 コ ル チ コ イド な ど )、 
甲状腺 ホル モン 


⑩G タ ン パ バク 質 結 合 弄 受 容体 の タイ ブ ( 甲 状 腺 刺 激 ホ ル モ ン 、 ア ド 
レナ リン 、 抗 利尿 ホル モン 、 オ キシ トシ ン 、 グ ルカ ゴン な ど ) 
@ 受 容体 が 特定 の 酵素 の 活性 を も つ タ イプ (イン スリ ン な ど ) 


ロ 食 細胞 は 、 体 内 に 侵入 し た 細菌 や ウイ ルス 等 の 異 
物 や 自己 の 老廃 物 を 細胞 内 に 取り 込ん で 消化 する 
た め 「 食 」 と 表現 され る 全 食 能 ( 食 作用 ) を も つ 。 

信 食 能 ( 食 作用 ) を も つ 細 胞 は 白血球 ( 好 中 球 )、 樹 
状 細胞 、 マ クロ ファ ー ジ ( 単 球 )、 肥 満 細 胞 な ど で 
ある 。 

口 食 細胞 が 異物 を 認識 する 方 法 に は 、 異 物 と 結合 し 
た 補 体 や 抗体 の 受容 体 を 介する 方 法 と 、 異 物 表面 
の 荷電 の 違い を 認識 する 方 法 が ある 。 

免疫 系 や 造血 系 の シス テム で 細胞 間 の 情報 伝達 を 
行う 物質 を 総称 し て サイ トカ イン と いう 。 機能 に 
つい て は 表 5 に まとめ る 。 

ロサ イト カイ ン が 細胞 に 何ら か の 作用 を 果たす に は 
受け 取る 細胞 に サイ トカ イン 受容 体 が あり 、 そ の 
情報 が 細胞 に 伝わり 遺伝 子 発現 が 行わ れる 必要 が 
ある 。 

感染 症 や 薬剤 ( 抗 が ん 剤 等 ) に より 、 炎 症 性 サイ ト 
カイ ン の 異常 な 上 昇 が 起こ り 、 好 中 球 の 活性 化 ・ 
血液 肖 因 機能 の 進 ・ 血 管 拡張 を な どか ら の ショ ッ 
ク ・ 拉 種 性 血管 内 凝固 症候 群 (DIC*) ・ 多 諾 器 不 
全 に 進行 する も の を サイ トカ イン スト ー ム (サイ 
トカ イン 放出 症候 群 ) と いう 。 最 近 で は 新型 コロ 
ナウ イル ス 感染 症 (COVID-19*) の 病態 と し て も 話 
題 に た っ て いる 。 


* 【DIC】disseminated intravascular Coagulation 
* [COVID-19】coronavirus disease 201 ヨ 


サイ トカ イン の 機能 


炎症 性 サイ トカ イン と し て の 機能 ( 秋 症 反 応 、T 細 胞 や B 細 胞 に は た らき か ける な ど ) 
@ リ ン バ 球 の 分 化 ・ 増 殖 を 促進 

人 @ 造 血 細胞 の 分 化 ・ 増 殖 を 促進 

@ 細 胞 の 走 化 * 因 子 ( 単 球 ・ マ クロ ファ ー ジ が 産生 する ケモ カイ ン ) 


多 食 大 絶 が 対象 に 向かっ て 血管 外 に 出 て いく こと 。 


吉田 真一 矯 者 代表 - 系 続 香 護 学 負 座 専門 基礎 6 疾病 の な り た ちと 回 復 の 促進 3] 彼 生 物 学 第 10 版 医学 書 
恨 . 東京 . 2005 : 113. を 参考 に 作成 


体内 に 侵入 中 純 贅 や ウィ ルス 
| な どの 異 H を 上 メリ 込ん で 消 和 
する 4 用 s 

X 随 了 用 直ぐ 7 よい 

' 省 倉 。 に は 「 友 さぼ り 
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三 大 栄養 素 の 消 


ロ 三 大 栄養 素 と は 繝 質 、 タ ン パ ク 質 、 脂 人 質 の こと で 
ある ( 表 6) 。 

食物 を 吸収 可能 な 物質 (栄養 素 ) に まで 分 解す る 過 
程 を 消化 と いう 。 

歯 に よっ て 中 喘 さ れ て 細か く な っ た 食物 は 消化 液 
に 含ま れる 消化 酵素 に よっ て 化学 的 に 消化 され 
る 。 消 化 酸素 と 作用 は 表 7 の よう に な る 。 

口 糖 質 で ある デン プン (多糖 類 ) は 、 踊 に 含ま れる 
消化 酵素 アミ ラー ゼ ( プ チア リン ) に より 大 芽 編 
(一緒 類 ) に な る 。 麦芽 村 ( 二 糖類 ) は 最終 的 に 有 液 
の マル ター ゼ に より 、 ブ ドウ 編 ( 単 糖類 ) まで 消化 
され る 。 

タン パク 質 は 胃液 に 含ま れる 消化 酵素 ペプシ ン で 
ポリ ペプチド に 分 解 され 、 最 終 的 に は 小腸 粘膜 上 
皮 の 骨子 線 に 存在 する ペ プ チ タ ー ゼ に より アミ ノ 
酸 に 消化 され る 。 

口 脂質 は 用 液 の 礎 リ パー ゼ で 脂肪 酸 と グリ セリ ン に 
分 解 され る 。 

ほとん どの 栄養 素 は 小腸 で 吸収 され る 。 胃 で は 少 
量 の 水分 と アル コー ル が 、 大 腸 で は 水分 ・ 電 解 質 
・ 一 部 の ミネ ラル が 吸収 され る の み で ある 。 


< 過去 問 の 例 > 


第 102 回 午後 82 
小腸 か ら そ の まま 吸収 され る の は どれ か 。2 つ 選 


べ 。 

1. グル コー ス 

2. スク ロー ス 

3. マル トー ス 

4. ラク トー ス 

5. フル クト ー ス 

解答 1、5 

解説 難し く 感じ る が 、 単 糖類 が 小腸 か ら 吸 収 され 
る 。 単 糖類 は 1 の グル コー ス と 5 の フル クト ー ス で 
ある 。 こ の 2 つ 以 外 は 二 繕 類 で 、 消 化 酵素 に よっ て 
単 糖 類 まで 分 解 さ れ て か ら 吸 収 さ れる 。 
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稿 質 * 単 糖 天 ( グ ルコ ー ス 、 フ ブル クト  * 多 く は エネ ルギー と し て 焼 
(4kcal/g) ー ス 、 ガ ラク トー ス な ど ) され る 
* 二 生類 (麦芽糖 、 シ ョ 稿 、 乳 糖 一 部 は 身体 を 構成 する ・ 貯 蔵 
な ど ) され る 
* 多 糖類 (グリ コー ゲン 、 デ ンプ | * 一 部 は アミ ノ 酸 ・ 脂質 の 生成 
ン な ど ) の 成分 と な る 
タン パク 質 s 必須 アミ ノ 酸 (イソ ロイ シン 、 多く は 身体 を 構成 する 成分 と 
(4kcal/g) ロイ シン 、 リ ジン 、 メ チオ ニン 、 な る 


フェ ニル ア 、 ト レオ ニ | 機能 性 ペプチド と な る な ど 、 
ン [ ス レオ ニン ])、 ト リプ ト フ ホル モン の 成分 と な る 
ァ ン 、 バ リン 、 ヒ スチ ジン ) 


脂質 * 単純 脂肪 (中 性 謀 肪 な ど ) * 多く は 貯蔵 脂肪 と し て 存在 し 
(9kcal/o) * 複合 脂肪 (リン 脂質 、 リ ポタ ン 必要 時 に 如 焼 され る 
パク な ど ) ゃ 身体 を 構成 する 成分 と な る 
\* 代謝 産物 が ホル モン 様 の 作用 
を も つ 


カッ コ 内 は 栄養 素 1g あ た り の エネ ルギー 拘 算 の 係数 (アト ウォ ー タ ー 係 数 ) で ある 。 


3 消化 酵素 と 作用 
唱 液 1-15 6 て 7 アミ ラー ゼ デン プン 妻 芽生 ( マ ルト 
中 性 (プチ アリ ン ) ー ス ) 
田 液 | 1ー2 1^2 ペプシ ン タン パク ポリ ペプチド 
酸性 
長 液 | 05^20 約 85 トリ プシ ン タン パク アミ ノ 酸 
(平均 1.5) | アル カリ 性 | 騰 ア ミラ ー ゼ | デン プン 麦芽 配 ( マル ト 
ー ス ) 
腫 リ バー ゼ 脂質 脂肪 酸 、 グ リセ 
リン 
肌 液 | 15…3 約 83 マル ター ゼ 麦芽 ( マル ブドウ 稿 オブ ド 
アル カリ 性 トー ス ) ウ 糖 
スク ラー ゼ ショ 糖 ブドウ 糖 十 果 糖 
ラク ター ゼ 乳糖 プ ブドウ糖 + ガ ラ 
クト ー ス 


ベ プ チタ ー ゼ | ポリ ベ プ ブチ ド | アミ ノ 醸 


人 分 泌 量 (L/ 日 )・pH ば 朋 渡 に つい て の 内 容 で ある が 、 マ ルター ゼ ・ ス クラ ー ゼ ・ ラ クタ ー ゼ ・ ペ ブチ ター ゼ は 小 
の 施 誠 毛 ( 層 子 細 ) に 存在 し て お り 、 慌 液 に は 分 記さ れ な い 。 
池 西 静江 . 石 末 信子 編 : 看護 学 生 スタ ディ ガイ ド ら 021. 照 本 社 . 東京 、G020 : 527. より 引用 、 一 了 改 変 


上 の 表 は 国 試 で 頻出 よ 。 
例え ば 第 109 回 午後 13( 必 除 問題 ) で は 

「 胎 肪 分 解 酵素 は どれ か 。」( 正 答 : リバ ー ゼ )、 
第 108 回 午後 75 で は 「 胃 底 朋 の 主 細胞 の 

分 物 に 由来 する タン バク 分 解 酵素 は どれ か 。」 
(正答 : ペプシ ン ) と いう 出 稀 が あっ た わ よ 


4 ブナ ー ス 
2 国 誠 評 


レニ ン - ア ンジ オ テ ン シ ン - ア ルド ステ ロン 系 還 痛 較 男 請 間 | 


口 肝臓 で 産生 され た アン ジオ テン シノ ー ゲ ン が 、 腎 

騰 か ら の レニ ン (酵素 の 一 種 ) に よっ て 分 解 され て 

アン ジオ テン シン ! と な る ( 図 3)。 

お も に 肺 の 血管 内 皮 細 胞 で 産生 され る アン ジオ テ 

ン シ ン 変換 酵素 (ACE*) に よっ て 、 ア ンジ オ テ ン 

シン 1 は 活性 型 の アン ジオ テン シン HI に 変わ る 

(全身 の 自 管内 皮 細 胞 が ACE を 産生 で きる 機能 を 

も つ )。 

アン ジオ テン シン I は 全身 の 細 動 脈 を 収縮 させ 、 

副腎 皮質 に 作用 し て アル ドス テロ ン * を は じ め と 

する 電解 質 コ ル チ コ イド の 分 泌 を 促進 する 。 こ れ 

ら に よっ て 血圧 が 上 昇 す る た め 、 レ ニン - ア ンジ 

オ テ ン シ ン - ア ルド ステ ロン 系 は 昇圧 系 の シス テ 

ム と いわ れる 。 

ロレ ニン の 分 泌 は 御 環 血 将 量 の 減少 、 低 ナトリウム 
血 症 、 交 感 神経 の 興奮 な ど に よる 系 球体 付近 の 輸 
入 細 動脈 の 圧 の 低下 な ど に よっ て 促進 され る 。 

ロレ ニン - ア ンジ オ テ ン シ ン - ア ルド ステ ロン 系 に 関 
連 し て 重要 な の は 薬 で ある 。 高 血圧 の 治療 薬 に ア 
ンジ オ テ ン シ ン 変 換 酸素 阻害 薬 (ACE 阻害 業 ) や ア 
ンジ オ テ ン シ ン I 受 容体 抗 業 が ある 。 


*【ACE】angiotensin converting enzymg 
二手 に お ける ナトリウム と 水 の 再 吸収 を 促進 させ て 補 環 血 流 芋 を 増加 させ る 。 


レニ ン - ア ンジ オ テ ン シ ン - ア ルド ステ ロン 系 
循環 血 禁 量 の 減少 低 ナ トリ ウム 血 症 交 感 神経 制 泊 


腎臓 ( 傍 糸 球体 装置 ) 


アン ジオ テン シン 


アル ドス テロ ン の 分 泌 促進 


Na の 貯留 


血管 収縮 促進 


池 西 朋 江 . 石 束 佳子 編 : 看護 学生 スタ ディ ガイ ド 2021. 疾 林 社 . 東京 . GO20 : 723. より 引用 、 一 部 改変 


許 肌 は 麻 液 を 十二指腸 に 送る 外 分 泌 部 と ホル モン 
を 血 中 に 出す 内 分 泌 部 が ある 。 

記 臓 の 内 分 沼部 は 島 状 に 分 布 す る た め 放 島 (ラン 
ゲル ハン ス 島 ) と よ ば れ 、A( ) 細胞 、B(8) 組 
胞 、D(⑧) 細胞 に 区 別 され る ( 図 4)。 

麻 騰 を 許 狂 部 ・ 角 体 部 ・ 用 尾部 に 分 ける と 、 譜 島 
は 全体 に 存在 する が 騰 尾 部 に 多い (た だ し 細胞 
は 騰 体 部 付近 に 多い ) 。 

口 騰 島 の 細胞 と 分 泌 す る ホル モン は 表 8 の 通り で ある 。 
用 島 に 発 生 する 腫瘍 に は 、 イ ンス リン を 多量 に 分 泌 
する タイ ブ と まっ た く 分 泌 し を な い タ イブ が ある 。 


rm TO 


騰 島 (ラン ゲル ハン ス 島 ) の 構造 


A(g) 細 胞 
騰 島 (ラン ゲル ハン ス 島 ) 
B(Z) 細 胞 


D(6) 細 胞 


肛 島 の 細胞 と 分 泌 す る ホル モン 


グル カゴ ン を 分 泌 ( 誠 島 が 血糖 値 低下 を 感知 し て 分 泌 さ れ 、 血 類 値 を 上 昇 
させ る ) 


イン スリ ン を 分 泌 (用 島 が 血糖 値 上 昇 を 感知 し て 分 泌 さ れ 、 血 稿 値 を 低下 
させ る ) 

ソマトスタチン を 分 泌 ( 腫 島 か ら の イン スリ ン や グル カゴ ン 分 泌 抑制 、 消 
化 管 か な ら の ガス トリ ン 分 泌 抑 制 、 成 長 ホル モン 分 泌 抑制 だ どの 作用 を も つ ) 
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問題 1 9 EEHD | Fi ロロ 3 上 


介護 保険 法 に 基づく 地域 支援 事業 は どれ か 。 
1. 要 介 護 認定 


2. 介護 支援 専門 員 の 実務 研修 
3. 介護 老人 保健 施設 の 運営 
4. 地域 包括 支援 セン ター の 運営 


GE * 


確認 し よう ! 間 違 えた 問題 は 
前 の ペー ジ に 戻っ て お さら い を 


問題 6 1 1 回 上 2 回 目 3 回 目 
標的 細胞 の 細胞 膜 に 受容 体 が ある の は どれ か 。 
1. 男性 ホル モン 
2. 甲状腺 ホル モン 
3. 糖 質 コ ル チ コ イド 
4. 甲状腺 刺激 ホル モン 


問題 7 細 間 IEEES 計 HB 2 日 3 上 上 


| 回 1 回 目 申 2 回 目 3 回目 | 


「 対 象 の 目標 達成 に お け て 、 そ の 能力 を 育成 、 発 展 、 強 化す 


る た め に 、 機会 や 資源 を 提供 する こと 」 を 表す 用 語 は どれ か 。 


1. コン プラ イア ンス 
. アド ボカ シー 
エン パワ メン ト 
パー トナ ー シ ッ プ 


よら の い 


問題 3 9 | 四 1 加 上 2 加 上 3 回 


自 委 尊 重 の 原則 に 基づく の は どれ か 。 
1. イン フォ ー ム ド ・ コ ン セ ント 
トリ アー ジ 

. 与 薬 の 6R 

医療 安全 


よ ふ の い 


問題 4 9 | 由 1 加 上 2 加 上 3 回 上 


條 食 能 を 有する 細胞 は どれ か 。 
1. 好 酸 球 

2. B リ ン パ 球 

線維 芽 細胞 

血管 内 皮 細 胞 

マク ロフ ァ ー ジ 


ウ の ょ の 


Li そ 計 


問題 8 1 1 回 目 2 回 B 3 


栄養 素 と 消化 酵素 の 組合 せ で 正しい の は どれ か 。 
1. 炭水化物 一 一 リパーゼ 

2. 蛋白 質 一 一 ー ト リプ シン 

3. 脂 肪 一 一 マル ター ゼ 

4. ビタ ミン ーー アミ ノ ペ プチ ダー ゼ 


問題 9 : 円 1 回 目 円 2 回 目 3 回 


都 道 府 県 ナ ー ス セン ター の 活動 は どれ か 。 
1. 看護 職員 の 復職 支援 

2. 業務 従事 者 届出 の 受理 

3. 看護 師 籍 へ の 登録 

4. 特定 行為 研修 の 実施 


問題 5 | 四 1 加 上 2 回 


アン ジオ テン シン I の 作用 は どれ か 。 
1. 細 動 脈 を 収縮 させ る 。 

2. 毛細 血管 を 拡張 させ る 。 

3. レニ ン 分 泌 を 促進 する 。 

4. アル ドス テロ ン 分 泌 を 抑制 する 。 


問題 10 齋 補 3 : BE 


リパーゼ が 該当 する の は どれ か 。 
1. 転移 酵素 

結合 酵素 

- 酸化 還元 酵素 

. 加水 分 解 酵素 
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た の 


騰 臓 か ら 分 泌 さ れる の は どれ か が 。 
1. ガス トリ ン 

2. カル シト ニン 

3. アル ドス テロ ン 

4. ソマトスタチン 


、 
いい ヽ 


NN いい 


ざい 


NN 


NN へ ヽ へい 
ヾ ぐ NN 


bb 
で NNN で NN へ NN べべ びび 


ww バ 
へ 


NN へ 


NNNN 


ww 


NN 


NN 


NN 


NNN 


い NN 


NN へ 


NN 


ト 、 


*【NPH】normal pressure hydrocephalus 


む 玉 | 〇 B さ ん の 動脈 血液 ガス 分 析 結 果 、 動 脈 血 
二酸化 炭素 分 圧 PaCO。〉35Torr、 動 脈 血 酸素 分 圧 く Pa0。〉 
55Torr で ある こと か ら 1 型 呼吸 不全 で ある と 考え られ る 。 
2. ※ B さ ん の 動脈 血 二酸化 炭素 分 圧 は 40Torr 以 下 で 
ある た め 、T 型 呼吸 不全 で は な い 。 

3. 4. X B さ ん の pH 7.37 と 正常 で や る た め 、 呼 吸 性 
アシ ドー シス ・ 呼 吸 性 アル カロ ー シ ス で は な い 。 


ET 
し 衣 | 

@@ 弄 1 〇 トイ レ に 行く 回 数 が 減っ た こと は 尿 量 減 
少 を 意味 し て お り 左 心不全 の 特徴 的 な 症状 で ある 。 

2. X 両 下肢 の 浮腫 は 右 心不全 の 特徴 的 な 症状 で ある 。 
3. X 頸 静 脈 悪 張 は 右 心不全 の 特徴 的 な 症状 で ある 。 
4. X 肝 腫 大 は 右 心不全 の 特徴 的 な 症状 で ある 。 


ドニー ニニ ーーー ニー 一 一 まき 3 ニーー ニ ーーーーーー ニ 2 
CE 3 

皿 玉 1. X 再 出 血 の リ スク は 発症 後 24 時 間 以 内 が 
ピー ク で ある が 、 設問 は 術 後 5 日 目 で ある 。 ま た 、B さ ん 
は 出血 に 伴う 急性 頭蓋 内 圧 進 症状 (頭痛 ・ 貴 吐 ・ 収 縮 
期 血 圧 の 上 昇 ・ 徐 脈 ) は みか ら れ て いな いた め 、 考 え に く い 。 
2. X 正常 圧 水頭 症 (NPH*) と は 、 髄 液 圧 は 正常 を まま 
ま 脳 脊髄 液 腔 が 拡大 し て いる 状態 で 、 く も 膜 下 出血 発症 
後 の 数 週間 -~ 数 か 月 後 の 慢 性 期 に 歩行 障害 ・ 認 知 症 ・ 尿 


間違え た と ころ は 


ここ ここ こい こぶ 


特集 に 戻っ て 復 宮 し よう ! 


類 出 8 場面 で の 


強く な る 1 oeETT 


失禁 を 主 症状 と し て 出現 する た め 、 考 え に く い 。 

3. 〇 再 出血 や 水頭 症 は 考え に くく 、 見 当 識 障害 や 片 
麻痺 な どの 神経 症状 が 出現 し て いる こと か ら 、 脳 血管 渦 
縮 の 可能 性 が 考え られ る 。 

4. X 何ら か の 原因 で 脳 浮腫 を きた し 頭蓋 内 圧 広 進 が 
進行 する こと で 、 脳 が 頭 攻 腔 の 隙間 か ら 押し 出さ れ 、 本 
来 の 位置 より 脳 が は み 出 た 状態 を 脳 ヘ ルニア と いう 。 慢 
性 頭 勘 内 圧 進 (頭痛 ・ 忠 吐 ・ う っ 血 乳 頭 ) や 急性 頭 状 内 
圧 広 進 (頭痛 ・ 忠 吐 ・ 収 縮 期 血 圧 の 上 昇 ・ 徐 脈 ) の 症状 は 
み ら れ て お ら ず 、 考 え に く い 。 


起 斑 区 1 ※ 発熱 は み ら れ て いる が 、 硝 量 、 尿 の 性 状 
と も に 正常 で ある た め 、 現 在 の と ころ 尿 路 感染 症 は 起こ 
つて いな いと 判断 で きる 。 

2. X 術 後 肺炎 は 術 後 無 気 肺 が 放 置 さ れる と 分 泌 物 内 
で 細菌 が 緊 殖 す る こと で 起こ り 、 術 後 1 週間 前 後 で 発症 
する こと と が 多い 。B さ ん は 術 後 1 日 目 で ある こと や 問題 
文 の 情報 か ら は 術 後 肺炎 を 疑う こと は で き な い 。 

3. ※ ドレ ー ン か ら は は 淡 血 性 排 液 が 少量 で あり 、Hb 
は 正常 範囲 内 で ある た め 術 後 出血 は 起こ と し て いな いと 判 
断 で きる 。 

4. 〇 B さ ん は 高齢 で あり 、 症 痛 や 体 動 制 限 、 不 眠 な 
ど 術 後 せ ん 妄 の 誘発 要因 が あり 、 実 際 に 供 基 感 を 強く 訴 
え 傾 眠 傾 向 に ある こと か ら 、 低 活動 型 せ ん 妄 で ある 可能 
性 が 高い 。 よ っ て 、 最 も 注意 すべ き 術 後 合併 症 で ある 。 


YS 


記 
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B さ ん は 高 張 性 ( 水 欠乏 性 ) 脱 水 で ある 。 

1. X 口 湯 は 水 欠乏 性 脱水 の 特徴 で ある 。 

2. ※X WBC、CRP の デー タ か ら 感 染 の 徴候 は な く 、 発 熱 
は 産 熱 と 放熱 の バラ ンス が 崩れ て 起こ っ た と 考え られ る 。 
3. X 正常 で は 2 秒 以下 で 正常 充満 色 に 戻る が 、 皮 膚 緊 
張 ( ツ ル ゴ ー ル ) が 低下 し て いる と 、10 一 20 秒 か か る , 

4 〇 高 ナ トリ ウム 血 症 は 血清 ナトリウム : 油 度 が 45mE/ 
L を 超え た 場合 を いい 、 水 分 の 欠乏 に よる も の と 考え ら 
れる 。 高 張 性 脱水 で は 150mEq/L 以 上 と な る 。 


還 ニ ーーー ブ ビビ じ びび (ロバ 
Li さま 

電 弄 委 |、 X B さ ん の 受傷 経過 か ら ア ナ フ ィ ラキ シー 
ショ ッ ク を 起こ し て いる と 考え られ る 。 体温 が 上 昇 する 
の は 敗血症 性 ショ ッ ク で ある 。 

2. X アナ フィ ラキ シー ショ ッ ク 時 は 未 模 血 管 の 抵抗 
性 の 低下 に 伴い 、 循 環 血液 量 が 減少 し 血圧 は 低下 する 。 


ーー・aiaewpooK の mm 


シン デー ー mcreswne・ 


づ |/ 
4 る か 2 


| & 感 染 菅 理 


プチ ナー ス WEB 
は こち ら か 
し ⑮ 照 林 社 @ ご 注文 は 書店 へ お 願い し ます 。 当社 ホー ムペ ー ジ に て 試し 読み が で きま す http:/wwwrshorinsharco.jp/ 


3. 〇 循環 血液 量 の 減少 に 伴い 、 組 織 は 低 酸素 血 症 と 
な る た め 心 臓 は 代償 的 に 心拍 数 を 増加 させ 循環 血液 量 を 
補 お うと する 。 よ っ て 、B さ ん に も 心拍 数 の 増加 が 出現 
し て いる と 考え られ る 。 

4 X 循環 血液 量 の 減少 に 伴い 、 臣 血 流量 は 減少 する 
た め 辰 量 は 減少 する 。 


= 【 = 
CE 3 

@ 玉 1. ※ アカ シ ジ ア は 、 抗 精神 病 薬 の 副作用 で あ 
る が 、 じ っ と し て いら れ な い 静 座 不 能 の 状況 を さす 。 

2. X 皆 枯 と は 、 反 応 が な く 、 激 し い 物理 的 な 刺激 に 
よっ て の み 覚 醒 さ せる こと が で きる 状態 を さす 。 

3. 〇 パー キン ソン 症 侯 群 は 、 服 用 開始 後 数 日 か ら 1 
か 月 程度 で 発症 し 、 筋 硬直 、 小 刻み 歩行 、 流 滅 、 振 戦 、 
仮面 様 顔貌 な どの 症状 が ある 。 

4. X 運動 失調 症 と は 、 目 的 の 運動 に 関係 する さま ざ 
まな 動き の 協調 性 が 悪く な を る た め 、 そ れ を 円 滑 に で き な 
く な る 病態 を さす 。 


} 策 号 第 人 ゆ 弾 !! 


回 司 5 の | 雪 誰 版 誠 は 
プチ ナー ス に お まかせ / 


時 去 問 の 知識 
過去 問 の 2 
定着 度 チェ ッ ク ! 関係 信 


ーー テニ ーー 
新型 コロ ナ で 再 注目 ! 
国 試 で 問わ れる 

感染 症 感 染 管理 
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あの 先天 や きき の 玩 間 お 


2026:1827 ミ 


頻出 問題 も 新規 項目 の 問題 新しい 問題 を た くさ ん 経験 で きた 
も 掲載 され て いる の で 、 の で 、 本 番 で も あせ ら ず に 
効率 よく 勉強 で きま し た 。 柔軟 に 対応 で きま し た 。 


最新 傾向 完全 対応 の 
パー フェ ント 予想 問題 集 


合格 を 確実 に する ] っ の Pint 
本 番 を 想定 し てこ ざ 最新 傾向 を くわ し い 朋 説 ど 
腔 ける / 踏ま えた 問題 / 基礎 知識 の 


必修 問題 100 問 ・ 長文 の 状況 設定 、 復習 も / 
一 般 問題 150 問 ・ 視覚 素材 、 図 表 問 題 な ど 思 
状況 設定 問題 60 問 出 大 が 予想 され る イラ スト を 多用 し た 


に 解説 で 、 視 覚 的 に も 
新 傾向 問題 が 充実 NE 


5 ーー" = 上 修 問 是 1009 放 和 : 角 
3 段階 の 難易 度 て ーー ツー アマニ ーー ピ ロ = se EE es くわ し い 解 説 で 、 
や き し い ミ ー R = TE 応用 カカ が 
ら の ⑨ 所 
自分 の 実力 tmrDCOST ま で 
チェ ッ ク ! 


“次 で る か も が 
ぜん ぶ 入 っ て ます ! 


NN 


RNN 
ぐ 
に 


の 看護 師 国 試 2021 / バー フェ ク ト 予 想 問題 集 


編集 邊 護 師 国家 試験 対策 プロ ジェ クト 定価 : 1.500 円 (10% 税 込 ) AB 判 "本 体 (問題 集 )94 頁 十 別 冊 (解答 ・ 解 説 集 )92 真 


照 林 社 ご は 書店 へ お 願い し ます 。 人 当社 ホー ムペ ー ジ に て 試し 半 み が で きま す 。 牟 http:/Www.shorinsha.co jp/ 2 
Illustration : Kumiko Umakakeba を 


@@@@@zozn 
っ ラ つ ,. , 剖 、 ーー し 


アア ププ アフ フフ アフ フフ ア テア フフ ブフ アテ テア アフ テ フフ アプ アテ テテ アア プア アプ フフ アア プププ アア テテ フ テテ 


編集 : 看護 師 国家 試験 対策 プロ ジェ クト 
定価 : 本 体 1.500 円 + 牧 A5 判 /248 頁 ISBN978-4-7965-2488-9 


国 試合 格 を か な える ぐ )) つ の ボイン ト 


玉 第 109 回 国 試 の 必修 ・ 一 般 問題 180 問 中 、 約 4896 が 本 書 
に 記載 され て いる 内 容 か ら 出題 され まし た 。 


過去 23 年 間 分 で 出題 さ 
れ た 内 容 を も と に 、 重 要項 
目 を まとめ て いる か ら 、 覚 
える と ころ に ムダ が な い ! 


最新 出題 傾向 & 新 出題 基準 
か ら 「 次 ね ら わ れる 項目 」 の 解 
説 も 充実 ! 教科 書 で は 詳し 
く 書 いて いな い 知識 も まとめ 
て ある の で 差 が つく ! 


『 上 で 文生 人 の 話 を 富む 析 
の すべ て 画 国 


生生 sc っ いて 、 神 の 一緒 に 問わ れ や す 


@ 思 は 、 す べ て の る な 
の 遇 上 ・ 場 人 に 伯 め な けれ ば な らら い 内 容 は リン クベ ペー ジ 


会 保 際 給付 が 入っ て いる の で 、 関 
本 2016: 年 度 の 社会 人 取 付 質 連 し て 覚え や すい ! 匠 ) 遂 二 ・ な 和 通 町 37 


遂 37 衣 未 の 見 を 


の 他 (20.67% 9 
人 9 全便 6 人 9 暫 は 増本 向 に ある 


[会 保 際 度 の 給 人 
まつ 口福 会 人 制度 と 枝 


3 回 以上 出題 され て い 
る 重 概 内容 は 友 マ ー ク 、 
必修 問題 で 問わ れ た 内 容 
は マー ク つ き ! 


看護 師 国 試 2021 ここ だ け 覚 える ! が 
0 実際 に 問わ れ た 内 容 スマ ホ & タ プレ ッ ト で 読め る ! 


mm を 赤字 で 表記 。 赤 シー ト 二子 上 を 請 入 する に は 、 環 As 
人 人 で 隠せ ば 暗記 に も 便利 ! プチ ナー ス の アプ リ が に 
は 同じ で ある 悟志 分 は 「 衣 生年 全 8 必要 で す 


人 年金 制 は 、 こ れ ま て 


電子 族 は 史 凍 入 が 必要 で す | フチ ナー ス uF、 


人 ゆ 「 こ こ だ け 覚え る ! 」 は 全部 覚え る つも り で 繰り 返し 読む ! 覚え た ら 、 ト を 忘れ ず に 。 
人 @- 「 次 ね ら わ れる 項目 」 は 目新し い 内 容 を 問わ れ て も 対応 で きる よう に し っ か り 読 む ! 頭 に 入れ て お け ば 差 が つく 。 
@-「 自 分 の 知識 の 確認 (覚え て いる か どう か ) 」 の た め に 、 試 験 会 場 で も 直前 まで 読み 返す ! 読ん だ と ころ が 出る か も 。 


プチ ナー ス WEB は 


《 照 林 社 介 ご 注文 は 書店 へ お 願い し ます 。 等 当社 ホー ムペ ー ジ に て 試し 読み が で きま す http://www.petitnurse.Shorinsha.co.jp/ こち ら 


\ 実 習 で 本 当 に 役に立っ た ! の 声 が 多い / 
プチ ナー ス の 看護 過程 が 


つい に 


: 本 に な り ま す 中 


wetNorse ) soocs 
さ > 


病 期 ・ 発 達 段階 の 視点 で みる 


疾患 別 
看護 過程 


この 任 季 ET 


実習 ・ 演 習 で を 網 縮 ! 


\ い つい に / ( 順 林 社 ) 


し 解剖 生理 疾患 の 知識 か ら プチ ナー ス o 看 護 過 程 が 


アセ スメント 、 関連 較 、 看 護 診断 、 | コーーー、。」-」 テー 
者 座 計 画 、 評 価 ま で 本 に な り ま し た 


病 期 発達 段階 の 
視点 で みる 
マ 
Petit Nurse BOOKS 編著 : 任 和子 まい 、 
補 トー 


病 期 ・ 発 達 段階 の 視点 で みる 5 PP トー 
疾患 別 看護 過程 吉 : 計 9958.。 9 


心不全 


具 


イラ スト が ビー ーーー ーー 


た に 


わか りや すく 、 
1 冊 だ け で 十分 
と いう ほど 充実 


病 期 や 発達 段階 の 視点 を 疾患 の 最新 知識 が アセ スメント 項目 と 根拠 を 理解 し 、 根拠 に 基づい た 
も っ て で きる で わか る が つか め る が で きる 


照 林 社 @ ご 注文 は 書店 へ お 願い し ます 。 代 当 社 ホ ー ム ペー ジ に て 試し 読み が で きま す http://www.petitnurse.shorinsha.co.jp/ ナー 


| 
人 
上 
ジグ 
回 
ジグ 
名 
グ 
記 


バッ ク ナ ン バー に つい て は 、 
直近 2 年 間 を 
在庫 し て お り ま す 。 
月 号 に より 品 切 の 場合 も 


ご ざい ます 。 


⑯ 通 常 号 バ ッ ク ナ ン バ ー -……… 定 価 1,100 円 (10% 税 込 ) 毎月 10 日 ご ろ 発 売 通常 号 は 電子 版 
⑲ 了 臨時 増刊 号 バ ッ ク ナ ン バ ー -…- 定価 1,500 円 (10% 税 込 ) 4 月 ・10 月 発売 還 人 お の 


ーー デー 
2 2020e 12 朋 呈 2020m | プア 7 202o 0 
特集 等 集 kr 待 集 
仙骨 去 問 の 知識 更 寅 域 別 実習 シミ ュ レ ー シ っ ー 側 富 地 実習 で 学べ る 
定着 度 チ ェ ッ ク ! ョ ン 看護 ケア 
】 全国 諾 で 問わ れる 再 ち ょ っ と 直せ ば ぐっ と 良 人 現業 も 、 就 活 も 、 友 だ ち 
感染 症 る 名 染 管理 く な る ! < 関係 も うま くい く ! 
レポ ー ト の 寺 き か た 介 衝 B 暫 Web コ ミュ ニケ ーション 
計 秋 OK の コツ 
@ 


ほお TI 事 朋 歴 痛 
| に 第 110 回 国 試 ぜん ぶ 覚え る 関係 法規 BOOK 


橋 ま ) 有 上 


攻 す 7 FU 双極 性 際 害 
BOOK に 実習 で よく 挙げ る 看 主 診 断 ・ 計 画 BOOK 


2020 年 8 2020 年 /』 
特集 特集 
か 再 先 輩 が ほし か っ た 8 つの 側 小 児 看護 学 実習 で 必要 な 
@ 衣 か ら は じ め る 国 試 対策 計画 、 集 め ま し た 
ここ を 知っ て お きた い ! 周 術 期 欄 准 有 護 計画 
新型 コロ ナウ イル ス @ み ん な で り きろ う ! 呈 @ も っ と うま くい く ! 
感 委 症 在宅 学習 の コツ と ポイ ント 加 者 さん と の 
コミ ュ ニ ケー ショ ン 
| - 析 実 習 で 役立つ くす り POCKET BOOK - 江 計 江 技 術 の ポイ ント POCKET BOOK 
2020 和 月 号 S 2020 生 月 呈 2020 和 2 月 
特集 ar 特集 待 集 
山 @ 吾 護 退 各 、 こ ん な と きど @ パ バイ タル サイ ン & @ 実 吾 が 得意 に な る ! 
うす る ? フィ ジ カ ル ア セス メン ト (実習 記録 の コツ / 
( 疹 尿 病 が あっ た ら ? ン 枯 第 109 回 看 一 師 国 試 分 析 ! に] 報告 の し か た / 
煙 し て いた ら ? プ 超 高齢 傾向 と 対策 B 時 間 管 理 & 行 勤 調整 ) 
者 な ら ?〉 ま 6 @ 印 マネ で きる ! 
@ カ シン フ ァ レ ンス の 進め か 実習 が 学年 トッ プ の 競 強 法 
た 
に な る ! 
[ ほ J30F た T* 大 租 仙 天 O 転 子 部 角 折 王 た 慢 性 心不全 35 解剖 生理 白地 図 由 
記号 性 ・ 小 児 ・ 精 神 丘 悪 別 関 連 図 BOOK 記 に みか げ さ ん が つく っ た 邊 議 実習 ROCKETBOOK 
2020 征 月 呈 2020* グ の 月 号 2020 和 | 月 
特集 特集 特集 
@ コ ゴードン & ヘ ンダ ー ソ ン の @ こ れ だ け 芝 え て 8 大 と ろう ! 生生 109 回 国 試 
枠組 み を 使い こなす ! 必修 周 時 一 般 問 題 こ こ だ け お さえ る ! 
決定 版 事 出 ぜん ぶ ま と め ま し た ! EE @ 四 
情報 収集 を アセ スメント 見 て お け ば 点 に な る ! 1 ー- 知っ て お け ば 点 に な る ! 
も う 迷 わな い 就 蘭 活 動 ! 国 試 イラ スト 剛 題 アセ スメント スケ ー ル 
商 先 輩 た ち が 教 えて くれ た ! 


国 謀 前 日 ・ 当 日 の リア ル 


5 ほ 症 #H『 子 宮 が ん 
に 記 = じ レタ バイ タルサ イン ・ 知 一 技 術 数 値 POCKET BOOK 


に 層 [た め アル ツ ハ イマ ー 弄 認知 古 にゅ ぜん 5 手玉 た 変形 任 藤 関節 年 刻み これ が で る ! 
で 号 える 頻出 & こ こ が 狙 われ る 用 語 BOOK 殖 計 BOOK 


2020 年 ] 1 月 暫 叶 光 刊 呈 


が 有 工 嘱 国 試 2021 
くま ハー フェ クト 予想 問題 集 


旦 入 看護 師 国家 試験 対策 プロ ジェ クト 


人 @ 提 夫 材 

@ 第 110 回 各 誠 師 国家 試験 傾向 と 対策 
@ 必 修 問題 100 問 一般 問題 150 問 

人 @ 状 況 設定 問題 60 問 


2020 年 月 臨時 夫 生 

基礎 ・ 成 人 な どす べ て の 実習 に 使え る ! 
老年 看護 ぜん ぶ ガ イド 
六 著 : 八 島 妙 子 

@Part ] 老年 期 の 基礎 知識 

人 Part2 高齢 者 の アセ スメント 


@Part3 老年 期 に 多い 異常 
@Par4 老年 看 筐 技 術 


プチ ナス 年 間 定 期 購読 
お すす めし ます ! 


4 本 16,200 円 ws 


通常 号 定価 1.100 円 (10% 税 込 )x 12 冊 (毎月 10 日 ご ろ 発売 ) 
』 臨時 増刊 号 定価 1.500 円 (10% 税 込 )X 2 冊 (4 月 ・10 月 発売 ) 


定期 購読 の お 申し 込み & み バッ ク ナ ン バー の ご 注文 方 法 


パッ ク ナ ン バー は 1 冊 か ら ご 注文 で きま す  ※②⑨③④ は 送料 が か か る 場合 が あり ます 


定期 購読 は 、 学校 に 出入 り の 書店 、 お 近く の 書店 に お 申し 込み くだ さい 。 


科 ネ ッ ト で お 申し 込み の 場合 は こち ら 


セブ ン ネ ッ ト シ ョ ッ ピ ング の 


富士 山 マガ ジン サー ビス の 3 


ご | ホー ムペ ー ジ は こち ら か ら 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
http://www.fujisan.cOo.jPD 


小学 條 パブリッシング サー ビス の 
ホー ムペ ー ジ は こち ら か ら 
一 ーーーーーーーー 


※※ セ プン ネッ トシ ョ ッ ピ ング の r | http://www-shogakukan 
ー| 定期 呈 半 は 増刊 号 が 念 まれ ま せん 。 co.jp/mag-kou2 


照 林 社 は 、 販 売 業務 を 上 記 業 者 に 委託 し て いま す 。 お 申し 込み の 詳細 は それ ぞ れ の 書店 、 通 信販 売 業 者 に ご 確認 くだ さい 


了 ボ 間 間 揚 拉 四 NNS 肖 提 胃 邊 性 関 時 拓 四 


看護 学生 に 
役立つ 情報 を 
お と どけ 


スー アロ みん な で つく る 看護 師 国 試 
(1) # こ ごろ プロ ご 2 人 ゎ せ プロ ジェ クト 


投稿 いた だ いた ころ を 、SNS で 人 気 の 「 看 護 師 の か げ さ ん 」 が イラ スト 
化 。 毎 月 楽し く 国 試 対策 が で きま す ( 毎 月 10 日 ご る 更新 )。 本 誌 で も 好評 連 
載 中 で す (P51)。 掲 載 の 方 に は 図書 カー ド (1.000 円 分 ) を 差し 上 げ ま す 。 


投稿 方 法 ぁ ん な で つく る 


千 IOIK ご ろ ら わせ プロ ジェ クト 


"| まっ 3 プロ 


Instagram に 「# ご ろ 


@ 読 者 ハガキ (P62. 
内 OR コー ド よ り 投 稿 
@Twitter 


な か な か 愛 え られ な い 国 名 の 知 記 モノ を 、 衝 議 学生 みん 
な で ご る 合わ せ に し ょ う 『 


の 読者 ハガキ の 記載 事項 


実 吾 記録 の ミ 在 ・ 尺 そ ロ 
悩み を 解決 ! 看護 過程 Q&A 

実習 記録 で みん な が 悩む と ころ を 、Q&A 形 式 で 連載 (毎月 25 日 ご ろ 
更新 )。「 情 報 収 集 」「 ア セス メン ト 」「 看 護 診断 」「 看 護 計画 」「 実 施 ・ 評 価 」 
に 関し て 、 それ ぞ れ の 具体 的 な 悩み を 解決 し て いき ます 。 更新 は SNS で 
通知 し ます の で 、LINE や Twitter の フォ ロー も お 忘れ な く ! 


プチ ナー ス 国 試 部 オス ス メ 参 考 書 ・ 問 題 集 
国 試 対策 の プロ が 過去 問 を 解説 する 実習 や 国 試 対 策 に 使え る 参考 書 


「 国 試 教室 」 を 、 月 1 回 配信 。 低 学年 題 集 を 、 毎月 1 冊 ビ ピッ クア ッ プ 。 持 っ 
か ら コ ツ コ ツ 解 いて 、 国 試問 題 に 慣 て いる と 実習 ・ 国 試 に 即 役立つ も の 
れ て お きま し ょ う 。 


その ほか オト ク な 最新 情報 
プチ ナー ス の 最新 情報 な ど を 随時 更新 し ます 。 


http://www.petitnurse.shorinsha.co.jp Q 


Ilustration : Kumiko Umakakeha、 kage ※ こ 


70 テテ + 


マヤ プチ ナー ス WEB は こち ら 


実習 で よく 挙げ る 10 の 看護 計画 の 実例 を 丸ごと 掲載 ! 
実習 前 に みん な が 探す 計画 の 例 が 、 こ の ペー ジ に ぜん ぶ ま と まっ て い 


ます 。 


PETT TFT 


看護 計画 


町 や よく 


( 4 ) 「 疾 中 別 看護 過程 」 の 検索 目次 


「 別 冊 疾患 別 看護 過程 」 に つい て 、 プ 
チ ナ ー ス WEB で は 「 い つ 、 何 が 載っ た 
か 」 を 調べ る こと が で きま す 。 こ の 春 か 
ら 、50 音 順 で 検索 で きる 目次 が 使え る 
よう に な り 、 受け 持ち 患者 さん の 疾患 が 
探し や すく な り ま し た ! 


Mew emo ア ャ 
FFP 
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EE まま 
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MI 


NN ウォ ロー リタ と WS こい コレ 


ョ ララ た ナー の SNSI 


# プ チ ナー ス 国 試 部 過去 問 
Twitfer で 
過去 問 出題 中 ! 


週 1 回 、Twitter の プチ ナー ス 公式 アカ ウン ト ((@petit_nurse) 
か ら 頻 出 の 過去 問 を 出題 。 さ ら に 翌日 、 国 試 対策 の プロ に よる 


TwiHfer・Instqgram 


で 書籍 が あたる ! ! 


毎月 2 冊 、 照 林 社 の お すす め 書 籍 を プレ ゼン ト 広 
Twitter や Instagram か ら カ ンタ ン に 応募 で きち ゃ いま す ! 


/ 解説 を 公開 し ます 。 毎週 水 ・ 木 曜日 を お 楽し み に ! 
\ 今 月 は コレ * 解説 執 筆 大 朝 真 己 先生 者 護 師 国家 試験 対策 アド パイ ザー 
ooooo@ 12 月 10 日 ( 木 ) て 
1 月 9 日 ( 土 ) 
ャ リト LBOOK 
て 『 フ ィ ジ カル アセ スメント 
ーーーーー) ポケ ッ ト ブ ッ ク 』 みん な で つく る 
[ 正 錠 ] or [正常 で は な いり 文庫 判 /128 頁 国 試 ご ろ 合わ せ プ ロジ ェクト 


の が 判断 で きる ! 本 体 1.400 円 + 税 


ナー ス に まず すめ 季 な 
・ 正 功 " を 各 る た め の 技 和 
を まとめ まし た 


WW Es 


# ご ろ プ ロ 配信 中 ! 


投稿 いた だ いた 国 試 対 策 の ご ろ を 、SNS で 人 気 の 「 看 護 師 の 
か げ さ ん 」 が イラ スト 化 。 本 誌 の 読者 は が き で 投稿 も 募集 中 で す 


応募 の し か た 


抽選 で 1 名 様 
フォ ロー& リ ツィ ー ト する だ け "を 和 


得 プ チ ナ ー ス 公式 アカ ウン ト (@petit_nurse) を フォ ロー する 
代 プ レ ゼ ント 告知 の ツイ ー ト (毎月 1015 日 頃 に 投稿 ) を 
上 記 期 間 内 に リツ イー ト す る 


UExu》) 提 今 月 の プチ カス で 投稿 する だ け ! 


介 プ チ ナ ー ス の 今月 号 (今月 は 1 月 号 ) の 感想 な ど に つい て 、 
ハッ シュ タグ 「# 今 月 の プチ ナー ス 」 を つけ て 自由 に 投稿 する 


お 読み くだ さい (fwiWier ・ Inslogrom 講 祝 プ レビ ント に つい て ) 


き 当 選者 の 方 に は 、TwitterInstagram の ダイ レク トメ ッ セ ー ジ で ご 連絡 いた し ます 。 ダ イレ クト メッ セー ジ 内 に 記載 の 期間 内 に ご 返信 いた だ け な い 場合 は 、 当 選 無 効 と な り ま す の で ご 注意 くだ さい 。 
応募 の 際 は 、 ダ イレ クト メッ セー ジ を 受け 取れ る 設定 に な っ て いる こと を ご 確認 くだ さい 。 Twitter の リツ イー ト は 、 公式 リツ イー ト に 限ら せ て いた だ きま す ( 引 用 リツ イー ト は 対象 外 で す ) 。 
*Twitter で の リツ イー ト 、Instagram で の 「* 今 月 の プチ ナー ス ] 投稿 は 期間 中 何 回 で も 可能 で す が 、 応 募 は お 1 人 に つき 1 回 と し て カウ ント させ て いた だ きま す 。 


る 最新 情報 を 発信 中 ! プチ ナー ス の 公式 アカ ウン ト 》 


ト nsoorom 】 LNiE 友だち ー 栓 圭一 プ チ ナー ス 
@petit_nurse @puchinurse @petit_nurse |: ID 検索 か ら は Gpetit_nurse で 友だち 追加 し て ね 『 facebook.com/ 
避 回 =18 歳 未満 の ユー ザー は ID 検索 が で きま せん 。 Petitnurse | f| 
一 ほか の 方 法 で 友だち 追加 し て くだ さい -。 


llustratian : Kurmik Umakakeba. kag 


プチ ナス の 国家 試験 対策 本 
bk。 コ 


先輩 た ち が み ん ん な 使っ て 

は 予想 ーー 
な どの 声 が 続出 

ey 人 中 っ て カ し が 


看護 師 国 試 2021 


必修 問題 


じ ャ で 


joint 財 oint3 Foint33 

最新 出題 基準 の オー ル 予 想 問題 で 5 回 分 の 必修 模試 つき 。 
全 小 項目 の 問題 を 収載 。 知識 の 確認 に 最適 。 実力 試し & 実 カ ア ッ プ 
モレ な く 学 習 で きる 新 傾向 対策 も パッ チリ 


第 109 回 国 試 で も 、 看護 師 国 試 2021 っ ジ 
し っ か り 予想 問題 か ら 必修 問題 完全 予想 550 問 電電 ンク 
出題 され まし た ! 


で きま し た ! レン イ 


工 持 回 
照 林 ke 
③ | に 社 @ ご 注文 は 書店 へ お 願い し ます 。 但 当 社 ホ ー ム ペー ジ に て 試し 読み が で きま す http://www.petitnurse.shorinsha.co.jp/ 


ウン っ 


PP 


ノレ ーー、、 \ ゴ ー ド ン の 枠組 み で アセ スメント / 


人 d 疾患 別 看護 過程 


関節 リウ マチ 


[ か ん せつ りう まち ] 


生物 学 的 製剤 の 導入 と リハ ビリ テー ショ ン を 目的 と し た 入院 3 日 目 の 事例 


提 5 お 〇 疾患 の 定義 と 概要 II 
生 一 革 料 大 学 大 学部 錠 、 人 大学 名手 数 =a を gzs 
Re 関節 リウ マチ (RA*) は 、 腰 原 病 に 分 類 で ある 。 内 
條 . 和 講和 賠 す る 研究 な ど に 従事 され る 。 明確 な 原因 は 明らか に な っ て お ら ず 、 寛 
する か た わら 、 HH 1 を っ < を eo awmk 
し ん < コ 20 く 0 on 自己 免疫 異常 が 関与 する 関節 滑 膜 の 炎症 解 “と 再燃 を 繰り 返し な が ら 慢 性 か つ 

生 を 特徴 と する 全身 性 の 慢性 炎症 性 疾患 進行 性 に 経過 する 。 
丸山 智子 
第 一 科大 学部 生 学 科 講 大 
ーー ジー ビン ーー ミー 主要 な 症状 上 目 昨 是 昨 昨 昌 昌明 
に 計ら の 、2020 和 24 月 より 時 

関節 症状 


朝 の こわ ば り 
閲 節 の 蘭 須 や 義 痛 
ンーーーーーーーーーーーーーー-、、 関節 の 変形 や 硬直 
( この コー ナ ー の 構成 ) 
ーー IN / 


全身 供 意 感 ・ 易 疲労 感 
リウ マチ (リウ マト イ ド ) 
結節 


血管 災 ( 全 身 性 肺動脈 
穫 型 未 相 動 脈 型 ) 
肺 病変 ( 間 質 性 肺炎 、 


DF 


胸 騰 炎 な ど ) な ど 


* [RArheumatoid arthritis 。 ※] リウ マチ の 症状 ・ 一 接 が ほとん ど 消失 し 、 病 筑 を コン トロ ー ル で き て いる 状 表 。 
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半 員 


、 脱 原 病 と 関節 
O 服 原 病 と は 


用 原 病 と は 、 皮 膚 や 内 臓 の 結合 組織 *“ や 血管 に 炎症 ・ 変 性 を 
起こ し 、 皮膚 関節 、 臣 訴 、 肺 、 心臓 、 神経 、 筋 、 消化 器 、 眼 、 

血液 な ど 、 さ ま ざ ま な 膳 器 に 秋 症 を 起こ す 病気 の 総称 で ある 。 
発生 機 序 や 病態 は 、 明 ら か に な っ て いな いこ と が 多く 、 奄 解 
と 再燃 を 繰り 返す 慢性 疾患 で ある 。 

自分 自身 の 臓器 を 構成 する 細胞 ・ タ ン パ ク 質 に 異常 な 免 導 反 
応 が 起こ る こと か ら 、 自 己 免 疫 疾患 ** と も よ ば れる 。 

腰 原 病 の 中 に は 、 難病 法 に より 、 治 療 費 が 補助 され る 指定 難 
病 と な っ て いる も の も 多い 。 

関節 リウ マチ (以下 、RA) は 妥 原 病 の 代表 的 疾患 で ある が 、 

軸 者 数 が 非常 に 多く 、 悪 性 の も の の み 指定 難病 と な っ て いる 。 
現在 、 欧 米 で は 有 原 病 で は な く 結 合 組織 病 と 称 さ れ て いる 。 


騰 原 病 の 種類 
得 全 身 性 エリ テマ トー デス 人 成人 スチ ル 病 
全身 性 強 症 再発 性 多発 軟骨 炎 
人 @ 友 膚 筋炎 / 多 発 性 筋炎 原発 性 抗 リン 脂質 抗体 症 候 群 
@ 混 合 性 結合 組織 病 @ バ ー ジ ャ ー 病 
委 ペ ベー チェ ッ ト 病 生 巨 細胞 性 動脈 炎 
結節 性 多発 動脈 炎 @ 結 妥 性 多発 動脈 炎 
W 吉 性 関節 リウ マチ 電 顕 徴 鏡 的 多発 和 管 災 
高安 動脈 炎 多発 自 管 炎 性 肉芽 腫 症 
@ 発 血管 炎 性 肉芽 蘭 証 @ 好 球 性 多発 管 炎 性 内 攻 症 
矯 シ ェ ー グ レン 症候 群 箇 サ ルコ イド ー シ ス 


指定 難病 以外 


邊 回 帰 性 リウ マチ 生 リ ウマ チ 性 多発 筋 痛 症 
竹 リ ウマ チ 熱 筐 フェ ル テ ィ 症 候 群 
人生 HLA-B27 関 連関 節 炎 中 好 酸 球 性 筋 膜 炎 な ど 
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リウ マチ の 基礎 知識 


疾患 の 理解 に 必要 な 解剖 生理 、 病 態 生 理 と 、 疾 患 の 分 類 、 症 状 、 検 査 、 診 断 、 治 療 ・ ケ ア を 解説 し ます 。 


124ECe 2 
関節 リウ マチ と は 


RA は 、 関 節 潜 膜 の 秋 症 、 骨 組織 の 破壊 を 特徴 と する 自己 旬 
疫 疾患 で ある 。 

関節 以外 の 血管 の 炎症 、 皮 膚 帝 瘍 肺 線維 古 な どの 病変 を き 
た すこ と も あり 、 全 身 の 人 炎症 性 疾患 と 考え られ る 。 

解 と 再 炊 を 繰り 返し な が ら 慢 性 か つ 進行 性 に 経過 する 。 
加 才 数 が 多く 、 治 療 期間 も 長い 。 

RA に 確 患 する と 、 自 身 の 免疫 細胞 に より 決 膜 (P3「 解 剖 生 理 」 
参照 ) が 異常 増殖 を 起こ し 、 関節 痛 や 動か し に くさ が 生じ る 。 
典型 的 に は 、 手 指 や 足 呈 な どの 小関 節 に 、 対 季 性 に 関節 災 が 
生じ る 。 

RA が 進行 する と 関節 が 変形 し 、 関 節 可 動 域 が 制限 され 、 日 
常 生活 動作 (ADL*) や 生活 の 質 (QOL*) が 低下 し 要 介 護 状態 
と な る 等 、 社 会 的 負担 が 大 きく な る こと が ある 。 

発症 に は 、 人 遺伝 的 要因 と 環境 要因 が 考え られ て お り 、 と くに 
HLA*-DR4 と の 相関 が 注目 され て いる 。 環 境 要因 と し て は 、 
諾 煙 が 発症 の リス ク を 有意 に 上 昇 さ せる と 考え られ て いる 。 
わが 国 の RA 患者 数 は 約 80 万 人 で 、 有 病 率 守 は 0.519% と 
み ら れ て いる 。 

毎年 、 約 15.000 人 が 発症 し 、 男 女 比 1 対 4 で 女性 に 多い 。 
発症 の ピー ク は 30 一 50 歳 代 で ある が 、 政 者 の 平均 年 齢 ・ 平 


均 発症 年 齢 と も に 、 年 々 上 昇 し て いる 。 


* IADLactivty of daiy iving *【GOLIouality of lfe 

*【HLAjhuman leukocyte antigen : ヒト 白血球 抗原 、HLA-DR4 は 抗原 の 1 つ 。 

を いろ いろ な 組織 の 問 に ある 礎 原 座 給 な どか ら な る 部 分 。 

幸 3 体内 に 入っ て きた 異物 を 認 語 ・ 排 す る た め の 役割 を も つ 免疫 系 が 、 何 ら か の 原因 に より 自身 の 
幼 固 や タン バク 質 を 凌 物 と 諸氏 し て 攻撃 し 症状 を 忠 こす 疾 宮 の 総称 。 

*4 ある 一 生 点 に お いて 、 疾 病 を 有 し て いる 人 の 重合 。 


関 節 は お も に 、 関 節 高 と 関節 頭 、 そ れ を 租 う 関節 包 で 構成 され る 。 
関節 高 と は 、 関 節 を 構成 する 骨 の 一 方 に ある 問 状 の くぼん だ 関 


節 面 を いう 。 
関節 頭 と は 、 関 節 を 構成 する 骨 の 一 方 に ある 西 状 の 突起 し た 関 
節 面 を いう 。 


関節 包 は 、 関 節 を 包む 結合 組織 で 、 外 側 は 線維 性 の 膜 、 内 側 は 
滑 膜 の 二 重 構造 に な っ て いる 。 

滑 腹 は 、 関 節 の 動き を 滑ら か に する 清 洪 を 産生 ・ 分 泌 し て いる 。 

関節 軟骨 は 、 関節 窟 と 関節 頭 の 由 弟 を 覆っ て いる 厚 さ 2-4 
mm の 組織 で 、 ク ッ シ ョ ン の は た らき を し て 関節 を 動か す 際 の 
摩 療 を 軽減 し て いる 。 

関 節 の 外側 の 七 帯 は 、 骨 と 骨 の 結合 を 補強 し 、 過 度 な 運動 に よ 
る 関節 の 損傷 を 防い で いる 。 

RA は 小関 節 に 炎症 を 生じ や すい 。 

関節 の 名 称 は 、 通 常 略語 で 表現 され る の で 、 注 意 が 必要 で ある 。 


NRA に 種目 する と 、 免 疫 細 腹 が 滑 膜 の 表面 に 集まり 、 滑 膜 を 刺 
激 し 炎 症 を 起こ す 物質 を 産出 する 。 

和 滑 膜 組織 か ら 始ま っ た 炎症 は 、 し だ い に 軟 骨 や 骨 に 影響 が お よ 
ん で いく 。 

RA の 組織 を 特徴 づけ る 代表 的 な 所 見 は 、 バ ン ヌ ス に よる 高度 
の 軟骨 、 骨 の 破壊 で ある 。 

パン ヌス と は 、 滑 膜 に 発生 し た 炎症 が 肉芽 組織 を 形成 し て 軟骨 、 
骨 の 破壊 に 至る 像 を いう 。 


ま 【TNFglTumor Necrsis Factr  : 重 間 壊死 因 。 災 症 を 通し た 生体 防御 系 楠 に 溢 く か か わる サイ トカ イン 。 


関節 の 名 称 
( 手 の 骨 と 関節 ( 手 背 側 )) 


遠 位 指 節 間 関 節 (DIP 関 節 *) 
近 位 指 節 間 関 節 (PIP 関 節 ?) 


中 手指 節 関節 
(MP[MCP] 関 節 *) 


手 柚 介 の 1 つ で ある 写 状 骨 は 三角 租 の 謙介 ( 受 側 ) に 位置 する 。 


( 足 の 骨 と 関節 ( 足 背 側 )〉 


時 節 間 関 節 (IP 関節 *) 遠 位 吐 節 間 関 節 (DIP 関 節 ) 


* 【DIP 関 節 】distal interphalangeal joint : 指 の 第 1 関節 。 
* 【PIP 病 分 prorimal interphalangeal joint : 指 の 第 関 生 。 第 1 指 に は 無い 。 
Imetacarpal 指 の 第 3 関節 。 手 の も の は | 


phalangeal joint : WMCP 開 節 、 定 の も の は MTF 関 


* 【CM 関 本 jcarpometacarpal joint 手指 の 第 4 関 古 。 CMC 関 節 と も いう 。 第 1 指 以外 は わか り づ らい 。 
* [IP 関節 interphalangeal joint : DIP 関 節 +PIP 関 生 。 


WRA の 炎症 が 進行 する と 、 滑 膜 組織 か ら 炎 症 を 悪化 させ る 物質 


(TNFc*、 イ ンタ ー ロ イキ ン 1、 イ ンタ ー ロ イキ ン 6 な どの 炎 
症 性 サイ トカ イン 、 中 性 プロ テア ー ゼ な どの 酵素 、 活 性 酸素 、 
一 酸化 雄 素 な ど ) が 、 次 々 と 生み 出さ れ 、 軟 骨 を 破壊 する 。 
炎症 性 サイ トカ イン は 、 破 骨 ( 骨 を 壊す ) 細 胞 の は た らき を 活発 
化 さ せる 。 
暫 こ の 状態 が 続く と 骨 や 胃 骨 組織 は 破壊 され 、 関 節 は 変形 し て 固 
まり 、 動 か すこ と が で き な く な る 。 
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@⑯X 線 検査 で 骨 ・ 軟 骨 の 破壊 は み | 仁 軟 骨 が 薄く な り 、 関 節 腔 が 狭く 代 骨 ・ 軟 骨 に 破 壌 が 生じ た 状態 邊 関節 が 破壊 され 、 強 直 ・ 固 定 し 
られ な い が 、 滑 膜 が 増殖 し て い な っ て いる が 、 胃 の 破壊 は な い 動か な く な っ た 状態 
る 状態 状態 


滑 膜 骨 関節 軟骨 


rrrrrrzzzrn/ IEEEEEEGEEZIZEi EEEEHEIIEEEELELEELEEGEELIIEEEEIEEEIEEErzngzm 7 7 7 EEEzzzEizg』 LLCEEErzpg』 77 7007777777777 


発症 は 通常 沙 行 性 で あり 、 主 症状 と し て 朝 の こわ ば り 、 義 痛 ( 自 「 ウマ トイ ド 因 子 (RF*) 高 値 、 血清 補 体 価 低 値 、 免 商人 体高 値 
発 痛 圧痛)、 腫 用 が あり 、 炎 症 が 強く な る と 関節 の 発赤 ・ 熱 ) など 、 免 疫 の 異常 が 強く み ら れる 病 型 を 悪性 関節 リウ マチ と い 


感 お よび 全身 候 感 食欲 不振 、 筋 力 低下 、 微 熱 な ど が み ら れる 。 | い 、 指定 難 病 に 指定 され て いる 。 

WWRA の 症状 に は 、 関 節 症状 と 関節 外 症状 が ある 。 | 人 関節 病変 が 重度 で あっ て も 血管 炎 や 内 騰 障 害 が な い 場 合 は 、 悪 
邊 難治 性 の 内 騰 病 変 や 全身 の 血管 炎 な どの 関節 外 症状 を 伴い 、 リ : 性 関節 リウ マチ で は な い 。 

*【RF]rheumatoid factor 


関節 症状 


人 好 発 部 位 は 、 手 指 の IP 関節 お よび MP 関節 、 足 叶 の MP 関節 | 電 関 節 、 吾 関節 、 胸 関節 な ど 多く の 関節 に 炎症 を きた す 。 
で ある 。 | 便 関 節 の 変形 は 、 独 特 な 形状 を も と に 名 前 が つけ られ て いる 。 
寺 そ の 他 、 手 関節 や 大 関節 (肩肘 、 股 、 膝 、 足 関 節 ) 、 頼 衝 の 斑 


=css 


朝 の こわ ば り 筐 手 足 を 中 心 に 関節 が こわ ば り 動 か し に くく な る 状態 が 、 覚 醒 時 に 初期 か ら み られ る 
簡 1 時間 以 上 続く こと は 、RA 以 外 で は まれ で ある た め 、RA の 診断 に 有効 で ある 


関節 の 腫 妥 や 導 靖 編 穫 病 状 の 進行 に 伴い 出現 し 、 発 赤 や 熱 感 を 伴う こと も ある 
人 と くに 、MP 関 節 や PIP 関 節 、 床 関節 に 起き や すく 、 左 右 対称 に 侵さ れる こと が 多 


いと いわ れ て いる 
関節 の 変形 や 硬直 倫 さ ら に 病状 が 進行 する と 、 骨 や 軟骨 が 破壊 され る こと に よっ て 起こ り 、 関 節 可動 域 
が 狭く な る 
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筐 DIP 関 節 が 屈曲 し 、PIP 関 節 が 過 | 借 PIP 関 節 の 炎症 で 起こ る 。 ス ワン 筐 第 1 指 の PIP 関 節 が 伸展 し 、 付 け | 草 第 1 指 以外 の 4 本 の 指 が 付け 根 か 
伸展 し た 状態 に 変形 する 。 も の ネック 変形 の 逆 根 の MP 関節 が 屈曲 し て Z 型 に 変ら 尺 側 (第 5 指 側 ) 方 向 へ 変形 する 
が 掴み に くく な る 形 す る 


ムチ ラン ス 変 形 千年 外 反 責 時 


邊 骨 が 破壊 され て 指 が 短く な る 。 代 第 2 一 5 足 時 の DIP 関 節 が 完全 に 伸び ず | 筐 第 1 足 吐 が 第 5 側 に 変形 し 、 
筋肉 や 皮膚 が た る ん で 指 に 力 が 入ら な く な る 曲がっ た 状態 」 「 く の 字 」 に な る 状態 


関節 外 症 状 


筐 全 身 供 部 感 ・ 易 疲労 感 が 高 頻度 に 起こ る 
答 炎 症 が 強い と き に は 、 持 続 性 の 微熱 、 体 重 減少 、 慢 性 症 性 貧血 (ACD*)、 鉄 欠 性 貧血 が 表れ る 
代 近 年 の RA 治療 の 進歩 と と も に 、 貧 血 の 頻 度 は 減少 傾向 に ある 


リ レ た ん 。 @ 肘 豆 、 後 頭 部 、 殿 部 、MP 関 節 、 指 の 屈曲 面 な ど 、 外 部 か ら 圧力 が 加わ りや すい 部 位 の 皮下 に 触れ る 放 閣 状 の し 
(リウ マト イド ) 結 節 こり で ある 

人 @ 指 関節 に 起こ っ た 場合 、 む くん で 全体 が は れ ぼ っ た く な る 

米粒 大 か ら ソ ラマ メ 大 まで 、 大 小 ・ 硬 軟 さ ま ざ ま で ある 

@ 痛 み は な く 、 炎 症 が 強く な る と 大 きく 硬く な り 、 炎 症 が 治まる と 小さ く 軟らか く な る 


@ 全 身 必 動脈 炎 型 と 未 析 動 脈 炎 型 が ある 

@ 全 身 性 動脈 災 型 は 、 心 勝 の 血管 に 炎症 か ら 弁膜 症 や 心 膜 火 、 心筋 醒 塞 に つなが り 、 生 命 予後 不良 で ある 

血管 火 が 重症 化す る タイ プ を 「 星 関節 リウ マチ 」 と いう 

@ 未 析 動 脈 炎 型 の 症状 は 、 爪 の 周囲 の 点 状 出血 皮疹 ・ 発 疹 、 柴 斑 、 皮 膚 の 漬 瘍 、 指 の 壊 哲 、 し びれ や 感覚 床 
導 、 眼 病変 (上 強 肌 炎 : 眼球 結 肛 の 血管 が 炎症 し 目 が 赤く 充血 する が 視力 低下 は 伴わ な い 、 乾燥 性 結 肛 炎 ) な ど 、 
さま ざま で ある 


麟 病 変 介 肺 病変 は 頻度 が 高く 、 間 綿 性 肺炎 が 最も 多く み ら れ る 
Mil 記 記 。| 上 人 % と き に 、 急性 に 発症 する 器質 化 肺炎 や 急激 に 発症 する 急性 間 質 性 肺炎 も み ら れ る こと が ある 


日 常 生活 へ の 影響 介 RA は 、 関 節 の 痛み や 変形 ・ 硬 直 、 ま た 、 関 節 以外 に も さま ざま な 症状 が で る こと も 多い た め 、 如 者 の 生活 面 や 
心理 面 に さま ざま な 影響 を 与え る 

介 QOL 調 査 で は 、 最 も よく な っ て ほし いと 思っ て いる こと は 、 痛 みや 歩行 な ど で あ る 

短 約 6 割 の 患者 が 日 常 生 活 の 困難 さや 仕事 へ の 影響 を 感じ 、 約 7 割 の 患者 が 家族 や 友人 と の か か わり か た が 変わ っ 
た と 感じ て いる * 


*【ACD]anemia nf chrnnic disease 
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_。 お も な 検査 。 Cl 


自 液 検査 、 画 像 診断 が 行わ れる 。 


血液 検査 
リウ マト イド 因子 (RF) 邊 免疫 グロ ブリ ン lgG に 対す る 自己 抗体 で あり 、lgM 型 の RF(lgM-RF) が 最も 一 般 的 に 用 
いら れる 
重陽 性 率 が 高く RA の 活動 性 と 相関 し て いる が 、 陽 性 RA で は な い 
抗 シト ルリ ン 化 ペ プチ ド 抗 体 人 WRA に 対す る 特異 度 が 高く (感度 70 こ 809%、 特 異 度 959% 以 上 )、 ご く 初 期 で も 血 中 に み 
( 抗 CCP 抗 体 ) られ る 
@RF と 組み 合わ せ て 使う こと で 、RA を 早期 に 診断 で きる 
介 炎 症 性 滑 膜 組織 で 検出 され 、 関 節 破壊 予測 因子 に な る 
補 体 C3・C4・CH50 邊 自己 免疫 疾患 で は 生体 内 で 抗原 抗 体 反応 が 起こ る こと か ら 、 血 清 中 で 低 値 を 示す 
マト リッ クス 滑 肌 表層 細胞 、 線 維 芽 細胞 や 淫 潤 好 中 球 か ら 関節 液 中 に 分 泌 さ れ 、 腹 性 MMP や セリ ン 
メタ ロ プ ロ テ ア ー ゼ 3 プロ テア ー ゼ に より 活性 化 され 、 関 節 軟骨 を 破壊 する 
ま 生 MMP-3 は 早期 か ら 進行 期 ま で 80 一 9096 に み ら れ 、 高 値 の 場合 、 半 年 後に 関節 破壊 が 
(MMP-3? 
進行 する 
C- 反 応 性 タン パク (CRP*) 得体 内 で 炎症 が 起き た と き に 表れ 、RA で は 高値 を 示す 
赤血球 決 降 回 度 (ESR 人 らい 沈ん で いく か を 調べ る 。 RA で は 


* [ 損 CCP 抗 体 】anticyclic oitrulinated peptid antibody  * IMMP-3】matrix metalioproteinase-3 *【CRP】C-reactive protein *【ESR】erythrocyte sedimentation rate 
上 ※5 特異 度 は 検査 の 輔 度 を 示す 指標 で 、 あ る 検査 が 疾 呈 の な い 人 を 「 崎 性 」 と 正しく 判定 する 割合 を いう 。 


LC 靖 計 7UYLF3 


@ 較 節 周 団 の 骨 陰 影 の 非 薄 化 、 関節 肌 隙 の 狭小 化 、 軟 骨 下 骨 の 優 食 像 ・ び らん 像 関節 変形 ・ 脱 臼 、 骨 性 強直 等 を 判断 
する 
手指 、 足 中 X 線 写真 に お ける 骨 び らん と 関節 裂 際 折 小 化 の 程度 を 点数 化す る Sharp 法 が 広く 用 いら れ て いる 


eX 株 より 早く 病 交 が 確認 され る た め 、 早 期 診断 の 有用 住 が 高く 、 角 びら ん ・ 販 前 ・ 滑 卓 ・ 訂 淡 の 観 守 に 適し て いる 
@ と くに 、X 線 ・ 超 音波 検査 で は 画 出さ れ な い 骨 科 浮 用 は 予後 予測 に 重要 と され る 


疾患 の 基礎 知識 
用 


め ACR/EULAR 関節 リウ マチ 分 類 基準 2010 

提 2010 年 、 米国 リウ マチ 学会 (ACR?) と 欧州 リウ マチ 学会 1 坦 診断 に あたり 鑑別 すべ き 疾 患 と し て 、 全 身 性 エリ テマ トー デ 
(EULAR*) の 共同 作成 で 『ACR/EULAR 関 節 リ ウマ チ 分 類 基 ' ス ・ 強 友 症 ・ 多 発 性 筋炎 ・ 皮 膚 筋炎 ・ 混 合 性 結合 組織 病 な ど 
準 2010』 が 提唱 され た 。 | 全身 性 自己 免疫 疾患 、 強 直 性 脊椎 炎 ・ 感 染 性 関節 炎 ・ 反 応 性 関 

暫 こ の 基準 は 、 持 続 人 の 関節 災 や 骨 び らん を 予防 する た め に 、 早 | 館 炎 ・ 炎 症 性 腸 括 患 に 伴う 関節 災 な どの 血清 反応 隊 性 青 椎 関 
期 に 抗 リウ マチ 薬 に よる 治療 開始 が 必要 な 赴 者 を 同定 する こ : 節 症 が ある 。 


と を 目標 こし て いる 。 1 
* 【[ACRJAmerican Coliege of Rheumatolngy *【EULAR】Europaan League Against Rheumatism 
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簡 1 か 所 以上 の 関節 に 腫 有 が み ら れ 、 そ れ を 説明 する ほか の 疾 路 が み ら れ な い 場 合 、 ス コア リン グ シ ステ ム で 判定 を 行う 。 
芋 A て D の スコ ア を 加算 し 、 合 計 6 点 以 上 で RA と 診断 で きる 。 


関節 リウ マチ の 分 類 基準 | 


A 膝 妥 また は 圧痛 関 分数 大 関節 の 1 か 所 ON 
(DIP、1stCMC、1stMTP は 除外 ) | 大 関節 の 2 こ 10 か 所 ] 点 
| 小関 節 の 1 一 3 か 所 (大 関節 種 悪 の 有無 を 問わ な い ) 2 点 
| の 4 10 か 所 (大 関節 種 害 の 有無 を 問わ な い ) 3 点 
| 最低 1 つの 小関 節 を 含む 11 か 所 以上 還 だ 敵 
B. 血清 反応 : RF、 抗 CCP 抗 体 | RF、 質 CCP 本 体 の 両方 が 際 性 | om_ 
(1 回 以上 の 検査 が 必要 ) | RF、 抗 CCP 所 体 の いずれ か が 佐 値 性 (E 上 限 を 超え 正常 上 限 の 3 谷 ま で ) | 2 
、 RF、 抗 CCP 拓 体 の いずれ か が 高値 信正 辻 上 限 の 3 倍 を 超え る ) 3 上 
C. 炎症 反応 | CRP、ESR の 王 が 下 和 om 
(1 以上 の 検査 が 必要) | CRP、ESR の いずれ か が 高値 -] 喜 
D. 所 期間 6 週末 満 O 点 
| 6 週 以上 ] 束 
注 : 大 開基 : 肩 ・ 的 ・ 股 人 が: 和 e 
Aletaha D et al : 2010 Rheumatoid classification oritria - gn American College of Rheumatology European League Against Rheumatism collaborative initiative. Ad7y7tis ぐ 過 Aeur7a07sr7 


2010:68(9) : 2569-2581. より 引用 


の 状態 の 評価 


得 RA の 状態 評価 に は 、 疾患 活動 性 、 進 行 度 、 関 節 機能 障害 、 身体 障害 が ある 。 


DAS*28( ダ ス 28) | @EULAR が 開発 し た 活動 疾 悪性 評価 
邊 関節 28 か 所 (左右 の 肩 関節 、 肘 関節 、 手 関節 、 膝 関節 、 両 手 の MP 関節 と PIP 関 節 ) の 圧痛 関節 数 (TJC*)、 
腫 用 関 節 数 (SJC*) と 急性 期 反応 物質 (CRP ま た は ESR)、 患 者 に よる 全般 的 評価 (VAS*) で 疾患 活動 性 を みる 
邊 DAS=0.56xyTIC+0.28xSJC+0.70xIn(ESR) 0.014x 患 者 に よる 全般 評価 (VAS) 
邊 判定 : 寛解 <2.6、 26 ぐ 低 疾患 活動 性 s3.2、 3.2 く 中 疾患 活動 性 s5.1、 5.1 く 高 疾患 活動 性 


邊 関節 28 か 所 (上 記 ) の 圧痛 関節 数 ・ 腫 上関 節 数 、 患 者 VAS、 医 師 VAS、 (CRP) に よっ て 疾患 活動 性 を みる 。 
生 SDAI=TJC+SJC+ 患 者 に よる 全般 的 評価 (VAS)+ 医 師 に よる 全般 的 評価 (VAS)+CRP(mg/dL) 
位 判 定 : 克 解 53.3、 33 く 低 疾患 活動 性 =11、 11 く 中 疾 悪 活動 性 s26、 26 く 高 疾患 活動 性 


穫 腫 上 関節 数 、 圧 痛 関節 数 、 患 者 VAS、 医 師 VAS で 疾患 活動 性 を 見 る 
邊 判定 寛解 s2.8、 2.8 ぐ 低 疾患 活動 性 s10、 10 く 中 疾患 活動 性 s22、22 高 疾患 活動 性 


進行 度 の 評価 人 信行 度 は 、X 線 写真 の 結果 を 基 に Steinbrocker の Stage 分 類 (1 一) が 用 いら れる (P4 参 照 ) 


関節 機 能 障 害 の 評価 筐 米国 リウ マチ 学会 (ACR) が 開発 し た 関節 機能 障害 の 分 類 が 用 いら れる 
Class1 通常 の 日 常 生活 活動 (身の回り *"、 職 業 的 活動 お よび 非 職業 的 活動 *") は 完全 に 可能 で ある 
Class2 | 通常 の 身の回り と 職業 的 活動 は 可能 で ある が 、 非 職業 的 活動 に は 制限 が ある 


| 通常 の 身の回り は 可能 で ある が 、 的 活 動 と 非 業 8 活動 に は 制 恨 が ある 


SDAI* (エス ダ イ ) 


CDAI*( シ ー ダ イ ) 


_Class4 | | 身の回り 、 職 業 的 活動 お よび 非 有 業 的 活動 に は 制限 が ある 


6 通常 の 身の回り と は 着衣 、 食 事 、 入 溢 、 体 の 手入れ や 排 短 を 含む 。 

室 7 非 工業 的 活動 ( 振 反 あ る い は 款 技 ) と 碧 業 的 活動 (仕事 、 広 学 、 家 事 ) は 喉 才 の 手記 や 年 齢 と 性 に 左右 され る 。 

Hochberg MC et_al.: The American Coliege of Rheumatology 1991 revised criteria for the classification of global functional status in 
heumatoid arthritis、 4 が y7s ぐ 万 heurasr7 1992 : 35 - 498. より 引用 


* IDAS】disease activity score =*【VASjvisual analogue scale : 視覚 的 評価 スケ ー ル 。10cm( 100mm) の 電 災 を 書き 、 左 甘 に 0、 右 敵 に 100 と 記入 し た 痢 定 ス ケー ル を 用 いて 、 今 どの 位置 に ある か を 指し 示し 
き [TJCjtender joint count て も らい 、 そ の 位置 の 長 さ を 計測 し 数 値 化 し た も の 。 
*【SJCjswelien joint count = 【SDAllsimplifiad disgase activity indgx * 【CDAI】cimical disease activity index 
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ー ユ 半 
SVYY な き 


器 央 前山 S ポ さす ご 局 斉 


編 詩 岩 季 


幅 許 簡 洛 


ー ハ ご 奈 束 順 引 に 7 に ーーY* き き 


還 叶 劉 結 


の 生活 機能 評価 


呈 質 問 票 を 使用 する HAQ*、 ま た は modified-HAQ 等 に より 身 ! の 最高 点 の 合計 点 を 回 答 し た カテ ゴリ ー 数 で 割り 、J-HAQ ス 
体 機能 障害 度 評価 が な され て いる 。 ! コア と する 。 

只 近 年 わが 国 で は 、 日 本 人 の 生活 様式 に 合わ せ た J-HAQ が 開発 ! 但 個 々 の 質問 内 容 に より 、 日 常 生活 で の さま ざま な 場面 で 何 が 困 
され 臨床 で 使わ れ て いる 。 難 と な る か が わか り 、 自 助 具 の 使用 な ど 必要 な 対策 を と る こと 


WJ」-HAQ は 、 日常 生 活 の 8 カテ ゴリ ー を 「 な ん の 困難 も な く で き | が で きる 。 
る : 0 点 』 ご 「 ま っ た く で き な い : 3 点 」 で 評価 し 、 各 カテ ゴリ ー 


*【HAQlhealth assessment questionnaire 


治療 ' [ 
有効 性 の 高い 薬剤 の 開発 や 臨床 研究 等 に より 1999 年 以降 か ら ! 央 わが 国 で は 、2013 年 に 発表 され た EULAR リ コメ ン デ ー シ ョ 
劇 的 に 進化 し 、 早 期 か ら 適切 な 治療 を 行う こと で 下 解 と その 維 ' ン を 基本 に 、 わ が 国 の 日 常 臨床 を 勘 し て 変更 され た 「 関 節 リ 
持 を めざす こと が で きる よう に な っ た 。 ! ウマ チ 診療 ガイ ドラ イン 2014」 が 発表 され 、 使 われ て いる 。 
中 真 解 は 、ACR/EULAR 基 準 で 、 圧 系 関節 数 1 つ 以下 、 用 用 関 | 生活 習慣 の 対策 (安静 と 運動 の バラ ンス 、 十 分 な 栄養 補給 ) お よ 
節 数 1 つ 以 下 、 悪 者 全般 評価 (VAS) 1/10 以 下 を 同時 に 満た ! の 理学 療法 、 朱 剤 療法 を 組み 合わ せ て 行わ れる が 、 外 科 的 療法 
すか 、CDAI 2.8 以 下 の いずれ か に 該当 する 場合 と な る 。 | が 取ら れる こと も ある 。 


の 薬物 療法 

楽 物 療 法 の 目標 よ 、 び らん 、 進 行 性 の 変形 、 関 節 機能 の 裂 失 を | 尋 薬 物 治 療 開始 後 3 か 月 後 で 治療 効果 が 得 ら れ な い 場合 は 、 薬 剤 
予防 する た め に 、 人 炎症 を 抑え る こと に ある 。 ) の 見 直し が 行わ れる 。 

治療 目標 を 明確 に 真 解 と 定め る 目標 に 向け た 治療 が 定着 し 、 治 | 借 抗 リウ マチ 薬 の 効果 は 3 か 月 ご と に 評価 され 、 効 果 が 不 十分 で 
療 開始 時 点 と その 後 の RA の 活動 性 を 評価 し て 、3 か 月 お き に | あれ ば 与 薬 量 の 増量 また は 生物 学 的 製剤 へ 変更 され る 。 
治療 調節 を 行う 厳格 な コン トロ ー ル の 時 代 へ と 突入 し て いる 。 


ーーー EE mm 
分 類 特徴 お も な 薬剤 

非 ステ チ ロイド 但 炎 症 を 引き 起こ す プ ロス タグ ラン ジン を 産生 する 酵素 を 抑え る こと で 、 豊 ア セチル サリ チル 酸 ( ア スピ リン ) 

性 抗 炎症 薬 抗 症 作用 を 発揮 する @ ロ キソ プロ フェ ン ナ トリ ウム 水 和 物 (ロキ ソニ ン ") 


(NISAIDS*) 人 導 呈 修 節 抗 リウ マチ 薬 (DMARDs *) や 生物 学 的 抽 剤 登場 に より 、 補 | 借 ジ クロ フェ ナク ナトリウム (ポル タレ ン %) な ど 
助 挟 剤 と し て 関節 の 導 痛 や 良 に 対す る 対症 療法 と し て 使用 され る 


疾患 修飾 科 従 来 、 RA の 治療 に 使わ れ て きた 薬剤 で 、RA の 原因 で ある 免疫 異常 に 作 (免疫 抑制 薬 ) 
抗 リウ マチ 薬 用 し て 、 病 気 の 進 行 を 抑え る は た らき が ある 介 メ トト レキ サー ト (MTX*) (リウ マト レッ クス $) 
(DMARDs) 筐 治療 の 第 一 選択 薬 と な る 笠 タ クロ リム ス ( グ ラ セ プ ター*) 

穫 右 の 薬剤 が 比較 的 よく 用 いら れ て いる (免疫 調節 薬 ) 


筐 サラ ゾ ス ルフ ァ ピ リジン (アザ ルフ ィ ジ ン EN* ) 
筐 ブシ ラミ ン ( リ マチ ル *) 
ステ ロイ ド 答 DMARDs や NSAIDs を 用 いて も 炎症 が 十分 に 抑制 で き な い 場合 や 、 重 
度 の 多 関 節 症状 を コン トロ ー ル する た め に 、 用 いら れる 。 重 症 型 を 除く 
通常 の RA に お いて は 、 総 対 的 適応 は な い 
代 関 節 症状 を すみ や か に 軽減 する 作用 が ある が 、 種 々 の 副作用 が ある 
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分 類 特徴 


お も な 薬剤 


生物 学 的 製剤 代 炎 症 を 引き 起こ す サ イト カイ ン な どの は た らき を 妨げ 、RA の 進行 を 抑 て TNFc 輸 害 薬 


える 
筐 右 の 薬剤 が 認可 され て いる 


(bDMARDs*) 


邊 早期 の 使用 や 生物 学 的 製剤 MTX の 併用 療法 に お いて より 高い 寛解 達成 
幸 を 認め 、 関 節 破壊 抑制 効果 が 強い な どの エビ デン ス が 構築 され て いる 


筐 感染 症 等 の 副作用 の リス ク が 高く 、 高 コス ト で ある 


*【NSAIDs】nonrsteroidal anthinfiammatory drugs 

* IDMARDsdisease modifying antirheumatic drugs 

*【MTX】 methotrexata 

* IbDMARDs】biological disease moditying antirheumatic drugs 


邊 イン フリ キシ マブ (レミ ケー ド ぁ ) 
得 ア ダリ ム マ ブ ( ヒ ュ ミ ラ *) 

得 ゴ リム マブ (シン ポニ ー*) 

重 エ タネ ル セ プ ト ( エ ンプ レル *) 
往 セ ルト リズ マブ ベ ゴ ル (シム ジア *) 
(IL-6" 受 容体 抗体) 

等 ト シリ ズ マ ブ ( ア ク テ ム ラ 『*) 

短 サ リル マブ ( ケ ブ ザ ラ *) 

(T 細 胞 共 刺 激 分 子 “阻害 薬 ) 

筐 アバ タ セ ブ ト (オレ ン シ ア 『) 


* [IL-B】interleukin-B : T リ ン バ 球 か ら 産 生 さ れ 、B リ ン バ 球 に 抗体 を つく る よう 指令 する 分 子 。 ※ 古 性 サイ トカ イン お よび 抗 交 古 性 サイ トカ イン の 両方 と し て 作用 する 。 


※※ 日 抗原 提示 統 胞 ( 樹 状 幼 店) な ど が T 細 胞 を 活性 化す る 了 に 必須 と な る 補 動 的 な シグ ナル を 介在 する 分 子 の こと 。 


〇 理学 療法 / リハ ビリ テーション 


関節 や 筋 内 の 機能 を 守り 、 日 常 生活 の 質 (QOL 維持 の た め に 
行う 。 

関節 拘 縮 や 筋力 低下 を 予防 する た め に も 、 痛 み に 耐 えら れる 範 
囲 で 運動 を 続け る こと が 推奨 され て いる 。 

委 リハ ビリ テー ショ ン の 効果 を みる 方 法 と し て 、 徒 手筋 カテ スト 
(MMT*、 個 々 の 筋力 や ADL を 介助 な し で 行え る か どう か 評価 
する 方 法 。 筋 収縮 の な い 状 態 を 0 と し 正常 な 状態 を 5 と し た 
6 段階 尺度 で 徒手 的 に 測定 する ) が 用 いら れる 。 


(物理 療法 (温熱 療法 ) 〉 

炎症 は 治まっ て いる も の の 慢性 的 な 痛み が 続く と き に 行う 。 炎 
症 が ある と き は 不可 と な る 。 

串 部 の 痛み や こわ ば り を や わら げ る こと が で きる 。 

ホット バッ ク ( 保 温 性 の ある ゲル を 厚手 の 布地 に 包ん だ も の ) や 
肖 湯 に 浸し た タオ ル な ど を 悪 部 に 当て る 。 

40-42C の 温水 で 1 0 分 程度 温め て も 効果 が ある 。 


*【MMT】manual muscla test *【ROMjrang of motion 


の 手術 


潤 適 切な 薬物 療法 で 効果 が み ら れ な い 場 合 、 ま た は 患者 の 希望 に 
より 考慮 され る 場合 が ある 。 

中 薬物 療法 の 進歩 より 、 大 関節 で ある 四肢 関節 の 著しい 変形 や 巨 
胡 欠損 に 関す る 手術 は 減少 傾向 に ある 。 


科 ほ か に も 、 医 療 機関 で 行わ れる 赤外線 や レー ザー、 超 音波 、 マ 
イク ロ 波 な ど で 深 部 まで 温め る 方 法 も ある 。 


(関節 可動 域 訓練 〉 

邊 関節 可動 域 (ROM*) の 獲得 、 筋 力 増強 、 傷 ん だ 関節 の 修復 の 
た め に 行わ れる 。 

傷ん だ 関節 を 修復 させ る た め に は 運動 が 必要 で ある が 、 過 度 に 
な る と 関節 の 破壊 が 進行 する た め 、 運 動 量 は 指示 を 守る こと が 
重要 で ある 。 

「 関 節 リウ マチ 診療 ガイ ドラ イン 2014」 で は 、 指 導 者 の も と 、 
週 2 回 以上 、20 分 以上 、6 週 間 以 上 、 最 大 心拍 の 55% 以 上 の 
有 酸 素 運動 も し く は 最大 反復 回 数 30 こ 50% の 筋力 トレ ー ニ ン 
グ に よる 運動 療法 が 推奨 され て いる 。 

症状 が 安定 し て いる 場合 は 、 自 宅 で の 運動 療法 、 リ ウマ チ 体 操 
も 勧め られ る 。 


中 生物 学 的 製剤 の 効果 が な い 患 者 や 高齢 の 患者 で は 、 人 工 関節 置 
換 術 や 骨折 に 伴う 手術 等 が 行わ れる 。 

生 手 足 の 小関 節 の 変形 に 対す る 手術 や 、 上 肢 障害 に 対す る 手術 の 
適応 が 増え て いる 。 
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器 岩 醒 山 S ポ さこ 局 斉 


生 


編 府 


幅 許 事 洛 


に 


ー ユ 半 
に と よう | 


| 
に に 7 に た っ) | ーーVY* は さき 


EN 上.』 


ー ュ ニー 


に に 3 に 


長 期 に わた り 人 症 が 続く 梁 膜 を 関節 続 視 下 で 取り 除き 、 関 委 痛 や 硬 妥 を 押 割 し た よう と する も の 
@RA そ の も の の 進行 は 、 抑 制 で き な い 
@ か つて は 炎症 が 激しい 関節 で よく 行わ れ て いた が 、 業 物 療 法 の 進歩 に より 少な く な っ て いる 


@ 交 形 し た 関節 の 骨 の 一 部 を 取り 除き 、 人 工 関節 に 四 換 える 手術 

5 衝 が 激しく 日 常 生活 に 使用 を きた し て いる 、 保存 的 治療 で は 症 痛 が 改善 し な い 、 骨 が 著しく 変形 し て いる な ど 、 適 
_ 関 ou - 

ミミ :。) 議 記 時 の 億 入 謎 が 滑 際 火 に より 傷ん で 、 あ る 日 突然 第 5 指 あ る い は 第 4・5 指 が 伸ばせ な く な っ た 状態 に 対し て 行わ れる 
人 術 後 の 断 裂 予防 の た め に 、 消 肝 切 除 、 天 骨頭 の 突出 を な くす 関節 形成 術 を 併せ て 行わ れる こと が 多い 

妥 形 成 術 ・ @ 長 期間 の 炎症 に より 擦り 切れ る よう に 断裂 し た も の を 、 且 移 行 ( 残 っ て いる 妥 に 縫い つけ る ) ま た は 朋 移 慎 術 ( 長 肖 
手 関 釣 形 成 術 旗 を 採取 し て 移植 する ) に より 再建 する 

@ 麻 形成 術 の み で は 再び 麻 探 を 受け て 再 断裂 する 可能 性 が ある た め 、 同 時 に 手 関節 形成 術 を 行う 


活 に お ける : 


間 以 下 の 点 に つい て 、 十 分 に 指導 を 行う こと が 必要 で ある 。 


邊 RA と 喫煙 は 強い 関係 が ある た め 、 禁 煙 が 必須 で ある 
得 受 動 喫 も 避け られ る よう な 工夫 を する 
邊 十分 な 睡眠 時 間 を と る 

間 生活 スタ イル に 合わ せ て こま め に 休息 を と り 疲れ を た め な い 
邊 適切 な 運動 を 続け る こと は 必要 だ が 、 無 理 を し な い 

邊 関節 へ の 負担 が 軽い 全身 運動 も 効果 的 で ある 


筐 多く の 抗 リウ マチ 薬 は 免疫 抑制 作用 が ある た め 、 手 洗い 、 う 
が いや 人 混み を 避け る な ど 日 ご ろか ら 感 染 予防 に 気 を つけ る 
筐 風邪 を は じ め 、 感 染 症 に か か っ た と き は 、 す ぐに 受診 する 


5 5: 『 気 につい て 正しい 情報 を 集め 正しく 理解 する 

の い @ できない こと で は な く 、「 で きる こと 」 に 目 を 向け 、 治 療 に 取り 
組む 

@ 寺 者 会 な ど に 参加 し 、 悩 み を 話せ る 場 を つく る 


関節 保護 邊 関節 へ の 負担 を 減ら す 
『 住居 に 手すり の 設置 、 ド アノ ブ ・ 洋 式 ト イレ へ の 改修 な ど を 
行う 
人 関節 に 負担 を か け な い 動作 を 身 に つけ る 
『 小さ な 関節 より 大 き な 関節 、 小 さ な 筋 肉 よ り 大 き な 筋 肉 を 
使う 
『 も の は 両手 で 持つ 、 外 出 時 の 手荷物 は リュ ッ ク サ ッ ク を 使う 
『 関節 を 曲げ た り ひ ね っ た りす る 動作 や 関節 を 長 時 間 使う 作 
業 は 避け る 
『 長 時 間 同じ 姿勢 で 過ごす こと は 避け る 
『 補助 具 を 活用 する 


= っ = sas 


筋 内 の 維持 、 骨 組 団 症 予防 、 貧 血 の 防止 に 努め る 

@ 良 質 の タン パク 質 ( 肉 や 魚 、 卵 、 乳 製品 、 大 豆 製 品 )、 カ ル シ 
ウム (所 製 品 、 小 魚 、 緑 黄色 野菜 、 海 類 )、 ビ タ ミ ン D( レ バー、 
サケ 、 共 日 干し の 乾物 )、 ビ タ ミ ン K( 豆 、 ブ ロッ コリ ー、 合 演 ) 
を し っ か り 摂 取 す る 
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事例 紹介 


患者 さん の 基礎 情報 と 、 入 院 3 日 目 の 情報 を 示し ます 。 


K 氏 、60 歳 、 女 性 、 主 婦 37 字 了 関 節 リ ウマ チ (Steinbrocker の Stagei、 関 節 機 能 障害 クラ ス 2) 


@1 年 くら い 前 に 、 手指 の 関節 の 腫れ と 痛み が 出現 し た が 、 が まん で 
き な い ほど で は な く 、 い つの ま に か 痛み が 引い た た めそ の まま 放置 
し て いた 。 

和 半 年 後 、 再 び 手 指 の 関節 の 腫れ と 痛み が 出現 し 、 前 回 と 比べ て ひど 
く 熱 を も っ て いた た め 、 湿 布 貼 用 で 様子 を みて いた 。 

@ し か し 、 指 先 の 細か な 動き が つら く 、 重 た いも の を 持ち 上 げ る こと 
が で き な く な り 、 家 事 を する の も つら く 、 い つも の 倍 くら い 時 間 が 
か か る よう に な っ た 。 身の回り の 支度 に も 不便 を 感じ る よう に な り 、 
と くに 朝 は ひど く 、 布 団 か ら な か な か 立ち 上 が れず 、 肘 ・ 肩 の 痛み 
で 着替え に 時 間 が か か り 、 ト イレ で は な か な か ズボン が 下る ろ せ ない 
と きも あっ た 。 

@ 上 記 の 症状 に より 、 近 医 を 受診 。 関 節 リ ウマ チ と 診断 され 、 抗 リウ 
マチ 業 10mg・ 週 1 回 、 ブ プレドニゾロン 2mg・1X 朝 、NSAIDs 
厳 、 攻 上 薬 服 を 続け て いた 。 

@ し か し 、 効 果 が み ら れ ず 生 物 学 的 製剤 の 導入 を 提案 され 、 生 物 学 的 
製剤 導入 と リハ ビリ テー ショ ン の 目的 で 入院 し た 。 


カル テ 、 ケ ア を 通し て 得 た 


電 検 査 結果 : 


Alb*(g/dt 


CRP(ug/dL 
ESR(mm 


抗 CCP 抗 体 


衝 X 線 検査 : 関 末 只 の 狭小 。 骨 姜 縮 が ある 。 軽 度 の 軟 
骨 下 の 骨 破壊 が ある 。 


* [RBC】red blood cell : 訂 庫 球 数 
* [WBCJwhite blood Cell : 白血球 数 
*【Hbjhemogiobin : へ モグ ロビ ン 


き 【Hthematocrit : へ マト クリ ッ ト 
* [TP】total protein : 総 タン バク 
=* IAib】albumin : アル ブ ミン 


邊 入院 時 の 状態 : 
身長 (om) 159 体 湯 ( で ) 365 
体重 (kg) 556 碑 拍 (回 / 分 ) |66 
BMI* 22 呼吸 (回 / 分 ) 14 
利き 謎 右 利 き 箇 圧 (mmHg) |125/70 


入院 3 日 目 の 情 報 


s” 事例 に よる 看護 過程 の 展開 


今回 は 「 生 物 学 的 製剤 の 導入 等 を 目的 に 入院 し た 患者 」 の 事例 を も と に 、 看 護 過程 の 展開 の 例 を 示し ます 。 


*【BMI】body mass index 


生 排 便 : 入院 前 1 回 / 日 。 
邊 排尿 : 入院 前 6ー7 回 / 日 。 
排尿 ・ 排 便 と も 入院 後に 変化 は な い 。 


員 睡 眠 時 間 : 22 : 00 に 就寝 し 5 : 30 に 起床 。 

和 睡 過 薬 頓服 、 週 に 2~-3 回 使用 。 

用 「 六 み で と きど き 目 が 覚め る こと が ある の で 、 睡眠 薬 を 
も ら っ て いま す 。 薬 を 飲め ば 眠れ ます 」 

中 途 覚 醒 、 入 眠 困 難 は な い 。 
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テーY ユ 基 
S プ YY は 


ーYv せ さ 


硬 区 論 貴 


テニ 


(%】 食事 


瞳 食 欲 あり 。 
軸 入院 前 は 、 三 食 と も 自分 で つく っ て 、 バ ラン ス よ く 食 べ 
て いた 。 


(スス 】 ADL、 IADL“ 


用 食事 : 箸 を 持つ こと が 難し く 、 ス プー ン を 使用 し て 摂取 。 

肖 排 湯 : ズボン を 下る ろ せ な いと き が ある 。 

沿 着 替え : 時 間 が か か る が 自力 で 可 。 

遇 清潔: 洗面 、 歯 磨き 、 入 浴 な ど 細 か い 作 業 に 時 間 が か か る 。 

整 容 : 整髪 や 化粧 な ど 細 か い 作業 に 時 間 が か か る 。 

食器 洗い : 「 水 道 柏 を ひね る の も 一 苦労 。 食 器 洗い で お 
皿 を 落と し そう に な り 、 いつ も の 倍 く らい 時 間 が か か る 」 

褒 掃除 : 「 雑 巾 を 絞る 手 に 力 が 入ら な い 。 掃除 機 が すご く 
重く 感じ て 、 い つも の よう に 進ま な い 」 

遇 布団 千 し : 「 関 節 が こわ ば り 、 布 団 を 持ち 上 げ る こと が で 
き な い 」 

| 趣味 :「 編 み 物 が 趣味 だ けど 、 指 先 の 細か な 動き が つら く 、 
編み か け の まま 続き を 編む ひこ と が で き な く な り ま し た 」 


* 【IADLinsrumental activities of daily living : 手段 的 日 常 生活 動作 。 


関節 可動 性 


有 ROM : 
屈曲 90 
外 転 90* 
外 旋 20' 
肘 関節 n 屈曲 90' 1 
両手 穫 第 2 一 5 指 | MM 中 時 尽 曲 45′ 伸展 1O 
PIP 関 条 本: に 
結 揚力 : 利 手 ( 右 ) 6kg、 非 利き 手 (た ) 4ko。 
計 第 25 指 に 訪 状 月 妥 あ り 。 


感覚 


いっ 1 


時 手指 の こわ ば り 、 腫 れ 、 痛 か に よっ て 家事 や 日 常 生活 
が し づら く な っ て いま す 」 

抽 視 覚 : 眼鏡 使用 で 問題 な い 。 聴 覚 : 問題 な い 。 

沿 導 痛 スケ ー ル (VAS) : 5 て 6/10( 両 手指 ・ 肩 ・ 肘 関節 す 
べ て )。 


12 = フチ ナ ー ス Vol30 No.1 January 2021 刑 骨 


(病気 へ の 受け 止め か た 


 ( 治 医 の 説明 ) 「 症 状 の 改善 が みか られ な い の で 、 生 物 学 
的 製剤 を 使用 し て いこ うと 思い ます 。 生 物 学 的 製剤 と は 
最新 技術 を 使っ て 開発 され た 新しい 関節 リウ マチ の ま 薬 
で す 。 関節 の 痛み や 腫れ な ど を 和らげ 、 関 節 の 破壊 を 抑 
えま す 。 効果 が 維持 で きれ ば 、 長 期 的 な 生活 の 質 を 改善 
する こと も 可能 と な り ま す 。 日 常 生活 が 維持 で きる よう 
に リハ ビリ テー ショ ン の 方 法 を 確認 し て いき まし ょ う 」 

生 「 手 指 の こわ ば り 、 腫 れ 、 痛 み は 関 節 リ ウマ チ の 答 患 に 
よる も の で 、 痛 み 止め も あま り 効 か な か い の で し か た な い 
と 思っ て いま し た 」 

NM 「 リ ウマ チ で は 関節 が 変形 する と 聞い た の で す が 、 今 の 
と ころ 手指 の こわ ば り は あっ て も 腫れ て いる だ け な の 
で 安心 し て いま す 」 

0 「 生 物 学 的 製剤 で 関節 の 痛み や 腫れ な ど を 和らげ 、 関 節 の 
破壊 を 抑え られ た らい いな と 思っ て いま すし 、 主 婦 な の 
で 、 家 事 が 今 まで 通り に で きた らい いな と 思っ て いま す 」 


拓夫 (64 歳 )、 娘 (30 歳 ) と 3 人 暮らし 。 キ ー パ ー ソ ン : 夫 。 

和 0 「 困 っ た り 悩 ん だ り し た と き は 、 夫 に 相談 し て 解決 する 
よう に し て いま す 。 よ く 話 を 聞い て くれ ます 」 

間 「 最 近 、 私 が で き な い 家事 を 時 間 が ある と き に 娘 ・ 夫 が 
手伝っ て くれ て いま す 」 


性 格 


過 「 の ん びり し て いる と 思い ます 。 言 われ た こと は きち ん 
と や る タイ プ で す 」 


2 コー ピンク バ ター ン 


員 「 ス トレ ス が あっ て も 、 夫 や 娘 に 愚痴 を 聞い て も ら っ て 
解決 し て いま す 」 


リハ ビリ テ 


所 ADL 訓 練 の 目的 : 関節 へ の 負担 を 軽減 し 、 関 節 の 保護 と 
エネ ルギー の 節約 。 
抽 指 導 方 針 と 内 容 : 

『 日 常 生活 動作 の 注意 点 に つい て 説明 を 行い 、 理解 し て 行 
動 で きる よう に する 。 

『 関節 の 拘 縮 や 筋力 の 低下 の 進行 を 防ぐ た め に 、 リ ハビ リ 
テー ショ ン (関節 可動 域 訓練 、 筋 力 増強 訓練 ) に 取り 組 
むように 指導 し て いく 。 

『 内 容 : 大 き な 関節 と 強い 筋肉 で 仕事 を する 、 道 具 で 代償 
する 、 正 し い 姿 勢 ・ 動 作 を 保持 する 。 リ ハビ リ テ ー シ 
ョ ン 室 で 1 回 / 日 実施 。 


現在 の 医療 で は 、RA を 予防 する こと も 完治 させ る こと も で き 
な い 。 し た が っ て 、RA の 治療 目標 は 早期 に 診断 し 、 炎 症 が 広 が 
っ て し まう 前 に 進行 抑制 に 努め 、 患 者 の 身体 的 、 精 神 的 、 社 会 的 
な 生活 の 質 (QOL) を で きる だ け 高 い レ ベル に 保つ こと で ある 。 
RA の 治療 は 基礎 的 治療 、 薬 物 療法 、 手 術 療 法 、 リ ハビ リ テ ー シ 
ョ ン の 4 本 柱 か ら な る 。 こ の 4 本 柱 を 十分 に 、 そ し て バラ ンス よ 
く 包 括 医 療 を 行う こと が 基本 に な る 。 

事例 は 、 抗 リウ マチ 薬 、 ス テロ イド 剤 の 内 服 治療 を 受け た が 効 
果 が み ら れ な いた め 、 生 物 学 的 製剤 の 導入 と リハ ビリ テー ショ ン 


アセ スメント ュー ドン の 機能 的 健康 バタ ー ン を 用 いた 例 一 
ゴー ドン の 1 1 の 機能 的 健康 バター ン を 用 いて 、 情 報 整 理 と アセ スメント を 行い ます 。 。 


Subjective data : 主観 的 情報 回 Objective data : 客観 的 情報 注意 : バタ ー ン に よっ て は 、 ク ラス ター( 情 報 群 ) 毎 に 分 困 を し て いま す が 、 ア セス メン 


情報 の 整理 


穫 現 病歴 


健康 知覚 
1 その まま 放置 し て いた 。 


この 事例 で の アセ スメント 


今月 の 事例 の 患者 さん を アセ スメント する 場合 、 ど の よう な 点 に 着目 すべ きか を 解説 し ます 。 


『 1 年 くら い 前 に 、 手 指 の 関節 の 腫れ と 痛み が 出現 し た が 、 が 尋 RA の 権 患 に より 手指 の こわ ば り ・ 腫 妥 ・ 療 痛 が 生じ 、 揚力 の 低 
まん で き な い ほど で は な く 、 い つの ま に か 痛み が 引い た た め 下 や 関節 可動 域 制限 が 生じ て いる こと 、 日 常 生活 活動 が 低下 し 


画 と 取り 組み 状況 


邊 取り 組み 状況 : 方 法 や 家 で どの よう に し た ら よ いか な どの 
質問 が あり 、 指 導 さ れ た こと に 前 向き に 取り 組ん で いる 。 


し 人 


苦 | 玩 頭 8 商 司 員 部 ww 右 専 着 


加 


編 府 


編 詩 計 切 


に 盾 た. に) 


目的 で 入院 し た 患者 で ある 。 お も に 手指 の 関節 の 痛み と 腫れ 、 可 
動 域 制限 が み ら れ て いる 。 日常 生活 動作 へ の 影響 が どの 程度 ある 
か と 同時 に 、 今 後 の リ ハビ リ テ ー シ ョ ン に 対す る 考え や 取り 組み 
は どう か を アセ スメント し 、 身 体 可動 性 の 改善 に つなが る よう 援 
助 し て いく 必要 が ある 。 

また 、 今 後 の 生 物 学 的 製剤 導入 や リハ ビリ テー ショ ン に 対し て 、 
患者 が どの よう に 受け 止め て いる の か アセ スメント し 、 治 療 に 前 
向き に 取り 組め る よう 援助 し て いく こと が 重要 と な る 。 


| me | 


| os | 


厨 悦 洗 知 湯 


EN 上.」 


ト す べき も の を すべ て 絶 座 し て いる わけ で は あり ませ ん 。 


ー ュ ニー 


アセ スメント 


く 健康 認識 > 


に に 3 に 


て いる こと を 認識 で き て いる 。 


| 。。 | | 半年 後 、 再 び 手指 の 関節 の 腫れ も 痛み が 出現 し 、 前 回 と 比べ 豊 診断 後 の 薬 物 治 療 の 効果 が み ら れず 、 生 物 学 的 製剤 に 期待 を 示 


て ひど く 熱 を も っ て いた た め 、 湿 布 貼 用 で 様子 を みて いた 。 


し て いる 。 
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活動 
運動 


情報 の 整理 


『 し か し 、 指 先 の 細か な 動き が つら く 、 重 た いも の を 持ち 上 げ 
る こと が で き な く な り 、 家 事 を する の も つら く 、 い つも の 倍 
くら い 時 間 が か か る よう に な っ た 。 身 の 回 り の 支度 に も 不便 
を 感じ る よう に な り 、 と くに 朝 は ひど く 、 布 団 か ら な か な か 
立ち 上 が れず 、 肘 ・ 肩 の 痛み で 着替え に 時 間 が か か り 、 ト イ 
レ で は な か な か ズボン が 下ろ せな いと きも あっ た 。 

『 上記 の 症状 に より 、 近 医 を 受診 。 関節 リウ マチ と 診断 され 、 
抗 リ ウマ チ 薬 10mg・ 週 1 回 _ プレドニゾロン 2mg・1X 朝 、 
NSAIDs 頼 服 、 睡 眠 薬 頓服 を 続け て いた 。 

『『 し か し 、 効 果 が み ら れ ず 生 物 学 的 製剤 の 導入 を 提案 され 、 生 
物 学 的 製剤 導入 と リハ ビリ テー ショ ン の 目的 で 入院 し た 。 

回 (生物 学 的 製剤 に 関す る 主治 医 の 説明 ) 「 関 節 の 痛み や 腫れ な ど 
を 和らげ 、 関 節 の 破壊 を 抑え ます 。 効 果 が 維持 で きれ ば 、 長 期 的 
な 生活 の 質 を 改善 する こと も 可能 と な り ま す 。 日 常 生 活 が 維持 
で きる よう に リハ ビリ テー ショ ン 方 法 を 確認 し て いき まし ょ う 」 

く 健康 管理 > 

回 リハ ビリ テー ショ ン 計 画 : 

條 関節 保護 の た め の 日 常 生活 の 注意 点 に つい て 指導 。 

邊 関節 の 拘 縮 や 筋力 の 低下 の 進行 防止 の リハ ビリ テー ショ ン を リ 
ハビ リ テ ー シ ョ ン 室 で 1 回 / 日 実施 。 

回 「 手 指 の こわ ば り 、 腫れ 、 痛 み は 関 節 リ ウマ チ の 第 串 に よる も の 」 

回 生物 学 的 製剤 で 関節 の 痛み や 腫れ な ど を 和らげ 、 関 節 の 破壊 
を 抑え られ た らい いな と 思っ て いま す 」 

回 「 リ ハビ リ に も 積極 的 に 取り 組ん で いき ます 」 

回 方 法 や 家 で どの よう に し た ら よ いか な ど 、 質 問 す る 。 

回 指導 され た こと に 前 向き に 取り 組ん で いる 。 

回 「 楽 は きち ん と 飲ん で いま し た 」 


アセ スメント 


く 健康 管理 > 

等 リハ ビリ テー ショ ン に 対し て 質問 する な ど 、 積 極 的 に 取り 組ん 
で いこ うと いう 意欲 を 示し て いる 。 

生薬 の 管理 も きち ん と で き て お り 、 管 理 能 力も も っ て お り 、 今 後 
さら な る 強化 を 望め る と 考え られ る 。 


邊 関節 の 拘 縮 や 筋力 の 低下 の 進行 を 防ぐ た め の リ ハビ リ テ ー シ ョ 
ン 計 画 が 示さ れ て お り 、 前 向き に 取り 組む こと が で き て いる 。 


回 食欲 あり 。 

回 入院 前 は 、 三 食 と も 自分 で つく っ て 、 バラ ンス よく 食べ て いた 。 
回 身長 159cm、 体 重 55.6kg、BMI 22。 

回 栄養 所 見 : TP 65g/dL、Alb 4.0g/dL。 


回 排便 : 入院 前 1 回 / 日 、 普通 便 中 等 量 、 腹 満 感 な し 。 


回 排尿 : 入院 前 6-7 回 / 日 。 
回 排尿 ・ 排 便 と も 入院 後に 変化 は な い 。 


邊 栄養 状態 は 保 た れ て お り 、 問 題 は な い 。 


人 排便 ・ 排 尿 と も 問題 な く 行 えて お り 、 排 便 ・ 排 尿 機 能 に 問題 は 
な い 。 


で 関節 の 状態 > 
回 握力 : 利き 手 ( 右 )6kg、 非 利き 手 ( 左 )4kg。 
回 ROM : 

『 肩 関節 : 屈曲 90"、 外 転 90*、 外 旋 20" 

『 肘 関節 : 屈曲 90* 

『 両手 指 第 25 指 : 
・MP 関 節 : 屈曲 45*、 伸 展 10* 
・PIP 関 節 : 屈曲 45* 

回 第 2…5 指 : 紡 掴 状 腫 妥 あ り 。 


て 関節 の 状態 > く ADL、IADL> 

科 RA に よる 握力 の 低下 、 両 手指 の 関節 可動 域 の 制限 、 関 節 部 の 
腫 眠 が み ら れ 、 指 の 細か い 作業 に 支障 を きた し 、 日 常 生活 動作 
全般 に 影響 し て いる 。 

和仁 ADL に つい て は 、 時 間 を か ける と と で ほぼ 自立 で き て いた が 、 
家事 や 趣 味 な ど に も 支障 が 生じ て き て いる 
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情報 の 整理 


く ADL、 IADL> 

回 箸 を 持つ こと が 難し く 、 ス プー ン を 使用 し て 摂取 。 

回 排 翌 時 、 ズ ボン を 下る ろ せ な いと き が ある 。 

回 着替え は 時 間 が か か る が 自力 で 可 。 

回 洗面 、 歯磨 き 、 入 浴 な ど 細か い 作 業 に 時 間 が か か る 。 

回 整髪 や 化粧 な ど 細か い 作 業 に 時 間 が か か る 

回 水道 栓 を ひね る の も 一 苦労 、 食 器 洗い で は お 皿 を 落と し そう 
に な る の で 、 い つも の 倍 くら い 時 間 が か か る 」 

回 雑巾 を 絞る 手 に 力 が 入ら な い 。 掃除 機 が すご く 重 く 感じ て 、 
いつ も の よう に 進ま な い 」 

回 「 関 節 が こわ ば り 、 布 団 を 持ち 上 げ る こと が で き な い 」 

回 「 編 み 物 が 趣味 だ けど 、 指 先 の 細か な 動き が つら く 、 編 みか け 
の まま 続き を 編 ひ こと が で き な く な り ま し た 」 

で 呼吸 ・ 循 環 > 

回 脈拍 66 回 / 分 、 呼 吸 14 回 / 分 、 血 圧 125/70mmHg( 入 院 時 ) 。 


回 22 : 00 に 就寝 し 、5 : 30 に 起床 。 

回 睡眠 薬 頓 用 、 週 に 2 一 3 回 使用 。 

回 「 痛 み で と きど き 目 が 覚め る こと が ある の で 、 睡 眠 楽 を も ら っ て 
いま す 。 薬 を 飲め ば 眠れ ます 」 

回 中途 覚醒 、 入 眠 困 難 は な い 。 


く 認 知 > 

回 主治 医 か ら の 説明 に 対し 、 理 解 で きた と の 発言 が ある 。 

で 感覚 > 

回 視覚 : 眼鏡 使用 で 問題 な い 。 聴 覚 : 問題 な い 。 

く 症 痛 > 

回 "手指 の こわ ば り 、 腫 れ 、 痛 み に よっ て 家事 や 日 常 生活 が し づ 
らく な っ て いま す 」 

回 「 と くに 朝 の 肘 ・ 肩 の 痛み が ひど く 、 布 団 か ら な か な か 立ち 上 
が れ な いし 、 着 替え に 時 間 が か か り ま す 」 

回 「 手 指 の 関節 の 腫れ と 痛み が ずっ と あり ます 」 

回 「 痛 み 止め も あま り 効 か な い の で 、 し か た な いと 思っ て いま し た 」 

回 症 痛 スケ ー ル (VAS) : 56/10( 両 手指 ・ 肩 ・ 肘 関節 すべ て )。 

占 「 生 物 学 的 製剤 で 関節 の 痛み や 腫れ な ど が 和らぐ と いい な と 思 
っ て いま す 」 


認知 


知覚 


アセ スメント 


< 呼吸 ・ 循 環 > 
借 呼 吸 ・ 循 環状 態 に 問題 は な い 。 


筐 睡 眠 楽 の 内 服 で 、 睡 眠 時 間 は 確保 され 、 睡 眠 の 質 も 確保 で き て 
お り 、 問 題 は な い 。 


で 認知 > 

伯 コ ミュ ニケ ーション は 円 滑 に 行え て お り 、 理 解 力 も ある 。 

く 感 覚 > 

炎症 の 進行 に 伴っ て 現れ る 症状 を 知覚 し て いる 。 

く 着 痛 > 

@RA の 答 患 に より 手指 関節 や 肘 ・ 肩 の 痛み が あり 、 抗 リウ マチ 楽 ・ 
ステ ロイ ド 剤 ・ 鑑 痛 業 で も 効果 が み ら れ て いな い 。 

< き 手指 の こわ ば り 、 腫 れ 、 痛 み に よっ て 家事 や 日 常 生活 の 能力 が 
発症 前 に 比べ 低下 し て お り 、 し か た が な いと の あき ら め が ある 
が 生物 学 的 製剤 に よる 治療 に より 軽減 する こと を 期待 し て いる 。 


回 「( 性 格 は ) の ん ぴり し て いる と 思い ます 。 言わ れ た こと は きち ん 
と や る タイ プ で す 」 

回 「 リ ウマ チ で は 関節 が 変形 する と 聞い た の で す が 、 今 の と ころ 手 
指 の こわ ば り は あっ て も 腫れ て いる だ け な の で 安心 し て いま す 」 

回 「 主 婦 な の で 、 家 事 が 今 まで 通り に で きた らい いな と 思っ て い 
ます 」 


筐 RA の 租 患 に より 手指 の こわ ば り 、 腫 れ 、 痛 み に よ っ て 日 常 生活 
の 制限 が 起き て いる と 理解 し て いる 。 

筐 主 婦 と し て 家事 を 担っ て いる こと に 誇り を も っ て お り 、 自 己 概 
念 や 自己 尊重 に 支障 は な く 、 問 題 な い 。 
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ー マ ユ キ 
に と いす | 


に に たよ | 翌 頭 き 商 届 喘 商い 喘 専 着 


紙 許 旨 茹 


に 持た に に 1 


に 2 


盛 拉 居 庄 当 


回 主婦 。 娘 ・ 夫 は 日 中 、 仕 事 に 出 て お り 1 人 で ある 。 倫 家 族 と の 関係 は 良好 で 、 患 者 を サポ ー ト する 体制 が 整っ て いる 。 
回 キー バー ソン : 夫 。 健康 管理 を 行う うえ で も 力 と な る こと が 期待 で きる 。 
回 困っ た り 悩 ん だ り し た と き は 、 夫 に 相談 し て 解決 する よう に し 
て いま す 。 よ く 話 を 聞い て くれ ます 」 
回 「 病 気 の こ と や 家事 が で き な い こと な ど 娘 ・ 夫 に 相談 し て いま 
す 」 
回 「 最 近 、 私 が で き な い 家事 を 時 間 が ある と き に 娘 ・ 夫 が 手伝っ 
て くれ て いま す 」 


回 60 歳 、 女性 。 邊 問題 と な る 情報 は な い 。 
回 夫 (64 歳 )、 娘 (30 歳 ) と 3 人 暮らし 。 


回 「 ス トレ ス が あっ て も 、 夫 や 娘 に 愚痴 を 聞い て も ら っ て 解決 し て 島 疾 患 に より 家事 が で き な い こと に も どか し い 感 じ を も っ て いる 
いま すず 」 が 、 家族 の 協力 が あり 、 コ ー ピ ング で き て いる 。 

回 「 最 近 は 手指 の 腫れ と 痛み で 思う よう に 家事 が で き な い こと に 但 今 後 の 治療 に 期待 を し て 前 向き に 捉え る こと が で き て いる 。 
も どか し い 感 じ が し て いま す 」 

回 私 が 難し いこ と は 娘 や 夫 が 協力 し て 加勢 し て くれ る の で 、 助 
か り ま す 」 

回 「 で も 、 こ れ か ら 新 し い お 業 を 使用 し て 改善 で きる こと に 期待 し 
て いま す 」 


回 と くに 宗教 や 信念 は な し 。 邊 療養 に 影響 する も の は な い 。 


関節 リウ マチ 患 者 が 利用 可能 な 社会 資源 


間 関 節 リ ウマ チ 遇 者 が 利用 可能 な 社会 資源 を 以下 に 挙げ る 。 
邊 患者 へ の 情報 提供 や ソー シャ ル ワ ー カ ー 等 と 連携 し て いく こと が 重要 で ある 。 


制度 内 容 申請 窓口 


高額 療養 玖 制 度 1 つの 医療 機関 で の 1 か 月 の 医療 足 ( 自 己 負担 額 ) が 、 自 己 国 民 健康 保険 : 各 市 区 町 村 の 健康 保険 組合 の 窓口 
負担 限度 額 を 超え る 場合 、 限 度 額 を 超え た 分 の 払い 戻し | 賠 用 者 保険 : 各 事業 所 また は 協会 けん ぼ の 窓 口 


を 受け られ る 。 。 。 引 
高額 医療 費 貸 付 制 度 高額 な 自己 負担 分 を 支払 う の が 困難 に な っ た 場合 、 無利子 

で 融資 を 受け る こと が で きる 
医療 費 控除 家族 を 含め 1 年 間 に 支払 っ た 医療 費 の 合計 が 一 定額 を 超え | 艶 各自 治 体 の 税務 署 

た 場合 に 、 所 得 税 が 減免 され る 等 守 場 な ど が 必要 な た め 、 主治医 と の 相談 を 要する 


身体 障害 者 福祉 制度 ADL が 不 自 由 に な る な どの 機能 障害 が ある 場合 、 医 療 意 | 吉 市 区 町 村 の 窓口 
の 助成 、 税金 の 控除 、 交通 機 関 の 割 引 、 障害 者 福祉 制度 (日 
常 生活 用 内 、 器 具 な どの 支給 な ど ) な ど を 受け る こと が で 
きる 


介護 保険 制度 40 歳 以上 で あれ ば 申請 が 可能 | 各市 区 町 村 の 窓口 
訪問 介護 、 リ ハビ リ テ ー シ ョ ン な ど を 受け る こと が で きる 
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事例 か ら 看 診断 を 導く た め に 、 原因 、 病 了 、 症状 、 治 療 、 看 護 診断 を 含む 関連 図 を 示し ます 。 


凡例 | 看 診 断 較 斉 共同 了 題 議 庫 生じ て いる と 考え られ る こと (点線 は 浴 在 ) | | K 氏 の デー タ | | 医学 珍 断 | | 医学 的 治療 還 
男 nursing diagnosis : 看護 診断 隔週 colaborative problem : 共同 問題 [RE]risk for complications : 合併 症 リ スク 状態 


関節 リ ウマ チ ] 半年 前 に 免疫 反応 の 異常 
(Steinbrocker の Stage  、 診断 


関節 機能 障害 クラ ss っ 人 


h、 
生物 学 的 抽 剤 夫 ・ 娘 の 関節 滑 農 へ の 
oo ョ | 玉 計 』 
狭小 化 、 革 繕 が ある 。 be 人 か 


軽度 の 軟骨 下 の 。 | ._____ ーー ニー 
骨 破 壊 が ある 。 H 貧血 H 


朝 の こわ ば り 


エ 
手指 (第 2-5 指 の 
編 状 用 


両手 指 第 2 一 5 指 

筐 MP 関節 : 
屈曲 45"、 伸 展 10* 

筐 PIP 関 節 : 屈曲 45" 


邊 肩 関節 : 屈曲 90"、 
下 転 90* 外 論 20" | | "ーーーーーー* 
邊 関節 : 屈曲 90* 


抗 リ ウマ チ 垂 
副腎 皮質 ホル モン 


握 カ 
靖 利 き 手 ( 右 )6kg 
人 非 利き 手 ( 左 ) 4kg 


運動 療法 日 常 生活 の 注意 点 
リハ ビリ 開始 リウ マチ 体操 
生物 学 的 製剤 
導入 


瑞 頭 商 馬 鍋 商 ゅ 幸 着 


Tk た 


誕 吉 攻 


語 


に 皇 1- ド よ ) 


に 2 ュ 


ー ユ 半 
S プ YY は 


大 
明 
月 


ー ュ ニー 


に に 3 に 
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有 護 診断 リス ト ss 


こ この 事例 で 挙げ る 看護 診断 と 優先 順位 の 根拠 を 示 し ます 。 
回 還 nursing diagnosis : 看護 診断 呈 related/to : - に 関連 する 


RA の 種 患 に より 関節 の 炎症 が 続き 、 手 指 関節 や 肘 ・ 肩 の 痛み が 6 か 月 以上 続き 、 抗 リウ マチ 薬 ・ 
#1 看 息 問題 ステ ロイ ド 剤 ・ 鎮 痛 薬 で も コン トロ ー ル で き て いな い 。 着 痛 に 加え 、 関 節 の こわ ば り 、 握 力 の 低下 、 

身体 可動 性 障害 *” 首 痛 が 生じ て 関節 可動 域 に 制限 が 生じ て お り 、 家事 を は じ め と する 日 常 生活 動作 全般 に 支障 を きた し 
3 2 aa 計 ・ い る 。 関節 可動 域 制限 に より QOL が 下がっ て いる だ け で な く 、 主 婦 と し て の アイ デン ティ ティ に も 
肩 関節 、 肘 関節 影響 を 及ぼ し て いる 。 

ETa 関節 の 炎症 に よる 関節 の 関節 の 拘 縮 や 筋力 の 低下 の 進行 を 防ぐ た め に 、 筋 力 アッ プ と 関節 可動 域 の 維持 ・ 拡 大 、 日 常 生活 
4 目 | に お いて 関節 へ の 負担 を 軽減 し 関節 を 保護 する た め の 関 節 可動 域 訓練 が 必要 な 状態 で ある た め 、 最 
優先 で 解決 すべ き と 考え 、 優 先 順位 を 1 位 と し た 。 


【 注 釈 】 そ の ほか の 直 護 問題 と し て 「ND2 : セル フケ ア 不 足 」、 共 同 凌 題 と し て 「RC : 感染 ] に も 注意 する 必要 が ある 。 9 定義 : 調 体 ある い は 1 つ 以 上 の 四 鐘 の 、 自 力 で の 意図 的 な 運動 に 限界 の ある 状態 


今回 は 看護 診断 リス ト の うち 、「ND1 身体 可動 性 障害 の 看護 計画 を 立案 し ます 。 
un 田 還 身体 可動 性 障害 : 両手 指 の MP 関節 ・PIP 関 節 、 肩 関節 、 肘 関節 


[RT 関節 の 秋 症 に よる 関節 の こわ ば り 、 握 力 の 低下 、 療 痛 


i 以下 を 拡大 の 指標 と する 。 
誌 2 | 標 、、 . 布 手指 : MP 関節 70 、PIP 較 70 
WWWets 財 > 関本 が 拡大 する 。 | < Washsle 70'、 PP 関節 70' 
9 。 内 : 選 120、 外 120、 條 35 
・ 有 関節: 屈曲 120 


部 位 ご と の ROM 制 限 の 程度 、 拡 大 状況 、MMT 0⑩G@ 関 節 可動 域 の 制限 が どの よう に 変化 し て いる の 


@ 部 位 ご こと の こわ ば り 、 症 痛 や 腫 上 の 程度 か 、 原 因 と な っ て いる 疲 痛 や 腫 妥 の 程度 が どう な っ 
て いる か を 観察 する こと が 必要 で ある 。 
@ 筑 痛 楽 の 使用 量 と 効果 ⑥ 証 痛 や 腫 用 の 経過 を みて いく うえ で 、 鎮 癌 楽 の 効果 
を 確認 する 必要 が ある 。 
の リハ ビリ テー ショ ン の 取り 組み 状況 と 習得 状況 の 〇 ⑤⑨ リ ハビ リ テ ー シ ョ ン は 、 関 節 可 動 域 拡大 に 不可 
O-P @ADL 状 況 欠 で ある 。 どの 程度 意欲 を も っ て 取り 組み 、ADL に 
|。 | | @ 自 立 に 向け て の 意欲 変化 が 出 て いる か を 確認 する 。 ま た 、 自 力 で 実施 で 
きる よう に な っ て いく 過程 を みて いく 。 
@ バ イタ ル サ イ ン の 炎症 が 強く な る と 変動 する た め 、 変 化 を 早期 に 把 
@ 〇 血液 検 査 デー タ : ESR、CRP 握 す る た め に 重要 で ある 。 
@ 〇 家族 お よび その 他 の 協力 ・ 支 援 状況 長期 療養 が 必要 と な る た め 、 家 族 の 支援 状況 を 把握 
する 必要 が ある 。 
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C-P 


ケア 計画 


E-P 


教育 計画 


リハ ビリ テー ショ ン 中 や 安静 時 間 な ど に 、 訴 え ( 思 い ・ 
し て ほし いこ と な ど ) を 傾聴 する 。 

@ 可 能 な 限り 患者 の ペー ス に 合わ せ 患 者 と 一 緒 に 計画 
する 。 

リハ ビリ テー ショ ン 実 施 時 は 、 で き て いる と ころ を ほ 
め る 。 

〇 チー ム 医 療 の コー ディ ネー ター と し て 多 職 種 と 連携 
する 。 


⑥ 療 養生 活 の 不安 を 表 出 で き る よう 環境 を 整え 、 患 者 
の 思い を 受け と め る 。 
= 室内 の 環境 の 調整 を 行う 。 


⑩ の 〇 リハ ビリ テー ショ ン や 疾患 に つい て の 思い を 聞 
き 、 で きる だ け リ ハビ リ テ ー シ ョ ン に 取り 組め る 環境 
を つく る 。 


ほめ る こと で 、 リ ハビ リ テ ー シ ョ ン に 対す る 意欲 を 上 
げ る こと が で きる 。 

の 医師 、 理 学 療法 士 、 作 業 療法 士 な ど 多 職種 が か か わ 
る こと に な る た め 、 コ ー デ ィ ネ ー タ ー と し て の 役割 を 
果たし 、 リ ハビ リ テ ー シ ョ ン に か か わる 多 職 種 と 目標 
や 情報 を 共有 し 、 円 滑 に リハ ビリ テー ショ ン を 進め る 
必要 が ある 。 

リハ ビリ テー ショ ン を 進め る た め に は 、 精 神 面 の 安定 
が 必要 で ある た め 、 表 出 を 促し 患者 の 思い を 受け と 
め る 必要 が ある 。 


リハ ビリ テー ショ ン の 具体 的 な 内 容 と 方 法 を 説明 する 。 


関節 保護 の た め に 日 常 生活 の 注意 点 に つい て 説明 する 。 
| 小関 節 へ の 負担 を 避け 、 大 関節 で の 作業 を 行う 。 
ドア ノブ は レバ ー 式 に 交換 する 。 
| 段差 の ある と ころ に は 手すり を 付け る 。 
| も の を 持つ と き は 両手 で 支え て 持つ 。 
| 手荷物 は リュ ッ ク や 肩 か け な ど で 腕 や 肩 に か け 、 
1 か 所 の 関節 に 負担 を か け な い よう に する 。 
引き 出し は 、 手 ・ 腕 全体 で 引く 。 
』 関節 を 曲げ た り ひ ね っ た り し な い 動作 を する (手首 
を 曲げ な い )。 
| 関節 を 長 時 間 使 う 作業 は 避け る 。 
| 長 時 間 同じ 姿勢 を と ら な い 。 
リウ マチ 体操 に つい て 説明 する (P20「 コ ラム 2」 参 照 )。 


| 肩 ・ 肘 ・ 手 首 の 運動 
〇 保温 に 注意 する 
。 シャ ワー で は な く 浴 槽 に 浸かる 。 
。 保温 性 の 高い 衣類 を 着用 する 。 
| 首 、 手首 、 足 下 を 冷や さ な い よう に する 。 
5 無理 を し な いで 疲れ た ら 休 む 。 
③ 生 活 ス タイ ル に 合わ せ て こま め に 休息 を と り 、 疲 れ 
を た め な い 。 


患者 の 理解 度 を 確認 し な が ら 説明 する こと で 、 患 者 
の 不安 や 緊張 を 緩和 し 、 積 極 的 に 治療 に 参画 で きる 
よう に する 。 

@ 日 常 生 活 で 気 を つけ る こと や 工夫 点 を 具体 的 に 説明 
する こと で 、 関節 へ の 負荷 を 軽減 する 方 法 を 身 に つ 
ける こと が で きる 。 

※ 重 症 の 場合 補助 具 の 使用 も 勧め る が 、 本 事例 で は 不 
要 と 判断 し 、 触 れ て いな い 。 


自宅 で 1 人 で も 継続 し て で きる 運動 を 紹介 し 、 関 節 可 
動 域 の 拡大 や 筋力 増強 に つなげ る 。 


@ 関 節 が 冷え る と 痛み を 誘発 し 、 可 動 性 に 影響 する 。 


⑤ 無 理 を する と 、 か えっ て 悪化 する 場合 が ある 。 


茎 | 玩 頭 商 仙 恋 員 ゆい w 右 再 着 
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章 辻 護 貼 


ス 
ト 


リウ マチ 体操 


区 リウ マチ 体操 は 、 患 者 自身 が 自宅 で 簡単 に で きる 関節 の 屈伸 運 


で きる だ け 曲 げ 伸 ば し を し て 毎日 続け る よう 指導 する 。 


動 を いう 。1 回 15 分 、1 日 2 回 を めやす に 無理 の な い 範 囲 で 、 邊 以下 で は リウ マチ 体操 の 一 部 を 紹介 する 。 
〈 グ ー バ パー 運動 〉 (手指 の 開閉 運動 ) 《 指 先 運 動 〉 
⑲ 勢 い を つけ ず ゆ っ くり と 、 両 手 の 指 を ゆっ くり 手指 を 開い て 5 秒間 キー プ ⑯ 親 指 と 人 差し 指 で OK マー ク を つく る 。 
し っ か り 開 いて 5 秒間 キー プ @ 開 いた 指 を で きる だ け ま っ すぐ に 閉じ : 指先 を つけ た まま 指 の 関節 を 伸ばし て 
@ 開 いた 手 を ゆっ くり と 握っ て 5 秒間 キ て 5 秒間 キー プ キツ ネ に 
ー フ ) 休 同 様 に 親指 と 中 指 で OK マー ク か ら キ 
@⑩、② を 繰り 返す ツネ に 、 親 指 と 薬指 、 親 指 と 小指 と 同 


し 


様 に 続け る 


2 


〈 腕 を 上 げ る 運動 〉 

⑲ 両 腕 を 「 前 に な ら え 」 し た 状態 で 5 秒間 
キー プ 

@ 両 腕 を 前 に な ら えよ り も 高い 状態 ( 八 
め 上 ) に し て 5 秒間 キー プ 

@ 両 腕 を で きる だ け 水平 に 近い 位置 に 広 
げ て 5 秒間 キー プ 
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3: 輝 を 3 太平 成 30 年 10 月 1 日 現在 ) 


介 日 本 の 人 口 ピ ラミ ッ ド の 形 は 、69 一 71 歳 と 
44 一 47 歳 を 中 心 と し た 2 つの 膨らみ を も っ 
た つぼ 型 を し て いる 。 

@ 出生 数 の 減少 に より 、 人 口 の 高齢 化 が 進行 
し て いる 。 


品 総 人 口 : 1 億 2644 万 3.000 人 (前 年 より 26 万 3.000 人 減少 ) 
男性 : 6.153 万 2.000 人 
品 女 性 : 6.491 万 1.000 人 
コ 人 口 性 比 (女性 100 対 男性 ) : 94.8 


総務 省 統計 局 「 国 勢 調査 報告 」「 人 口 推計 (平成 30 年 10 月 1 日 現在 )」 
『 国 民 衛生 の 動向 2019/2020 年 』 第 2 編 第 1 章 人 口 静態 


@ 総 人 口 は すでに 減少 期 に 入っ て お り 、 令 和 
37(2055) 年 に は 1 億 人 を 割っ て 9.744 万 人 、 
令 和 47(2065) 年 に は 8.808 万 人 に な る と 推 
計 き れ て いる (国立 社会 保障 ・ 人 口 問題 研 
究 所 [日 本 の 将来 推計 人 口 」 平 成 3 年 推計 )。 


わが 国 の 人 ロロ ピラミッド 平成 3O 年 10 月 1 日 現 在 
100 歳 以上 ] ] 
95 歳 
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85 歳 


1500 1000 500 


資料 総務 省 統計 局 「 人 口 推 計 ( 平 成 30 年 10 月 1 日 現在 )」 
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79 歳 : 日 中 戦争 の 動員 に 
よる 昭和 13、14 年 の 出生 減 


72 一 78 歳 : 第 2 次 世界 大 
戦 終戦 (昭和 20 年 ) 前 後に 
お ける 出生 減 
69 一 71 歳 : 昭和 22 一 24 
年 の 第 1 次 ベビ ー ブ ー ム 
52 旗 : ひ の え うま 
(昭和 41 年 ) の 出生 減 
44 一 47 誠 : 昭和 46 一 49 
年 の 第 2 次 ベビ ー ブ ー ム 
| 
29 歳 : 平成 元 年 の 合計 特 
珠 出生 率 (1.57) が 昭和 41 
年 (1.58) を 初め て 下回っ た 


500 1000 1500 
( 千 人 ) 


年 分 別人 


3: 消 を を 3 訪 ( 平 成 30 年 10 月 1 日 現在 ) 

年 少 人 口 (0 ~ 14 歳 ) : 1.541 万 5.000 人 (構成 割合 : 12.2%) 

口 生産 年 齢 人 口 (15 ~ 64 歳 ) : 7.545 万 2.000 人 (構成 割合 : 59.7%) 
中 考 年 人 口 (65 歳 以上 ) : 3.557 万 8.000 人 (構成 割合 : 28.19%) 


総務 省 統計 局 「 国 勢 調査 報告 」 
『 国 民 衛生 の 動向 2019/2020 年 』 第 2 編 第 1 章 人 口 静 態 


W それ ぞ れ の 年 齢 区 分 の 実数 を 求め る 必要 が 人 年 齢 別人 口 指数 は 、 年 少 人 口 指数 *20.4、 
ある と き 、 総 人 口 を 覚え て いれ ば 概数 が わ 老年 人 口 指数 47.2、 従 属 人 口 指数 67 .6、 
か る の で 、 老年 人 口 が 約 28%、 年 少 人 口 老年 化 指数 230.8 で ある 。 

は 約 12% で 、 残 り ( 約 60%) が 生産 年 齢 人 但 少 子 高齢 社会 な の で 、 年 少 人 口 は 少し ずつ 


口 で ある と 考え れ ば よい 。 減少 し て お り 、 老 年 人 口 は 増加 し て いる 。 
※ 各 指数 の 求め か た は P.6 を 参照 。 
年 齢 3 区 分 別人 口 構成 割合 の 推移 
癌 (19502065 年 ) 
70] 
we 564 人 
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資料 1950 一 2015 年 は 総務 省 統 計 選 「 国 共 調 査 報告 」、2016 年 以降 は 国立 社会 保 障 ・ 人口 問題 研究 所 日 本 の 特 来 推計 人 口 ,( 平 成 29 年 推計 
の 中 位 失 計 休 
選 予想 問題 信 
| 日 本 の 平成 30 年 (2018 年 ) の 年 少 人 口 の 構成 割合 に 最も 近い の は どれ か 。 
1. 12% 2. 20% 3. 28% 4. 33% 


[ 末 答 1 
委 予想 問題 人 
人 口 年 齢 区 分 に お ける 生産 年 齢 に 該当 する の は どれ か 。 
1. 13 歳 2. 16 歳 3. 65 歳 4. 70 歳 
[ 葵 12 
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= 労働 力 人 口 (15 歳 以上 人 口 の うち 、 就 業者 数 と 完全 失業 者 数 の 合計 ) : 6.830 万 人 (男性 : 
3.817 万 人 、 女 性 : 3.014 万 人 ) 

労働 力 人 口 比率 (15 歳 以上 人 口 に 占め る 労働 力 人 口 の 割合 ) : 61.59% (男性 : 71.2%、 
女性 : 52.5%) 


総務 省 統計 局 「 労 働 力 調 査 」 
『 国 民 衛生 の 動向 2019/2020 年 』 第 2 編 第 1 章 人 口 静態 


審 POINT ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 

@ 平成 30(2018) 年 平均 の 労働 力 人 口 は 前 年 加 に 対し て 女性 は 87 万 人 と 大 幅 に 増加 し 
と 比べ て 約 110 万 人 増加 し た 。 た 。 

@ 平成 30 年 平均 の 労働 力 人 口 比率 は 前 年 と 完全 失業 者 数 は 平成 3 年 平均 で 166 万 人 と 
比べ て 1.0 ポ イン ト 上 昇 し た 。 な っ て お り 、 前 年 と 比べ て 24 万 人 減少 し 、 


就業 者 数 は 平成 30 年 平均 で 6.664 万 人 と な 9 年 連続 減少 し て いる 。 完全 失業 率 は 2.2 
っ て お り 、 前 年 と 比べ 、 男 性 の 45 万 人 増 % (前 年 より 0.5 ポ イン ト 低 下 ) で ある 。 


目覚 えて お きた い 人 口 に 関す る 指標 の 求め か た 
年 少 人 品 


* 征 人口 指数 = ーー デー ューー X 100 
< 従 必 人口 指数 = エン ーー X100 
* 才 年 人 口 指数 = ーー デニ ーーーー X100 
< 年 化 指 数 = 一 デー ロー X100 
= 労働 カ 祭 ニ ーー ジー ロメ 100 
= 完全 失 生 束 ニ ーー ロメ 100 和 
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3: 輝 を 3 訪 ( 平 成 30 年 ) ※( ) 内 は 総 世帯 数 に 対す る 割合 
品 総 世帯 数 : 5.099 万 1.000 世 帯 

口 1 世 帯 当 た り の 平均 世帯 人 員 : 2.44 人 

単 独 世 帯 : 1.412 万 5.000 世 帯 (27.7%) 


口 核 家族 世帯 : 3.080 万 4.000 世 帯 (60 .4%) 
@W 夫婦 の み の 世 帯 : 1.227 万 世帯 (24 .1%) 


W 夫婦 と 未婚 の 子 の み の 世 帯 : 1.485 万 1.000 世 帯 (29.1%) 

W ひと り 親 と 未婚 の 子 の み の 世 帯 : 368 万 3.000 世 帯 (7.2%) 
三世 代 世 帯 : 272 万 世帯 (5.3%) 
65 歳 以上 の 者 の いる 世帯 数 : 2.492 万 7.000 世 帯 ( 全 世 帯 の 約 48.99) 


@ 世帯 数 の 推移 を 世帯 構造 別 に みる と 、 近 年 
は 核 家族 世帯 は 横ばい 傾向 に ある 一 方 で 、 
単独 世帯 (ひと り 暮らし ) 数 は 増加 し て いる 。 

@ 単独 世帯 数 な どの 増加 に 伴い 、1 世 淀 当たり 
の 平均 世 淀 人 員 は 減少 傾向 が つづ いて いる 。 

W65 歳 以上 の 者 の いる 世帯 数 は 増加 傾向 に 
あり 、 全 体 の 約 5 割 は 65 歳 以上 の 高齢 者 
の いる 世帯 で ある 。 

@W 65 歳 以上 の 者 の いる 世帯 を 世帯 構造 別に み 


選 予想 問題 個 


| 1.214 2.244 3.294 


日 本 の 平成 30 年 (2018 年 ) に お ける 1 世帯 当たり の 平均 世帯 人 員 は どれ か 。 
4 3.04 


厚生 労働 省 「 国 民生 活 基礎 調査 
『 国 民 衛生 の 動向 2019/2020 年 』 第 2 編 第 1 章 人 口 静態 


る と 、① 夫 婦 の み の 世 帯 (32.3%)、② 単 
独 世 帯 (27.4%)、③ 漆 と 未婚 の 子 の み の 
世帯 (20.5%)、④ 三 世代 世帯 (10.0%) の 
順 と な っ て いる 。 と くに 、 高 齢 者 の 単独 世 
帯 の 割合 は 増加 傾向 に ある 。 

目安 と し て 、 総 人 口 の 約 1 億 2.644 万 人 を 
総 世帯 数 ( 約 5.000 万 ) で 割る と 約 25 と な り 、 
だ いた い の 1 世 淀 当 た り の 平均 世帯 人 員 が 
わか る 。 


島 予想 問題 信 


1. 約 20% 
2. 約 28% 
| 3. 約 34% 


| 4 約 38% 


平成 30 年 (2018 年 ) に お ける 全 世 帯 数 に 占め る 単独 世帯 の 割合 は どれ か 。 


[解答 ]2 


[解答 12 
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コ 出 生 数 : 91 万 8.400 人 (前 年 94 万 6.065 人 ) 
出生 率 ( 人 口 千 対 ) : 7.4( 前 年 より 0.2 低 下 ) 
合計 特殊 出生 率 : 1.42( 前 年 より 0.01 低下 ) 
に | 総 再生 産 率 : 0.69( 前 年 より 0.01 低下 ) 

に 純 再生 産 率 : 0.69( 前 年 も 0.69) 

"出生 順位 別 出生 数 の 構成 割合 

@ 第 1 子 : 46.4% 

@ 第 2 子 : 36.8% 

第 3 子 以上 : 16.8% 


年 (平成 3 年) 


生 数 の 構成 割合 (平成 30 年 ) 

@ 早期 ( 満 37 週末 満 ) : 5 .6% (横ばい ) 

人 正 期 ( 満 37 週 一 満 42 週末 満 ) : 94.2%(90 
@ 過 期 ( 満 42 週 以上 ) : 0.2% (減少 傾向 ) 


厚生 労働 省 


第 1 子 出生 時 の 母親 の 平均 年 齢 : 30.7 歳 (平成 29 年 )、30.7 歳 (平成 30 年 ) 
父母 が 結婚 生活 に 入っ て か ら 第 1 子 出生 まで の 平均 期間 : 2.43 年 (平成 29 年 )、2.44 


に ] 母 の 年 齢 別 (5 歳 階 級 ) に みた 出生 率 (女性 人 口 千 対 ) の 順位 : ①30 一 34 歳 (102.0)、② 
25 て 29 歳 (81 .1)、③35 て 39 歳 (57 .4) (平成 30 年 、 概 数 ) 
"世界 保健 機関 (WHO : World Health Organization) の 定義 に よる 妊娠 期間 別に みた 出 


6 台 前 半 で 推移 ) 


「 人 口 動態 統計 」、 国 立 社会 保障 人口 問 題 研究 所 「 人 口 統計 資料 集 」 


『 国 民 衛生 の 動向 2019/2020 年 』『 国 民 衛生 の 動向 2020/2021 年 』 第 2 編 第 2 章 人 口 動態 


⑤⑧ POINT 
@W わが 国 の 合計 特殊 出生 率 と は 、 そ の 年 次 の 
15 歳 か ら 49 歳 まで の 女性 の 年 齢 別 出生 
率 を 合計 し た も の (期間 合計 特殊 出生 率 ) で 
ある 。 

e 総 再 生産 率 と は 、 母 の 年 齢 別 出生 率 を 女児 
だ け に つい て 合計 し た も の で ある 。 
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@ 純 再 生産 率 と は 、 さ ら に この 女児 が 妊娠 可 
能 な 年 齢 を 過ぎ る まで の 死亡 を 見 込ん だ も 
の で ある 。 

@ 純 再生 産 率 が 1 (合計 特殊 出生 率 で は 2.1 
程度 ) 以 上 で あれ ば 将来 人 口 は 増加 し 、1 
を 下回る と 減少 する 。 


出生 数 と 合計 特殊 出生 率 の 推移 


第 1 次 ベビ ー ブ ー ム 出生 数 
(昭和 22~24 年 ) 打っ べ ピ ビー プー ム 一 合計 特殊 出生 率 
人 計 、 p 
300」 | 209 万 1.983 人 写生 
昭和 41 年 1 
2B0 時 放 918.400 人 || 
136 万 974 人 平成 17 年 ム 
。 最低 の 合計 特殊 | 時 
oo] 出生 率 1.26 人 
数 |z 
1oo] | 生 
50 142 [1 
0 ェ ーー - - - ー ー + - - - - - 0 
1947 1955 1965 1975 1985 1995 2005 2018 
昭和 22 年 30 40 50 60 平成 7 17 30 


資料 厚生 労働 省 「 人 口 動態 統計 」 


母 の 年 齢 階級 別 出生 率 の 推移 


資料 厚生 労働 省 『 人 口 動態 統 計 」 

注 この 図 の 年 齢 階級 別 の 数 値 は 、 母 の 各 眼 別 出生 
率 を 足し あげ た も の で 、 各 階級 の 合計 が 合計 特 

ok:As こ 珠 出生 率 で ある 。 な お 、15 歳 と 49 歳 に は 、14 歳 

1947 55 65 75 85 95 2005 18。 以下 、50 歳 以上 を 含ん で いる 。 

昭和 22 30 "40 50 6O 平成 7 17 30 平成 30 年 は 概数 で ある 。 


選 想 問題 人 

日 本 の 平成 30 年 (2018 年 ) に お ける 合計 特殊 出生 率 は どれ か 。 
1 1.22 

2. 1.32 
3. 142 
4. 152 


[13 
選 予想 問題 個 
平成 30 年 (2018 年 ) に お いて 、 第 1 子 出生 時 の 母親 の 平均 年 齢 は どれ か 。 
1. 277 歳 
2. 30.7 歳 
3. 33.7 歳 
4. 367 歳 


[解答 ]2 
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3: 輝 科 3 夢 (平成 3O 年 ) 


死亡 数 : 136 万 2.470 人 (1970 年 以降 、 増 加 傾 向 に ある ) 
死亡 率 (人 口 千 対 ) : 11.0( 男 性 : 11.6、 女性 : 10.4) 
年 齢 調整 死亡 率 : 男性 4.6、 女 性 2.5 


厚生 労働 省 「 人 口 動態 統計 」、『 国 民 衛生 の 動向 2019/2020 年 『 国 民 衛生 の 動向 2020/2021 年 』 第 2 編 第 2 章 人 口 動態 他 


審 POINT ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
@ 平成 30(2018) 年 の 死亡 率 は 、 前 年 より 0.2 傾向 に あっ た が 、 そ れ 以 降 は 人 口 の 高齢 化 
ポイ ント 上 昇 し た 。 の 影響 に より 、 緩 や か な 上 昇 傾向 を 示し て 


W 昭和 58(1983) 年 ご ころ ま で は 死亡 率 は 低下 いる 。 


1. 134 万 人 2. 136 万 人 3. 140 万 人 4 144 万 人 | 
[解答 ]2 


党 死因 の 概要 


互 3: 輝 を 4 夢 (平成 30 年 ) ※( ) 内 は 死亡 総数 に 対す る 割合 。 

コ 第 1 位 悪性 新生 物 の 死亡 数 : 37 万 3.584 人 (27.4%) 
J 第 2 位 心 疾患 の 死亡 数 : 20 万 8.221 人 (15.3%) 
第 3 位 老衰 : 10 万 9.605 人 (8.0%) 

第 10 位 自殺 の 死亡 数 : 2 万 31 人 (1.5%) 


厚生 労働 省 「 人 口 動態 統計 、『 国 民 衛生 の 動向 2020/2021 年 』 第 2 編 第 2 草 人 口 動態 他 


詳 POINT ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
@W これ まで の 主要 4 死因 (① 悪 性 新生 物 、② と 、 男 性 で は 、① 肺 、② 胃 、③ 大 腸 、 女 性 
心 疾 患 、③ 脳 血管 疾患 、④ 肺 炎 ) を 合わ せ で は 、① 大 腸 、② 肺 、③ 騰 臓 の 順 で 多い 。 

る と 、 死 亡 総数 の 6 割 近く (57.5%) を 占 人 得 自 殺 死 亡 率 (人 口 10 万 対 ) は 平成 10(1998) 
め る 。 老衰 と 脳 血 管 疾 患 が 手 抗 し 、 ほ ば ぼ 同 年 以降 20 台 で 推移 し た が 、 平 成 22(2010) 
水準 と な っ て いる 。 平成 30(2018) 年 は わ 年 以降 は 低下 し て お り 、 平 成 30(2018) 年 
ず か に 老衰 の ほう が 多く 第 3 位 と な っ た 。 も 16.1 で 前 年 より 低下 し て いる 。 

@ 悪性 新生 物 の お も な 部 位 別 死亡 順位 を みる 
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主要 死因 別に みた 死亡 率 ( 人 口 10 万 対 ) の 推移 
300] 


) 
び 
虹 


い 】 
8 


因 
ら 


100] FPP 


( 敵 可 と ) 司 け 出 


EMMAESOAEaACEaasosgkOEaaaOSSLIOELAO o 
1950 60 70 80 90 2000 10 18 
昭和 25 35 45 55 平成 2 12 22 30( 年 ) 

資料 厚生 労働 省 「 人 口 動態 統計 」 

注 1) 平 成 6 年 まで の 死 記 率 は 旧 分 類 に よる も の で ある 。 

2) 平 成 30 年 は 概数 で ある 。 


死因 順位 (平成 0 年 ) 悪性 新生 物 の 部 位 別 死亡 順位 (平成 3O 年 ) 
死亡 の 総数 男性 | 女性 


(10 の ⑳ 
373.584 300.7 | 27.4 
8.0 胃 (44.192) | 大 腸 | 膝 臓 


109.605 加 
108.186 87.1 7.9 ※ 肺 は 「 気 管 、 気 管 支 及 び 肺 」、 大 腸 は 「 結 腸 、 直 腸 S 状 結 
腸 移 行 部 及び 直腸 」 を 示す 。 
8.0 
2.8 
1.9 
1.5 
| | 


血管 性 等 の 認知 症 
自殺 


1.362.470 1096.8 


※「 心 疾患 」 は 「 心 疾患 (高血圧 性 を 除く )」、「 血 管 性 等 の 認知 症 」 は 「 血 管 性 及び 
詳細 不明 の 認知 症 」 で ある 。 


に た に 1 上 の) | 


島 予想 問題 個 
右上 図 の 日 本 の 死因 別に みた 死亡 率 の 推移 の グラ フ で 、B は どれ か 。 
1. 自殺 2. 肺 秋 3. 必 疾患 4. 胸 血管 疾患 5. 悪性 新 生物 


[ 朋 答 ]3 
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互 E3: 輝 和 を 4 有 (平成 0 年 ) 
口 自殺 者 の 総数 : 2 万 840 人 (前 年 より マイ ナス 約 2.3%)* 
※ 男 性 が 1 万 4.290 人 で 全体 の 68.69%% を 占め る (女性 の 約 2.2 倍 の 数 ) 


侍 POINT ーー-ー-ー-ー-ー-ーーーーー- 


@ 年 齢 別に みる と 、50 歳 代 が 3.575 人 で 、 
全体 の 17.2% を 占め る 。 次 いで 、40 歳 代 
(16.8%)、60 歳 代 (14.8%)、70 歳 代 (14.4%) 
の 順 と な っ て いる 。 

@ 職業 別に みる と 、 無 職 者 が 1 万 1.776 人 で 
全体 の 56.5% を 占め て 最も 多く 、 次 いで 、 
被 雇用 者 ・ 勤 め 人 (30.9%)、 自 営業 ・ 家 族 
従業 者 (7.1%)、 学 生 ・ 生 徒 等 (3.9%) の 順 
と な っ て いる (順位 は 前 年 と 同じ )。 

@ 原因 ・ 動 機 が 明らか な も の の うち 、 そ の 原 
・ 動 機 が 健康 問題 に ある も の が 1 万 423 
人 で 最も 多く 、 次 いで 、 経 済 ・ 生 活 問題 、 


島 予想 問題 個 


警 符 庁 生 活 安 全局 生活 安全 企画 課 「 平 成 30 年 中 に お ける 自殺 の 状況 」 


家庭 問題 、 勤 務 問題 の 順 と な っ て いる ( 順 
位 は 前 年 と 同じ )。 

@ 死亡 数 だ け で は 人 口 と の 関係 が わか ら な い 
た め 、 死 亡 率 で 見 る (死亡 し た 人 に 占め る 
自殺 し た 人 の 割合 を 見 て 、“ 多 い プ 少な い " 
を 評価 する )*。 最 も 高い の が 50~59 歳 
の 22.3、 次 いで 80 歳 以上 の 20.7、70~ 


79 歳 の 19.8 が 続く 。** 


警察 庁 で まとめ た 「 自 殺 の 状況 」 と 厚生 労働 省 の 「 人 口 動態 統計 」 
の 自殺 死亡 数 の 差異 は 、 調 査 対象 、 調 査 時 点 、 心 中 事件 に 関す 
る 死亡 原因 の と りか た 、 事 務 手 続き 上 (訂正 報告 ) な どの 違い に よ 
る も の で ある 。 

本 デー タ は 厚生 労働 省 「 人 口 動態 統計 に よる も の で ある 。 

※ 自殺 死亡 束 は 、 自 殺 者 数 / そ の 年 齢 階級 の 人 口 x100.000 人 で 
求め る こと が で き 、 人 口 と の 関係 が 反映 され て いる 。 


※ 


警察 庁 の 「 平 成 30 年 中 に お ける 自殺 の 状況 」 の 自殺 者 の 職業 の うち 2 番目 に 多い の は どれ か 。 


1 学生 

2. 無職 者 

3. 自営 業 ・ 家 族 従業 者 
4. 被 雇 用 者 ・ 勤 め 人 


島 予想 問 量 人 


[解答 ]4 


警察 庁 の 「 平 成 30 年 中 に お ける 自殺 の 状況 」 の 自殺 者 の うち 、 女 性 の 占め る 割合 は どれ か 。 


1. 約 30% 
2. 約 40% 
3. 約 50% 
4. 約 60% 


本 フ テ ナ ー ス Vol.30 No.1 January 2021 別冊 付録 


大 困 1 


3: 輝 和 を 3 太 (平成 29 年 ) 
妊産婦 死亡 数 : 33 人 


妊産婦 死亡 率 (出産 [出生 二死 産 ]10 万 対 ) : 3.4 


@ 妊産婦 死亡 率 は 、 昭 和 30 年代 から 大 きく 
低下 し 、 昭 和 63(1988) 年 に 1 けた 人 台 と な っ 


厚生 労働 省 「 人 口 動態 統計 」 
『 国 民 衛生 の 動向 2019/2020 年 』 第 2 編 第 2 章 人 口 動態 


た 後 も 緩やか な 低下 傾向 に ある 。 


(人 工 妊 娠 中 絶 の 件 数 の み 平 成 29 年 、 そ の 他 は 平成 30 年 ) 


口 全 死 産 率 (出産 千 対 、 概 数 ) : 20.9 
コ 人 工 死産 率 (出産 千 対 、 概 数 ) : 11.0 
自然 死産 率 (出産 千 対 、 概 数 ) : 9.9 


母体 保護 法 に よる 人 工 妊娠 中 絶 の 件 数 : 16 万 4.621 件 ( 満 11 週 以前 が 94 .2%) 


W 人 口 動態 統計 で いう 死産 と は 、 死 産 の 届出 
に 関す る 規定 2 条 に 規定 する 妊娠 満 12 週 
(第 4 月 ) 以 後 の 死 児 の 出産 で あり 、 自 然 死 
産 と 人 工 死産 に 分 けら れる 。 

W 人 工 死 産 と は 、 胎 児 の 母体 内 生存 が 確実 な 
と き に 人 工 的 処置 を 加え た こと に よっ て 死 
産 に 至っ た 場合 を いう 。 そ れ 以 外 は すべ て 
自然 死産 と な る 。 

@ 母体 保護 法 に よる 人 工 妊娠 中 絶 件 数 は 、 昭 
和 30(1955) 年 に は 117 万 を 超え て いた が 、 
昭和 60(1985) 年 に は その 半数 以下 と な り 、 
以後 も 減少 傾向 に ある 。 


厚生 労働 省 "衛生 行政 報告 例 」「 人 口 動態 統計 」 
『 国 民 衛生 の 動向 2019/2020 年 』 第 2 編 第 2 章 人 口 動態 


死産 の 原因 

P 胎児 側 : 周 産 期 に 発生 し た その 他 の 障 
害 、 先 天 奇 形 、 変 形 及 び 柴 色 体 異 党 

ぁ 母 側 : 妊娠 と は 無関係 の 場合 も あり うる 
母体 の 病態 (感染 症 、 寄 生 虫 症 、 高 血圧 
性 障害 な ど ) 

@ 妊娠 期間 別に みる と 、 自 然 死産 で は 満 24 
週末 満 が 全体 の 76.4% を 占め 、 妊 娠 初期 に 
多発 し 、 妊 娠 28 一 35 週 に は 比較 的 低め で 
安定 し 、 分 圧 近く に な る と また 増加 する と 
いわ れ て いる 。 人 工 死産 で も 満 24 週 未満 
が ほとん ど で あ る 。 
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53: 輝 科 4 有 (平成 29 年 ) 
ロ 周 産 期 死亡 数 : 2.683 胎 
ロ 周 産 期 死 亡 率 : 3.5 


@ 周 産 期 死亡 と は 、 妊 娠 満 22 週 以 後 の 死 産 
と 生後 1 週末 満 の 早期 新生 児 死亡 を 合わ せ 
た も の で ある 。 


乳児 死亡 率 (出生 千 対 ) : 1.9 
ココ 新生児 死亡 率 (出生 千 対 ) : 0.9 
早期 新 生 児 死亡 率 (出生 千 対 ) : 0.7 


厚生 労働 省 「 人 口 動態 統計 」 
『 国 民 衛生 の 動向 2019/2020 年 』 第 2 編 第 2 章 人 口 動態 


周 産 期 死 亡 率 と は 、 出 生 数 に 妊娠 満 22 週 
以後 の 死産 数 を 加え た も の の 出産 千 対 で あ 
る 。 


@ 生後 1 年 未満 の 死亡 を 乳児 死亡 と いう 。 乳 
児 死亡 率 は 、 乳 児 死亡 数 の 出生 千 対 の 率 で 
ある 。 

生後 4 週末 満 の 死亡 を 新生 児 死亡 と いい 、 
特に 生後 1 週末 満 の 死亡 を 早期 新生 児 死亡 
と いう 。 

@ 乳児 死亡 の 原因 で 最も 多い の は 、「 先 天 奇 
形 、 変 形 及び 染色 体 異常 」(36.1%) で 、 以 下 、 
「 周 産 期 に 特異 的 な 呼吸 障害 及び 心血 管 障 
害 「 不 慮 の 事故 」「 乳 幼児 突然 死 症候 群 」 と 
な っ て いる 。 
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厚生 労働 省 「 人 口 動態 統計 」 
『 国 民 衛 生 の 動向 2019/2020 年 』 第 2 編 第 2 章 人 口 動態 


@ 新生 児 死亡 の 原因 で 最も 多い の は 、「 先 天 
奇形 、 変 形 及び 染色 体 異 常 」(40.0%) で 、 
以下 、「 周 産 期 に 特異 的 な 呼吸 障害 及び 心 
血管 障害 」「 胎 児 及 び 新生 児 の 出血 性 障害 及 
び 血 液 障害 」「 妊娠 期間 及び 胎児 発育 に 関連 
する 障害 ] と な っ て いる 。 

@ 年 齢 階級 別 の 死因 は P.15 表 の 通り 。 「 不 
慮 の 事故 ] で 最も 多い の が 0 歳 は 窒息 (71.4 
%)、1- 4 歳 は 窒息 (32.9%)、5 一 14 歳 は 
交通 事故 (41.4%) で ある 。 


0~19 歳 の 死因 の 状況 (カッ ツ コ 内 は それ ぞ れ の 年 齢 別 死亡 数 を 1 OO と た 者 ) 


成 29 年 ) 
0 歳 1 一 4 歳 5 一 9 歳 10 一 14 歳 5 
第 1 位 先天 奇形 、 変 形 | 先天 奇形 、 変 形 | 悪性 新生 物 自殺 自殺 
及び 染色 体 異 常 | 及び 染色体 異常 | (21.4%) (22.9%) (39.6%) 
(36.1%) (25.7%) 
第 2 位 周 産 期 に 特異 的 | 不慮 の 事故 不慮 の 事故 悪性 新生 物 
な 呼吸 障害 等 (10.1%) (17.1%) (22.7%) 


(13.4%) 
第 3 位 不慮 の 事故 悪性 新生 物 先天 奇形 、 変 形 | 不慮 の 事故 悪性 新生 物 


(4.4%) (8.7%) 及び 和 染色体 異常 | (11.7%) (10.8%) 
(14.5%) 

第 4 位 乳幼児 突然 死 症 | 心 疾 患 心 疾患 先天 奇形 、 変 形 | 心 疾 患 
候 群 (4.8%) (4.6%) 及び 染色 体 異常 | (5.3%) 
(3.9%6) (8.5%) 

第 5 位 胎児 及び 新生 児 | 肺炎 その 他 の 新生 物 | 心 疾患 先天 奇形 ・ 変 形 
の 出血 性 障害 等 | (3.596) (腫瘍 (4.6%) 及び 染色 体 異 常 
(3.6%) (3.4%) l (2.0%) 


資料 厚生 労働 省 「 人 口 動態 統計 」 


cW 、 本 


ココ を 覚え る | 4G づ た 3 

ロ 婚 如 件 数 : 58 万 6.481 組 (前 年 より 2 万 471 組 減少 ) 
口 婚 如 率 (人 口 千 対 ) : 4.7 

ロ 離 婚 件 数 : 20 万 8.333 組 


離婚 率 (人 口 千 対 ) : 1.68 


@ 婚 如 件 数 は 近年 横ばい か ら や や 減少 傾向 に 離婚 件 数 は 婚 如 件 数 の 1/3 強 と 覚え て お 
ある 。 く と よい 。 

@ 離婚 は 件 数 ・ 率 と も に 平成 14(2002) 年 ご 香 平 均 初婚 年 齢 は 平成 27 年 以 隆夫 が 31 .1 
ろ に ピー ク が あっ た が 、 近 年 は 減少 傾向 に 歳 、 妻 が 29 .4 歳 で ある 。 


ある (平成 30 年 は 前 年 より 3.963 組 減少 )。 


民 予 想 問題 人 es 
日 本 の 平成 30 年 (201 8 年 に お | ける 郊 短 件 数 は どれ か 。 
1. 約 10 万 組 2. 約 20 万 組 3. 約 30 万 組 4. 約 40 万 組 


[解答 ]2 
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史 平均 才 命 
4m ら 


万 53: 輝 科 3 革 (平成 3O 年 ) 
口 男性 の 平均 寿命 : 81.25 歳 
品 女 性 の 平均 寿命 : 87.32 歳 


※30 年 前 (1988 年 ) の 平均 寿命 は 男性 75.54 歳 ・ 女 性 81.30 歳 で 、 
20 年 前 (1998 年 ) は 男性 77.16 歳 ・ 女 性 84.01 歳 


@ 平均 寿命 と は 、0 歳 の 平均 余命 で ある 。 

@ 平均 寿命 の 延び は 多少 緩やか に な っ た も の 
の 着実 に 持続 し て きた 。 平成 30(2018) 年 
の 男性 の 平均 寿命 は 81.25 年 (前 年 比 0.16 


島 予 基 問題 財 


厚生 労働 省 簡易 生命 表 」 
『 国 民 衛生 の 動向 2019/2020 年 』 第 2 編 第 3 章 生命 表 


年 増加 )、 女 性 の 平均 寿命 は 87.32 年 (前 年 
比 0.06 年 増加 ) と な っ た 。 前 年 と 比較 する 
と 、 男 女 と も ほとん どの 死因 が 平均 寿命 を 
延ばす 方 向 に 働い て いる 。 


日 本 の 平成 30 年 (2018 年 ) に お ける 男性 と 女性 の 平均 寿命 に つい て 正しい の は どれ か 。 


1. 男性 の 平均 寿命 は 女性 マイ ナス 約 6 年 で ある 。 


3. と も に 80 歳 未満 で ある 。 


2. と も に 前 年 より 短縮 し た 。 
4. 男性 は この 20 年 間 で 約 8 年 延伸 し た 。 
[区 和 ]1 


品 悩み や スト レス の 状 : 


王 3: 交 和 を 3 騙 (平成 28 年 ) ※12 歳 以上 の 者 (入院 者 は 除く ) 


| 日常 生 活 で の 悩み や スト レス が な い : 


審 POINT ーーーーーーーーーーーーーーーー 


@ 性 別に みる と 、 悩 みや スト レス が ある 者 の 
割合 は 女性 の ほう が や や 高い 。 

@ 年 齢 階級 別に みる と 、 悩 みや スト レス が あ 
る 者 は 、 男 女 と も に 30~ 50 歳 代 が 最も 
高い 。 

@ 総数 で の 悩み や スト レス の 原因 は 、① 自 分 
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J 日 常 生 活 で の 悩み や スト レス が ある : 47.7%( 男 性 : 42.8%、 女 性 : 52.2%) 
50.7% 


厚生 労働 省 「 国 民生 活 基礎 調査 」 
『 国 民 衛生 の 動向 2019/2020 年 』 第 2 編 第 4 章 健康 状態 と 受療 状況 


の 仕事 (34.3%)、② 収 入 ・ 家 計 - 借 金 等 (26.8 
%)、③ 自 分 の 病気 や 介護 (20.8%) の 順 と 
な っ て いる 。 

@ 性 別 で みる と 、 男性 は 自分 の 仕事 (43.9%)、 
女性 は 自分 の 仕事 (27.0%) と 収入 ・ 家 計 ・ 
借金 等 (26.1%) が 多い 。 


3: 交 和 を 3 訪 ( 平 成っ 8 年 ) 
[ 有 訴 者 率 ( 人 口 千 人 当たり ) : 305.9( 男 性 : 271.9、 女 性 : 337.3) 


通院 者 率 (人 口 千 人 当たり ) : 390.2( 男 性 


: 372.5、 女 性 : 406.6) 


@ 有 訴 者 と は 、 病 気 や けが な ど で 自 覚 症状 の 
ある 者 (医療 施設 ・ 介 護 保険 施設 へ の 入院 ・ 
入所 者 を 除く ) を 指す 。 

@ 有 訴 者 率 は 男性 より も 女性 の ほう が 高く 、 
また 年 齢 階級 が 高く な る に つれ て 上 昇 す 
る 。 

@ 自覚 症状 は 、 男性 で は 、 [腰痛] 肩こり 」「 せ 
き や た ん が 出る 」、 女 性 で は 、「 肩 こり 「 腰 
痛 」「 手 足 の 関節 が 痛む 」 の 順 と な っ て いる 。 


己 予想 問題 個 


厚生 労働 省 「 国 民生 活 基礎 調査 
『 国 民 衛生 の 動向 2019/2020 年 第 2 編 第 4 章 健康 状態 と 受療 状況 


[通院 者 率 】 

@ 通院 者 と は 、 医 療 施設 、 施 術 所 (あん ま ・ 
は り ・ き ゅ う ・ 和 柔道 整復 師 ) に 通院 ・ 通 所 
し て いる 者 を 指す 。 

@ 通院 者 率 は 男性 より も 女性 の ほう が 高く 、 
また 年 齢 階級 が 高く な る と 上 昇 し て いく 。 

@ 傷病 は 、 男 女 と も 「 高 血圧 症 ]」 が 最も 多く 、 
次 いで 男性 で は 、2 位 が 「 糖 尿 病 」、3 位 が 「 歯 
の 病気 」、 女 性 で は 、2 位 が 「 眼 の 病気 」、3 
位 が 「 歯 病気 」 の 順 と な っ て いる 。 


平成 28 年 (2016 年 ) に お ける 有 訴 者 の うち 男性 の 自覚 症状 で 最も 多い の は どれ か 。 


1. 腰 痛 2. 肩こり 3. 手足 の 関節 が 痛む 4. せき や た ん が 出る 
呆 知 1 
恒 予 想 問題 個 本 ーー 
日 本 の 平成 28 年 (2016 年 ) に お ける 通院 者 率 ( 人 口 千 対 ) は どれ か 。 
1. 190.2 2. 390.2 3. 590.2 4. 790.2 
ーー CD 
島 予想 問題 個 


| る 。 女 性 の 第 2 位 の 傷病 は どれ か 。 
旧 糖尿 病 2. 腰痛 症 3. 眼 の 病気 


| 日 本 の 平成 28 年 (2016 年 ) に お ける 通院 者 率 で 最も 多い 傷病 は 男女 と も に 高血圧 症 で あ 


4. 歯 の 病気 


[解答 ]3 
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3: 輝 和 を 時 (平成 29 年 10 月 ) 
口 入院 受療 率 ( 人 口 10 万 対 ) : 1.036 
口外 来 受 療 率 ( 人 口 10 万 対 ) : 5.675 


@ 受療 率 と は 、 人 口 10 万 に 対す る 推計 患者 
数 で ある 。 平成 29(2017) 年 10 月 の 調査 日 
の 入院 受療 率 は 1.036、 外 来 受療 率 は 5.675 
で ある 。 こ れ は 調査 日 に 人 口 の 約 1.0% 
が 入院 、 約 5.7% が 外来 を 受診 し た こと 
を 示す 。 

入院 受療 率 を 性 ・ 年 齢 階級 別に みる と 、 男 
女 と も に 5 て 9 歳 が 最も 低く 、90 歳 以上 
が 最も 高い 。 

@ 外来 受療 率 を 性 ・ 年 齢 階級 別に みる と 、 男 
性 は 20~ こ 24 歳 が 最も 低く 、80 こ 84 歳 
が 最も 高い 。 女 性 は 15~ 19 歳 が 最も 低 
く 、80~84 歳 が 最も 高い 。 


傷病 分 類別 に みた 受療 率 (人 口 10 万 対 ) 


厚生 労働 省 悪者 調査 」 
『 国 民 衛生 の 動向 2019/2020 年 』 第 2 編 第 4 章 健康 状態 と 受療 状況 


@ 受療 率 を 傷病 分 類別 に みる と 、 入 院 で は 、 
① 精 神 及び 行動 の 障害 、② 編 環 器 系 の 疾患 、 
③ 新 生物 、 外 来 で は 、① 消 化 器 系 の 疾患 、 
② 特 環 器 系 の 疾患 、③ 筋 骨格 系 及び 結合 組 
織 の 疾患 な ど が 多い 。 注意 すべ き な の は 、 
この 分 類 で は 循環 器 系 の 疾患 に は 「 脳 血管 
疾患 」 が 含ま れ 、 消 化 器 系 の 疾患 に 「 歯 及び 
歯 の 支持 組織 の 疾患 」 が 含ま れる 点 で ある 。 

@ 平成 29 年 9 月 中 に 退院 し た 患者 の 平均 在 院 
日 数 は 、 病 院 30 .6 日 、 一 般 診療 所 12.9 
日 と 平成 26 年 に 比べ て と も に 減少 し て い 
る 。 病床 の 種類 別 で は 、 い ずれ も 減少 し て 
いる 。 


平成 9 年 10 月 


入院 外来 


ae 条 環 器 系 の 疾患 循環 器 系 の 疾 悪 


筋骨 格 系 及び 結合 組織 の 疾患 


4 位 | 損傷 、 中 毒 及び その 他 の 外因 の 影響 
(骨折 が 含ま れる ) 


健康 状態 に 影響 を 及ぼ す 要 因 及 び | * 理生 物 に 農 定 し で いな い 
保健 サー ビス の 利用 ** 


点 に 注意 。 
** 基 訴 が な いま た は 診断 名 の 記 


5 位 | 神経 系 の 疾患 


呼吸 器 系 の 疾患 


載 が な い 者 の 一 般 検査 ・ 診査 、 
管理 目的 の 検査 な ど 。 
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ピ 3: 輝 和 を 4 及 (平成 29 年 ) 


口 糖尿 病 が 強く 疑わ れる 者 “の 数 : 約 1.000 万 人 (平成 28 年 は 約 1.000 万 人 ) 
品 糖 尿 病 の 可能 性 を 否定 で き な い 者 ““ の 数 : 約 1.000 万 人 (平成 28 年 は 約 1.000 万 人 ) 


合計 : 約 2.000 万 人 


* へ モグ ロビ ピン A1c の 値 (NGSP 値 ) が 6.5% 以 上 、 ま た は 質問 票 で 「 現 在 糖尿 病 の 治療 を 受け て いる 」 と 答え た 者 。 
へ モグ ロビ ピン A1c の 値 (NGSP 値 ) が 6.0% 以 上 6.5% 未 満 で 、「 策 尿 病 が 強く 医 わ れる 者 」 以外 の 者 。 


@ 生活 習慣 病 対 策 に は 、 従 来 か ら の 疾患 の 早 
期 発 見 ・ 早 期 治療 ( 二 次 予防 ) に 加え 、 健 康 
増進 に よる 発症 予防 (一 次 予防 ) の 推進 に 重 


厚生 労働 省 国民 健康 ・ 栄 養 調査 
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点 が ある 。 


W わが 国 の 本 尿 病 は 、 ほ と ん ど が 2 型 糖尿 病 


(お も に イン スリ ン 非 依存 型 糖尿 病 ) で ある 。 


人 収縮 期 ( 最 高 ) 血圧 が 140mmHg 以上 の 者 の 割合 (男女 と も に 前 年 より 増加 ) 


男性 : 37.096 女性 : 27.8% 


平成 0 年 は 男性 : 36.2%6、 女 性 : 26.0% で と も に 前 年 より 減少 


@ 平成 29(2017) 年 の 年 齢 階級 別 受療 率 で は 、 
高血圧 症 の 受療 率 は 40 歳 代 後半 か ら 急 激 
に 上 昇 する 。 若 年 期 か ら の 生活 習慣 の 影響 
が 、 壮 年 期 に 高血圧 性 疾患 と し て 現れ る と 
み ら れ て いる 。 

@ 高血圧 性 疾患 は 、 生 活 習 慣 病 の な か で も 医 
療 機関 を 受診 し て いる 愚者 数 が 最も 多い 。 


予想 問題 個 


厚生 労働 省 「 国 民 健康 ・ 栄養 調 査 


生活 習慣 病 で 医療 機関 を 受診 し て いる 愚者 
数 は 、 高 血圧 性 疾患 ( 約 994 万 人 )、 糖 尿 
病 ( 約 329 万 人 )、 高 血圧 性 の も の を 除く 心 
疾患 ( 約 173 万 人 )、 悪 性 新生 物 ( 約 178 万 
人 )、 脳 血管 疾患 ( 約 112 万 人 ) と な っ て い 
る 。 また 、 高 血圧 症 の 受療 率 は 、 外 来 
511・ 入 院 4 で ある (平成 29 年 患者 調査 )。 


平成 29 年 (2017 年 ) に お ける 「 国 民 健康 ・ 栄 養 調査 ] で 20 歳 以上 の 者 の うち 、 収縮 期 血 | 
圧 が 140mmHg 以 上 の 女性 の 割合 に 最も 近い も の は どれ か 。 


1.18% 2.28% 3. 38% 


4 48% 


5. 58% 
[解答 12 
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肥満 と や せ 


3: 形 和 を 3 (平成 9 年 ) 20 歳 以上 の 者 に 占め る 割合 
円 肥 満 者 の 割合 : 男性 30.7%、 女 性 21.9% 
[やせ の 者 の 割合 : 男性 4.096、 女 性 10.3% 


厚生 労働 省 「 国 民 健康 ・ 栄 状 調 査 」 
『 国 民 衛生 の 動向 2019/2020 年 』 第 3 編 第 1 章 生活 習慣 病 と 健康 増進 対策 


@ 肥満 の 指標 に は BMI(body mass index : も 多く 、 次 いで 60 歳 代 (34.1%) の 順 で あり 、 
体格 指数 ) が 使わ れる 。BMI は 「 体 重 (kg) 女性 は 60 一 69 歳 (25.8%) と 70 歳 以上 (26.5 
ェ [身長 (m)] 中 で 求め られ 、18.5 未 満 で %) に 多い 。 男女 と も 1 位 と 2 位 の 差 は わ ず 
や せ 、18.5 以 上 25.0 未 満 で 普通 、 25.0 か で ある 。 や せ の 者 に つい て は 、 女 性 の 
以上 で 肥満 と され る (日 本 肥満 学会 )。 20 歳 代 (21.7%) と 30 歳 代 (13.4%) に 多く 、 

@ 肥満 者 は 、 男 性 で は 40 歳 代 (35.3%) が 最 男性 は 20 歳 代 (9.1%) が 最も 多い 。 


選 予想 問題 個 
平成 29 年 (2017 年 ) に お ける 「 国 民 健康 ・ 栄養 調査 ] で 20 歳 以上 の 男性 の うち 、BMI 
18.5 未 満 の 者 の 割合 に 最も 近い の は どれ か 。 

1. 約 4% 2. 約 9% 3. 約 12% 4. 約 20% 


] 


ーー ーー 
[解答 ]1 


食塩 摂取 量 (1 人 1 日 当たり 、 平 均 値 、1 歳 以 上 ) : 9.5g 

し 成人 の 1 日 の 食塩 摂取 平均 値 : 男性 10.8g、 女性 9.1g 

朝食 の 欠 食 状況 : 男女 と も 20 一 29 歳 (男性 30.6%、 女 性 23.6%。 全 年 齢 階級 で は 男 
性 15.4%、 女 性 10.2% が 欠 食 し て いる ) が 最も 高い 


厚生 労働 省 「 国 民 健康 栄養 調 査 」 
『 国 民 衛生 の 動向 2019/2020 年 』 統 計 表 他 


@「 日 本 人 の 食事 摂取 基準 (2015 年 版 )] で は 、 表 き れ た [日 本 人 の 食事 摂取 基準 (2020 年 
食塩 の 目標 値 は 男性 8.0g/ 日 未満 、 女 性 版 )] で は 、 男性 7.5g/ 日 未満 、 女 性 6.5g/ 
7.0g/ 日 未満 と な っ て いた 。2019 年 冬 に 発 日 未満 と さら に 目標 量 が 減少 し て いる 。 
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と ポ 


メタ ボリ ッ ク シ ンド ロー ム ( 内 農 有 肪 症 人 


互 互 3: 輝 和 を 4 月 (平成 3O 年 ) 

W 20 歳 以上 の 男女 総数 の うち メタ ボリ ッ ク シ ンド ロー ム が 強く 疑わ れる 者 “の 割合 

申 19.5% 

(男性 : 30.4% 曲 女 性 : 11.9%) 

W 20 歳 以上 の 男女 総数 の うち メタ ボリ ッ ク シ ンド ロー ム 予 備 軍 と 考え られ る 者 ** の 割合 

14.5% 

(男性 : 24.296 品 女 性 : 7.7%) 

40 一 74 歳 で メタ ボリ ッ ク シ ンド ロー ム が 強く 疑わ れる 者 の 割合 

品 男 性 : 32.3% 

女性 : 12.6% 

人 W40 一 74 歳 で メタ ボリ ッ ク シ ンド ロー ム 予 備 軍 と 考え られ る 者 の 割合 

男性 : 24.9% 

女性 : 8.7% 

得 メタボ リッ クシ ンド ロー ム ( 内 臓 脂肪 症候 群 ) が 強く 疑わ れる 者 が 最も 
多い の は 、 男 女 と も に 70 歳 以上 で ある (男性 40.1%、 女 性 20.7%)。 


六 腹囲 が 男性 85cm 以上 、 女 性 90cm 以上 で 血 中 脂質 ・ 血 圧 ・ 血糖 の うち 2 つ 以 上 に 該当 する 者 
玉 玉 腹囲 が 男性 85cm 以上 、 女 性 90cm 以上 で 血 中 脂質 ・ 血 圧 ・ 血 糖 の うち 1 つ 以 上 に 該当 する 者 


@ 運動 習慣 が ある 者 の 割合 で 最も 多い 世代 運動 習慣 の ある 者 の 割合 (20 歳 以上 ) 


(平成 30 年 ) 平成 30 年 (2018 年 ) 
女 
男性 : 70 歳 以上 (45.8%) s0 
女性 : 70 歳 以上 (37.5%) 時 
30. 
20. 
10: 
ひ 総 20 30 40506070 総 203040506070 
人 9 9 9 5) 議 
数 2939495969 以 数 2939495969 以 
歳 歳 se 世 
資料 厚生 労働 省 「 国 民 健康 ・ 栄 養 調査 
注 運動 習 償 の ある 者 と は 、1 回 30 分 以上 の 運動 を 週 2 回 以上 実施 し 、 
1 年 以上 持続 し て いる 者 で ある 。 
予想 問題 個 6 
| 平成 0 年 (2018 年 ) に お ける 「 国 民 健康 ・ 栄 養 調査 ]」 で 、 メ タ ボ リッ クシ ンド ロー ム が 強 
| く 疑 われ る 者 が 最も 多い の は どれ か 。 


1.30 一 39 歳 2.40 一 49 歳 3.50 一 59 歳 4.60 一 69 歳 5. 70 歳 以上 


[ 角 答 15 
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3: 輝 を 3 太 (平成 29 年 ) ※20 歳 以上 
回 男性 の 喫煙 習慣 者 の 割合 : 29.4% 
女性 の 喫煙 習慣 者 の 割合 : 7.2% 


e 喫煙 者 率 は 、 男 性 27.8%、 女 性 8.7% で あ 
る (平成 30 年 日 本 た ば こ 産 業 株 式 会 社 「 全 
国 た ば こ 喫 煙 者 率 調査 」) 。 

@ 喫煙 者 率 は 経年 的 に みて 、 男 性 で は 低下 傾 
向 、 女 性 で は 横ばい 傾向 で ある 。 諸 外国 と 
比較 する と 、 男 性 で は 高 率 に 、 女 性 で は 低 
率 に 属す る 。 

@ 平成 12(2000) 年 3 月 に 策定 され た 「21 世 紀 
に お ける 国民 健康 づく り 運動 (健康 日 本 
21)」 で は 、 大 き な 課 題 と な っ て いる 生活 
習慣 や 生活 習慣 病 を 9 つの 分 野 で 選定 し 、 
それ ぞ れ の 取り 組み の 方 向 性 や 具体 的 な 目 
標 を 示し た 。 そ の 後 、 平 成 24 年 に 「21 世 
紀 に お ける 第 2 次 国民 健康 づく り 運 動 ( 健 


健康 日 本 21 (第 2 次 ) の 基本 的 な 方 向 


① 健 康 寿命 の 延伸 と 健康 格差 の 縮小 
② 生 活 習 慣 病 の 発症 予防 と 重症 化 予防 の 徹底 (NCD 〈 非 感染 性 疾患 〉 の 予防 ) 


③ 社 会 生活 を 営 お た め に 必要 な 機能 の 維持 お よび 向上 
④ 健 康 を 支え 、 守 る た め の 社 会 環境 の 整備 


厚生 労働 省 「 国 民 健康 ・ 栄 状 調 査 」 
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康 日 本 21( 第 2 次 ))」 が 策定 され 、 平 成 25 
年 4 月 より 実施 きれ て いる ( 下 表 )。 

@ 「 健 康 増進 法 」 は 、 健 康 づ くり や 疾病 予防 
に 重点 を 置い た 施策 を 講じ る た め 、 平 成 
14 年 8 月 に 制定 、 平 成 15 年 5 月 より 施行 き 
れ て いる 。 平成 30 年 に 受動 喫煙 の 防止 (第 
25 条 ) も 強化 し た 改正 法 が 成立 し 、 令 和 2 
年 に 全面 施行 され た 。 

@ 禁煙 支援 プロ グラ ム と し て 、 禁 煙 を 希望 し 
て いる ニコ チン 依存 症 加 者 の 一 定期 間 の 禁 
煙 指導 に つい て 、 診 療 報酬 (ニコ チン 依存 
症 管理 料 ) が 設定 され た 。OTC(over the 
counter : 一 般 用 医薬 品 ) の 禁煙 補助 薬 も 
普及 し て き て いる 。 


⑤ 栄 養 ・ 食 生活 、 身体 活動 ・ 運 動 、 休養 、 飲酒 、 喫煙 お よび 歯 ・ 口 腔 の 健康 に 関す る 生活 習慣 お よび 社会 環境 の 改善 


島 予 想 問題 作 


平成 29 年 (2017 年) の 「 国 民 健康 栄養 調査 」 に お ける 男性 の 喫煙 百 慣 者 の 割合 は どれ か 。 


1. 約 10% 2. 約 20% 3. 約 30% 
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4. 約 40% 


[解答 ]3 


[医療 従事 者 ・ 医 療 施設 


ピ 3: 輝 を 3 騙 (平成 28 年 、 人 口 10 万 対 病床 数 の み 平 成 29 年 ) 


看護 師 ・ 准 看護 師 の 就業 者 数 : 147 万 2.508 人 
じ 病 院 数 : 8.442 施設 
品 人 口 10 万 対 病床 数 : 1.227 .2 


厚生 労働 省 「 衛 生 行政 報告 例 (就業 医療 関係 者 )」「 医 療 施設 調査 
『 国 民 衛 生 の 動向 2019/2020 年 』 第 4 編 第 1 章 医療 提供 体制 


祖 POINT ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーーーーーーーー 

@ 平成 28(2016) 年 末 現 在 の 就業 保健 師 数 は 5 届出 ・ 就 業 医療 関係 者 数 と 率 ( 人 口 10 万 対 ) 
万 1.280 人 、 就 業 助産 師 数 は 3 万 5.774 人 、 平成 28 年 12 月 31 日 現在 
看護 師 ・ 准 看護 師 の 就業 者 数 は 147 万 | | 実数 人) | 系 (A ロ 107 対 ) 
2.508 人 (者 護 師 : 114 万 9.397 人 、 准 89960 5 が 
看護 師 : 32 万 3.111 人 ) で ある 。 104.533 82.4 

@ 就業 先 別 で は 、 保 健 師 は 約 7 割 が 公 的 機関 301.323 237.4 
で ある 保健 所 上 都 道 府 県 市 町 村 に 、 看護 51.280 40.4 
師 ・ 准 看護 師 は 約 7 割 が 病院 で 、 約 2 割 が ge "で 
診療 所 で 就業 し て いる 。 助産 師 は 、 自 宅 に ーー HE 
お ける 助産 師 立ち 会 い の 分 燃 が 減少 し て い に 還 


る こと な ど に 伴い 、 病 院 ・ 診 療 所 に 従事 す 資料 


る 者 が 増加 し 、 助 産 所 に 就業 する 者 が 減少 注 医師 ・ 歯 医師 ・ 薬 師 数 以外 は 就業 者 数 で ある 。 
し て いる 。 


島 予 相 問題 介 
平成 29 年 (2017 年 ) に お ける 我が国 の 病床 数 (人 口 10 万 対 ) は どれ か 。 

1. 約 12.3 

2. 約 1230 

3. 約 1230 

4 約 12.300 


[解答 ]3 

島 予想 問題 個 8 
平成 28 年 (2016 年 ) 未 に お ける 看護 師 の 就業 先 と し て 最も 多い の は どれ か 。 | 

1. 病 院 2. 診療 所 

3. 自治 体 ” 4. 介護 サー ビス 施設 ・ 事 業 所 


CEII 
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ココ ャ エス | 


HIV 感 染 者 数 : 1 万 9.896 人 (うち 男性 1 万 7.470 人 、87 .8%) 
エイ ズ 趣 者 数 : 8.936 人 (うち 男性 8.122 人 、90.9%) 


@ 平成 29(2017) 年 の 新規 HIV 感染 者 は 976 
人 で 、 過 去 11 位 と な っ た 。 新規 HIV 感染 
者 は 日 本 人 男性 で 同性 間 性 的 接触 を 感染 経 
路 と する も の が 多数 を 占め て いる 。 

新規 エイ ズ 加 者 の 報告 件 数 は 413 人 で 、 過 
去 11 位 で あっ た 。 


互 記 3: 輝 科 4 (平成 29 年 ) 


@ 新 登録 者 を 年 齢 階級 別に みる と 最も 多い 年 
齢 層 は 80 歳 以上 (40.1%) で 、 次 いで 70 
て 79 歳 (19.0%)、60~69 歳 (12.1%) と 
な っ て いる 。70 歳 以上 の 割合 が 59.1% 
を 占め て いる 。 

@ 日 本 の 結核 の 栓 患 率 は 欧米 に 比べ て 高い 。 

@ 患者 数 は 減少 傾向 に ある も の の 、 依 然 と し 
て 我が国 の 主要 な 感染 症 で ある 。 
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厚生 労働 省 エ イズ 動向 委員 会 
『 国 民 衛生 の 動向 2019/2020 年 』 第 3 編 第 3 章 感染 症 対策 


伯 世界 の HITV 感染 者 は 2017 年 末 現 在 3.690 
万 人 で 、2017 年 の 新規 HIV 感染 者 数 は 
180 万 人 、 エ イズ に よる 死亡 者 数 は 年 間 94 
万 人 と 推定 され て いる (UNAIDS : 国連 合 
同 エイ ズ 計 画 に よる )。 


に 平成 29 年 の 新 登録 患者 数 : 1 万 6.789 人 (前 年 比 836 人 減 ) 
に ] 全 衛 患 率 (人 口 10 万 対 ) : 13.3( 前 年 より 0.6 低 下 ) 
平成 29 年 末 現 在 の 登録 者 数 : 3 万 9.670 人 ( 有 病 率 8.8) 


厚生 労働 省 「 結 校 登録 者 情報 財 査 
『 国 民 衛生 の 動向 2019/2020 年 』 第 3 編 第 3 章 感染 症 対策 


@ 近年 、 多 剤 耐性 結核 の 発生 、 住 所 不定 者 や 
外国 人 の 感染 、 高 齢 者 の 再発 な ど が 新た な 
課題 と な っ て いる 。 

結核 に 関す る 特定 感染 症 予防 指針 (平成 28 
年 再度 改正 ) で は 、2020 年 まで に 人 口 10 万 
対 結 核 和 吊 率 を 10 以 下 、 全 結核 患者 に 対 
する DOTS( 直 接 服薬 確認 ) 実 施 率 を 95% 
以上 に する な どの 目標 が 設定 され た 。 


光生 活 保 護 


コ 


ビ ピ 3: 輝 和 を 4 及 (平成 GO 年 ) 


円 1 か 月 平均 の 被 保護 実 人 員 : 約 209 万 6.800 人 (前 年 より 約 2 万 8.000 人 [1.3%] 減 少 ) 、 


被 保護 世帯 数 : 約 163 万 7.000 世 帯 (世帯 は 前 年 より 約 3.400 世 帯 [0.2%] 減少 ) 


審 POINT ーーーーーーーーーーーーーー 


@ 「 日 本 国 間 法 」 第 25 条 の 理念 に 基づき 、 生 
活 困 鍛 者 を 保護 する 制度 で ある 。 
@ 生活 保護 に は 次 の 4 つの 原則 が ある 。 


① 申 請 保護 の 原則 (申請 に よる こと が 原則 
だ が 、 要 保護 者 が 急迫 し た 状況 の 場合 に 
は 申請 が な く て も 必要 な 保護 を 行え る ) 

⑫ 必 要 即 応 の 原則 

③ 世 帯 単位 の 原則 

④ 基 準 お よび 程度 の 原則 (厚生 労働 大 臣 の 
定め る 基準 に より 測定 し た 要 保 護 者 の 需 
要 を も と と し て 、 そ の うち その 者 の 金銭 
また は 物品 で 満た すこ と の で き な い 不足 


分 を 補う 程度 に お いて 行う ) 


e 給付 は 8 扶助 ある 。① 生 活 扶助 、② 住 宅 扶助 
③⑧ 教 育 扶助 、④ 話 療 扶助 、⑤ 介 護 扶助 、⑥ 
出産 扶助 、⑦ 生 業 扶助 、⑧ 葬 祭 扶助 で 、 こ 
の うち ④ と ⑧⑤ は 原則 と し て 現物 給付 、 そ の 
他 は 金銭 給付 で ある 。 


予想 問題 信 


厚生 労働 省 「 被 保護 者 調査 」「 生 活 保護 費 国庫 負担 金 事 業 実績 報告 


人 平成 30 年 度 の 1 か 月 平均 の 被 保護 実 人 員数 
は 前 年 より 約 2 万 8.000 人 の 減少 と な っ て 
いる 。 

@ 平成 30 年 度 の 保護 の 種類 別に 扶助 人 員 を 
みる と 、① 生 活 扶助 (185 万 1.939 人 )、③ 
住宅 扶助 (179 万 2.265 人 )、③⑬ 医 療 扶助 (175 
万 1.443 人 ) の 順に な っ て いる \*。 

平成 30 年 度 中 の 保護 開始 の お も な 理由 を 
構成 割合 で みる と 、① 貯 金 等 の 減少 ・ 吾 失 
(38.8%)、③② 傷 病 に よる (23.4%)、③ 働 き 
に よる 収入 の 減少 ・ 裏 失 (19.3%) と な っ て 
いる 。 世 淀 類型 別 で は 高齢 者 世帯 が 54.1% 
と 半数 以上 を 占め る 。 

平成 30 年 度 中 の 保護 廃止 の お も な 理由 を 
構成 割合 で みる と 、① 死 亡 (41.5%)、② 働 
き に よる 収入 の 増加 ・ 取 得 ・ 働 き 手 の 転入 


(17.7%)、③ 失 そう (6.2%) と な っ て いる 。 


楽 た だ し 、 事 業 費 ペー ス ( 額 ) で は 医療 兵助 が 約 1 兆 7.810 億 円 で トッ 
プ (48.696 を 占め る 、 平 成 19 年 暫定 値 ) 


平成 30 年 (2018 年 ) 度 に お いて 生活 保護 の うち 、 扶 助人 員 が 最も 多かっ た の は どれ か 。 


1. 教育 扶助 
2. 生活 扶助 
3. 医療 扶助 
| 4. 住宅 扶助 


[ 角 答 2 
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EE3 輝 和 を 3 騙 (平成 8 年度) 
口 国民 医療 費 : 42 兆 1.381 億 円 
品 1 人 当たり の 国民 医療 費 : 33 万 2.000 円 


@ 国民 医療 費 は 増加 の 一 途 を た どり 、 平 成 
12 年 度 に 介護 保険 制度 導入 、 平 成 14 年 度 、 
平成 18 年 度 に 診療 報酬 本 体 の マイ ナス 改 
定 ・ 被 用 者 の 自己 負担 増 に よっ て 減少 を み 
た が 、 そ の 後 は 全体 的 に 増加 し て いる ( 平 
成 28 年 度 の み 前 年 度 に 比べ て 0.5% 減 少 )。 
比較 と な る 指標 で ある 国民 所 得 は 前 年 に 比 


厚生 労働 省 「 国 民 医 療 費 」 
『 国 民 衛生 の 動向 2019/2020 年 』 第 4 編 第 2 章 医療 保険 制度 


和 30 年 代 の 3% 合 から 上 昇 傾向 に あり 、 平 
成 28 年 度 は 10.76% と な っ て いる 。 

人 国民 医療 費 の 診療 種類 別 の 内 訳 は 、 医 科 診 
療 医療 費 (71.6%) で は 、 入 院 医療 費 (37.5 
%)、 入 院外 医療 費 (34.2%) が ある 。 ほ か 
に は 、 薬 局 調剤 医療 費 (18.0%) 、 歯 科 診療 
医療 費 (6.8% )、 入 院 時 食事 ・ 生 活 医療 費 (1.9 


べ て 0.4% 増 加 し て いる 。 %)、 訪 問 看 護 医 療 費 (0.4%) な ど が ある 。 
き 1 人 当たり の 国民 医療 費 は 、 近 年 増加 傾向 財源 で は 保険 料 (49.1%、 約 半分 )、 公 費 (38.6 

に ある 。 %) が 多く を 叶う 。 
@ 国民 医療 費 の 国民 所 得 に 対す る 割合 は 、 昭 
診療 種類 別 国民 医療 費 構成 割合 平成 28 年 度 

記章 守 和 

入院 時 食事 ・ 生活 天 ーー 

人 

一 医科 診療 医療 
71.6% 


資料 厚生 労働 省 「 国 民 医 療 費 の 概況 」 


年 齢 階級 別に みた 国民 医療 費 と 1 人 当たり の 国民 医療 費 ( 平 成 28 年 度 ) 


推計 額 構成 割合 1 人 当たり の 国民 医療 費 

0 一 14 歳 2 兆 5.220 億 円 6.0% 15 万 9.800 円 

5 一 44 歳 5 兆 2.560 億 円 12.5% | 12 万 400 円 

45 一 64 歳 9 兆 2.017 億 円 21.8% | 27 万 9.800 円 
65 歳 以上 | 25 光 1.584 科 円 韻 | 和 
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予 想 問題 個 
| 平成 28 年 (2016 年 ) 度 に お ける 年 齢 階級 別に みた 国民 医療 費 の うち 、65 歳 以上 の 者 の 
占め る 割合 に 最も 近い の は どれ か 。 


[解答 ]3 


(平成 28 年 度 ) 

社会 保障 給付 費 : 116 兆 9.027 億 円 
社会 保障 給付 費 の 国民 所 得 比 : 29.84% 
国民 1 人 当たり の 社会 保障 給付 費 : 92 万 1.000 円 
部 門別 の 割合 

① 年 金 : 46.5% ( 対 前 年 比 伸び 率 0.5%) 

② 医 療 : 32.8% ( 対 前 年 比 伸び 率 0.6%) 

き ③ 福 祉 その 他 : 20.696 ( 対 前 年 比 伸び 率 4.2%) 


国立 社会 保障 ・ 人 口 問題 研究 所 「 社 会 保障 費用 統計 」 
『 国 民 衛生 の 動向 2019/2020 年 』 第 1 編 第 1 章 わが 国 の 衛生 を 取り 巻く 社会 状況 と 保健 医療 


昭和 56(1981) 年 度 に 「 年 金 ]」 部 門 が 「 医 療 」 高 年 齢 雇用 継続 給付 費 ) は 、 社 会 保障 給付 
部 門 を 抜い て 以来 、「 年 金 ] は 社会 保障 給 費 全 体 の 約 70% を 占め る 。 今後 も 人 口 高 
付 費 の トッ プ を 占め て いる 。 齢 化 が 進む こと が 予想 され 、 社 会 保障 給付 
@ 高齢 者 関係 給付 費 (年 金 保険 給付 費 、 高 齢 費 が 増大 し て いく と 考え られ る 。 
者 医療 給付 費 、 老 人 福祉 サー ビス 給付 費 、 


島 予想 問題 人 

| 日 本 の 平成 28 年 (2016 年 ) 度 の 社会 保障 給付 費 に お いて 年 金 が 占め る 割合 は どれ か 。 
1. 約 37% 
2. 約 47% 

| 3. 約 57% 

| 4. 約 67% 


[解答 12 
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の で 
EL 介護 保険 認定 者 数 


ココ を 覚え る ! 
平成 30 年 4 月 末 現 在 の 要 介 護 ( 要 支 援 ) 認 定 者 数 : 643 万 7.000 人 
品 平 成 29 年 10 月 1 日 現在 の 介護 保険 施設 数 : 介護 老人 福祉 施設 7.891 施設 、 介 護 老 人 


保健 施設 4.322 施設 、 介 護 療 養 型 医療 施設 1.196 施 設 


厚生 労働 省 「 介 護 保 険 事業 状況 報告 月 報 」 
『 国 民 衛生 の 動向 2019/2020 年 』 第 5 編 第 1 章 介護 保険 制度 の 概要 


@ 介護 保険 制度 の スタ ー ト 時 (平成 12 年 4 月 
未 )、 要 介護 認定 者 数 は 218 万 人 だ っ た が 、 
平成 30 年 4 月 末 に は 643 万 7.000 人 に 増加 
し て いる 。 


要 介護 ( 要 支 援 ) 度 別 認定 者 数 の 推移 
(〒 人 ) 


o_ 較 8 

平成 16 年 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 ( 各 年 4 月 末 ) 
資料 介護 保険 事業 状況 報告 有 報 

注 平成 16~ 17 年 の 最 下 区 分 は 、「 要 支援 」 で ある 

人 予想 問題 個 


平成 30 年 (2018 年 )4 月 末 の 要 介 護 度 別 認定 者 数 の うち 、 最 も 多い の は どれ か 。 
1. 要 支 援 1 2. 要 支援 2 3. 要 介護 1 4. 要 介護 2 5. 要 介 護 3 


[解答 ]3 
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ク パ / つ し 

介護 の 状 
3: 交 和 を 3 訪 ( 平 成っ 8 年 ) 

[ 口 お も な 介護 者 の 要 介 護 者 等 と の 続柄 

① 同 居 : 58.7%、@② 事 業者 : 13.0%%、③ 別 居 の 家族 等 : 12.2% 

* 令 和 元 年 の 肌 査 で は ① 同 居 : 54 .4%、② 別 居 の 家族 等 : 13.6%、③ 事 業者 : 12.19% と な っ て いる 。 

お も な 介護 者 の 続柄 (同居 ) 

① 配 偶 者 : 25.2%、@② 子 : 21.8%、③ 子 の 配偶 者 : 9.7% 

お も な 介護 者 の 性 別 (同居 ) 

① 女 性 : 66.0%、② 男 性 : 34.0% 

介護 が 必要 と な っ た 原因 (40 歳 以上 ) 

① 認 知 症 : 18.0%、@② 脳 血管 疾患 : 16.6% 注 : 平成 28 年 の 数 値 は 、 熊 本 県 を 除い た も の で ある 。 


厚生 労働 省 「 国 民生 活 基礎 調査 『」 
※ 介 護 に 関す る 事項 は 大 規模 調査 年 の み の 調査 で あり 、『 国 民 衛生 の 動向 2019/2020 年 』 に 基づき 、 基本 的 に は 平成 28 年 の デー タ を 掲載 し て いる 。 


@ お も な 介護 者 の 年 齢 (同居 ) は 、「60>69 て いる 。 70 歳 以上 が 占め る 割合 は 男性 41.6 
歳 」 が 男 285%、 女 33.1% と 最も 多く な っ %、 女 性 36. 8% で ある 。 


要 介護 者 等 と の 続柄 別に みた お も な 介護 者 の 構成 割合 (平成 28 年 ) 
お も な 介護 者 の 性 ・ 年 齢 階級 (同居 ) 


に ーー 
96 


注 平成 28 年 の 数 値 は 、 熊 本 県 を 除い た も の で ある 。 
資料 「 国 民生 活 基礎 調査 


予想 問題 個 


| 平成 28 年 (2016 年 ) の 国民 生活 基礎 調査 で 、 同 居 し て いる お も な 介護 者 の 続柄 で 最も 多 

| い の は どれ が 。 

1. 子 2. 子 の 配偶 者 3. 配偶 者 4 父母 | 
[ 和 3 
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3: 輝 を 3 (財務 上 疾病 平成 29 年 、 労 働 災害 平成 3O 年 ) 
人 発生 状況 
口 業 務 上 疾病 の 発生 状況 : 7.844 人 、 労 働 災害 に よる 死亡 者 数 と 休業 4 日 以上 の 傷病 者 数 
の 合計 : 12 万 8.238 人 
@W お も な 業務 上 疾病 の 発生 状況 の 内 訳 (くわ し く は 下図 参照 ) 
負傷 に 起因 する 疾病 : 76.0% 
(災害 性 腰痛 : 64.4%%6、 腰 痛 を 除く : 11.6%) 
@ 定期 健康 診断 の 有 所 見 率 * : 54 .19% (平成 29 年 ) 
① 血 中 脂質 検査 (32.0%)、@② 血 圧 (15.7%)、③ 肝 機能 検査 (15.2%) 
玉 有 所 見 率 と は 、 健 康 診 断 を 受診 し た 労働 者 の うち 異常 所 見 の ある 者 の 占め る 割合 


過重 な 業務 に よる 脳 血 管 疾 患 ・ 心 臓 疾 患 等 1.0% 
病原 体 に よる 疾病 1.3% 
じん 肺 及 びじん 肺 合併 症 2.49% we 
化学 物質 に よる 疾病 2.8%6 
作業 様態 に 起因 する 疾病 4.8%6 | 


炎 害 性 腰痛 
64.4% 


平成 29 年 (17) 


厚生 労働 省 「 業 務 上 疾病 調べ 」「 定 期 健康 診断 結果 調べ 」 
『 国 民 衛生 の 動向 2019/2020 年 』 第 8 編 第 1 章 労働 衛生 対策 の あゆ み と 現 状 


W わが 国 の 労働 災害 (業務 災害 と 通勤 災害 ) に 7.329 人 で あり 、 労 働 災 害 に よる 死亡 者 数 
よる 死傷 者 数 は 、 昭 和 36 年 を ビー ク に 、 は 909 人 で あっ た 。 
その 後 お お むね 減少 を 続け て いる 。 平成 、 候 業 務 上 疾病 の 発生 状況 で 最も 多い の が 作 害 
30 年 の 休業 4 日 以上 の 傷病 者 数 は 12 万 性 腰痛 で ある 。 


職業 性 疾病 の 種類 
物理 的 要因 に よる も の | 高 気 圧 障 害 、 職 業 性 難聴 、 振 動 障害 な ど 


化学 的 要因 に よる も の | じん 肺 、 有 寺 ガ ス 中 毒 、 有 機 溶剤 中 毒 、 重 金属 中 毒 な ど 
作業 条件 に よる も の | 下 腕 障害 、 腰 痛 、 視 力 障害 な ど 
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文部 科学 省 「 学 校 保健 統計 調査 
『 国 民 衛生 の 動向 2019/2020 年 』 第 10 編 第 2 章 学校 保健 の 現状 


@ むし 歯 ( う 歯 ) は 幼稚 園 (5 歳 ) の 段階 で 35.1 企 視 力 の 問題 は 中 学生 以降 で は 半数 以上 に あ 
% に み ら れ る 。 る 。 


お も な 疾病 ・ 異 常 被 患 率 (平成 30 年 ) 単位 :% 


裸眼 視力 1.0 未 満 の 者 
耳 疾患 

鼻 ・ 副 鼻腔 疾患 

むし歯 ( う 歯 ) 

心電図 異常 

蛋白 検出 の 者 

ぜん 候 


に 


注 心電図 異常 に つい て は 、 6 歳 、12 歳 、15 歳 
の み 実 施し て いる 。 


予想 問題 個 
平成 30 年 (2018 年 ) の 学校 保健 統計 調査 で 小学 校 、 中 学校 、 高 等 学校 と 進む に つれ て 被 
患 率 が 低下 し て いく の は どれ か 。 
1. むし 歯 ( う 歯 ) 
2. ぜん 息 
3. 裸眼 視力 1.0 未 満 の 者 
4. 蛋白 検出 の 者 
[解答 ]2 
島 予想 問題 人 
平成 0 年 (2018 年 ) の 疾病 ・ 異 常 被 患 率 に お いて 、 裸 眼 視力 1 .0 未 満 の 者 の 数 の 組み 合 
わせ で 正しい の は どれ か 。 
1. 幼稚 園 一 16% 2. 小学校 一 20% 3. 中 学校 一 56% 4. 高等 学校 一 80% 
[解答 ]3 
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3: 輝 和 を 4 月 (平成 30 年 ) 


事件 数 で 最も 多い 病因 物質 : アニ サキ ス (468 件 、35.8%) 
患者 数 で 最も 多い 病因 物質 : ノロ ウイ ルス (8.475 人 、50.9%) 


※ ノ ロウ イル ス に よる 死者 数 は 0 人 


人 平成 元 年 以降 、 食 中 毒 の 患者 数 は 約 2 て 3 
万 人 台 を 推移 し て いる 。 病 因 物 質 は 件 数 、 
患者 数 と も に 95% 以 上 判明 し て いる 。 

@ 以前 は 7 一 9 月 の 夏期 を 中 心 に 食中毒 が 多 
発する 傾向 に あっ た が 、 平 成 15(2003) 年 
ご ろ よ り 12~ こ 3 月 の 冬期 に 患者 数 が 増加 
し 、 ノ ロウ イル ス に よる 被害 が 大 きく な っ 


細菌 に よる 食中毒 事件 数 ・ 患 者 数 の トッ プ 
件 数 : カン ピロ バク ター・ ジ ェ ジ ュ ニ / コ リ 


厚生 労働 省 「 食 中 毒 発生 状況 
『 国 民 衛生 の 動向 2019/2020 年 』 第 7 編 第 2 章 食品 安全 行政 の 動向 


て いる 。 細菌 で は 、 件 数 で 最も 多い の は カ 
ン ピ ビ ロ バ クタ ー・ ジ ェ ジ ュ ニ コリ (24.4 
%)、 患 者 数 で 最も 多い の は ウェ ル シ ュ 菌 
(13.9%) で あっ た 。 ウ イル ス で は 件 数 ・ 患 
者 数 と も に ノロ ウイ ルス で あっ た 。 

@ 近年 は ノロ ウイ ルス の 占め る 割合 が 増加 傾 
向 に あり 、 愚 者 数 で は 50.9% を 占め る 。 


※ 獣 肉 調 理 時 の 十分 な 加熱 と 器具 や 手指 を 介し た 2 次 汚染 防止 が 必要 
※ カ ン ピ ロ バク ター 感染 症 の 潜伏 期間 は 2 5 日 間 と 長い こと が 特徴 で ある 


@ 患者 数 : ウェ ル シ ュ 菌 ( ク ロス トリ ジウ ム - ウ ェ ル シー) 
※ エ ン テ ロ トキ シン (腸管 毒 ) を も つ 株 が 感染 型 の 食中毒 を 起こ す 
※ 芽 胞 を も つ 


島 予 想 問題 個 


日 本 の カン ピロ バク ター・ ジ ェ ジ ュ ニ ノコ リ に よる 食中毒 で 正しい の は どれ か 。 


1. 潜伏 期間 は 12 一 24 時間 で ある 。 

2. 12 一 3 月 に 多い 。 

3. 鶏肉 の 不 十 分 な 加熱 が 原因 と な る 。 
| 4. 日 本 で の 発生 は 少な い 。 


島 予 想 問題 信 


[ 角 答 13 


| 平成 30 年 (2018 年 ) に お ける 食中毒 の 件 数 で 最も 多い 病因 物質 は どれ か 。 


1。 ア ニ サ キス 

| 2. ノロ ウイ ルス 

| に 全 ン /2120 ョ アハ シン ンー フン だ コッ ンー ホー テー 
4. ウェ ル シ ュ 菌 
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[ 角 和 ]1 


平成 30 年 度 中 に 児童 相談 所 が 対応 し た 状 護 相談 "の うち の 児童 虐待 相談 の 対応 件 数 : 
15 万 9.838 件 (前 年 より 19.5% 増 加 ) 


@ 相談 の 種類 別 で は 、① 心 理 的 虐待 (8 万 2.302 件 、 同 20.2%) の 順 と な っ て いる (② 
8.391 件 、55.3%)、② 身 体 的 虐待 (4 万 238 と ③ で 合計 45.9% あ り 、7 一 12 歳 を 超え る )。 


件 、25.2%) の 順 と な っ て いる 。 @ 平成 29(2017) 年 度 の 調査 で は 心中 を 除き 
@ 目 待 者 別 で は 、① 実 母 (47.0%)、② 実 父 (41.0 50 件 の 死亡 事例 が あり 、 そ の うち 53.8% 
%) の 順 と な っ て いる 。 が 0 歳児 (うち 月 齢 0 か 月 が 50% を 占め る ) 


@ 被虐 待 者 の 年 齢 別 で は 、①7~12 歳 (5 万 で あっ た 。 
3.797 住 構成 割合 33.7%)、(②3 6(4 更に 折 の 3 役員 人 を も に な い 上 な と 、 
万 1.090、 同 257 %)、③0ー- 2 歳 (3 万 育 面 で 環境 的 問題 が ある 児童 や 養子 絹 組 に 関す る 相談 。 


シー バ 


季 高 齢 者 虐待 


王 王 3: 北 和 を 3 訪 ( 平 成 30 年 度 ) 
養護 者 に よる 虐待 の 内 容 (被虐 待 高齢 者 に よる 複数 回 答 、17 .686 人 中 ) 
① 身 体 的 虐待 : 67.8% @② 心 理 的 虐待 : 39.5% 
養護 者 に よる 虐待 を 受け て いた 高齢 者 の 性 別 
女性 : 76.3%、 男 性 : 23.7% 
(年 齢 で は 80 て 84 歳 が 24.4% と 最も 多い ) 
- 養 介護 施設 従事 者 に よる 虐待 の 内 容 ( 複 数 回 答 ) 
① 身 体 的 虐待 : 57.596 @② 心 理 的 虐待 : 27.1% 


厚生 労働 省 「 平 成 30 年 度 高齢 者 虐待 の 防止 、 高 齢 者 の 養護 者 に 対す る 支援 等 に 関す る 法律 に 基づく 対応 状況 等 に 関す る 調査 


@ 差 護 者 に よる 虐待 を 受け て いた 高齢 者 の 約 香 虐 待 者 は 息子 (39.9%) が 最多 で 、 次 いで 
7 割 が 要 介 護 認 定 を 受け て お り 、 要 介護 3 夫 (21 .6%) で あっ た 。 身 体 的 虐待 が 最も 
以上 が 38.2%、 要 介護 1 が 24.4%、 要 介護 多い 。 

2 が 21.8% で あっ た 。 
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k 育児 休業 取得 


に 
EE3: 形 和 を 3 騙 (平成 0 年 度 ) 


女性 の 育児 休業 取得 率 : 82.2% 
男性 の 育児 休業 取得 率 : 6.16% 


隊 PoINT ーーーーーーーーーーー 


@ 平成 30(2018) 年 度 * の 育児 休業 取得 率 は 女 

性 は 1.0 ポ イン ト 低 下 、 男 性 は 1.02 ポ イン 
ト 上 昇 し た 。 

@ 有期 契約 労働 者 ** の 取得 率 に つい て は 、 女 
性 は 低下 、 男性 は 上 昇 し た 。 

@ 平成 30 年 度 *** の 育児 休業 か ら の 復職 予定 
で あっ た 女性 の うち 、 実 際 に 復職 し た 者 の 
割合 は 89.5%、 退 職 し た 者 の 割合 は 10.5% 
で あっ た 。 男性 に つい て は 復職 し た 者 の 割 
合 は 95.0%、 退 職 し た 者 の 割合 は 5.0% で 


厚生 労働 省 「 雇 用 均等 基本 調査 


あっ た 。 
@ 男性 の 育児 参画 や 育児 休業 取得 の 促進 に つ 
いて 、 育 児 休業 取得 率 を 2025 年 まで に 30 


% と する 目標 が 掲げ られ て いる 。 


玉 平成 28 年 10 月 1 日 か ら 平成 29 年 9 月 30 日 まで の 1 年 間 に 在 
職 中 に 出産 し た 女性 の うち (男性 の 場合 は 配偶 者 が 出産 し た 者 ) 、 
平成 30 年 10 月 1 日 まで に 育児 休業 を 開始 し た 者 (育児 休業 の 申 
し 出 を し て いる 者 を 含む ) 。 

玉 玉 3 か 月 、1 年 な ど 期間 を 定め た 契約 で 雇用 し た 労働 者 (日 々 雇 わ 
れ て いる 者 お よび 他 企 業 か ら の 出向 者 を 除く )。 

玉 玉 平成 29 年 4 月 1 日 か ら 平 成 30 年 3 月 31 日 まで の 1 年 間 に 育 児 
休業 を 終了 し 、 復 職 予 定 で あっ た 者 。 


島 予想 問題 個 

| 平成 0 年 度 の 雇用 均等 基本 調査 に お ける 男性 の 育児 休業 取得 率 に 最も 近い の は どれ か 。 

| 1.1% 2.3% 3.6% 4 10% 

L 』 
[解答 ]3 

下 旧 休業 取得 率 の 推移 


490. 
平成 8 1 elo ao 2 の aa24 25 8 2 mo 


注 平成 23 年 度 の [ ] 内 の 割合 は 、 岩 手 県 、 宮 城 県 及び 福島 県 を 除く 全国 の 結果 。 
資料 「 雇 用 均等 基本 調査 」 
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和 護 師 国 試 2021 


“ 必修 問題 
完全 予想 5()。 
2 6 シン 則 社 


om mt 
オー ル 予 相 問 題 | 5 回 分 の 必 地 模試 つき 。 
知 財 の 確認 に 最 透 。 実力 放 し & 実 方 アップ 
新人 向 対策 も バッ チリ 


プ ナ ナー ス 2020 年 11 月 皿 時 増刊 号 


策 を 


看護 師 国 試 2021 


mm] 


編集 : 看護 師 国家 試験 対策 プロ ジェ クト 

定価 : 1.850 円 税 /B5 判 

本 体 244 頁 別冊 (必修 模試 らち セット) 52 頁 

生 新 出題 基準 の 全 小 項 目 に 対応 し た 問題 ・ 解 説 が 
ある の で 、 新 傾向 に も 戸 惑 わ ず に 必修 8 割 と れる ! 

生 視 覚 素材 や 5 肢 問題 、 本 番 同様 に 解け る 模試 も あ 
り 、 こ れ 1 冊 で 効率 よく 勉強 で きる ! 

人生 た くさ ん の 予想 問題 で 、 過 去 問 だ け で は 対応 で き 
な い 知識 の 幅 を 広げ る こと が で きる ! 


看護 師 国 試 2021 一 一 一 一 


旨 問 是 


必修 問題 100 責 
一 般 問題 150 天 
状況 設定 問題 60 天 


定価 : 1.364 円 税 /AB 判 

本 体 (問題 集 )94 頁 + 別 ( 解 答 ・ 解 説 集 )92 頁 

筐 長文 の 状況 設定 問題 ・ 最 新 キ ー ワ ー ド ・ 図 表 問 是 
な ど 、 最 新 傾向 を 反映 ! 

生 必 修 問題 ・ 一 般 問題 ・ 状 況 設定 問題 が 全部 入っ て 
いる の で 、 本 番 を 想定 し て 解け る ! 


プチ ナー 


プチ ナー スズ ス 2021 年 1 月 号 別 感 付録 
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こつ 
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$ 育児 休業 取得 率 な ど 
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wiiom と れ が で る ! 


鑑 相 
問題 0U 


国 | 試 紀和 貧 の 記紀 駅 多き 』。 


執 筆 (+ 音 和 


皿 | 括 病 1 年 上 小児 | 捕 神 
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ト 予想 問題 集 | ( 照 林 社 ) な ど を 執筆 。 策 模 擬 試 験 等 が ある 。 か か わる 人 が 最初 に 読む 本 』 ( 照 林 社 ) な ど 。 
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局員 これ だ け 見 て お こう ! 国 試 に で た 視覚 素材 


本 書 を 100% 活 用 し た 強 


第 110 回 国 試合 格 の た め の 勉 強 の し か た 
STEP 


1 「 お さえ て お きた (いい 丘 題 を 解く 前 に 、 国 試 対 策 の プロ フェ ッ シ ョ ナル が 予想 す 


る 第 1 10 回 国 試 の ポイ ント を チェ ッ ク ! 出題 され や すい 純 囲 
ボイン ト 」 を チェ エッ ク や ゃ と の よう な こと が 問わ れる の か を し っ か り と お さえ まし よう 。 


STEP 第 110 回 国 試 の ボイン ト を つか ん だ ら 、 い よい よ 予 想 問題 に チ 

ャ レン ジ で す 。 「 お さえ て お きた い ボ ポイント 」 を も と に 作成 され 

2 
問題 を 解い た 後 は 、 解 説 を 読ん で 知識 を 定着 させ まし ょ う 。 

マツ ※ お 手持 ちの 赤 シ ー ト で 右 欄 の 解答 解説 を 隠し て ご 利用 くだ さい 。 


ーー 一 予想 問題 を 解い て 自分 の ニガテ な 分 野 が わか っ た ら 、 ニ ニガテ 分 
3 ニガテ 分 野 や 頻出 * 野 や 「 お さえ て お きた い ボイン ト 」 で 取り 上 げ ら れ た 内 容 と 、 
重要 分 野 を 復習 それ に 関連 する 範囲 を 重点 的 に 復 宮 し まし ょ う 。 試験 まで の 残 


り 時 間 を 意識 し な が ら 、 効 率 よく 勉強 する こと が 大 切 で す 。 


人 @ 解 説 中 の 〇 x は 、 各 選 択 肢 の 正誤 を 表示 し て いま す 。 し た が っ て 、「 斉 っ て いる の は どれ か ] 
の よう な 耕 定形 の 設問 の 場合 、 誤っ て いる 文章 を X、 正 し い 文章 を 〇 と し て いま す の で 、※ 
解説 の ひ X の の 文章 が 答え と な り ま す 。 
表記 に つい て @ な お 実際 の 国 試 で は 、 「 誤 っ て いる 」 「 適 切 で な い | 「 考 え に くい | な ど は 太字 で 表記 し 、 注 
意 を 喚起 し て いま す 。 
※ 本 書 で は お も に 「 国 民 衛 生 の 動向 2019/2020j (厚生 労働 統計 協会 ) か ら 統計 デー タ を 掲載 し て お り ます 。 


くる 必修 問題 


り 
【( \\ 軌 連 @ 大 塚 真 己 看 譜 包 田家 試験 対策 アド バイ ザー 
お 
る あ 


必修 対策 は まず は 4 臣 よ り 量 統 ! 


過去 問 を た くさ ん 解い て 。 頻出 問題 を 手 密 く お さえ よう 


この 時 期 ま で に 「 学 習 は し て いる けれ ど な か な : 少し 広め に 必要 な こと を 確実 に 覚え る ) を 高め る 
か 模試 で 必修 問題 の 点 が 伸び な い 」 と いう 受験 生 : よう に し まし ょ う 。 

は 、「 ま ず は 質 よ り 量 を 優先 」 し まし ょ う 。 過去 : また 試験 で は 毎年 、1 問 か 2 問 は 「 こ うい う の 
問 を な る べく 多く 解い て 、 ど ん な 問題 が 出 て い : が 来 た か ー」 と 感じ る 問題 が 出 ま す が ほ と ん どの 
る か を 体感 し た の ち に 覚え る べき こと を 記憶 す : 受験 生 が 同じ こと を 感じ て いる の で 気 に せ ず 、 
る よう に し ます 。 自 分 が どん な 問題 や どの 分 野 : 頻出 の 問題 を 落と さ な い よう に し ます 。 

で 点 が 取れ な い の か を 知っ て か ら 、 質 (正確 に ・ : 


1 | 発達 課題 と 発達 危機 


人 生 を 8 つ に 分 け 、 発 達 課 題 と 発 
達 危 機 を 論じ た の は 誰か 。 
1. マズ ロー., A. 古 . 


NavJAHL 
エリ クソ ン ,E 古 
PomEH 


2 

3. ヘン ダー ソン ., AV. 

4 ハヴ ィ ガ ー ス ト .R.. 
wirstR」 


Tavigh 


2 | 悪心 ・ 嘱 吐 


繰り 返す 咽 吐 に よっ て 増加 する の 
は どれ か 。 

1. 塩化 物 イ オン 

2. カリ ウム オン 

3. マグ ネ シ ウ ムイ オン 

4 重 炭酸 イオ ン (炭酸 水素 イオ ン 〉 
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信号 2 

) 説 ( 1. ※ マズ ロー は 人 間 の 欲求 を 階層 と し て 示し た 。 低 次 
の 階層 か ら 順 に 、 生 理 的 欲求 、 安 全 の 欲求 、 所 属 と 愛 の 欲求 、 承 
認 と 自尊 の 欲求 、 自 己 実現 の 欲求 で ある 。 

2. 〇 エリ クソ ン は 人 生 を 8 つの 発達 段階 に 区 分 し て 発達 課題 
と 発達 危機 が 対立 する と 論じ た 。 

3. X ヘン ダー ソン は 14 の 基本 的 ニー ド と 基本 的 な 看護 の 構 
成 要素 を 示す 、 看 護 の 機能 を 論じ た 。 

4. ※ ハヴ ィ ガ ー ス ト は 人 生 を 6 つの 時 期 に 区 分 し 、 発 達 課題 
を 論じ た 。 


| 角 合 と ! 

) 匠 説 ( 1 X 胃酸 は HCI で 、H"( 水 素 イ オン ) と CI ( 坦 化 物 [ ク 
ロー ル ] イ オン ) で ある 。 繰り 返し 中 吐 す る こと に より これ ら を 失 
うた め 、 塩化 物 イ オン は 増加 し な い 。 

2. 3. ※X カリ ウム イオ ン と マグ ネ シ ウ ムイ オン は 嘱 吐 に よっ 
て 増加 し な い 。 

4. 〇 体内 で は お も な 陽 イ オン で ある ナトリウム イオ ン (Na') 
と 、 お も な 陰 イ オン で ある CI~ と 重 炭 酸 イ オン (炭酸 水素 イオ ン 、 
HCO。~) の 総和 で パラ ンス を 取っ て いる 。 し た が っ て 1 で 述べ た 
よう に 咽 吐 で CI~ を 失う と 重 炭酸 イオ ン が 代償 的 に 増え る 。 


3 | 健康 に 関す る 指標 


平成 30 年 (2018 年 ) の 日 本 の 統 
計 で 10 年 前 より 増加 し て いる の 
は どれ か 。 

1. 総 人 品 

2. 年 少 人 口 

3. 労働 力 人 口 

4 生産 年 齢 人 品 


4 | 神経 系 


平衡 感覚 を お も に つか さ ど る の は 
どれ か が 。 

1. 迷走 神経 

2. 動眼 神経 

3. 内 耳 神経 

4. 三叉 神経 


全 虹 3 

1. X 平成 20 年 (2008 年 ) の 総 人 口 は 約 1 億 2.769 万 人 、 
平成 3O 年 (2018 年 ) は 約 1 億 2.644 万 (いずれ も 10 月 1 日 人 口 ) 
で あっ た 。 総 人 口 は 10 年 前 より も 減少 し た 。 

2. X 平成 20 年 (2008 年 ) の 年 少 人 口 は 1.717 万 6 千 人 で 、 
平成 30 年 (2018 年 ) は 1.541 万 5 千 人 で あっ た 。 年 少 人 口 は 
10 年 前 より も 減少 し た 。 

3. 〇 平成 20 年 (2008 年 ) 平均 の 労働 力 人 口 は 6.650 万 人 で 、 
平成 30 年 (2018 年 ) 平均 は 6.830 万 人 で あっ た 。 労働 力 人 品 
は 10 年 前 より も 増加 し た 。 ち な み に 平 成 30 年 (2018 年 ) の 15 
歳 以上 人 口 は 10 年 前 より 51 万 人 増加 し て いる が 、 労 働 力 人 品 
の 伸び の ほう が 大 きい 。 女 性 の 社会 進出 に 関連 し て いる 。 

4. ※ 平成 20 年 (2008 年 ) の 生産 年 齢 人 口 は 約 8.230 万 人 で 、 
平成 0 年 (2018 年 ) は 約 7.545 万 人 で あっ た 。 生 産 年 齢 人 品 
は 10 年 前 より も 減少 し た 。 


公 呈 3 
刻 本 1. 信 凍 経 は 自律 神経 や 運動 神経 の 機能 の ほか 、 感 
神経 と し て 外 征 道 の 知覚 と 内 脆 の 知覚 を つか さ どる 。 
2. X 動 診 神経 は 自筆 神経 や 運動 神経 の 機能 を も つが 、 感 覚 神 
経 と し て の 機能 ま も た な い 。 
3. 〇 内 第 神経 は 感覚 神経 の み の 機能 を も ち 、 聴 覚 と 平衡 ・ 加 
速度 感覚 を つか さ ど る 。 
4. X 三叉 神経 は 運動 神経 の 機能 の ほか 、 感 覚 神経 と し て 顔面 
鼻 口 腔 結膜 ・ 角 膜 の 触覚 と 温 痛 覚 を つか さ ど る 。 

内 耳 神 経 を 含め 、 顔 の 運動 や 感覚 に まつ わる 脳神経 が 複数 回 問 
われ て いる の で 、 整 理 し て 覚え て お こう ( 下 表 )。 


時 顔 の 運動 ・ 感 覚 に まつ わる 脳神経 (赤字 は 過去 8 年 で 問わ れ た も の ) 


に ーー 挫 全 _ 動作 神経 
顔面 | 額 の し わ 寄 せ 顔面 神経 連動 箕 。 | 喚 党 の 伝達 喚 神 経 | 感覚 
顔 の 感覚 (顔面 の 知覚 ) 。 | 三叉 神経 | 上 口 | 中 咽 運 動 三叉 神経 | 連動 
- 目 | 眼球 の 外 転 外 転 神経 運動 舌 の 運動 | 寺下 神経 」 
眼球 の 内 転 、 上 転 、 下 転 | 動眼 神経 | 味覚 顔面 神 経 感覚 
眼球 を 下 外 方 へ 向け る | 滑車 神経 | GA 
開眼 動眼 神経 ( 天 の 後ろ 1/3) | 
明 作 面 神経 ] 中流 分泌 顔面 神経 | 自筆 
瞳孔 括約筋 と 毛 様 人 筋 支配 | 動眼 神経 自筆 生 咽 神経 | 
視覚 の 伝達 視神経 感覚 耳 | 聴覚 の 伝達 内 耳 神 経 | 感覚 
涙 の 分 泌 顔面 神経 自律 
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病 本 融 


5 輸血 の 知識 


成人 に 赤血球 製剤 を 輸血 する と き 
に 適し て いる 注射 針 の 太 さ は どれ 
か 。 

1.14G 

2.18G 

3.22G 

4 26G 


6 | 免疫 系 


ウイ ルス が 血液 中 に 入っ た と き に 
ウイ ルス を 中 和 す る の は どれ が か 。 
1. 単 球 

2. 抗 体 

3. 好 中 球 

4. 細胞 傷害 性 細胞 


7 | 腰 液 


騰 液 の 特徴 は どれ か 。 

1. 酸性 の 消化 液 で ある 。 

2. コレ ステ ロー ル を 含む 。 

3. ラン ゲル ハン ス 島 細胞 で 産生 き 
れる 。 

4. セク レチン が 分 泌 を 促進 する 。 
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人 時 2 
赤血球 製剤 に 含ま れる 赤血球 が 壊れ る (溶血 ) す る の を 防ぐ 
た め に は な る べく 太い 針 を 使用 する の が 適切 で ある が 、 太 すぎ て 
も 未 本 の 静脈 に 入り に くく な る こと か ら 、 一 般 的 に は 18G( ゲ ー 
ジ ) ある い は 19G の 注射 針 を 使う こと が 多い (2. 〇 )。 こ れ ら の 
注射 針 で 未 醒 静脈 を 府 乾 する こと が 難し い 場 合 に は 赤血球 製剤 で 
22G ま で 、 血小板 製剤 で 24G まで 許容 され る こと が 多い 。 
な お 、 注 射 針 の 太 さ に つい て は 第 109 回 で 静脈 血 採血 に 用 い 
られ る も の が 問わ れ て いる (22G)。 


し 

「 中 和 抗 体 ] と いう 言葉 を 知っ て いれ ば すぐ に 正答 に た どり 
つけ る 。 粘膜 で は 分 泌 型 IgA 抗体 が 、 血 液 中 で は IgG 抗体 ・ 
IgM 抗体 ・IgA 抗 体 が ウイ ルス を 中 和 し て ウイ ルス の 感染 性 を 阻 
害する (2. 〇 )。 

1. 3. ※ 単 球 や 好 中 球 は ウイ ルス に 対す る 免疫 反応 と し て は 
弱く 、2 の 抗体 と 4 の 細胞 傷害 性 細胞 に よる 反応 が メイ ン で あ 
る 。 

4. X 上 で 述べ た よう に 細胞 傷害 性 細胞 も ウイ ルス に 対し て 
は た らく が 、 中 和 で は な く 、 ウ イル ス に 感染 し た 細胞 を 破壊 する 
形 で 反応 する 。 


し 打 合 と 】 

1.X 消化 酵素 を 含む 膝 液 は アル カリ 性 の 消化 液 で ある 。 
2. X コレ ステ ロー ル を 含む の は 胆汁 で 、 騰 液 は 含ま な い 。 

3. X ラン ゲル ハン ス 島 細胞 で 産生 され る の は ホル モン で 、 騰 
液 は 産生 され な い 。 腹 臓 の 大 部 分 は 騰 液 を つく る 外 分 泌 部 で 、 そ 
の 中 に 内 分 泌 部 で ある ラン ゲル ハン ス 島 細胞 ( 脆 島 ) が 散在 し て い 
る 。 

4. 〇 分 泌 は セク レチン と コレ シス トキ ニン に よっ て 促進 され 
る 。 正 し い 。 


8 | 血液 生化 学 検査 


高度 の 腎 機能 障害 で 低 値 と な る の 
は どれ か 。 

1. 血小板 数 

2. 血清 尿素 室 素 

3. 血清 カリ ウム 

4. クレ ア チ ニ ンク リア ラン ス 


【 所 合 と 9 

) 庁 ( 1.X 腎 機 能 障 害 と 血小板 数 の 低下 は 直接 の 関連 が 薄い 。 
血小板 数 が 低下 する の は 白血病 や 特発 性 血小板 減少 性 緊 政 病 な ど 
で ある 。 

2. ※ 腎 機能 が 低下 する と 血清 尿素 窒素 は 上 昇 す る 。 タ ン パ バク 
質 の 代謝 に よっ て で きた 搬 素 窒素 を 尿 を 介し て 捨て る こと が で き 
な く な る か ら で あ る 。 

3. X 四 機 能 が 低下 する と 血清 カリ ウム は 上 昇 する 。 尿 を 介し 
て 捨て る こと が で き な く な る か ら で あ る 。 

4. 〇 クレ ア チ ニ ンク リア ラン ス は 腎臓 で 血液 中 の クレ ア チ ニ 
ン を どれ くら い 取 り 除い た か (クリ アラ ンス と は 清掃 率 、 除 去 率 
と いう 意味 ) を 表し 、 和 糸 球体 で 濾過 され た 血液 の 量 を 反映 し て い 
る 。 し た が っ て 腎 機能 障害 で は 低 値 と な る 。 


9 | 毒物 ・ 劇 物 の 保存 方 法 


P.2 視 覚 素材 No.1 に マー ク を 示 

す 。 こ れ を 表示 する こと を 定め て 

いる の は どれ か が 。 

1. 医療 法 

2. 日 本 薬局 方 

3. 毒物 及び 劇 物 取締 法 

4 医薬 品 、 医 療 機器 等 の 品質 、 有 
効 性 及び 安全 性 の 確保 等 に 関す 
る 法律 (医薬 品 医療 機器 等 法 ) 


CB4 

) 解 説 ( 4 の 医薬 品 、 医 療 機器 等 の 品質 、 有 効 性 及び 安全 性 の 確保 
等 に 関す る 法律 (医薬 品 医療 機器 等 法 ) の 第 44 条 に お いて 「 毒 性 
が 強い も の と し て 厚生 労働 大 臣 が 薬事 ・ 食 品 衛生 審議 会 の 意見 を 
聴い て 指定 する 医薬 品 (毒薬 ) は 、 そ の 直接 の 容器 又は 直接 の 被 包 
に 、 黒 地 に 白 枠 、 白 字 を も っ て 、 そ の 品名 及び 「 毒 』 の 文字 が 記載 
され て いな けれ ば な ら な い 」「 劇 性 が 強い も の と し て 厚生 労働 大 
臣 が 薬事 ・ 食 品 衛生 審議 会 の 意見 を 聴い て 指定 する 医薬 品 ( 劇 薬 ) 
は 、 そ の 直接 の 容器 又は 直接 の 被 包 に 、 白 地 に 赤 枠 、 赤 字 を も っ 
て 、 そ の 品名 及び 「 劇 」 の 文字 が 記載 され て いな けれ ば な ら な い 」 
と 規定 し て いる (4. 〇 )。1 の 医療 法 、2 の 日 本 薬局 方 、3 の 毒 
物 及び 劇 物 取締 法 は いずれ も 異な る (1. 2. 3. ※)。 


10| 感 染 症 の 潜伏 期間 


感染 症 の 潜伏 期間 で 最も 短い の は 
どれ か が 。 

+ Tubercuioes 

2 診 歩 

3 流行 性 耳 下 腺 導 

4 フロ ウイ ルス 析 交 


ge 


Tes の 

) 記 説 (1. X 結核 の 潜伏 期間 は 半年 2 年 と され る 。 

2. X 麻疹 の 潜伏 期間 は 8 12 日 と され る 。 

3. X 流行 性 時 下 腺 炎 は 14 ~ 21 日 と され る 。 

4. 〇 ノロ ウイ ルス 人 性 置 腸炎 は 1 2 日 と され 、10 個 程度 の 
ウイ ルス を 摂取 し た だ け で 骨 腸 災 を 起こ す 。 
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病 本 融 


11 | 胃癌 の 転移 


胃癌 の 転移 で Krukenberg ( ク 
ルッ ケン ベル グ ) 腫瘍 が 生じ る 部 


位 は どれ か が 。 

1. 卵 菓 

2. 胸 腔 

3. ダグ ラス 項 
4 左 鎖骨 上 癌 


12| 死因 の 概要 


平成 29 年 (2017 年 ) の 人 口 動態 
統計 で 、 不 慮 の 事故 に よる 死亡 の 
うち 最も 多い の は どれ か 。 


1 密 息 

2 中 毒 

3. 湧 死 ・ 湧 水 
4. 交通 事故 


5. 転倒 ・ 転 落 ・ 墜 落 


【 錠 告 人 目 骨 韻 の 転移 
) 解 説 ( 1. 〇 メカ ニズム は 明らか に  s 左 鎖骨 上 高 


な っ て いな い が 、 胃 疹 が 卵巣 に 転移 す ウィル ヒコ ウ 


る の を クル ッ ケ ン ペ ル グ 腫 瘍 と いう 。 
2. X 胃癌 は 胸腔 に 転移 する こと は 
少な く 、 腹 腔 に 失 種 性 転移 ( 種 を 描い 
た よう に 広がる ) を する 可能 性 は ある 。 
3. X 腹腔 内 の 臓器 の 六 が ダグ ラス 
高 に 転移 する の は シュ ニッ ツラ ー 転 移 
で ある 。 

4. X 胃癌 な ど が リン バ 行 性 に 左 鎖 


骨 上 高 リン バ 節 に 転移 する の は ウィ ル 
ヒョウ 転移 と いう 。 で 多 転 

ー ク ルッ ケン ベル グ 腫 瘍 
(55 


) 解 説 ( 平成 29 年 (2017 年 ) の 人 口 動態 統計 で 、 不 慮 の 事故 に よ 
る 死亡 は 40.329 人 で あっ た 。 

1. ※X 窒息 は 構成 割合 で 22.8%% で あっ た 。 

中 毒 は 構成 割合 で 1.50% で あっ た 。 

湧 死 ・ 湧 水 は 構成 割合 で 20.2% で あっ た 。 
交通 事故 は 構成 割合 で 12.49% で あっ た 。 

転倒 ・ 転 落 ・ 墜 落 は 構成 割合 で 24.0% と 最も 多かっ た 。 
総数 で 多い 順に 転倒 転落 ・ 墜 落 一 窒息 一 湧 死 ・ 湧 水 と な る が 、 
とれ は その まま 75 歳 以上 の 年 齢 階級 に お ける 順位 と 同じ で ある 。 
他 の 年 齢 階級 で は この 順位 と な ら な い 。 


の か 6 
〇 OX メメ 


目 不 慮 の 事故 の 順位 (総数 の カッ コ 内 は 構成 割合 ) 平成 29 年 (2017 年 ) 
総数 0 歳 こ 4 歳 514 歳 15-34 歳 | 35 こ 44 歳 | 45-54 歳 55-64 歳 | 65-74 歳 75 歳 

1 位 転倒 転落 ・| 窒息 交通 事故 | 交通 事故 | 交通 事故 | 交通 事故 | 交通 事故 | 湖 死 ・ 洪 水 | 転倒 転落 
壁 落 壁 落 
(24.0%) 

2 位 奏 息 交通 事故 | 湖 死 濁水 | 湖 死 ・ 湊 水 | 転倒 - 転 落 ・| 窒息 湖 死 湖水 | 倫 候 窒息 
(22.8%) 加 落 

3 位 源 死 ・ 源 水 | 清 死 湖水 | 窒息 / 転倒 転落 ・| 中 毒 転倒 - 転 落 ・| 窒 転倒 ・ 転 落 ・| 湖 死 ・ 凍 水 
(20.2%) 転倒 転落 | 落 加 落 壁 落 

壁 落 

4 位 交通 事故 | 転倒 - 転 落 - 中 圭 | 窒息 湖 死 湖水 | 転倒 - 転 落 ・| 交通 事故 | 交通 事故 

(12.4%) | 濯 落 壁 落 


京 一 部 、 順 位 が 同一 の 年 論 階 級 は まとめ て 記載 し た 。 


厚生 労働 続 計 協 会 編 : 国民 衛生 の 動向 2019/2020. 厚生 労作 統計 協会 . 
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東京 . 2019 : 67. を 参考 に 作成 


13| 脳死 の 判定 基準 


臓器 の 移植 に 関す る 法律 で 定め ら 
れ た 成人 の 脳死 の 判定 基準 に お け 
る 瞳孔 径 で 正しい の は どれ か 。 

1. 左右 と も 2mm 以上 で 固定 

2. 左右 と も 3mm 以上 で 固定 

3. 左右 と も 4mm 以上 で 固定 

4. 左右 と も 5mm 以上 で 固定 


14| 心音 の 聴取 


心音 の 聴取 で 僧 帆 弁 領域 は どれ か 。 
た だ し 、 介 は 聴取 部 位 を 示す 。 


(イラ スト : 第 108 回 午 冬 師 国家 試 葵 よ り 引 用 ) 


[所 合 た 】 

) 釣 説 ( 脳死 判定 は 、 騰 器 移植 に 関与 し な い 2 名 以上 の 脳死 判定 医 
に より 2 回 行う 。① 前 提 条 件 の 確認 、② 除 外 例 の 確認 、③ 生 命 微 
侯 の 確認 、④ 深 腎 睡 の 確認 、⑤ 障 孔 散 大 ・ 固 定 の 確認 (左右 と も 
4mm 以上 、3. 〇 )、⑥7 つ の 脳 埋 反 射 消失 の 確認 、⑦ 平 電脳 波 
の 確認 、⑧ 聴 性 脳幹 放 発 反応 (実施 が 必須 で は な い が 脳 波 で 脳幹 
機能 消失 を 確か め る ) の 確認 、⑨ 自 発 呼吸 消失 の 確認 (人 工 呼 吸 器 
を 外し て 自発 呼吸 の 有無 を みる 無 呼吸 テス ト 。 こ れ は 必ず 一連 の 
判定 の 最後 に 行う ) を 行い 、 ⑩6 時 間 以 上 (6 歳 未満 の 場合 は 、 
24 時 間 以 上 ) の 間隔 を あけ て ①~⑨ を 再度 確認 する 。 


條 1 

) 記 説 ( 国 試 で は 、4 つ の 領域 と と も に 音 の 聴 と え か た も お さえ て 
お こう 。 房 室 弁 で ある 僧 帽 弁 と 三 突 弁 が 閉じ る と き の 心 音 を 1 音 、 
動脈 弁 で ある 肺動脈 弁 と 大 動脈 弁 が 閉じ る と き の 心 音 を 音 と い 
う 。1 の 僧 帆 弁 領域 と (1、 〇 、 下図 )、 選択 肢 に は な い 第 4 助 間 
胸骨 左 縁 の 三 突 弁 領域 は 心音 の 1 音 が LT 音 より も 大 きく 聴取 で き 
る 部 分 で ある 。3 の 位置 で は 心音 を 聴取 する の は 向い て いな い 。 
2 の 位置 は 肺動脈 弁 領域 、4 は 大 動脈 弁 領域 で 、2 と 4 は 1 音 よ 


り も IL 音 の ほう が 大 きく 聴取 され る (2. 3. 4. X)。 
時 心音 と 聴取 部 位 


(第 2 助 間 胸骨 諾 緑 ) 
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黄 本 融 


で 人体 の 構造 と 機能 


但 
【( 執筆 @ 株 式 会 社 医 孝 
Li 
る 


ホメ オス タ ジ シス の 維持 に か か わる 内 容 を じ つ か り 理 解 じ < お こつ 5 
神経 系 内 分 泌 系 、 循環 器 系 臓 は 引き 続き 要 注 意 


人 体 の 構造 と 機能 で は 、 こ れ ま で の 傾向 と し 
て ホメ オス タ シ ス の 維持 に 関連 し た 問題 が 多く 
出題 され て いま す 。 さ ら に ここ ご 数 年 、 過 去 問題 
を 単純 に 解い て いる だ け で は 正答 に た どり 着け 
な い 問 題 が 増加 し て いま す 。 人 過去 問題 ・ 模 試問 


1 | 細胞 外 液 
細胞 外 液 に つい て 正しい の は どれ 
か が 。 


1. 血液 は 細胞 外 液 に 該当 する 。 

2. 5% プ ドウ 糖 液 の 浸透 圧 に 等 し 
い 。 

3. 水分 の 要 失 で 血 山 浸 秀 圧 は 低下 
する 。 

4. pHHI7.4 キ 05 の 範囲 で 調整 され る 。 


2 動脈 の 構造 


動脈 に つい て 正しい の は どれ が か が 。 

1. 外 膜 が 最も 発達 し て いる 。 

2. 大 動脈 は 容量 血管 と よ ば れる 。 

3. 細 動 脈 は 抵抗 血管 と よ ば れる 。 

4. 血管 平滑 筋 は 副交感 神経 の 支配 
を 受け る 。 
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題 な ど を 解い た あと に は 、 誤 り の 選択 肢 の 解説 
解答 を よく 読み 「 な ぜ 誤 りな の か 」 を 振り 返る 学 
習 を し て いき まし ょ う 。 今後 も 神経 系 (感覚 器 を 
含む )、 内 分 泌 系 、 循 環 器 系 、 由 臓 な ど が 出題 さ 
れる 可能 性 が 高い で し ょ う 。 


| 角 告 

1. X 血液 は 細胞 で ある 血球 と 液体 成分 で ある 血 療 か ら 
構成 され る 。 細 胞 外 液 に 該当 する の は 血 壮 の み で ある 。 

2. 〇 細胞 外 液 の 浸透 圧 は お よそ 280 ~ 290mOsm/L (ミリ 
オス モル バー リッ トル ) に 保 た れ て いる 。 こ れ は 0.99% 食 塩水 液 
(生理 食塩 液 ) や 59%% ブ ドウ 精液 の 浸透 圧 に 等 し い 。 

3. X 水分 を 吾 失 する と 、 電 解 質 の 濃度 が 上 昇 す る 。 よ っ て 血 
普 浸 透 圧 は 上 昇 す る 。 

4. X 細胞 外 液 の pH は 、7.4 土 0.05 の 範囲 で 調整 され る 。 


目 体液 の 区 分 


矢印 は 体液 の 移動 が 可能 な 向き を 示す 。 細 胞 内 
に は 電解 伯 と 非 電解 質 が 溶け て いる 。 細 胸 内 液 
に は K~ が 、 間 質 液 に は Na~ と CI が 多く 含ま 
れる 。 血 閑 に は リン バ 液 、 脳 維 髄 液 を 含む お 。 


公 号 3 

) 記 説 血管 の 構造 や 種類 に つい て お さえ よう 。 ま た 静脈 、 毛細 血 
管 に つい て も 確認 し て お こう 。 

1. X 動脈 は 中 膜 が 最も 発達 し て いる 。 中 膜 は 平滑 筋 と 弾性 線 
維 か ら 構 成 され る 。 

2. ※ 容量 血管 は 静脈 を さす 。 大 動脈 は 中 膜 が 弾性 線維 に 富む 


3 | 眼 の 遠近 調節 


近く を 見 る と き の 状 態 で 正しい の 

は どれ か 。 

1. 水晶 体 は 厚く な る 。 

2. 毛 様 体 筋 が 聞 緩 する 。 

3. 瞳孔 散 大 筋 が 収縮 する 。 

4. 網膜 の 前 方 に 見 えた も の が 結 像 
する 。 


4 | 糸 球体 の は た らき 


糸 球体 で 濾過 され る の は どれ か 。 
2 つ 選 べ 。 

1. 赤血球 

2. アミ ノ 酸 

3。 ゲ 形 プ ミ ジマ 

4. 間接 ビリ ルビ ン 

5. ナトリウム イオ ン 


た め 弾 性 血管 と 呼ば れる 。 

3. 〇 細 動 脈 は 毛細 血管 に つなが り 、 平滑 筋 が 収縮 する こと に よ 
つて 血管 が 収縮 し 血 流 に 対す る 抵抗 力 が 増す 。 抵 抗 血 管 と 呼ば れる 。 
4. X 血管 平滑 筋 は 交感 神経 に 支配 され る 。 


人 時 1 

7 説 ( 1、 〇 近く を 見 る と き 水 晶 体 は 厚く な る (下図)。 

2. X 近く を 見 る と き 省 欄 体 筋 は 収縮 し 、 和 欄 体 小 体 が 比 緩 す 
る 。 水 晶 体 を 引っ 張る カ が 弱まる こと で 水晶 体 が 厚く な る 。 

8. x 近く を 見 る と き は 、 議 所 的 凛 が 収縮 し 暗 密 が 縮小 する 。 
な お 、 近 く を 見 る 際 に 、 縮 瞳 と 同時 に 眼球 が 内 転 する 反射 を 圭二 
反射 と いう 。 

4. X 綱 膜 上 に 結 像 する の が 正 視 で あり 、 綱 膜 の 前 方 に 結 像 す 
る の は 近 提 の 特徴 で ある 。 


時 近く を 見 る と き ・ 遠 く を 見 る と き に 起こ る 調節 
ト 。。。。 近く を 見 る と き = 湊 識 朗 。)。。 計 く < を 見 る と き 。 】 
毛 様 体 筋 障 也 散 大 筋 の EE 


毛 様 体 小 帯 
(チン 小 帯 ) 


毛 欄 体 小 帯 
瞳孔 括約筋 (チン 小 淀 ) 世 括 約 筋 


水晶 体 水晶 体 


き 毛 様 体 筋 が 収縮 し 、 毛 様 体 小 帯 が き 毛 様 体 筋 が ゆめ る ん で 、 モ 様 体 小 帯 
ゆる ん で 、 水 晶 体 が 厚く な る が 緊張 し 、 水 晶 体 が 薄く な る 


【 盾 合 と 坦 :] 

) 解 説 ( 尿 の 生成 に お ける 「 濾 過 」 と 「 再 吸収 」] に つい て お さえ よう 。 
1. 3. 4. X 赤血球 、 ア ル ブ ミ ン 、 間 接 ビ リル ビン は いずれ 
も 濾過 され な い 。 

2. 5. 〇 アミ ノ 酸 、 ナ トリ ウム イオ ン は いずれ も 濾過 され る 。 
糸 球 体 は 腎臓 に 流入 し た 血液 を 濾過 し 、 原 尿 を 生成 する 。 系 球 

体 で は 、 血 球 お よび 血 襲 中 の 蛋白 質 や 脂肪 球 な どの 大 き な 粒 子 以 

外 の 成分 、 す な わ ち 水分 、 ナ トリ ウム イオ ン 、 塩 化物 (クロ ー ル ) 
イオ ン 、 重 炭酸 イオ ン 、 尿 素 、 グ ルコ ー ス 、 ア ミノ 酸 、 ク レア チ 
ニン な どの 小さ な 分 子 の 成分 が 濾過 され て 、 ポ ウマ ン 庫 に 入る 。 
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避 薄 (r 克 商 と 


疾病 の 成り 立ち と 
$W 回 復 の 促進 


但 
【( 1 執筆 @ 株 式 会 社 医 孝 
Li 
る 


疾 選 と ひも づけ で 症状 g 検査 値 な どの 知識 を お さ 


ウイ ル ヌ に 関連 する 項目 も チエ ツン 『! 


疾病 の 成り 立ち と 回 復 の 促進 は 、 病 理学 、 薬 
理学 、 微 生物 学 か ら 出 題 さ れ ま す が 、 病 理学 か 
ら の 出題 が 多い 傾向 に あり ます 。 過 去 問題 に プ 
ラス アル ファ し て 出題 基準 の 小 項目 に 挙がっ て 
いる 疾患 の 確認 も し て お きま し ょ う 。 ま た 、 症 


1 | 炎症 

急性 炎症 と 比較 し た 慢性 炎症 の 特 

徴 で 正しい の は どれ が か が 。 

1. 漏出 液 が み ら れ る 。 

2. 発赤 が 強く 現れ る 。 

3. 好 中 球 の 作用 が 顕著 と な る 。 

4. 線維 性 増殖 に よる 硬化 が み ら れ 
る 。 


2 | 麻痺 


Bell (ペル) 麻痺 で み ら れ る の は 
どれ か 。 

1. 患 側 の 口角 の 下垂 

2. 顔面 の 温 痛覚 麻痺 

3. 患 側 へ の 舌 の 偏 位 

4. 明 只 筋 麻痺 に よる 喉 下 障害 
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状 か ら 疾 患 を アセ スメント する 出題 が 多く な っ 
て いま す 。 検査 基準 値 の 把握 も 忘れ な いよ うに ! 

新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 流行 の 背景 を ふま 
え 、 ウ イル ス に 関連 し た 事項 も 念 の た め お さ え 
で お きま じ よ の 5 


CB 4 
) 麻 説 ( 1 X 漏出 液 は 脱 質 浸透 圧 の 低下 な どの 浮腫 で み ら れ る 
非 症 性 病態 浮腫 液 を さす 。 炎 症 の 腫 妥 を 引き 起こ す 浮 腫 液 は 
港 出 液 で ある 。 

2. X 「 炎 症 の 4 微 侯 ] に 含ま れる 発 寺 ・ 発 熟 は 急性 症 で 顕著 
に み ら れ 、 慢 性 炎症 で は 軽度 か ほとんど み ら れ な い 。 

3. X 好 中 球 が 頭 著 に 作用 する の は 急性 火 症 で ある 。 

4.C 慢性 作 症 で は 、 了 肉芽 組 織 の 過 形 成 に よる 肥大 や 線維 性 増 
殖 に よる 硬化 が み ら れ や すい 。 


信号 

) 長 説明 ら か な 原因 が み ら れ な い 特 発 
性 の 未 模 性 顔面 神経 麻痺 は 、 従 来 か ら 
ベル 麻痺 と 呼称 され て いる ( 右 図 )。 顔 
面 神経 麻痺 の な か で 最多 で ある 。 近 年 
で は 、 ペ ベル 麻 痺 の 多く が 単純 ヘル ベス 
ウイ ルス (HSV-1) の 再 活性 化 に よる 
と と が 明らか に な つっ た 。 

1. 〇 顔面 神経 支配 の 表情 筋 の ひと 
つ 、 口 輪 筋 麻痺 に 伴う 症状 で ある 。 

2. 4. X 三叉 神経 障害 で み ら れ る 。 
3. X 知 下 神経 障害 で み ら れ る 。 


目 ベ ル 麻 痺 


3 | ウイ ルス 


ウイ ルス の 特徴 と し て 適切 な の は 
どれ か 。2 つ 選べ 。 

1. 核 を も つ 。 

2. カプ シド を も つ 。 

3. 遺伝 子 を も た な い 。 

4 細胞 分 像 で 増殖 する 。 

5. 細胞 内 寄生 性 が ある 。 


候 叶 2、5 
) 交 脱 ( 1. X ウイ ルス は 核 、 細 胞 質 、 組 胞 膜 細胞壁 を も た な い 。 
2. 〇 O ゲノム の 核酸 (DNA ま た は HNA ど ちら か 一 方 の み ) を 中 
心 に し て 、 そ の 周囲 が 蛋白 質 の 殻 (カプ シド ) で 包ま れ た 構造 を と 
る 。 

3. X ウイ ルス に は ゲノム を 構成 する 遺伝 子 が 存在 する 。 

4. X ウイ ルス は 、 生 きた 細胞 内 へ 侵入 し 、 ウ イル ス が 必要 と 
する 素材 を 合成 し 、 組み 立て られ る 。 

5. 〇 生き た 細胞 内 に 寄生 し て 増殖 を する 細胞 内 寄生 性 が ある 。 


4 | 副腎 皮質 ステ ロイ ド 薬 


副腎 皮質 ステ ロイ ド 薬 が 治療 に 用 
いら れる の は どれ か 。 
1. 褐色 細胞 腫 


pheochmomeeytnma 


ushingw sypdrome 


原発 性 アル ドス テロ ン 症 


Primary sldoeteronism 


2 
3. クッ シン グ 症 候 群 
1 


人 2 
) 説 ( 1. x 褐色 細胞 腫 は 、 副 衣 髄 質 な どの クロ ム 親 和 性 細胞 
か ら 生 じ る 腫瘍 で 、 カ テコ ー ル アミ ン の 産生 分 泌 を 進 させ る *。 
2. 〇 アジ ソン 病 は 副 臣 皮質 ホル モン の 分 泌 が 慢性 的 に 低下 し 
た 病態 を 示す 。 電 解 質 コル チコ イド の 作用 も 含ん だ 一條 皮質 ステ 
ロイ ド 楽 の 生涯 補充 が 必要 と な る 。 
3. X クッ シン グ 症 修 群 は 、 糖 質 コ ル チ コ イド の 過剰 産生 疾 上 
で ある 。 
4. X 原発 性 アル ドス テロ ン 症 は 、 ア ルド ステ ロン の 過剰 産生 
疾患 で ある 。 

副 臣 皮質 ステ ロイ ド 泉 ( 例 : プレ ドニ ゾロ ン ) は 、 炎 症 の 抑制 、 
免疫 の 抑制 、 抗 アレ ルギー 作用 な ど 多 様 な 作用 を も ち 、 さ まさ ま 
な 疾患 に 使用 され る 。 副 作用 に つい て も お さえ て お こう (下図 )。 


交 ホル モン の 産生 異常 を 伴わ な い タ イプ も 存在 する (電機 能 性 )。 


時 副腎 皮質 ステ ロイ ド 楽 の 副作用 


満月 様 顔 条 
(102 回 午後 24) 
骨 租 級 症 
(101 回 午前 78、95 回 午前 19) 
き 急 な 中 止 に よる ショ ッ ク 
(99 回 午後 75) 


6 易 感 状態 103 加 午前 52) 
iTTie 

< 中 圧 上 昇 

e 圧 上 昇 (ステ ロイ ド 緑 内 隊 ) 
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雇 商 き 座 回 ru に [ご こ 乱 8 剖 滞 


健康 支援 と 
て W 社会 保障 制度 


画 
人 ( 執筆 @ 大 塚 真弓 看 庶 師 田家 試験 対策 アド バイ ザー 
Lu 
る 


か ら な い キ ニー ワー ド は 積極 的 に 調べ eg 


日 常 生活 で も アン テ ナ を 張 つ て 。 新 じい 話題 や 政策 も チェ ッ ク じ よう 


比較 的 ( 今 ま さ に 、 と いう より は も う 少 し 緩く ) : チェ ッ ク し て お きま し ょ う 。 出題 基準 の 小 項 目 
新しい 話題 が 最も 盛り 込ま れ や すい の が この 分 : が 指し 示す 内 容 が 他 の 分 野 に 比べ て 明確 な の で 、 
野 で す 。 例 えば 過去 に は SDGs (Sustainable : 自分 が 知ら な いも の が な いか どう か も 確認 し 、 
Development Goals : 持続 可能 な 開発 目標 ) が 出 : わか ら な いも の は 教科 書 ・『 国 民 衛生 の 動向 』 を 
題 さ れ て いま す 。 最 近 の 法律 の 改正 も 含め て : 優先 し て 調べ て お きま す 。 


1 | 食品 安全 確保 対策 ほか 


平成 30 年 (2018 年 ) に お ける 原 
因 施 設 別 の 食中毒 件 数 で 最も 多い 
の は どれ か 。 

1. 家 庭 

2 学 校 

3. 飲食 店 

4 販売 店 


2 死亡 、 死 因 


平成 30 年 (2018 年 ) に お ける 老衰 
の 死因 順位 で 正しい の は どれ が か 。 
1.3 位 

2.4 位 

3.5 位 

4 6 位 
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し 告 た 

今 ま で 出題 され た こと は な い が 、 原 因 と な る 施設 の 内 訳 に 
つい て どん な イメ ー ジ を も っ て いる だ ろう か 。 平成 30 年 (2018 
年 ) の 件 数 で 最も 多い 順に 3 の 飲食 店 (63.2%)、1 の 家庭 (14.3 
%) 、 販 売店 (9.3%)、 事 業 場 (3.59%) で あっ た 。 家 庭 で の 発生 が 
届け られ に くい と いう 背景 は ある か も し れ な い が 、 回 者 数 で みて 
も 最も 多い の は 飲食 店 (51.19%) で ある 。 同 様 に 、 平 成 30 年 (2018 
年 ) に お ける 食中毒 に よる 死者 数 が 3 名 で あっ た こと 、 原因 食品 
で 最も 多い の は その 他 を 除く と 魚介 類 (37.0%) で ある こと 等 は 
お さえ て お きた い 知識 で ある 。 


后 人 

) 解 説 (老衰 は 平成 30 年 (2018 年 ) ・ 令 和 元 年 (2019 年 ) と も に 
死因 順位 の 第 3 位 で あっ た 。 令 和 元 年 (2019 年 ) で 男女 別に みる 
と 、 女 性 で 3 位 で ある が 男性 で は 5 位 で ある (男性 の 3 位 は 肺炎 )。 
死亡 率 の 推移 に 着目 する と 平成 12 年 (2000 年 ) は 16.9、 平成 
22 年 (2010 年 ) は 35.9、 令 和 元 年 (2019 年 ) に 98.5 ( 枝 数 ) と 
大 きく 上 昇 し て いる 。 上 位 3 つ は 「 令 和 に は 悪い 心 は 衰え た (1 位 ・ 
悪性 新生 物 一 2 位 ・ 心 疾患 一 3 位 ・ 老 衰 の 順 )」 で 覚え て お こう 。 


人 々 
仙 和 に は ゞ と 1 


し 画 、es 守 x+ 
と る > msp Nee 圭 矯 あ 


3 | 配偶 者 か ら の 暴力 の 防止 及び 被害 者 の 保護 等 に 関す る 法律 (DV 防 上 泌 


配偶 者 か ら の 暴力 の 防止 及び 被害 
者 の 保護 等 に 関す る 法律 (DV 防 
止 法 ) に 定め られ て いる 保護 命令 
制度 に つい て 正しい の は どれ か 。 


1. 


】 


に 


ドコ 


命令 を 発する の は 配偶 者 暴力 相 
談 支 援 セ ンタ ー で ある 。 


. 連続 し て の 電子 メー ル の 送信 は 


禁止 きれ る 連絡 手段 の 対象 外 で 
ある 。 


. 対象 と な る 配偶 者 に 被害 者 や 被 


害 者 の 家族 等 へ の 接近 人 禁止 を 命 
ずる 。 


. 通報 等 に より 配偶 者 か ら の 暴力 


が 行わ れん て いる と 認め られ る 際 
に 、 警 察 官 が 暴力 を 阻止 する こ 
と が 含ま れる 。 


4 | 医療 計画 


医療 計画 に つい て 正しい の は どれ 
か 。2 つ 選べ 。 


ん 


の 


中 


刀 


増大 する 国民 医療 費 を コン ト 
ロー ル す る の が 目的 で ある 。 

市 町 村 と 特別 区 が 主体 的 に 作成 
する よう 規定 され て いる 。 
医師 の 確保 は 医療 提供 体制 の 整 
備 に 不可 欠 な 事項 で ある 。 

令 和 元 年 (2019 年 ) 時 点 で は 第 二 
次 医療 計画 が 実施 きれ て いる 。 
医療 計画 に は 地域 医療 構想 を 策 
定 す る こと が 規定 され て いる 。 


ざっ くり 、 医 療 計画 = 地域 医療 に 
関連 する も の だ と 理解 し て お こう 。 
第 109 回 で は 『 在 宅 医療 」 が 含ま れ 
る こと が 問わ れ だ よ ! 


信 叶 3 

) 尊 説 ( 被害 者 の 生命 また は 身体 に 対し 害 を 加え る 旨 を 告知 し て す 
る 箇 迫 を 受け た 被害 者 が その 生命 また は 身体 に 重大 な 危害 を 受け 
る お それ が 大 きい と き は 、 博 判 所 が 被害 者 の 申し 立て に よっ て 配 
偶 者 に 対し て 保護 命令 を 発する (「 配 偶 者 」 の 表現 に は 婚 畑 の 届出 
を し て いな い が 事 実 上 婚 畑 関係 と 同様 の 事情 に ある 者 や 離 婚 し た 
者 を 含む 。「 苑 婚 」 の 表現 に は 婚 興 の 届出 を し て いな い が 事 実 上 婚 
類 関 係 と 同様 の 事情 に あっ た 者 が 事実 上 郊 婚 し た の と 同様 の 事情 
に 入る こと を 含む )。 

1. X 命令 を 発する の は 裁判 所 で ある 。 

2. X 連続 し て の 電子 メー ル や ファ クシ ミリ の 送信 は 禁止 され 
る 連絡 手段 の 対象 で ある 。 

3. 〇 対象 と な る 配偶 者 に 被害 者 や 被害 者 の 家族 等 へ の 接近 禁 
止 を 命ずる の が 保護 命令 の 1 つ で ある 。 

4. X 通報 等 に より 配偶 者 か ら の 暴力 が 行わ れ て いる と 認め ら 
れる 際 に 、 被 害 の 発生 を 防止 する た め に 警察 記 が 暴力 を 阻止 する 
こと と は 、 法 律 に 規定 され て いる が 、 保 護 命令 で は な い 。 


名 呈 3、5 
~「 医 療 計画 ] と 聞け ば 「5 疾 病 5 事業 」 は 出 て くる けれ ど 何 
を や っ て いる の か 、 ど う 役 立つ の か は わか ら な い " と いう 人 は 学 
習 の し か た が 浅い 可能 性 が ある 。 何 が 目的 で どの よう な も の な の 
か お さえ て お きた い 。 

医療 計画 は 医療 法 に よっ て 規定 され て お り 、 お も な 目的 は 「 地 
域 の 体系 的 な 医療 提供 体制 の 整備 の 促進 ] で ある (国民 医療 費 の コ 
ント ロー ル が 目的 で は な い 、1. ※)。 国 に よっ て 作成 の 際 の 基 
本 方 針 が 策定 され て お り 、 各 都 道 府 県 が 地域 の 現状 に 合わ せ て 作 
成 し (2. X)、 自 治 体 や 医療 機関 、 住 民 に 提示 する 。 基 本 的 な 考 
え か た 、 地 域 の 実情 、「5 疾 病 5 事業 及び 在宅 医療 それ ぞ れ に 関 
する 医療 連携 体制 、 疾 病 の 発生 状況 等 に 照ら し て 都 道 府 県 知 事 が 
特に 必要 と 認め る 医療 、 医 療 従事 者 の 確保 (3. 〇 )、 医 療 の 安全 
の 確保 、 基 準 病床 数 、 医 療 提供 施設 の 整備 の 目標 、 地 域 医療 構想 
の 内 容 と 取り 組み (5. 〇 )、 施 策 の 評価 及び 見 直し 等 を 盛り 込む 
必要 が ある 。 

以前 は 5 年 ご ど と に 作成 する こと に な っ て いた が 、 現在 は 6 年 ご 
と で 、 令 和 元 年 (2019 年 ) 時 点 で は 第 七 次 医療 計画 (2018 
2023 年 ) が 実施 され て いる (4. X)。 
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泡 寺社 尊 肥 詰 (r 端 誠 商 


ey 基礎 看護 学 


り 
【( \N 軌 紅 @ 大 塚 真 己 看 譜 包 田家 試験 対策 アド バイ ザー 
全 
る 


ウィ ジ カ ル ア セス メシ ント と 採血 z 注 了 午 な どの 知識 は 確実 に じ よ う s 


第 10 回 に 向け < は 感染 対策 の 過去 問 も 要 復 百 ! 


必修 問題 で 基礎 的 な 知識 を 問う た め 、 一 般 問 
題 の 基礎 看護 学 で は 実践 的 な 知識 が 求め られ ま 
す 。 手順 (その 中 の 数 字 は と くに 重要 ) と 根拠 を 
大 切 に 学習 し 、 フ ィ ジ カル アセ スメント と 宮 者 
に 侵襲 を 与え る 技術 (採血 、 注 射 等 ) は 毎年 出題 


1 | 心電図 検査 


単 極 胸部 誘導 の 心電図 を 記録 する 
と き に 正中 線 よ り も 右側 に 置く 導 
子 の 数 は どれ か 。 

1.1 個 

2. 2 個 

3.3 個 

4 4 個 


2 | 動脈血 採血 


動脈 血 の 採血 に 用 いる シリ ンジ 内 
に 含ま れ て いる の は どれ か 。 

1. クエ ン 酸 

2. へ パリ ン 

3. EDTA-2K 

4 フッ 化 ナ トリ ウム 

5. トロ ン ビ ピン 
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され る と 考え て 対策 し て お いて くだ さい 。 計算 
問題 も 過去 に 出題 され た も の は 確実 に 解け る よ 
うに し ます 。 ま た 、 第 110 回 の 国家 試験 の た め 
に は 感染 対策 に 関す る 過去 問 は て いね い に 後 習 
し て お いた ほう が よさ そう で す 。 


告 人 

単 極 胸部 誘導 で は 胸部 に 6 個 の 導 子 を 置く が 、 正 中 線 より 
も 右側 な の は 第 4 助 間 胸 骨 右 縁 の Vi の み で ある た め 、 正 し い の 
は 1 で ある 。 第 4 助 間 胸骨 左 縁 の V。 と V, が 右 心室 の 状態 を 反映 
する 。 胸部 誘導 は V, Vs、 肢 誘導 は 1 一 皿 と aVR、aVL、aVF で 
ある 。 誘 導 の 種類 と 電極 導 子 の 付け か た を 復習 し て お く と と (下図 )。 


目 12 誘導 心電図 の 電極 の 色 と 装着 位置 
胸 誘 導 3 


vV。(%) 
( 提 ) 


條 叶 2 

従来 は 、 動 脈 血 採血 の 準備 を 行う と き に 注射 器 と 注射 針 の 
死 腔 を 満た す た め に へ バリ ン 注 射 液 を いっ た ん 吸引 し て か ら 押し 
出し て 内 面 に へ パリ ン を 塗布 し て いた が 、 現在 で は へ パリ ン リ チ 
ウム が プリ セッ ト さ れ て いる 専用 の シリ ンジ が 普及 し て いる (2. 
〇 )。 ま た へ バリ ン リ チ ウ ム は 採血 管 ( ス ピッ ツ ) に も 添加 され て 
お り 、 カ ル シ ウ ムイ オン に 影響 し な い 抗 凝固 薬 で ある 。 


3 | 嘩 下 の 評価 


改訂 水飲み テス ト に つい て 正しい 
の は どれ か が 。 

. 3mL の 水 を 飲め る か どう か を み 
る 。 

只 下 後 の 湿 性 吸 声 は 正常 で ある 。 
複数 回 評価 し た 場合 に は 行っ た 
うち で 最高 点 を 評点 と する 。 

喉 下 を 検査 者 が 触診 で 確認 する 。 


王 


らら 


aa 


1 の クエ ン 酸 (クエ ン 酸 ナトリウム ) と 3 の EDTA-2K は カル シ 
ウム イオ ン を 除去 し 、4 の フッ 化 ナ トリ ウム は カル シウム イオ ン 
を 除去 し つつ 解 糖 現 象 を 阻害 する 。 い ずれ も 静脈 血 採 箇 に 用 いら 
れる 。5 の トロ ン ピ ビン は 血液 凝固 因子 で ある た め 採 血 の 器 具 に は 
使用 し な い 。 


| 角 人 
改訂 水飲み テス ト (MWST*)》 に つい て は 看護 学 の 本 に は く 
わし く 載っ て いな いこ と と も ある の で 、 す で に 過去 に 問わ れ た 「 喉 
下 の 状態 と 、 喉 下 後 の 呼 吸 状態 を 評価 する 」 と いう 目的 か ら 一 歩 
ーーー の 

- 〇 改訂 版 で な い 水飲み テス ト は 30mL の 水 を 飲 お が 、 そ の 
TTP 
行う 。3mL の 水 を シリ ンジ で 腔 底 に 注い で 行う 。 
2. X 忠 下 後 の 湿性 中 声 の ほか 、 む せ ( 咳 汐 )・ 呼 吸 が 切迫 する 
な ど は 正常 で は な く 評 点 が 低く な る 。 
3. ※X 評点 に は 状態 が よく な い 順 に 1 か ら 5 ま で あり ( 下 表 )、 
複数 回 評価 し た 場合 に は 行っ た うち で 最低 点 を 評点 と する 。 


4 反復 次 路 下 テス ト の 説明 で ある 。 検査 者 が 第 芝 と 四 状 


軟骨 の 上 に 指 を 軽く 置い て 触診 で 嘩 下 を 確認 する 。30 秒 に 9 回 
以上 が 正常 で ある 。 


*【MWST】modified water swallowing test 


時 改訂 水飲み テス ト 〈MWST〉 の 評価 基準 (5 段階 評価 ) 


1 嘩 下 な し 、 む せる and/or 呼吸 切迫 

2 只 下 あり 、 呼 吸 切迫 

3 嘩 下 あり 、 呼 吸 良 好 、 む せる and/or 湿性 暖 声 
4 嘩 下 あり 、 呼 吸 良 好 、 む せな し 

5 4 に 加え 、 反復 暗 下 が 30 秒 以内 に 2 回 可能 


4 | 標準 予防 策 と 感染 経路 別 予防 策 


クロ スト リ ジウ ム ・ デ ィ フ ィ シ レ 
(ディ フィ シル ) に よる 院内 感染 が 
発生 し た 病棟 に お ける 、 保 菌 患 者 
の ケア 時 の 感染 予防 策 と し て 適切 
な の は どれ か 。 

1. 標準 予防 策 

2. 標準 予防 策 と 飛 涼感 染 予 防 策 

3. 標準 子 防 策 と 接触 感染 予防 策 

4 標準 予防 策 と 空気 感染 予防 策 


ke 
) 解 説 ( クロ スト リ ジ ウ ム ・ デ ィ フ ィ シ レ ( デ ィ フ ィ シ ル ) は 名 称 が 
変更 され 、 正 し く は クロ スト リ デ ィ オ イデ ス ・ デ ィ フ ィ シ レ ( デ 
イフィ シル ) と な っ た 。 抗 薬 関連 下痢 症 で あり 、 症 状 は 軟便 や 
下痢 で ある が 、 偽 膜 性 腸炎 や 中 毒性 巨大 結腸 症 、 敗 血 症 な どの 危 
険 性 も ある 。 標 準 予防 策 に 加え て 接触 感染 予防 策 が 必要 で (3. 
〇 )、 手指 衛生 は 石けん と 注水 に よる 十分 な 手洗 いと する 。 左 有 
を 産生 し 、 ア ルコ ー ル に 抵抗 性 が ある の で アル コー ル 性 拓 式 手指 
消 奏 業 の 効果 は 不 十分 で ある 。 
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性 喘 昌 刻 卓 


執筆 @ 大 塚 真弓 看護 所 国家 試験 対策 アド バイ ザー 
[異常 の 早期 発見 * 説明 * 指導] 


頻出 問題 は 掘り ド げ .< 復 宮 じ ョ アレ 


成人 看護 学 の 学習 の 柱 は 「 異 常 の 早期 発見 ・ 説 
明 ・ 指 導 」 で す 。 常に この 3 つ を 意識 し て お きま し ょ 
う 。 過去 問 は 選択 肢 の いく つか を アレ ンジ し て 再 
び 出 題 さ れる た め 、 勉 強 する 範囲 を 少し 広げ て お 
いて アレ ンジ に 備え る 必要 が あり ます 。 よ く 出 題 
され る 内 容 に 関し て は 右 の 表 の よう に 全部 集め て 
みて 、 〇 X や 誤り の 文章 を 正しく 直す 、 似 た 内 容 
を グル ー プ 化し て 覚え る な ども よい 方 法 で す 。 


1 | 脳 室 ドレ ナー ジ 術 


「 成 人 看護 学 


例 過去 の 国 試 で 麻薬 に つい て 出題 され た 内 容 


1) 麻 業 と 毒 藤 は 一 緒 に 保管 する 1 
2) 病棟 で の 麻 華 の 保管 は 創 薬 と 同じ 扱い に する ( 
3) 使用 後 、 ア ン ブ ル に 残っ た 薬液 は 病棟 で 破棄 する ( 
4) 麻 双 を 紛失 し た ら 、 麻 薬 管理 者 は 都 道 府 県 知 事 に 届け 出る ( 
5) 麻 業 注射 液 ( ア ン ブ プル) は 複数 の 悪者 に 分 割 し て 用 いる ( 
6) 麻薬 注射 液 の 使用 後 の アン ブル は 麻薬 管理 責任 者 に 返却 する ( 
7) 麻 業 及 び 向 精神 華 取 締 法 で 管理 に つい て 規定 され て いる ( 
8) 者 誠 師 は 麻薬 施用 者 免許 の 申請 が で きる ( 


弟 答 :1)x 2 の x 3③x 4④O 5x 6)O の O 8)x 


脳 室 ドレ ー ン 挿入 中 の 患者 の 看護 

で 適切 な の は どれ か 。 

1. ミル キン グ は 禁忌 で ある 。 

2. 仙 液 の 液 面 に 呼吸 性 移動 は 生じ 
な い 。 

3. 設定 に は 右 心 房 の 高き が 必要 で 
ある 。 

4. チャ ン パ ー は 恵 者 より 低い 位置 
に 固定 する 。 
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公 叶 1 

) 解 説 ( 1. 〇 ミル キン グ は 禁忌 で ある 。 ミ ルキ ング の 圧 に よる 
脳 内 の 組織 の 損傷 を 防ぐ た めで ある 。 

2. X 角 液 の 液 面 に 呼吸 性 移動 や 心拍 に よる 移動 か 生じ る の は 
正常 で ある 。 

3. X 右 心房 の 高 さ が 必要 な の は 中 心 静 脈 圧 の 測定 で ある 。 脳 
室 ド レナ ー ジ 術 で は 外耳 孔 を 使う 。 設定 圧 は 医師 が 決定 し 、 チ ャ 
ン バ ー や 回 者 の 頭 部 の 高 さ の 変更 ・ チ ャ ン バ ー の 位置 設定 後 の 患 
者 の 移動 は 医師 また は 医師 の 指示 を 受け た 者 が 行う 。 高 さ が 不適 
切 に な る と 頭 筐 内 圧 刀 進 、 低 頭 状 内 圧 . 頭 蓋 内 出血 の リス ク が ある 。 
4.X 脳 室 ド レナ ー ジ 術 の 場合 は チャ ン バ パー と よ ば れる 部 分 (中 
に 流出 口 で ある 円 板 リ ング と いう 部 分 が ある ) と 外耳 孔 の 高低 差 
で 設定 圧 を 調整 し 、 チ ャ ン パ ー の ほう が 高い 位置 に 固定 する 。 


時 脳 宝 ド レナ ー ジ 術 


体位 変換 や ケア 
後に は 必ず 設定 
を 確認 する こと 


BB レー エア フィ ル タ 
章 - ワ ンタ ッ チ クレ ン メ 


排 液 バッ グ 


2 | 低 カ リウ ム 血 症 


低 カ リウ ム 血 症 の 患者 で み ら れ る 
の は どれ が 。 

1. 過 換 気 

2. 腫 反射 の 元 進 

3. 腸 農 動 音 の 元 進 

44 ジギタリス 製剤 の 感受 性 元 進 


3 高 拍 出 性 心不全 


高 拍 出 性 心不全 に 至る の は どれ 


負 了 output heart failun 
ロ 


高血圧 


+ yertemwiom 

2. 狭 心 症 
PPT 

3. 拡張 型 心筋 症 
eeyveey 

4 


里 状 腺 機能 元 進 症 


hyperthyroidam 


(人 と 1 

低 カ リウ ム 血 症 で は 血清 カリ ウム 濃度 が 3.0mEq/L 以 下 
に な ら な いと 症状 は 現れ な いこ と が 多い 。 

1. ※X 低 カ リウ ム 血 症 が 高度 に な る と 呼吸 筋 麻痺 に よる 低 換気 
が 起こ る 可能 性 は ある が 、 過 換気 は 生じ な い 。 

2. ※ カリ ウム イオ ン は 細胞 膜 の 興奮 性 に 関与 し て いる た め 、 
神経 ・ 心 筋 を 含む 筋肉 に 関係 し た 症状 が 現れ る 。 神 経 の 興奮 が 関 
与 する 騰 反 射 は 減 到 す る 。 

3. X 低 カ リウ ム 血 症 の 消化 器 症状 に は 嘱 気 や 麻痺 性 イレ ウス 
が あり 、 腸 敵 動 音 は 元 進 で は な く 減 加 し や すい 。 

4. 〇 低 カ リウ ム 血 症 に よっ て ジギタリス 製剤 の 感受 性 が 坊 進 
する 。 つ まり 中 毒 を 起こ と し や すく な る 。 低 マグ ネ シ ウ ム 血 症 や 高 
カル シウム 血 症 も 同様 で ある 。 


7 解説 ( 心不全 と いえ ば 心拍 出 量 が 低下 する イメ ー ジ を も っ て いる 
と 思う が 、 全 身 の 代謝 が 元 進 し て いる 状態 な ど で 全身 の 組織 の 需 
要 を 満た す 血 液 量 を 送り 出す こと が で き な い 状態 の 心不全 が あ 
り 、 こ れ を 高 拍 出 性 心不全 と いう 。 甲状腺 機能 広 進 症 、 敗 血 症 、 
慢性 貧血 な ど が 原因 と な る (4. 〇 )。 

1 の 高血圧 、2 の 狭 心 症 、3 の 拡張 型 心筋 症 は 心拍 出 量 が 減少 
する 心不全 の 原因 と な る (1. 2. 3. ※)。 


條 高 拍 出 性 心不全 
* 甲 状 了 機能 信 症 
(ほか に 敗血症 、 
慢性 加 血 な ど ) 


心臓 は 心拍 出 量 を 増 や / 
す が 対 応 し きれ な い 


全身 で 需要 が 増え 、 
血 流量 が 増大 
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性 喘 旧 と 和 


4 | 肝 機 能 障害 


肝 機能 障害 に より 高 ア ン モ ニア 血 
症 と な っ た 患者 。 ラ クツ ロー ス の 
内 服 が 開始 され た 目的 は どれ か 。 
1. 類 質 の 補充 

2. 出血 傾向 の 改善 

3. 腸 内 環境 の 酸性 化 

4 アル プ ミ ン 合 成 の 促進 


5 | 腎 生 栓 


経 皮 的 腎 生 検 を 受け る 患者 へ の 援 

助 で 適切 な の は どれ か 。 

1. 検査 後 は 早期 離床 を めざす 。 

2. 刺 時 に 大 きく 口 呼吸 を する 。 

3. 検査 中 の 体位 は 半 座 位 と し 、 検 
査 後 は 腹 陰 位 を 維持 する よう に 
伝え る 。 

4 検査 前 に は 抗 凝固 薬 や 抗 血 小 板 
楽 を 休 薬 する 。 
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人 編 3 
アン モニ ア の 産生 ・ 吸 収 を 抑制 する た め に ラク ツ ロ ー ス を 
使用 する が 、 そ の 機 序 は 次 の 通り で ある 。 ヒ ト は ラク ツ ロ ー ス ( 合 
成 二 精 類 ) を 単 精 類 に 分 解す る 酵素 を も た な い 。 内 服 し た ラク ツ 
ロー ス の 大 部 分 は 消化 吸収 され ず に 下部 消化 管 に 達し 、 浸 透 圧 作 
用 に よる 緩 下 作用 を 発揮 し 、 腸 管 の 螺 動 も 促進 する 。 さ ら に ラク 
ツ ロ ー ス は 細菌 に よる 分 解 を うけ て 有機 酸 (乳酸 、 酢 酸 等 ) を つく 
り 腸 内 環境 を 酸性 化 させ る (3. 〇 )。 酸 性 化 に より アン モニ ア を 
産生 する 細菌 は 減る 。 ま た アン モニ ア の 腸管 吸収 率 は アル カリ 性 
で ある と 高い が 、 腸 管内 の pH が 低下 する こと で 、 中 収 率 が 下がる 。 
これ ら に より 、 腸 管 で の アン モニ ア 産 生 と 吸収 が 抑制 され て 高 ア 
ン モ ニア 血 症 を 改善 する 作用 が ある 。 

ラク ツ ロ ー ス は 1 の 績 質 の 補充 、2 の 出血 傾向 の 改善 4 の ア 
ルプ ミン 合成 の 促進 と いっ た 作用 を も た な い 。 

高 ア ン モ ニア 血 症 が 肝 性 脳症 を 引き 起こ すこ と も お さえ て お こ 
う ( 症 状 : 羽ばたき 振 戦 、 意 識 障害 な ど )。 


(参考 文 び ) 
1. モニ ラッ ク ・ シロ ッ プ 65% 添 付 文書 . https://www.pmda_go.jp/PmdaSearch/iyakuDetail/450 
045_3999001Q2058_1_04*HDR_Contralndications(2020/1 1/6 ア クセ ス ) 


ye 

) 解 説 ( 1. X 検査 後 は 出血 の 予防 の た め 、 ペ ッ ド 上 安静 の 指示 
と な る 。 超 音波 検査 で 出血 が な いこ と を 確認 する 必要 が あり 、 早 
期 離 床 は め ざ さ な い 。 

2.※X 窪 刺 時 に 大 きく 呼吸 を する と 体 幹 や 腎臓 が 動い て し まい 、 
安全 に 検査 が 実施 で き な い お それ が ある 。 密 刺 時 は 息 を 止め る よ 
うに 伝え る 。 

3. ※ 検査 中 の 体位 が 腹 台 位 で 、 検 査 後 は 伽 過 位 と する 。 

4. 〇 出血 し や すく な る の で 、 検 査 前 に 抗 凝 固 薬 や 抗 血小板 薬 
を 休業 する 必要 が ある 。 腎 生 検 に 限ら ず 組 織 を 採る 可能 性 の ある 
検査 で 必要 な 手順 で ある 。 薬 に よっ て 半減 期 が 異な る た め 休 薬 期 
間 は 異な る が 、 当 日 の 検査 前 に も 休 薬 が 行え た か の 確認 を 行う 。 


6 | 高 尿酸 血 症 (痛風 ) 


痛風 患者 へ の 指導 で 正しい の は ど 信 1 


れ が か 。 : 解説 (1. 〇 腎臓 や 心臓 等 に 問題 が な けれ ば 水分 を 多く 摂り 、 
1. 水分 を 多く 摂る よう に する 。 - 尿 量 を 増やし て 硝酸 の 結晶 化 を 予防 する 。 

2. コル ヒ チ ン は 定時 に 服用 する 。 ・ 2. ※X コル ヒ チ ン は 発作 3 ~ 4 時 間 前 に 先行 する 予兆 を 感知 し 
3. 糖 質 の 摂取 を 制限 する 。 ・ た ら で き る だ け 早 く 服用 する 。 長 期間 の 痛風 発作 に 対す る 予防 的 
4. 習慣 的 に 激しい 運動 を 行う よう : 投与 は 、 血 液 障害 や 肝 ・ 腎 障害 等 の 重い 副作用 が 起き る 可能 性 が 


に する 。 - あり 推奨 され て いな い 。 
・ 93. ※ 糖 質 で は な く 、 プ リン 体 を 多く 含む 食物 (レバ ー、 魚 卵 
な ど ) の 摂取 を 制限 する 。 
4. X 激しい 運動 の 多く は 無 酸素 運動 と な り 多 く の ATP (アデ 
ノシ ン 三 リン 酸 ) が 分 解 さ れる こと で 氷 酸 を 生成 する 。 痛 風 患 者 
に は 有 酸 素 運動 を 習慣 的 に 行う よう に 指導 する 。 


7 | 聴覚 障害 の アセ スメント 


ウェ ー バ ー 試 験 検査 に 使う 器具  : 人 記 革 2 


を 置く 部 位 は どれ か 。 ウェ ー バ ー 試 験 に つい て は 視覚 素材 問題 と し て 過去 に 出題 
1 類 部 : され て いる (第 107 回 、 下 図 )。 音 叉 を 使っ た 聴力 の 検査 に は リ 
2. 頭頂 部 : ン ネ 法 と ウェ ー バ ー 法 が ある 。 リ ン ネ 法 は 音叉 を 振動 させ て 被験 
3 足 庶 部 : 者 の 乳 様 突起 部 に 当て て 骨 伝 導 を 感じ させ る 。 音 が 減衰 し て 聴 と 
4 膝 基 人骨 部 : えな く な っ た ら そ の 音叉 を 外耳 孔 の 前 に 移動 させ て 気 伝導 を 聴か 
: せる 。 こ こ で 聴こえ れ ば 陽性 で 正常 ある い は 感 音 性 難聴 と し 、 聴 

こえ な けれ ば 際 性 で 伝 音 性 難聴 と 判定 する 。 


一 方 、 ウ ェ ー バ ー 法 は 音叉 を 振動 させ て 頭頂 部 ある い は 前 頭 部 
正中 に 置い て どちら の 耳 で 大 きく 聴き 取れ る か を 確認 する 。 伝 音 
性 難聴 が あれ ば 患 側 の 耳 の ほう が 大 きく 暫 き 、 感 音 性 難聴 で は 串 
側 の 耳 は 骨 伝 導 と 気 伝導 どちら も 聴こえ に くく な っ つて いる た め 音 は 
小さ く 感じ る 。 器 具 で ある 音叉 を 置く の は 2 の 頭頂 部 で ある (2. 〇 )。 


時 ウェ ー バ ー 試 験 に 使用 する 音叉 


(画像 : 第 107 回 者 二 孔 国家 試験 より 引用 ) 
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選出 旧 ヶ 穫 


8 | 関節 リウ マチ 


関節 リウ マチ と 診断 され 、 メ トト 

レキ サー ト を 内 服 す る こと に な っ 

た 患者 へ の 指導 に つい て 適切 な の 

は どれ が か 。 

1.「 休 薬 期間 が な いよ うに し て くだ 

きい 」 

2.「 乾 いた 咳 や 発熱 は 予測 され た 

副作用 な の で 様子 を みて くだ さき 

い 」 

.「 骨 往 押 制 と し て 白血球 減少 や 

貧血 が 現れ る こと が あり ます 」 

4.「 グ レー プ フ ル ー ツ の 摂 取 は 茜 
止 で す 」 


と っ 


所 合 た 】 
通常 、1 週間 単位 の 投与 量 を メト トレ キサ ー ト と し て 6mg 
と し 、1 週間 単位 の 投与 量 を 1 回 、 ま た は 2 3 回 に 分 割 (初日 
か ら 2 日 目 に か け て 12 時 間 間 隔 と する ) し て 内 服 す る 。 つ まり 
1 週間 に 1 日 ある い は 2 日 し が 服薬 せ ず 、 休 薬 期 間 が 5 ~ 6 日 あ 
る と いう こと で ある (1. ※)。 副 作用 に は 間 質 性 肺炎 が あり 、 症 
状 は 乾い た 咳 や 発熱 か ら 始 まる こと が 多い た め 、 す ぐに 連絡 する 
よう に 指導 する (2. X)。 他 の 副作用 に は 邊 合 折 制 が あり 、 白 血 
球 減少 や 貧血 な ど が 起こ る こと が ある 。 発熱 や 億 怠 感 、 出 血 傾向 
な ど が 起こ っ た 場合 に は すぐ に 連絡 する よう に 指導 する (3. 〇 )。 
メト トレ キサ ー ト は グレ ー プ フル ー ツ の 摂取 と は 関連 が な い 。 カ 
ル シ ウ ム 寺 抗 薬 や シク ロス ポリ ン な ど が 該当 する (4. X)。 

薬 に つい て の 指導 ・ 説 明 は さま ざま な 形 で 出題 され て いる の で 、 


作用 や 副作用 と あわ せ て 確認 し て お こう ( 下 表 )。 


目 国 試 に 出 た 薬 に つい て の 指導 ・ 説 明 


薬 の 種類 国 試 に 出 た 指導 ・ 説 明 
ニトロ グリ セリ ン 「 血 圧 が 低下 する こと が あり ます 」(99 回 ) 
移植 後 の 免疫 抑制 薬 「 直 射 日 光 を 浴び な いよ うに 気 を つけ て くだ さい 」(96 回 ) 
麻薬 性 鎮痛 薬 臨時 追加 薬 を 内 服 し た 日 付 と 時 刻 と を 記録 する (101 回 ) 
(オキ シコ ドン 塩酸 塩水 和 物 徐 放 錠 、 残っ た オキ シコ ドン 塩酸 塩水 和 物 徐 放 錠 は 医療 機関 に 返却 する (100 回 、103 回 ) 
フェ ンタ ニル 貼付 剤 ) フェ ンタ ニル 貼付 剤 の 交換 時 に 家族 が 貼付 面 に 触れ な いよ うに する (109 回 ) 
ステ ロイ ド 満月 様 顔貌 が 気 に な る 場合 も ステ ロイ ド 薬 の 内 服 を 続け る (106 回 ) 


「 薬 の 影響 で 気分 が 大 きく 変動 する か も し れ ま せん 」(106 回 ) 
「 紫 斑 が 出現 し た ら 記録 し て くだ さい 」(107 回 ) 


「 ド キ ド キ す る よう な ら 教 えて くだ さい 」(96 回 ) 
「1 -2 週 間 で 効果 が 現れ ます 」(96 回 ) 


イソ プロ テレ ノー ル ( 8 刺激 薬 ) 
選択 的 セロ トニ ン 再 取り 組み 阻害 薬 (SSRI) 


吸入 用 ステ ロイ ド 薬 吸入 後 は うがい を する (97 回 ) 

「 喘 息 の 症状 が な いと きも お 薬 を 吸入 し まし ょ う 」(103 回 追試 ) 
ワル ファ リン 納豆 が 禁忌 (95 回 、98 回 、103 回 追試 
カル シウム 持 抗 薬 グレ ー プ フル ー ツ が 禁忌 (105 回 ) 


ss っ この ほか 、 
イン スリ ン の 自己 注射 
に 関す る 指導 が 頻出 ! 


手技 や 管理 方 法 な どの 
基礎 知識 ど お さ えた うえ で 、 
発達 段階 や 残存 能力 を ふま えて 
アセ スメント し よう 
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9 | 前 立 腺 切除 術 


A さ ん (65 歳 男性)。 前 立 有 肥大 
症 の た め 経 尿道 的 前 立 腺 切除 術 を 
受け 、 手術 後 ③ 日 で 勝 眺 留置 カテ 
ー テ ル が 抜去 され た 。 数 日 後に 退 
院 す る 予定 で ある 。A さ ん は 医師 
か ら 、 次 の 受診 日 まで 排 便 時 に 強 
くい きん だ り 自 転 車 に 乗っ た り し 
な いよ うに 指導 され た 。 

これ ら の 指導 の 目的 で 最も 適切 な 
の は どれ か 。 

1. 出血 の 予防 の た め 

2. 感染 の 予防 の た め 

3. 血栓 症 の 予防 の た め 

4 排尿 障害 の 予防 の た め 


10| 緑内障 


緑内障 と 診断 され た 患者 へ の 説明 
で 適切 な の は どれ か 。2 つ 選べ 。 
1.「 散 障 薬 で 治療 し て いき ます ]」 
2.「 自 宅 で 視野 の 確認 を 行う よう 
に し まし ょ う 」 
3.「 眼 周明 の マッ サー ジ を 日 課 に 
し まし じょう 」 
.「 急 激 に 眼 圧 が 上 が る と 頭痛 や 
嘱 吐 が 起こ る こと が あり ます 」 
.「 低 下 し た 視 機能 は 治療 に よく 
反応 し ます 」 


ドコ 


に 


候 呈 1 

経 尿 道 的 前 立 腺 切除 術 (下図 ) で は 前 立 腺 を 削っ て いる た 
め 、 術 後 1 か 月 くら い は 出血 し や すい 状態 に ある 。 し た が っ て 腹 
圧 を か けた り 、 陰 部 や 前 立 腺 を 圧迫 する よう な 動作 は 避け る (1. 
〇 )。 熱い 風呂 な ども 避け た ほう が よい 。 

2. X 感染 の 予防 の た め の 指導 と し て は 水分 を 多く 摂る 、 陰 部 
を 清潔 に する な ど が ある 。 

3. X 術 後 の 血栓 症 は 術中 か ら 手術 後に 起こ とり 、 退 院 後に 起こ 
る 可能 性 は 低い 。 

4. X 排尿 障害 は 術 後 に まれ に 起こ る こと が ある が 、 生 活 上 で 
注意 し て 予防 する こと は で き な い 。 


計 経 尿道 的 前 立 腺 切除 術 (TUR-P*) 


切除 用 ルー プ 


肥大 し た 前 立 腺 


ま 【TUR-P】transurethral resection of the prostate 


全 叶 2、4 
7 上 (1.x 散 傍 する と 虹彩 が 根元 の ほう に 引き 寄せ られ て 隅 
角 が 狭く な る た め 、 散 瞳 ( ア トロ ビン 点眼 楽 な ど ) の 点 過 は 禁 
で ある 。 治 療 は 縮 瞳 業 で 行う 。 

2. 〇 自覚 症状 が な く て も 進行 し て いる こと が ある た め 、 自 宅 
で 視野 の 確認 を 行う た め の シ ー ト で 定期 的 に チェ ッ ク する 。 
3. ※ 眼 周 囲 の マッ サー ジ は 症状 の 改善 に は つなが ら な い 。 
4. 〇 急激 に 眼 圧 が 上 が る と 頭痛 や 忠 吐 が 起こ る こと が ある が 、 
知ら な いで いる と 緑内障 の 発作 だ と 気づけ な いた め 、 あ ら か じ め 
指導 する 。 

5. X 低下 し た 視 機能 は 改善 し に くい た め 、 治 療 の 目的 は 進行 
の 予防 で ある 。 
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性 喘 形 ヶ 穫 


ンス 所 
老年 看護 学 


但 
【( 執筆 @ 株 式 会 社 医 孝 
Li 
る 


趣 高 齢 社会 に 関連 する キー ド を 確認 じ よ う 。 
2i 護 保険 の 知識 は 要 介 護 度 > た 給付 支援 まで チェ ツク 


まず 、 高 齢 者 に 関す る 人 動態 統計 を お さえ 、 : 介護 保険 も また 、 要 介護 度 に 合っ た 支援 方 法 
権利 擁護 や エイ ジ ズ ム な ど 趣 高齢 社会 に 関連 す : や 給付 内 容 を 考え る 出題 も 増え て きま し た 。 そ 
る 理念 を 確認 し まし ょ う 。 と くに 、 認 知 症 高齢 : の た め に も 、 老 年 期 の 加 齢 に 伴う 変化 ・ 特 徴 や 
者 に 関し て は 認知 症 の 病態 生理 か ら 地域 で 生活 認知 症 の 特徴 な ど 、 深 い 理解 が 必要 と いえ ます 。 
する た め の 支 援 体制 の 基本 的 理解 も 重要 で す 。 


1 | 加 齢 に よる 変化 


高齢 者 の 身体 機能 の 変化 と その 特 1 


徴 で 正しい の は どれ か 。 : 解説 ( 加 齢 に 伴う 身体 的 変化 は 頻出 で ある 。 詳 細 に 確認 し て お こ 

1. 老人 性 難聴 は 、 高 音域 か ら 起 こ : う ( 下 図 )。 
る 。 : 1. 〇 聴力 は 高音 域 か ら 低下 する 。 

2. 血管 抵抗 は 減少 し 、 血 圧 は 上 昇 : 2.X 加 齢 に よる 動脈 硬化 ・ 血 管 の 弾力 性 低下 に より 、 血 管 抵 
する 。 : 抗 は 増大 、 血 圧 は 上 昇 する 。 

3. 残 気 量 は 減少 し 、 呼 吸 機 能 が 低 : 3.X 残 気 量 は 増加 する 。 残 気 量 と は 、 努 力 呼出 の 後に 肺 に 残 
下す る 。 : つて いる 空気 量 の こと で ある 。 

4 只 反射 は 進 し 、 誤 中 が 起こ : 4.X 叶 了 反射 を お こす 神経 伝達 物質 の 減少 等 に より 、 員 油 反 
りや すく な る 。 : 射 は 低下 する 。 

5. 胸腺 の 肥大 に より 、 細 胞 に よ : 5. X リン バ 球 の 一 種 で ある T 細 胞 は 胸腺 で 成 熟 する 。 加 齢 と 
る 免疫 が 元 進 する 。 : と も に 胸腺 は 義 縮 し 、 細 胞 は 減少 する た め 、 外 来 抗原 に 対す る 

・ 免疫 は 低下 する 。 
時 加 齢 に 伴う 機能 の お も な 変化 の 例 


感覚 
@ 視 調節 機能 低下 ( 老 視 ) 

水 品 体 混濁 (白内障 ) 

老人 性 難聴 (高音 域 か ら 低 下 ) 


心機 能 低下 

9 心 胸郭 比 (CTR) 拡 大 

動脈 硬化 に よる 血管 抵抗 の 増大 
@ 収縮 期 血 圧 上 昇 

s 咳 反射 低下 


認知 機能 ・ そ の 他 
@ 記 銘 力 低下 
s 免疫 の 低下 な ど 


@ 示 球体 湾 過 量 低下 
e 尿 失禁 (特に 女性 の 腹 圧性 尿 失 茜 ) 


運動 器 生殖 器 
e 赤 形 人 性 関節 症 e 閉経 更年期 障害 ・ 骨 量 減少 
e 箇 内 量 減 少 ー ロ コモ ティ ブ e 歴 昌 一 性 交 靖 

シン ドロ ー ム 
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2 | サル コ ペ ニ ア 


サル コ ペ ベニア の 説明 で 適切 な の は 

どれ か が 。 

1. 年 齢 を 理由 に 差別 する こと 。 

2. 加 齢 に より 全身 の 筋力 低下 が 起 

トキ 

3. 加 齢 を 受容 ・ 適 応 し て 豊か な 日 
常 生 活 を 送る こと 。 

. 加 齢 に より 心身 が 弱り 、 生 活 機 
能 が 障害 され た 状態 の こと 。 


た 


3 | グル ー プ ホー ム 


認知 症 対応 型 共同 生活 介護 (認知 

症 高齢 者 グル ー プ ホー ム ) で 正 し 

い の は どれ が 。 

1. 利用 期間 は 原則 3 か 月 以内 で あ 
る 。 

, 都 道 府 県 が 事業 所 を 指定 ・ 監 督 
する 。 

, 看護 職員 の 配置 が 義務 づけ られ 
て いる 。 

、 介護 保険 制度 の 地域 密着 型 サー 
ビス に 該 当 する 。 

定員 は 10 人 か ら 30 人 で ある 。 


】 


て っ 


ドコ 


に 


信号 2 

) 麗 説 ( 1. X エイ ジ ズ ム の 説明 で ある 。 

2. 〇 サル コ ベ ニ ア の 説明 で ある 。 サ ルコ ベニ ア と は 、 加 齢 に 
伴う 骨格 筋 量 減少 、 筋力 の 低下 また は 身体 機能 の 低下 が 見 られ る 
場合 を いう 。 

3. ※X サク セス フル ・ エ イジ ング の 説明 で ある 。 

4. ※ フレ イル の 説明 で ある 。 加 齢 と と も に 運動 機能 、 認 知 機 
能 、 生 活 機能 が 低下 し 、 心 身 の 脆弱 性 が 出現 し た 状態 の て と で あ 
る 。 運 動機 能 の 低下 と いう 点 で は 、 サ ルコ ベニ ア が フレ イル の 原 
因 の 1 つ に な る こと も ある 。 


人 E4 

グル ー プ ホー ム は 認知 症 高齢 者 の 共同 生活 施設 で ある 。 家 
庭 的 な 環境 で 、 介 護 や リハ ビリ テー ショ ン 等 を 行い 、 認 知 症 の 進 
行 遅延 、 症 状 の 安定 等 の 効果 を 期待 する サー ビス で ある 。 

1. ※ 利用 期間 の 制限 は と くに な い 。 

2. メグ 4. 〇 市 町 村 が 事業 者 の 指定 や 監督 を 行う 、 地 域 密 着 
型 サー ビス で ある 。 

3. X 看護 師 配置 の 義務 づけ は な い 。 グ ルー プ ブ ホ ー ム で 、 居 宅 
型 サ ービス で ある 訪問 邊 護 サー ビス を 受け る こと は 可能 で ある 。 
5. ※X 定員 は 1 ユニット に つき 5 人 か ら 9 人 で ある 。 


4 | アルツハイマー 型 認知 症 


アル ツ / UI 人 マー 型 認知 症 に つい て 

正しい の は ど 』 れ か 。 

1. 脱 抑制 行動 が み ら れ る 。 

2. 実行 機能 障害 が み ら れ る 。 

3. 基礎 疾患 に 高血圧 症 が ある こと 
が 多い 。 

4. 神経 細胞 内 の タウ タン パク の 減 
少 が 特徴 で ある 。 


條 2 

解説 (1. X 脱 抑制 行動 と は 、 自 己 抑制 が 効か な く な る 行動 の 
こと と で ある 。 前 頭 側 頭 型 認知 症 に み ら れ る 。 

2. 〇 中 核 症状 の ひと つと し て 実行 機能 障害 (料理 な どの 順序 
立て た 作業 が 難し く な る ) が ある 。 他 に 、 記憶 障害 (最近 の こと が 
覚え られ な い )、 見 当 識 障害 (今日 の 日 付 が わか ら な い )、 失 認 ( 歯 
ブラ シ が 歯 を 磨く も の と わか ら な い ) な ど が ある 。 

3. X 基礎 疾患 は と くに な いこ と が 多い 。 脳 に 其 縮 が み ら れ る 。 
4. ※X 人 タタ ウタ ン バ ク と アミ ロイ ド /8 タン バク の 蕎 積 が 特徴 で あ 
る 。 
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性 騰 形 枯 


ンス 
ず 小 児 看護 学 


但 
【( 執筆 @ 株 式 会 社 医 孝 
Li 
る 


先天 性 疾患 か ら 熱 中 症 外 慢 な ど 、 疾 患 を 幅広 ペチ 
予防 接種 医療 費 助成 な ど 社会 保障 に つい て も 確 グ 


成長 と 発達 は 頻出 で す 。 乳 幼児 期 か ら 思 春期 : 被災 ) に 関す る 知識 も 必要 で す 。 各 疾患 に つい て 
まで の 名 期 の 特徴 、 発 達 課題 は 必ず 覚え て お き : 症状 ・ 検 査 ・ 治 療 ・ 家 族 を 含め た 看護 と 整理 し 
まし ょ う 。 近年 、 疾 患 は 多岐 に わた り 出 題 さ れ : て お きま し ょ う 。 

て いま す 。 先天 性 疾患 、 小 児 の 代表 的 疾患 は も : 予防 接種 、 医 療 費 助成 な と に つい て は 、 社 会 
ちろ ん 熱中 症 、 外傷 、 特別 な 状況 の 子ども (虐待 ・ : 保障 制度 と 合わ せ て 学習 する と よい で し ょ う 。 


1 | 小児 の 成長 ・ 発 達 


3 か 月 の 乳児 で 標準 的 な 発育 と 判 : 引 計 4 


断 さ れる の は どれ か 。 : 1.X 乳歯 が 生え は じ め る の は 生後 6 ご 8 か 月 頃 で ある 。 
1. 乳歯 が 生え は じ め る 。 : 2. X 大 泉 門 は 、 出 生後 数 か 月 は 増大 する が 、 そ の 後 縮小 し て 
2. 大 泉 門 が 閉鎖 し て いる 。 : 1 歳 半 頃 ま で に 閉鎖 する 。 
3. 胸囲 が 頭 閉 よ り も 大 きい 。 : 3. X 生後 3 か 月 の 時 点 で は 、 頭 囲 の ほう が や や 大 きい 。 胸囲 
4 体重 が 出生 時 の 約 2 倍 で ある 。  : が 頭 囲 よ り も 大 きく な る の は 2 歳 以降 で ある 。 
: 4. 〇 生後 1 こ 2 か 月 で 急激 に 増加 し 、 生 後 3 う > 4 か 月 で 出 
生 時 の 約 2 倍 と な る 。 


2 先天 異常 の 特徴 


出生 体重 2.980g 正 期 産児 出 : 緒 放 3、4 
生 時 より 心 雑音 が あり 、 検 査 の 結 : ) 解 説 (ファ ロー 四 徴 症 は 、① 肺 動脈 狭 窪 、② 心 室 中 隔 欠損 、③ 右 


果 ファ ロー 四 微 症 と 診断 され た 。  : 心 宣 肥大 (肥厚 )、④ 大 動脈 椅 乗 の 4 徴 を 有する 先天 性 疾患 で あ 
生後 6 か 月 と な り 、 病 状 は 安定 し : る (P27 上 図 )。 

て いる も の の 疾患 に 伴う 症状 が み  : 1.X 浮腫 は 、 心不全 状態 の 場合 に 出現 する 症状 で ある た め 現 
られ る 。 : 状 で は み ら れ な い 。 

現在 、 出 現し て いる と 考え られ る  : 2.X 徐 脈 で は な く 天 脈 と な る 。 

特徴 的 な 症状 は どれ か 。2 つ 選べ 。 : 3. 〇 ば ち 指 は 、 チ アノ ー セ が 持続 する と み ら れる 症状 で ある 。 
1 浮腫 : 4. 〇 チア ノー ゼ は 、① 及 動 脈 狭 窪 、⑧ 心 室 中 隔 欠損 に より 、 
2 修 耕 : 右 心室 の 静脈 血 が 大 動脈 へ 流れ る こと に より み ら れ る 症状 で あ 
3 ば ち 指 : る 。 

4 チア フー ゼ :・ 5. X 呼吸 数 は 増加 する 。 

5 呼吸 数 減少 
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邊 ファ ロー 中 微 症 


3 右 心室 肥大 (肥厚 ) 


3 | 入院 患 見 の 親 へ の 対応 


2 歳 女児 3 日 前 より 発熱 が 続き 病院 を 受診 
し た 。 発 疹 、 手 足 の 硬 性 浮腫 が あり 、 心 エ 
コー 検査 で は 冠状 動脈 交 が み ら れ 川崎 病 と 
診断 され た 。 母 親 は 「 こ の 子 は どう な る の 
で し ょ う 」 と うろ た えて いる 。 

母親 へ の 声 か け で 最も 適切 な の は どれ か 。 
1.「 ご 主人 に 病院 に 来 て も らい まし ょ う 」 
2.「 不 安 に 思う こと を 聞か せ て くだ さい 」 
3. 「 主 治 医 か らく わし い 説 明 を 開き まし ょ う 」 
邊 「 不 安 だ と 思い ます が し っ か り し て くだ さ 

い 」 


4 予防 接種 


乳児 を 対象 と する 定期 予防 接種 は 
どれ か が 。 
1. 水 瘍 ワク チン 


2.B 弄 肝炎 ワク チン 和合 林 


3. ムン プス ワク チン 
4 MR ワク チン (麻疹 ・ 風 疹 混合 ワ 
クチ ン ) 


Li と 
) 角 説 ( 1. 
は 生後 12 ~ 36 か 月 で 、 幼 児 対象 で ある 。 

BB 型 肝 炎 ワ クチ ン は 、 定 期 予 防 接 種 で ある 。 対 象 年 齢 は 
生後 2 ~ 8 か 月 で 、 乳児 対象 で ある 。 

3. ※ 流行 性 耳 下 腺 炎 予 防 の ムン プス ワク チン は 、 定 期 予 防 接 
種 対象 外 で ある 。 


心室 中 隔 欠 摂 の た め 、 右 室 の 
静脈 血 が 大 動脈 へ 流れ 、 肺 動 
脈 狭 窪 の た め 右 左 短絡 と な り 
チア ノー ゼ を 引き 起こ す 


市 江 和 子 編著 : 母性 ・ 小 児 実 習 ぜ ん ぷ ガ イド . 照 林 社 。 
東京 . 2018: 102. を 参考 に 作成 


(2 
) 朋 説 ( 1、X 児 の 父親 が 病院 に 来る こと で 心 細 さ は 軽 


減 さ れる で あろ う が 、 根 本 的 な 不安 や 困惑 の 解消 に は な 
ら な い 。 

2. 〇 母親 の 不安 な 気持 ち を 受け 止め 、 寄 り 添い 支え 
る 援助 が 最も 適切 で ある 。 

3. X 主治 医 の らく わし い 説 明 を 聞き 、 今 後に つい て 
知る こと は 適切 で ある が 、 ま ず は 母親 の 気持 ち を 受け 止 
め る こと が 優先 され る 。 

4. ※ 不安 や 困惑 が ある な か で 、 し っ つか りす る よう 指 
示す る の は 気持 ちの 負担 と な る た め 適 切 で は な い 。 


X 水 瘍 ワク チン は 、 定 期 予 防 接種 で ある 。 対 象 年 齢 


4. ※X MR ワク チン は 、 定 期 予 防 接種 で あり 、 幼 児 対 象 で ある 。 
な お 予防 接種 の 最新 の 動向 と し て は 、 令 和 2 年 (2020 年 )10 月 
より ロタ ウイ ルス ワク チン が 定期 予防 接種 と な っ た 。 
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性 騰 間 cm 


ング 三 
母性 看護 学 


但 
【( 執筆 @ 株 式 会 社 医 孝 
Li 
る 


周 産 期 に と ど ま ら 


幅広 い 知 識 を 射 に つけ 


法律 や 性 感染 症 な ど は 内 容 を 整理 じ て 早 


母性 看護 学 の 実習 で は 、 一 般 的 に 周 産 期 に あ 
る 女性 と その 家族 に 対す る 看護 の 展開 が 主 に な 
り ま す 。 し か し 国家 試験 で は 周 産 期 だ け で な く 
母子 保健 関連 法規 や 性 感染 症 、 思 春期 ・ 更 年 其 


と いっ た 幅広 い テ ー マ か ら 出 題 さ れ ま す 。 ま ず 
は 1 つ ひ と つの テー マ に 興味 を も ち 、 学 習 を 深 
め ま し ょ う 。 法律 や 性 感染 症 な どの 暗記 項目 が 
多い テー マ は 内 容 を 整理 し て 覚え まし ょ う 。 


1 | 外国 籍 の 妊婦 の 看護 


日 本 在住 で 日 本 人 と 婚 如 関 係 に あ 
る 外国 籍 の A さ ん (29 歳 、 初 産婦 ) 
は 、 竹 娠 の 診断 を 受け た 。 

A さ ん に 対す る 説明 と し て 正しい 

の は どれ か が 。 

1. 母子 手帳 の 取得 方 法 を 説明 す 
る 。 

2. 外国 籍 で は 出産 育児 一 時 金 が 支 
給 さ れ な いこ と を 説明 する 。 

3. 次 回 の 妊婦 侍 診 か ら 、 通 訳 と し 
て 必ず 日 本 人 の 夫 を 同伴 する 必 
要 が ある こと を 説明 する 。 

4. 母国 に 帰っ て 出産 し た 場合 、 生 
まれ た 子供 は 日 本 国籍 を 取得 で 
き な い こと を 説明 する 。 


2 | 妊娠 悪 阻 


生理 的 な つわり か 妊娠 悪 環 か を 判 
断 す る た め に 確認 すべ き 検査 項目 
は どれ か 。2 つ 選 べ 。 

1 血 圧 

2 体重 

3. 尿 和 蛋白 

4 子宮 底 長 

5. 尿 ケ トン 体 
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條 時 1 

解説 (1. 〇 外国 籍 の 妊婦 で あっ て も 母子 手帳 を 取得 で きる 。 
2. ※ 外国 籍 で あっ て も 、 日 本 人 の 配偶 者 等 の 在留 資格 者 は 日 
本 の 健康 保険 に 加入 し て お り 、 出 産 育 児 一 時 金 が 支給 され る 。 

3. X 妊婦 の プラ イバシー を 守れ な い 、 誤 訳 の リス ク が ある な 
どの 問題 が ある た め 、 家 族 に よる 通訳 は 強制 し な い 。 日 本 語 で の 
会 話 が 難し い 場 合 は な る べく 医療 通訳 制度 (サー ビス ) を 活用 す 
る 。 

4. X 両親 の いずれ が 日 本 国籍 を 有 し て いれ ば 、 出 生地 に か か 
わら ず そ の 子 も 日 本 国籍 を 取得 で きる “*。 


窟 日 本 国外 で 生ま れ た 子 が 出生 に よっ て 日 本 国籍 と 同時 に 外国 の 国 偏 も 取得 し た と き は 、 出生 の 日 か ら 3 
か 月 以内 に 出生 の 届出 と と も に 日 本 国籍 を 留保 する 意思 表示 を し な けれ ば 、 出 生 の と き に さか の ぼっ て 
日 本 国籍 を 失う こと と され る 。 


條 紅 2、5 

) 角 隊 (つわり は 、 妊娠 5 6 週 頃 か ら 始 まり 16 週 頃 に 収まる 嘱 吐 
や 嗜好 の 変化 を さ し 、 妊婦 の 50~ 80% が 経験 する 一 般 的 な 症 
状 で ある 。 それ が 重症 化し た 妊娠 剖 環 は 、 ほぼ 毎日 忠 吐 し 、 展 中 
ケト ン 体 が 陽性 で 、 持 続 的 に 体重 が 減少 する 場合 に 診断 され る 
(2. 5. 〇 )。 脱 水 状態 で 糖 質 摂取 が 不 十分 だ と 、 エ ネル ギー 源 
と し て ブドウ 糖 を 利用 で きず 脂肪 が 代わ り に 代謝 され 、 ケ トン 体 
が 尿 に 排 湯 さ れる 。 こ れ に よっ て 尿 ケ トン 体 が 陽性 と な る 。 


3 | 月 経 周期 に 伴う ホル モン の 変化 


月 経 周期 に 伴う ホル モン の 変化 と 

作用 に つい て 正しい の は どれ か 。 

2 つ 選 べ 。 

1. エス トロ ゲン は 卵巣 か ら 分 泌 き 

れる 。 

2. プロ ゲス テロ ン は 下垂 体 か ら 分 
秘 き れる 。 

エス トロ ゲン は 分 泌 期 に 分 泌 量 
が 大 きく 増加 する 。 

4. プロ ゲス テロ ン は 基礎 体温 の 低 
温 相 に 分 泌 量 が 増加 する 。 

. 増殖 期 に 分 泌 さ れる 頭 管 粘液 は 
粘 棚 度 が 低く 牽 糸 性 が 高い 。 


4 | 更年期 障害 


更年期 障害 に つい て 正しい の は ど 


imactenic dorder 


に 


に リ 


1. 更年期 と は 閉経 後 の 10 年 間 を さ 
す 。 

ホル モン 補充 療法 (HRT)〉 の 禁忌 
に 乳 痛 が ある 。 

面 管 運 動 神経 症状 の ひと つと し 

て 情緒 不安 定 が ある 。 

心理 的 スト レス に 起因 する 症状 

は 、 薬 物 療法 の み で 軽快 する 。 


いさ 】 


に 


いこ 


- 〇 正しい 。 卵胞 の 発育 と と も に 増え 、 卵 巣 か ら 分 泌 


2. X 排卵 後 の 卵胞 か ら 生じ る 黄体 か ら 分 泌 さ れる 。 

3. ※ エス トロ ゲン の 分 泌 は 、 子 宮内 膜 増殖 期 (卵胞 期 ) に 大 き 
く 増 加 し 、 基 礎 体 温 は 低温 相 に な る 。 

4.X 排 後 卵胞 が 黄体 と な り 、 ブ プロ ゲス テロ ン が 分 泌 さ れる 。 
体温 を 上 げ る は た らき も ある た め 、 高 温 相 が 正しい 。 

5. 〇 増殖 期 の 顕 管 粘液 は 率 糸 性 (伸び や すさ ) が 高まり 、 精 子 


が 進入 し や すく な る 。 分 泌 期 ( 英 体 期 ) の 頸管 粘液 は 粘 棚 度 (ね ば 
り け ) が 高く 精子 は 進入 し に くい 。 


2 

) 解 説 (1. X 閉経 前 後 の 約 10 年 間 で あり 、45 ~ 55 歳 頃 の 場 
合 が 多い 。 

2. 〇 乳癌 、 脳 卒 中 な どの 既往 が ある 場合 の HRT * は 禁忌 で ある 。 
3. X 精神 神経 症状 と し て 情緒 不安 定 等 が あり 、 血 管 運 動 神経 
症状 と し て ホッ ト フ ラッ シュ 等 が ある 。 

4. X 症状 の 起因 と な る も の に 、 閉 経 に に よる ホル モン バラ ンス 
の 乱れ に よる も の 、 心 理 的 スト レス (環境 変化 等 ) に よる も の 等 が 
ある 。 要 因 が 複数 の こと も 多く 、 薬 物 療法 だ け で は 十分 で な い ご 
と も ある 。 心 理 カ ウン セリ ング 等 も 選択 肢 の ひと つ で ある 。 


まき 【HRT】hormone replacement therapy 


是 更 年 期 障害 


e 卵 菓 の 機能 が 低下 し (104 回 午前 106) 、 
エス トロ ゲン の 分 泌 量 が 減っ て 起こ る 

* 閉経 前 後 の 時 期 に み ら れ る 

@ 自覚 症状 と 他 覚 的 所 見 と が 一 致し な い 傾向 
が ある (101 回 午前 49) 


傘 常 発汗 (105 回 午後 55) 
ホッ ト フ ラッ シュ 
@ 情緒 不安 定 な ど 


@ ホル モン 補充 療法 (HHRT) で エス トロ ゲン を 
補う 。 た だ し 乳癌 、 脳 卒 中 の 既往 で は 茸 忌 
心理 カウ ン セ リン グ な ども 検討 され る 
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性 騰 暴 麻 申 


の と 
精神 看護 


N 執筆 西井 重 起 は た らく 人 ・ 学 生 の メン タル 
楽 物 中 毒 、PTSD、、 ナ ルコ レプ, に 注目 ! 


車 杜 な キー ワー ド は 、 具体 的 な 意味 も お さえ <。 


前 年 の 第 109 回 の 精神 科 分 野 は 、 近 年 の マニ : す の で 概念 程度 は 覚え て お きま し ょ う 。ADHD 
アッ ク な 問題 が 若干 落ち 着き 比較 的 一 般 的 な 内 : や ジェ ンダ ー の 問題 は 次 回 も 影 を ひそ め る 気 が 
容 だ っ た と 思い ます 。 時 事 問題 と し て は 有名 人 : し ます 。 概 念 を 具体 化す る こと (「 傾 聴 」 は 知っ て 
の 違法 薬物 問題 か 、 例 年 で す が 世 界 の さま ざま : いて も 、 具 体 的 に どう いう 声 か け を する か 、 等 ) 
な 痛ま し い 事 件 か ら の PTSD が 怪し いと ころ 。 が 求め られ る 問題 が よく 出 ま す の で 、 言 葉 の 丸 
2 年 連続 で ナル コレ プシ ー は 軽く 触れ られ て いま  : 暗記 で は な く 内 容 も 覚え て お きま し ょ う 。 


1 | パー ソナ リティ 障害 


他 者 を 轟 し た り 騙し た り し 、 他 者 : 引 計 2 

の 安全 を 考え る こと と が で きず 、 ル 前 年 度 の バー ソナ リティ 障害 の 応用 問題 で ある 。 暴 力 的 で 
ー ル を 破る こと を 繰り 返し 、 そ れ  : 社会 の ルー ル を 守ら な い 特 徴 が ある の は 、 反 社会 性 バー ソナ リ テ 
ら の 行動 に 罪悪 感 を も た な い の は  : イィ 障害 で ある (2. 〇 )。 


どれ か が 。 ・ 国家 試験 で は 基本 的 に 境界 性 バー ソナ リティ 障害 “し か 触れ られ 
1 融 追 性 パー ソナ リティ 障害 : て と な か っ た が 、 パ ー ソ ナリ ティ 障害 の 名 前 が 出 て きた の で 、 他 の 
2 反 社 会 性 パー ソナ リティ 際 害 ” : パー ソナ リティ 障害 は イメ ー ジ で な ん と な く 覚 えて お と う ( 下 図 ) 
3 自己 愛 性 パー ソナ リティ 障害 人間 リ デ の ら に な し 
4 妄想 性 パー ソナ リティ 障害 も の と し て 出 区 され た 。 


上 時 パー ソナ リティ 障害 
強 人 性 バー ソナ リティ 間宮 自己 愛 性 バー ソナ リティ 半 害 


過去 の 慣例 を 月 せな い 「 カ タブ ツ 」 自分 が 一 番 な 「 ナ ル シ ス ト 」 な ん で も 疑っ た りす る 「 被 害 的 な 人 」 


回 本性 バー ソナ リティ 障害 反 社 会 性 バー ソナ リティ 障害 


W「 人 前 で の プレ ッ シ ャ ー が 怖い 人 」 暴力 的 で ルー ル を 人 き ら な い [無法] 
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2 | 抗 精神 病 薬 の 有害 作用 


統合 失調 症 で 入院 し 抗 精神 病 薬 を 

最近 開始 され た 患者 が 「 喉 が 潟 い 

て し か た が な い 、 も っ と お 茶 を く 

だ さい 」 と 言っ て きた 。 

看護 師 の 対応 で 正しい の は どれ か 。 

1. 尿 量 を 測定 する 。 

2. 血清 クレ ア チ ニ ン の 値 を 確認 す 
る 。 

3. 病室 の 温度 を 下げ る 。 

4. 口 潟 が な く な る まで 十分 に 水分 
を 摂ら せる 。 


3 精神 保健 福祉 


精神 保健 及び 精神 障害 者 福祉 に 関 
する 法律 (精神 保健 福祉 法 ) に 定め 
られ て いな い の は どれ か 。 

1. 移送 制度 

2. 任意 入院 

3. 自殺 対策 計画 の 策定 

4. 精神 障害 者 保健 福祉 手帳 


ーー 1 

) 世 説 ( 抗 精神 病 薬 の 副作用 (有害 作用 ) は 頻出 問題 で ある 。 林 問題 
の 人 を 想起 で きる か が ポイ ント と な る 。 飲 水量 や 、 
硝 量 、 体 重 を 確認 する こと が 適切 で ある (1. 〇 )。 
2. X 血清 クレ ア チ ニ ン は 悪性 症候 群 で 高値 に な る 。 水 中 毒 で 
は 、 血 清 ナトリウム が 低 値 に な っ て いる 可能 性 が ある 。 
3. X 口 湯 の 理由 は 病室 が 叶い こと で は な いた め 、 適 切 で な い 。 
4. X 水分 を 摂ら せる の は 症状 の 悪化 を 招く た め 、 適 切 で な い 。 
有吉 作用 に つい て は 、 脚 が お ず お むず する アカ シ ジ ア や ロ が も ど 
も ご する ジス キネ ジア な ど 鑑 体外 路 症状 の 違い を お さえ て お ご 
う 。 そ の ほか 天性 症候群 も と て も よく 出 て くる の で 確認 し よう 。 


人 時 3 

解説 ( 1. 〇 移送 制度 は 、 精 神 症状 の た め 入院 が 必要 な 患者 を 
精神 保健 指定 医 が 患者 宅 で 診察 し 、 強 制 入院 が 必要 と 判断 し た 場 
合 は 保健 所 な どの 行政 機関 が 病院 へ 搬送 を 行う 制度 で ある 。 精 神 
保健 福祉 法 で 定め られ て いる 。 

2. 〇 強制 入院 (措置 入院 、 医療 保護 入院 な ど ) 以 外 に 、 任意 入院 
も 精神 保健 福祉 法 で 定め られ て いる 。 

3. X 自殺 対策 基本 法 で 都 道 府 県 ・ 市 町 村 に 義務 付け られ て い 
る 。 

4. 〇 精神 保健 福祉 法 で 定め られ て いる 。 交 付 を 受け た 者 は 、 
住民 税 な どの 控除 や 、 公 共 交 通 機関 連 賃 の 割引 な ど を 受け られ る 。 


4 | 摂 食 障害 の 患者 の 看護 


17 歳 の 女性 、 体 重 は 30kg。 摂 食 障害 

の 診断 で 開放 病棟 へ 入院 し た 。 2 週間 が 

経過 し た が 体重 の 変化 は な く 、 医 師 か ら 

病室 安静 の 指示 が 出 た 。 訪 室 時 、 患 者 は 

涙 を 流し て いた 。 適 切な 対応 は どれ か 。 

1.「 病 院 食 は お いし く な いで すか 」 

2. 「 ま だ 30kg な の で 食べ て も 大 丈夫 で す よ 」 

3.「 が ん ば っ て 食べ れ ば 安静 も 解除 きれ 
ます よ 」 

4.「 悩 ん で いる こと が あっ た ら 話 し て くだ 
きい 」 


公 号 4 

) 解 説 ( うつ 病 や 統合 失調 症 と いっ た 頻出 疾患 以外 は 、 ア ル 
コー ル 依 存 症 か 摂 食 障害 が 出 古 さ れ や すい 。 前 回 の 国家 試 
験 で は 神経 性 大 食 症 と いう 国家 試験 で は まれ な 疾患 が 登場 
し た が 、 今回 は 神経 性 や せ 症 を ヤマ と し た 。 愚 者 の 認知 の 
源 み は すぐ に 治る も の で は な く 、 傾聴 し 患者 と 向き 合う こ 
と (4. 〇 ) が 例年 の ボイン ト で ある 。 浮 腫 や 電解質 異常 な 
ど 身 体 症状 も 併せ て 出さ れ や すい の で 、 過 去 問 を し っ か り 
解い て お こう 。 
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性 出 曲 書 


の 在宅 看護 諭 ノ 
や Y 看護 の 統合 と 実践 


N 執筆 代 株 式 会 社 医 孝 


M 
5 在宅 看護 論 は Wa 地域 包括 ケア シス テム を 中 眉 に 幅広 ぐ 学 習 を s 
斉 護 の 統合 と 実践 で は m 頻出 の 医療 安全 qm 火 害 看護 を チェ ッ ク 


在宅 看護 論 で は 、 地 域 包括 ケア シス テム が 第 : の 家族 へ の 看護 や 終末 期 に ある 療養 者 へ の 看護 、 
106 回 ・ 第 108 回 と 出題 され て いる の で 、 お さ  : 在宅 酸素 療法 、 勝 久 纏 カテ ー テ ル も 頻出 で す 。 
えて お きた いと ころ で す 。 ま た 、 介 護 保険 法 、 : 看護 の 統合 と 実践 で は 、 医 療 安全 の マネ ジ メ 
訪問 看護 ステ ーション に 関し て も し っ か り と 党 : ント 、 災 害 各 期 の 看護 が 頻出 で す 。 国 際 機 関 の 
えて お く 必 要 が あり ます 。 さ ら に 、 在 宅 療養 者 : 役割 も し っ か り と 覚え て お きま し ょ う 。 


1 | 地域 包括 ケア シス テム 


地域 包括 ケア シス テム に お ける 支 : 引 謗 2 
援 の あり 方 で 「 共 助 ] に 該当 する の  : ) 解 説 ( 地 域 包括 ケア シス テム で は 、 さ ま ざ ま な 生活 課題 を 自助 ・ 


は どれ か が 。 ・ 互助 ・ 共 助 ・ 公 助 の 連携 に よっ て 解決 ・ 支 援 し て いく 。 

1. 生活 保護 を 受給 する こと 。 ・ 1. ※ 公 助 で ある 。 公 助 は 税 に よる 公 の 負担 を さす 。 

2. 介護 保険 料 を 負担 する こと 。 : 2. 〇 共助 で ある 。 共 助 は 介護 保険 の よう に 制度 化 さ れ 、 リ ス 
3. ボラ ンティア 活動 を 行う こと 。 ・ 夕 を 共有 する 者 同士 で の 負担 を さす 。 

4. 自ら 定期 的 に 血圧 測定 を する こ : 3.※ 互助 で ある 。 共 助 と 似 て いる が 、 費 用 負担 が 制度 的 に 裏 


と 。 ・ 付け られ て いな い 自 発 的 な も の を さす 。 
・ 4. ※X 自助 で ある 。 自 助 と は 自分 の こと を 自分 で する こと を さ 
す 。 市場 サー ビス の 購入 (自宅 の 災害 備蓄 等 ) も 自助 で ある 。 


2 | 医療 安全 管理 体制 


医療 法 に お ける 病院 の 医療 安全 管 ・ 引 計 2 


理 体制 に 該当 する の は どれ か 。 : ) 解 説 (医療 法 施行 規則 第 1 条 の 1 1 で は 、 医 療 安全 管理 の た め の 
1. 厚生 労働 独 へ の イン シ デ ン ト 報 : ① 指 針 の 整備 (2. 〇 )、② 委 員 会 の 開催 、③ 職 員 研 修 の 実施 、④ 

千 ・ 医療 機関 内 で の 事故 報告 等 、 改 善 の た め の 方 策 を 講ず る こと を 病 
2. 医療 安全 管理 の た め の 指 針 の 整 ・ 院 等 の 管理 者 に 求め て いる 。 

備 ・ 1. ※ イン シ デ ン ト 報 告 は 院内 で 共有 する 。 ア クシ デン ト 報 告 
3. すべ て の 病院 に 医療 安全 管理 者 : は 医療 事故 調査 ・ 支 援 セン ター へ の 報告 義務 が ある 。 

を 配置 する 義務 ・ 93. ※ 医療 法 に 明記 は な い 。 診 療 報酬 上 の 「 医 療 安全 対策 加算 」 
4. 医療 安全 管理 の た め の 職 員 研 修 : 内 の 施設 基準 に 医療 安全 管理 者 の 配置 が ある 。 

を 年 に 1 回 行う こと 。 4. ※ 職員 研修 の 実施 回 数 の 規定 は な い 。 
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3 在宅 酸素 療法 


A さ ん (75 歳 、 男性) は 、 妻 と 死 

別 し 、1 人 暮らし 。5 年 前 に 慢性 

閉塞 性 肪 疾患 (COPD〉 と 診断 さ 

れ 、 1 年 前 か ら 在宅 酸素 療法 

(HOT) を 導入 し て いる 。 週 に 1 回 、 

訪問 看護 を 利用 し て いる 。A さ ん 

は 「 お 風呂 に 入る と き に 少し 息 が 

切れ る 。 で も 自分 で で きる こと は 

自分 で し た い ]」 と 訪問 看護 師 に 訴 

えた 。 

訪問 看護 師 の 説明 で 最も 適切 な の 

は どれ か 。 

1 訪問 入浴 介護 の 利用 を すす め る 。 

2. 浴槽 に は 入ら な いよ うに 説明 す 
る 。 

3 息 が 切れ る と き は 隊 素 流量 を 増 
や す よ うに 説明 する 。 

4 体 を 沈 うと き に は ゆっ くり 息 を 
吐き な が ら 洗う よう に 促す 。 


4 | 国際 機関 の 役割 


国際 機関 と 事業 内 容 の 組合 せ で 正しい 


の は どれ か 。 


1. 国連 難民 高等 弁 務 官 事務 所 (UNHCR) 


ー 一 子ども の 健康 改善 
. 国際 鬼 力 機 構 (JICA〉 

ー 一 労働 者 の 健康 保護 の 勧告 
世界 保健 機関 WHO 

ー 一 2 国 間 の 国際 保健 医療 協力 


ko 


に 


ドコ 


ーー 一 自然 災害 発生 後 の 教育 支援 


. 国連 教育 科学 文化 機関 (UNESCO〉 


作 4 
) 解 説 ( 1. ※X 1 人 で の 入浴 は 可能 で ある 。 た だ し 、 酸 素 チュ ー 
ブ の 延長 や 椅子 を 設置 する な どの 環境 整備 を 行う 。 

2. X 浴槽 に は 入っ て も よい 。 浸 か る の は 腹部 まで に し 、 長湯 
を 避け る 。 

3. X 酸素 ボン ベ の 酸素 流量 は 勝手 に 操作 し な い 。 医 師 の 指示 
に 従う 。 

4. 〇 入浴 時 は 酸素 吸入 を し な が ら 入 浴 す る 。 洗 うと き に は 前 
か が み の 姿 勢 を 避け 、 腕 は な る べく 肩 よ り 上 げ な いよ うに する な 
ど 胸 郭 の 動き を 制限 し な い 姿 勢 を と る 。 ま た 口 すぼめ 呼吸 で 、 ゆ 
っ くり 息 を 吐き な が ら 体 を 洗う と 呼吸 が 楽に で きる 。 


時 在宅 酸素 療法 の ポイ ント 

9 酸素 流量 は 自分 で 変更 し な い 

e 酸 素 を 吸入 し な が ら 入 浴 で きる (浴室 に 火 
気 の な い 場 合 ) 

e 外出 や 停電 時 の た め に 携帯 用 酸素 ボン べ を 
用 意 す る 

火気 を 使用 し な い 電 破 調 理 器 を 使用 する 


直射 日 光 を 避け て 
設置 する 

@ 家屋 の 構造 に 応じ 
て 延長 チュ ー ブ を 
使用 する 


全 4 

1. X 国連 難民 高等 弁務 家事 務 所 (UNHCR*) は 難 
民 の 保護 と 支援 を 行う 。 

2. X 国際 協力 機構 (JICA*) は 2 国 問 の 協力 援助 を 担う 。 


国際 保健 医療 に か か る 協力 な ども 行う 。 

3. ※ 世界 保健 機関 (WHO*) は 感染 症 対策 、 国 際 疾病 分 類 
(ICD*) の 作成 な ど を 行う 。 るみ 着 時 

4. 〇 国連 教育 科学 文化 機関 (UNESCO*) は 、 世 界 遺 産 の 
選定 や 途上 国 な ど で の 教育 支援 を 行う 。 災 害 発生 時 は 、 被 災 
児童 が 学習 の 機会 を 得 ら れる よう 教育 面 の 支援 な ども 行っ て 
いる 。 


*【UNHCR】United Nations High Commissioner for Refugees 


*【JICA】Japan International Cooperation Agency 


ま 【WHO】World Health Organization 
ま 【ICD】International Classification of Diseases 


ま 【UNESCO】United Nations Educational. Scientific and Cultural Organization 
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豆 沖 rr ゅ 剖 9 身 韻 へ 生計 旧 d 半 


これ だ け 見 て お こう ! 国 試 に で た 視覚 素材 


検査 画像 


人 腹部 CT 


(107 回 午前 70) 
人 @ 豆 部 CT 


乳児 の 硬 膜 下 血腫 
(三日月 型 の 高 吸収 域 ) 


(107 回 午前 53) 
人 胸部 X 線 


心不全 ( 心 胸郭 比 が 
拡大 。 こ の 問題 で は 
末期 腎 不全 が 原因 ) 


(109 回 午前 95) 


冠状 動脈 の 血管 造影 の 見 え 
か た ( 狭 窪 が ある が この 点 
に つい て は 問わ れ て いな い ) 


矢印 で 示す 部 位 : 皮下 脂肪 
(厚い 場合 は 洋梨 型 の 肥満 ) 


これ ら は 内 臓 脂肪 


(106 回 午前 31) 


急性 硬 膜 外 血 腫 
(凸レンズ 型 の 高 吸収 域 ) 


(105 回 午前 68) 


人 @ 腹 部 X 線 


イレ ウス 
( ニ ボ ポー 像 : 鏡面 形成 像 ) 


(104 回 午前 38) 
@ 上 部 消化 管 造影 


(103 回 追試 午前 85) 


PET-CT 音波 検査 (ドッ プラ ー エ コー) 


YNS 
水 首 の 水 狂 EE 
W の 発疹 で は 水 癒 は で きず 、 (参考 ) ば ち 状 指 
色 で 平ら な 状態 か ら 隆起 し 融合 180" 以 上 
し た 不 整 形 斑 状 ( 間 丘 疹 ) と な る 。 
水 癒 が で きる の は 曰 歯 の 近く の ーー 
5 肛 で 、 こ れ を コ プ リッ ク 班 と いう 


で は 小さ め の 淡 紅 の 隆起 し 


た 発疹 が で きる GA 


間 S 2 - 
109 回 生前 47 
た 
トー クモ 状 血管 腫 
k f 一 変 に 特徴 


同時 に 黄 癒 や 手掌 
紅斑 が み ら れ る 可 


能 住 が ある 6 計 へ 


に 


(102 回 午前 75 99 回 午前 56) 


手 = - 

に ファ ウラ ー 位 ( 半 座位 ) 。 
放 l ノ ( 央 ア 
衣 山 WW は ン ン 


環 行 帯 電 甲 帯 折 転 帯 らせん 帯 


109 回 生 


2021 年 1 月 号 特別 付録 


